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は じめに
これは、パプアニ ューギニアのワヘイ社会 を事例 にした、音コミュニケーシ
ョンの様態 に関す る民族誌的研究である。音は、社会的 に組織づけ られ、意 味
づ けられた象徴の体系 として、人び との生活空間に響 きゃた る。 そ して音は、
人び との感情 を表現 し、知覚 と認識 のあ り方 を露わにし、現実生活 を映 し出す。
本書は、 ワヘイの発話、語 り、泣 き表現、歌 唱、竹笛吹奏 による音 コミュニケ




とす る。だが、A・ シーガーが指摘 しているよ うに、論理的に先立つ社会文化
的母体 とい うものがあって、そのなかに音 が存在 していると単純に仮定す るこ
とはできない(SEEGER1987:xiii-xiv)1).むしろ、音 によって社会的関係や
文化的概念は表現 され、解釈 され るのであ り、私が注 目す るのは音 によるそ う
した表現 と解釈の過程である。この観点は、S・ フェル ドの提唱す る 「社会構
造 としての音の構造 」という考 え方(FELD1984)をよ り発展 させた もので もあ
り、 ワヘ イの音の民族誌 を通 して、私は、音の社会的意味論の地平へ と向か う
ことを目指 している。
パプアニューギニアにおける音の意味論 とい うテーマは、南高地のカル リ社
会 を事例 に した フェル ドの卓抜な論考 『鳥になった少年 』(1988)を唯一の例
(1)シーガーは、 「文化の中の音楽 」といったA・ メ リアムに由来す る形式的で
因習的な音楽観 を越 えて、音楽的パ フォーマ ンスとしての社会生活 とい う観点
か ら、音楽が文化 を創 り出す様相に着 目して いる。
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外 として、従来 ほ とん どアプ ローチされ ることのなかった領域で ある。た とえ
ば、二z一 ギニアでの現地調査に もとつ いて まとめ られ た民族音楽学の博士 論
文 に、V・ チ ェノウェス(CHENOWETH1979)、G・スピア リット(SPEARRITT
1979)、J・ピx-=キテ ィンガ ン 〈PUGH-KITINGAN1981)の三論文があ るが、
それ ちはそれぞれ、生成文法理論 を援用 した歌唱の生成過程 の形式的分析か 、
特定の器楽 に的 を絞 った狭 い意味での音の構造分析か、あるいは音楽 と社会 の
並存 を前提 とした平板な民族誌的記述に終始 して いる。 その点にお いて、 フェ
ル ドの著作は、人び との社会的感情が音表現 を通 して具現化 されてい ることを
見事に論証 した、音による感覚知の人類学研 究であ り、音の民族意味論的研究
の成果 として高 く評価で きる。
とはいえ、音表現の社会文化的意味を引き出す際の視点や方法につ いて、私
はフェル ドに全面的に賛 同 した り依拠 した りす るわけではない。それ は、意 昧
の源泉で ある社会が違 うのだから同 じや り方 をとることはできない といった こ
とではな く、む しろ彼 と私 とで(あ るいは誰であっても)、 異文化 の意味の体
系 と格闘 して民族誌 をまとめ る際の関心の所在や力点のおき方 とい うものが、
必然的に違わざるをえないか らであ る。私 はたとえば、 フェル ドがなぜ一つ の
鳥の神話だけをさまざまな音表現の意味の基盤 と して示 したのか、 あるいは、
なぜ死者の霊その ものにつ いて深 く言及せず に霊の現れ と しての鳥 の問題 を広
範 に論 じたのか とい った ことを、素朴な意 味で不思議 に思ってい る。カル リ社
会 に、ムニ鳥の神話の他 にも多くの神話があ ることはフェル ド自身が示唆 して
いる し(フ ェル ド1988:40)、あ らゆ る森 の音が根本的に関わ っている他 の神
話 をフェル ドが扱わなか ったことについては、カル リの人び とも疑 問に思 った
ら しい(フ ェル ド1988:334)、確 かに、 ある一つの神話が核 となって音 の社
会的意味が生み 出され ることは大いにあ りうることであ る。 ワヘイの場合 もあ












フェル ドとはかな り違 った解釈が示 され ることになるとい うことであ る。螽れ
は、音の民族誌的研究 にとって、む しろ当然 ともい える相違なので ある。 毒も
あれ、私の指摘に よって、 フェル ドの研究の価値がいささかで も低め られ るわ
けではな い。それ どころ力丶 実際にカル リ社会を知 らない者か らこ うした鬣摘
がでて くること自体、 フェル ドの民族誌 の記述の 良質さを如実に示 してい緊
音の民族 誌は、音の社会的意昧を解釈 し、その理解 を他者に伝達す るため に翻
訳す る作業 に他な らないか らである。
そうい うわけで私 は、私の思考法 と知識 と感受性 に基づいて、ワヘイの音 に
解釈的にアブRチ す る。 その基本的な方法論の視座が、C・ ギアーツやJ・
ピーコックの解釈人類学的観点に基づいて いることはもはや言 うまで もないだ
ろ う。本書で展 開されている議論はすべ て、 ワヘ イ自身の音の解釈 に関す る私
の解釈の現れであ り(cf.ギアーツ1987:14-15)、ワヘイが共有す る音の体
験の社会的意味 をワヘ イの座標軸にそって理解 しよ うとす る試みである(cf.
ピー コック1988:216》。
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フ ィール ドワー クの背景
私がワヘ イ社会 には じめて足を踏み入れたのは、1986年7月の ことであ る。ニ
ューギニ ア高地の北周縁部 を広域 的に調査 しよ うとす る研究チームの一員 と し
て、高地か らセピ ック川に流れ込むい くつかの支流 のなかか ちどこか一カ所 を
選択 して、集中的に単独調査 をす ることになった2)。
かつて セピック川中流域のイア トモイ社会で調査 した ときに仕入れた知 識か
ら3)、ワヘ イの住む東セ ピック丘陵一帯には、短 い竹笛 の合奏様式や割れ 目太
鼓の伴奏 による歌唱様式が存在す ることはわか っていた。 だが、それ らの 音が
実 際にどの ように構造化されて、 どのような響 きを示す のか とい うことにっ い
て、何の手がか りもなかった。 また、セ ピック丘 陵における民族学や言語学の
調査資料 は きわめて乏 しく、 そこにどのよ うな社会が存在 して、人び とが どの
よ うな生活 をお くっているのかにつ いて も、皆 目見 当がつかなか った。
具体的に調査地の選択 にと りかか る段 にな って、私は首都ポー トモレス ビー
にあるパ プアニx一 ギニ ア学研究所の音楽部門研究員D・ ナイルズ に相談 した。
その とき彼が聞かせて くれたのが、スイスの作 曲家D・ ファンシ ョエが1985年
に東セ ピック丘陵の村々で録音 したテープの一部であ り、そのなかにワヘ イの
歌唱 も含 まれていた。 ワヘイの人び との声は他の集 団を圧倒 して力強 く、絶 妙
な声の響 き合いによるポ リフォニ ックな構造 を示 していた。 それは、 それ まで
私が聞いて きたセ ピックの どこの地域の音の様態 とも違 うものだった。私 は即
座に ワヘ イを調査対象 に決め、彼 らが住む というコロサメ リ川に向か うこ とに
した0
よそ者 と して未知の土地 に入 り込むときにはつ き ものの交渉、説明、懇願 と
(2)この ときの調査は、 昭和61年度文部省科学研究費補助金(海 外学術研究 「パ
プアニ ューギニア高地周縁部 における文化人類学的研究 」課題番号61041088、




いった過程 をへて、私は何 とかワヘ イの村 メスカに住みつ くことを許 された。
その時点で、ワヘイに関す る民族学的な調査 はい っさい行われてお らず、参照
で きる民族誌 も言語資料 も何 も存在 しなか った。私は とにか く彼 ちの ことば を
理解す るのが先決 と考 え、音の調査 よりも言語調査 を優先す ることに した。 も
っとも、す ぐに音を調べた くても、歌や竹笛吹奏はそう簡単に生起す るもので
もなか った。 ワヘイは、彼 ら固有の言語のほかに、パプアニ ューギニア北部 を
中心に広 まっている共通語 としての ピジン語 も日常的に用 いている4)。私 もピ
ジン語は話す ことができたので、彼 らにまず祖先神話をいくつか ワヘイ語で語
って もらい、 それを録音 し、後で ピジン語 を媒介に して説明 を受 けながら、音
韻や文法構造、語彙、用語法について学んでいった。
そ うこうす るうちに、9月に入 って まもな く一人の赤ん坊が死んだ。人び}とは
泣 き孵び、涙 を流 しなが ら語 り、や がて村人全員が集まって泣 き歌 をはLた 。
その声の どれ もが私の胸 に沁 みた。真夜中 まで歌は続けられ、私 もず っと耳 を
傾 けていた。す ると突然、一人の男が立ち上が って走 り出 し、何や ら叫びbL
めた。 まわ りの男たちが、死霊が彼 に憑依 して語 っているのだと教えて く総た。
それは、私にとって衝撃的な体験であった とともに、ワヘ イにとって霊 とは何
かとい う問題 を考えは じめ るきっかけとなる出来事だった。それか らは、祖先
神話の聞 き取 りと並行 して、霊にまつわ るさまざまな話 を集め ることにも精力
を傾けた。そ して次第に、彼 ちの神話 と霊 の認識が深いところで密接 に関わ り
あっていることが理解 され るようになったe
その後、念願の歌唱や竹笛吹奏に も幾度 か立ち会 うことができた。 そのどれ
もが、予想 して いた以上 に精妙で、かつ力強 い響きだった。そ して音の世界 に
(4)ピジン語はニ ューギニア ・ピジン(NewGuineaPidgin)もしくは トク ・ピ'
シン(TokPisin)と呼ばれ る リンガ ・フランカ 〈linguafranca)の一種であ
る。出稼 ぎや他集団 との交易 ・接触 を通 して習得 されて きた。 その運用能力は
年齢 と性別で若干の差があ り、老年層と女性 とが比較的劣 る。
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入 り込んで いくにむたが って、人び とが音 を表 出 し知覚す る態度が、神話の体
系や霊の認識に深 く根ざ した ものであることもわか って きた。 また音の体験が、
霊 とのコ ミュニケー ションの体験 として位置づけ られてい ることもぼんや りと
見 えは じめた。さらに、何度 か遭遇 した霊の憑依 とい う特異な現象 も、 こ うし
た観点か ら捉え られ るのではないか とも考 えるようにな った。 こうして、それ
まで私が取 り組んで きた祖先神話、霊の憑依、霊 と神話の認識 といった問題 が、
音 コミxニ ケー シ ョンとい う地平の うえで、おぼろげなが らも像 を結ぶよ うに
なったのである。
1987年2月に私 はいったんメスカを離れ、遠 く離れた 日本でワヘイの神話、霊
認識、音事象の分析 を進めていった。そ うす るうちに、 ワヘ イの音の社会的な
意味は、やは り人間 と霊 とが織 りなすあの独特な コミュニ ケーシ ョン過程のな
か に潜んで いる嬶ちがいない と確信するよ うにな った。翌1988年7月か ら9月に
再び ワヘ イ社会 を調査す る機会 をえた私は5,、その問題 に焦点 を絞 り、神 話や
霊にっ いて人び とと議論 を重ね、彼 らと音の体験 を共有す るなかで考察 を深め
ていった。 そうして到達 したのが、 ワヘイは音の構造のなかに霊 の語 りを聴 き、
霊の認識は音の響 きを通 して現実化 され るという解釈であ る。ワヘ イの音 と霊
と神話の認 識をめ ぐって展開 され る本書 には、 このとらえ方が一貫 して色濃 く
投影 され ている。
麟
最後に、全体の構成 と内容 を概観 し、各章 の位置づ けや記述の狙 いを簡単に
示 してお きたい。
第一章 「ワヘ イ社会」では、 ワヘイの居住地の地理的位置や生 態環境、他 の
(5)この二 回 目の調査は、昭和63年度文部省科 学研究費補助金 く海外学術研究 「
パプァニ ューギニア、セ ピック丘陵における文化人類学 的研究 」課題番号630
41138、研究代表者 吉田集而助教授)の 助成 によるものである。
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言語集団 との関係、人び との生活ぶ り、クランを中心 とした社会組織、婚姻規
則な どを概観 した うえで、祖先神話をもとに民族史(ethnohistory)の再構築
をおこない、集団形成の過程 と集団移動、社会変化の軌跡 を振 り返 る。C・ ロ
バー トソンは、民族音楽学の学位論文の多 くが、序論で生態や地理的環境、歴
史な どに触れておきなが ら、後に続 く音の論考 とそれ ちがほ とん ど結びつけ ら
れ ることがないと不満 を述べている(ROBERTSON1984:450)が、本書では、 そ
うい うことのないように構成上の工夫 を凝 らしたつ もりである。この章の記述
は、全体の脈絡 を理解す るための基礎知識 を提供す るとともに、その内容は細
部にわた って各章のいたるところに反映されて いる。む しろ本論 を読み進みな
が ら、絶 えず この章 を参照す ることが必要 となって くるであろう。
なかで も、神話 にもとつ いて民族史を記述 した部分は、本書の主要な ト逢 ソ
クのひとつ であ るワヘイの神話認識への導入的役割 をにな ってい る。 そこ幟は
彼 らの多彩 な神話的思考が凝縮 された形で現れてお り、本論であつ かわれ る死、
泣 き表現、憑依、霊、 うたにつ いての論考 は、随所でこの祖先神話の体系儻フ
ィー ドバ ックされ るはずである。 こうして神話を もとに歴史記述 をおこな 蠡こ
とが、民族誌の方法論上、複雑な問題 をは ちんでいるこ とは承知 しているが、
私は、神話 とい うものが、人 び との歴史観、すなわち過去の出来事に関す る社
会的に正 当な認識の現れであ ると見な している し、過去 のみな らず、人び との
現実認識 を映 し出す鏡で もあると考 えて いる6}。ここで祖先神話 を記述す る目
的は、そ うしたワヘイの認識相へ分 け入 るための足がか りを得 るためでもあ る。
第二章 「死 と憑依 」では、人の死 と死霊の憑依 という、社会的に突出 した出
来事をめ ぐって表出され る音の諸相 を探 る。そこで まず扱われ るのは、死 によ
って誘発 された泣 き、泣 きこ とば、泣き歌 とい う悲哀の音表現である。死者に
(6)こうした考 え方は、 ワヘ イの西に住 むヤ ビオの民俗歴史学 を論 じた斉藤 も展
開 している(斉 藤1988)。
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向けて個人的に表 出され る泣 きと泣 きことばは、死者 をめ ぐる社会関係を浮 き
彫 りに し、集団で唱和 され る泣 き歌は、死 と霊についての社会的 イメージを演
出す る。そ して、 これ らの泣 き表現 が下地 となって、死霊 の憑依 が導かれ る。
憑依の形 態には二種類あ り、一つ は霊が人間に憑依 して、 その人 間の口を借 り
て語 りをおこな うもの、 もう一つは、人 間が手で支 える長 い竹筒 に憑依 した霊
が、竹の打奏によって信号や応答 を示す ものであ るeい ずれの場合 も、独特 な
音のモー ドを通 して 「霊の語 り」は現れ、人び とは音によって霊 と直接 に交信
す る。 それは、ワヘ イの音 コ ミュニケー シ ョンの極端な様態であ ると同時 に、
その本質的な姿 を端的に示す もので もあ る。
こ の泣 き表現や霊 との対話につ いては、 二人の死の事例 を録音 ・記録 した資
料をほとん ど逐語的に翻訳 し、簡単 に解説 を付 しなが ら、 それ らが生起 した脈
絡 にそって記述 していくことにす る。声、音、 ことば、発話が交錯す る状況 を
できる限 り忠実に再現す ることは、 ワヘ イの音 コミュニケー ションの全体 的理
解 にとって、基盤 を提供す る重要な作業で ある。 とい うの も、表 出される音や
ことばの細部には、ワヘ イの人間関係や感情の もつれ、あ るいは霊の とらえ方
といった現実生活の重要な断面が、あるときは象徴 的に、 またあ るときは きわ
めて具体的な形で現れてい るかちである。死 と人 と霊が織 りなす音の脈絡 をた
どってい くことで、社会の脈絡やその生 々しい有様が把握 され ることであろ う。
第三章 「霊 と神話 」では、憑依霊 とのコ ミュニケーシ ョンの問題 をよ り広 い
視野か ちとらえるために、 ワヘイが霊 とい うものをいかに分類 、知覚、認識 し
ているか を考察す る。霊 につ いての知識は、民族霊類学 と呼べ るほ どの体系化
を示 してお り、そこに人び との霊 に対す る関心の高 さとその生活上の重要牲 を
認め ることができる。
霊は基本 的に、死霊、邪術霊、超 自然霊の三種に分類 されてお り、 ワヘイは
それぞれ の性質 を数 多くの遭遇談や神話的エ ピソー ドによって説明す るeそ の
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説明の記述によって、ワヘイの生活 がいかに濃密に霊に取 り囲まれているかが
理解 され るであろ う。また霊の現れは、 とくに聴覚によって鋭敏 に感知され、
風の うな るような音や低 い吐息の ような音 として表現 され ることが多 い。 この
知覚の仕方は、歌唱や竹笛の音にも適用 され てお り、彼 らの音知覚が霊の感知
と根源的につなが っていることを示 して いる。 さらに霊に関す る認識 を詳細 に
考察することによって、それが神話的存在の認識 と本質的に連続 しているこ と
も提示す る。神話 に描かれ ている祖先たちの姿は、結局の ところ、霊のあ り方
と根本的に変わるところはない。神話は、霊認識の基盤であ り、霊 の うごめ く
現実世界のモデル と して存在 しているのである。
第 四章 「グハ とうた 」では、グハ とい う超 自然霊によって人間に与 えられ た、
死の表象 としての 「うた 」を考察す る。グハは超 自然霊のなかで もと りわ磁力
が強 く、すべての霊 を支配 していると考 えられてい る超越的存在であ る。 栄た
が与 えちれた過程 は神話 によって説明されてお り、 ここでは まず、ワヘイ語に
よる神話の全訳 をうたの解釈のためのテクス トと して提示す る。そ してそ蕚か
ら、男牲の成人儀礼(イ ニシエーシ ョン)の 創始者 としてのグハの姿 と、1¥
の概念がワヘイ文化 を象徴す る 「揺 らぎ 」の様態の根源 となっていることを引
き出す。
続いて、 うたが生起す る脈絡 を記述 した うえで、人び とが声 を絡 ませてポ リ
フォニ ックに作 り上げ るうたの構造が、グハの揺 らぎを表現す るため に組織づ
けられてい ること、 そしてそ うや って表出され るうたの意味の源泉が神話にあ
ることを詳 しく例証す る。人び とが うた を解釈す るときに参照す るのは常に神
話の脈絡で あり、 うたは、神話を隠喩的 に指 し示す音の構造 として位置づけ ら
れ る。だが、そ うや って音によって表現 され る神話的世界が、死 と霊の圧力 と
戦いのモチーフで彩 られた忌 まわ しい状況であることは重要である。 この点か














る神話テ クス トを提示す る。 そ してそこか ら、霊の現れ、夢見ク)状態、'男性 と
女性の神話的対立、竹の象徴性 といった トピ ックを引き出 し、:豊、'夢、・男乏女、
竹の織 りなす象徴 的相互関係 を論 じる。竹笛の音は、こ うした神話的背景 に も
とつ いて、霊の語 りと して成立す る。続 いて、サ ガイシの語 りが生起する脈絡
や語 りの構造を詳 しく分析す ることによって、霊の語 りが実際に音 として いか
に現れるか を示す。そ して、神話 と霊の認識が、語 りの指 し示す意 味 として把
握 され る過程を論 じた うえで、 うたの根底 に横たわ る語 りの原理 を析出す る。
ここにお いて歌唱 も竹笛吹奏 も、 「霊の語 り」の現れ る 「うた 」として統合 さ
れる。
そ して結論では、 それ までに考察 してきた ことを総括 した うえで、 「ワヘ イ
にとって うたとは何か 」とい う、 うたの社会的意 昧の問題 を論 じる。 ワヘ イの
環境 と生活、神話、霊の憑依、感情の もつれ、霊認識 といった諸相は この地点
で収束 し、霊の語 りとしての ワヘ イの うたは、そ うした社会の諸相 を象徴す る
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装 置 と して の姿 を表 わす こ とにな る。
ワヘ イ語 表 記7)
ワヘ イ語 は、 非 オ ース トロ ネシ ア語系 の 言 語で 、 セ ピ ック丘 陵 語群(Sepik
HillStock)のバ ヒネモ 語族(BahinemoFamily)に属す る。 言 語学 者た ちは、
ワヘ イが か つ て住 ん で いた地 名 に も とつ い て 「ワ タカ タ ウイ(Watakataui)」
とい う呼称 を用 いて い るが(DYE,eta1.1969,LAYCOCK1981)、集 団名 と し
て も言語 名 と して も 「ワヘ イ 〈Waxei)」が適 切 で あ る8)。本 書 で用 い られ て い
る表記 と本 来 の 音素(//で 示す)と は次 の よ うに対応 して い る。
母 音ie/i/,e=/e/,a=/a/,0=/0/,ll=/u/蠢
(長音化 は:で 表 わす 。)難
破 裂音p=/p/,be/b/,te/t/,d=/a/,ke/k/,
ge/g/,4=/q/〈 無声 口蓋 垂音),J=/G/(有 声 口蓋垂 音 〉
訓e/gw/(唇 音 化),kwe/kw/(唇 音 化)蠻





(7)文法 説 明 は割 愛す るが、 名詞 につ いて 数 と性 の 区別 が な され るこ とだ けは指
摘 してお きた い。 単 数形 の うち、 男性名 詞 は一qもしくは 一j、女 性名 詞 は一Sで終
り、双数 形 は 一f、三 数 以上 は一mで表 わ され る。
(8)他所 で私 は 「ワケ(Wage)」と記述 して きた が(山 田1987b、1988)、その
後 の音韻 調 査 で 「ワヘ イ 」の 方が よ り多 くの 人び との発 音 に 近 い こ とが 判 明 し
た ため 、本 書 で は後 者 を採 る ことにす る。
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話者 によって、母音の/a/は半狭の/a/、/o/は半広の/。/とな ることもあ るが、
あえて区別するほ ど示差的ではない。 む しろ、 ワヘイ語の発音で特 に注意 を要
す るのは、4、j、xで表記 され る三種類 の口蓋垂音である。
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第 一 章
ワ ヘ イ 社 会

1.環境 と生活
ワヘイは、パプ アニューギニア ・東セピ ック州、 コロサメ リ(Korosameri)
川中流域に居住す る、定住性の狩猟採集集団であ る。コロサメ リ川は中央高地
(エンガ州)に 源 を発 し、東セピック丘陵 を通 って大河 セピ ックに流れ込んで
いる。ワヘイの総人口は約300人で、その うち240人ほどがメスカ(Meska)村に、
残 りの人び とが少 し上流のワイニム(Wainim)村に分かれ て暮 らしている。
ワヘイの居住地 はち ょうど高地周縁部にあた る。メスカの海抜は約40mだが、
そのす ぐ東側には標高約180mかち400mの山なみがせ まり、それは さらに南の
コロサメ リ川上流の2000m級の山々に緩やかに連な ってい る。この連山一帯が
伝統的にワヘイが狩猟採集の場 としている土地であ り、かつて彼 らはその 山間
を流れ るモンブゴ トゥス(Mombugotus)川とウェイサス(Weisas)川の流域で
転 々と居 を移 しなが ら暮 らしていた。もともとは木材の切 り出 しのためのキャ
ンプ地にす ぎなか ったメスカへの移住が完了 したのは1976年のこ とで、 ワイニ
ムは その二年後 に新たに拓 かれた村である(地 図1参 照)。
ワヘイの広大な土地は、言語 を異にす る五つの他集団 によって取 り囲 まれた
形になっている。それ らの うち、カラワ リ川の支流 ウォグプメ リ(Wogupmeri)
川の 中流 に住むスマ リウップ(Sumariup)は、言語的にワヘ イと最 も近い関係
にあ り、集団聞の接触や通婚 も昔か らよく行なわれていた。現在 で も、父親が
スマ リウ ップ出身だ とい う男性が二人ほ どワヘイの問で暮 らしてい る。だが全
くの友好集団 とい うのではな く、1940年代 まではワヘイ と幾度 も抗争 した相手
で もある。スマ リウップの北、ゴペ ンマス 〈Govenmas)湖の南岸 に住んでい る
のがウォンビオ(Wombio)(アランブラック(Alambiak)の方言集団に対す る
ワヘイの呼称)で 、彼 らは ワヘ イと交易 を行な う一方で、激 しい戦 い もく り返
していた。交易は今で も続 けられてお り、ワヘイか らは身体装飾や木彫彩色 に
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地 図1ワ ヘ イ と近 隣集 団1D
用いる赤土 ・白土 ・黄土 とビンロウ ジが出され、ウ ォンビオか らは籐の編みか
ごや ビーズの装飾品などが入 って くる。また現在で も、両者の間で所有地の境
界線 をめ ぐる紛争が絶 えない。この ウォンビオ とな らんでワヘイ と敵対 して い
たのが、コロサ メ リ川の支流サル メイ(Salumei)川の 中流に住むイナル(
Inalu)(バヒネモ(Bahinemo)の方言集団に対す るワヘ イの呼称)で ある。彼
らはかつてコロサメ リ川 ぞいに出作 り小屋をもっていて、ワヘイに対 して盛ん
に攻撃 を仕掛 け、多 くの損害 を与 えていた。現在はサルメイ州以西 に定住 し、
ワヘイとほ とん ど交渉はな い。コロサメ リの東側 と西側の別 の川す じに住む こ
れ ら三集団 とは対照的に、 同 じ川す じに暮 らす残 りの二集団はワヘ イの伝統的
な交易 ど通婚の相手であ り、現在 も良好な友好関係 を保 っている。そρ うちコ'
ロサメ リ上流の山間 に散在す るガイデ ィオ(Gaidio)は高地のエ ンガ語の方言
を話す、非定住性 の狩猟採集集団である。ワヘイは彼 らか ら身体装飾用の揮 楽
鳥の羽や丈夫な弓 矢を得、鉄斧や ビンロウジを供出 している。 また下流のム グ
ムテ(Mugumute)村に住む人び とはカプ リマン(Kapriman)の方言集団で風地
理的に近いこともあってワヘイとは最も親密な関係にある。彼らを通して彎ピ
ック川か らニワ トリや狩猟用 の犬が持ち込まれ る一方、ワヘ イは彼 らにカヌー
や身体装飾用の土 と樹液 を売 る。
メスカは、ウェイサス川の河口近 くに位置 してお り、 コロサメ リ川の蛇行 に
沿 って約30戸の高床式の家屋が並んでいる。このあた りで川幅は80mほどある
が、川底が3～4mと浅 いため、上流 で雨が降れば水かさはす ぐに増 し、村が冠
水す るこ ともしば しばある、増水期 と減水期は数週間か ら数カ月の単位で不定
期に交替 し、熱帯雨林気候に よく見 ちれ るよ うな雨期 と乾期のは っきりとした
(1)各集団の位置は、村や集落の分布 をおおよそ囲んだ 目安にす ぎない。集団 ご
との模様の違いは語族の違 いを表わ してお り、縦線 はバ ヒネモ語族、斜線はア
ランブラ ック語族、網かけはエ ンガ語族、横線 はサニオ語族 を示す くcf.LAY-




ワヘ イが主食 としているのはこ川 ぞいに群生 している野生のサ ゴ椰子か ち採
る澱粉で ある。彼 らはそれ を、土製のフライパンで焼 いてパ ンケーキのよ うに
して食べ るか、焼 き石で沸か した熱湯 に入れてか き混ぜ、団子状に して食べ る。
また近 くの川や水路、池 には、ナマズ、ウナギ、テ ィラピア をは じめ とす る二
十数種の魚、亀、川エ ビ、ワニな どが棲息 してお り、それ らは刺 し網や手 網、
か ご、釣 り針、やす、銛、魚毒、あ るいは囲い込みによる手づかみなどで捕 ま
えられ る。大 きな魚はそのまま煮て食べた り炉の煙で燻製 に して保存 され る。
小魚はサ ゴ椰子澱粉 と一緒 にバナナの葉で くるんで蒸焼 きにす るこ とが多いe
さちに川 のまわ りの密林や 山は、野豚、 ヒクイ ドリや、カスカス、ワラビー、
キノボリカンガルー、バンデ ィクー トな どの有袋類、そ して野ネズ ミ、コウモ
リ、 トカゲ、ヘ ビ、鳥 といった野生動物の宝庫であ り、槍や弓矢、 ブ ッシ ェナ
イフ、散弾銃で仕留め られた獲物はすべて食糧 となる。なかで も犬 を伴って狩
ちれ る野豚は、集 団内部の交換に欠かす こ とのできない重要な動物である。鳥
のなかで食用 としてとくに好 まれ るのは、 オウギバ ト、 ミカ ドバ ト、サイチ ョ
ウ、オウム といった大型の種である。こ うした野生の動植物の狩猟 と採集 に加
えて、 タロイモ、パ ンダナス、パ ンノキ、キャ ッサバ、 ココ椰子、バナナな ど
の食用植物 も、川 ぞいに切 り拓 いた畑で栽培 されている。 しか し、川が増水 し
て畑 が壊滅することも多 く、栽培植 物が安定 して供給 され ることは少ない。村
の申では数頭の豚 と数十羽のニ ワ トリも飼われていて、これ らは どうして も獲
物が捕れ なかった ときの非常食や儀 礼用の食事 と して消 費 され る。
人び との生活は、狩猟採集 とい う食糧 の獲得行動 を中心 に して構成 され る。
その基本 をなすのがサ ゴ椰子の澱粉採 りで、だいたい一 週間に1～2回、家族単
位(ワ ヘ イ語ではヨヌ ・トガ ヌ ・ウヤグム(yonutoganuuyagum:語義は 「子
供 と女と男 」)と 呼ばれ る)で ブ ッシxに 出かけてゆ く。各家族 はブ ッシ ュの
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中に簡素 な出作 り小屋をもっていて、そ こに寝泊 まりする。サゴ椰子採 りだ け
が 目的な ら、朝早 く出か ければその 日の うちに村 に戻 って くるこ ともできるが、
ついでに狩猟や魚捕 りも行な うことが多 く、そ うな ると最低三～ 四日はブ ッシ
xに いることになる。村全体 としてみれば、常に何家族かは不在で あ り、.獲物
の よく捕れ る減水期 になると、村 に残ってい る人数は極端 に減 る。
サ ゴの澱粉採 りの作業 につ いては、幹 を切 り倒 して中の繊維質を取 り出すの
は男の仕事、その繊維 を水洗 いして澱粉 を抽出す るのは女の仕事 とい う具合 い
に役割分担が決 まってい る。 これは男女双方に とってかな りの重労働であ り、
一 日がか りで一本のサ ゴ椰子 を処理するのがや っとである。 また川での仕事 に
っ いて も、男だけが行な うワニ狩 りを除いて、労働量は男女ほぼ平等 に分担 さ
れて いる。た とえば、刺 し網やかごを仕掛 けて魚 を捕まえるのは男、手網 です
くい捕 るの は女、やすや釣 り針は男 も女 も用 いるといった具合いである。 これ
に対 し、狩猟は男だけが行な う仕事 で、 とくに野豚狩 りは四～五人の男が組に
な り、十匹ほどの犬 を連れて出かけ る。ブ ッシxに つ くと犬 を放ち、男たちは
その後 を追 いかけてゆ く。ふ だん まともに食糧 を与 えられていない飢 えた韋た
ちは、豚の匂 いを敏感にか ぎつ けると疾駆 し、豚を取 り囲んでさかんに吠 えた
て、逃が さないようにす る0到 着 した男たちは弓矢や槍 を構 えなが ら包囲 し、
射程距離 に入った ところで一斉に矢 を放ち、槍 を投げて仕留める。 とはいえ、
事が こうい う具合いにうまく運ぶ ことの方が稀で、何 日間 もブ ッシxを 歩 き回
ったあげ く、全 く獲物に出 くわさな いこともある。また見通 しの利かない密林
の 中では、た とえ豚 を囲いこんだ として も、立木や蔓が邪魔 をして うまく標的
をね らえず にはず して しまうことが多い し、木の枝や茨、石の破片な どで傷つ
けちれた り、追 いつめ られた獰猛な野豚か ら逆襲 されて傷つ くことも少な くな
い0
ワヘイに とって主な交通手段は、丸太 をく り抜 いて作 ったカヌーである。狩
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猟採集や魚捕 りに出かけるのに も、畑仕事 に行 くのに も、 まず カヌー をこいで
コロサ メ リ川や ウェイサス川 をさかのぼ り、出作 り小屋の近 くの川 ぞいにカ ヌ
ー をつな いでか ちブ ッシュに入 る。川はかな り上流の方 まで きつ い蛇行 をく り
返 してお り、水の流れも速い。上 りだ と1㎞ を進むのに男で も30分はかかる。
男は船尾 に立 って片足 を縁 に掛け、女は中ほ どに腰掛けなが ち、櫂 を右に左 に
器用 に振 り分けて漕 ぎ、強い水流 を避 けるため岸に沿 って進 む。川 の蛇行 のた
め、太陽の位置 も正面にきた り背後 にまわ った りして次 々と変わ り、私のよ う
に慣れない者だ とす ぐに方 向感覚 を失って しまう。だが、川 ぞいの光景、 とく
にまわ りに生 えている木 々の種類や川に流れ 出る小 さな水路 と入 り江の位置、
そ して蛇行の形態や近 くの 山々の形な どに精通 している彼 らに とって、今 いる
位置がわか らな くな ることな どない。
各家族は、毎 日の移動 に用いるため に、たいて い二～三隻 の小 さなカヌー を
所有 して いる。 どれ も長 さ4～6m、幅40cmほどで、これ らはふつ う男一人で 山か
ら木を切 り出 して きて、食糧調達の合い間に村の中でこつ こつ と作 る。なかに
は もっと大型の長 さ10mを越すカヌー をもってい る家族 もいて、 そうしたカ ヌー
は男たちが共 同 して山の中で作 り上げた ものであ る。大型 カヌーは家族全 員が
長期 間ブ ッシxに 入 る時に使われ ることが 多いが、村人 同士が組 んで大規模 な
狩猟や囲い込み漁に出かける時には、大 きなカヌー を何 そ うも連ねて漕ぎ上 っ
て行 く姿 も見 られ る。
近年の ワヘイ社会の変容ぶ りを最 も端的 に示 して いるのが、大型カヌ 一ーに付
け られるよ うになった 日本製の船外モー ターだ と言 えるか も しれな い。 ワヘ イ
が初めてモーターを購入 したのはメスカへ移住す る前、'　1年代後半のことで、
それ まで に金鉱や コブラ ・プランテーシ ョンなどに出稼 ぎに行 って貨幣 を蓄 え
て帰 って きた男たちが共同で購入 した ものである2》。 このモー ターの獲得 に よ
って、 ワヘ イの 自立的な行動の範 囲はセ ピック本流沿いのテ ィンブンケ(カ ト
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リック教会の布教基地があるところで、食料 品や 日用雑貨 が州都 ウエ ワクか ち
頻繁に運び込まれている)ま で拡大 され、 それ に伴 って米や魚缶、各種雑貨な
どが ワヘ イの地 に入 って くるようになった。 しか しこのモーターは五年 ともた
ず、以後 しば らくの空白期間を経て、1978年に二台目のモー ターが別 の出稼 ぎ
グループ によって購入された。 この頃にな ると、アンボイン(Amboin:カラワ
リ川 ぞいにある地方行政 区の中心地)や カニンガラ 〈Kaningara:ブラックウォ
ー ター川 中流の村で、カ トリック教会がおかれていた)で 小学校教育を終 える
者 もわずかなが ら出始め、 ドクターボーイ(村 に駐在す る簡易医療士)に な っ
た り、カ ラワ リ川ぞいにできた観光ホテルや アンゴラム(Angoram:セピ ック川
下流の町)に ある州政府の出先機関 に勤め るようになった。 そして そこで得た
現金収入 を元手 に して、1984年に三台 目のモ_..ターが購入された。以後、テ ィ
ンブンケ在住の国会議員が選挙区内の主だった村 に一台ずつ寄贈 した り、剥 の
州で小学校教師 として働 いている者3)がメスカにいる親族に一台プレゼン トし
た りして、現在メスカにあるモー ターは計三台となっている。モー ターの聖得
は ワヘイの悲願であ り、村にモー ターが もた らされ たときは盛大な祝宴が砂 ら
かれ、村 をあげて歌が うたわれる。
ワヘイをとりまく環境 とその生活ぶ りとを一言で要約す るな ちば、彼 らを 「
あいだの民 」と呼ぶのがふ さわしいように思 える。彼 らは中央高地 とセピ ック
低湿地の中間地帯 に暮 らし、 ガイデ ィオに代表 され る 「山の民 」の移動式狩猟
採集生活 とも、セピ ック本流に住むイア トモイ(Iatmoi)などの 「川の民 」の
(2)ワヘ イの出稼ぎは1940年頃にプロロ(Bulolo;モロベ州)の 金鉱 に9名の男
が行 った ことに始 まる。それ以降、ブカ(Buka;ニューアイルラン ド州)、 ラ
バ ウル(Rabaul;東ニ ューブ リテ ン州)、 カルカル島(Karkar;マダン州)の
コブ ラ ・プ ランテーシ ョンや、ラ トマ(Latoma;東セピック州、ウォグプメ リ
川 ぞい)で の木材の切 り出 しな どに、それ ぞれ数名ずつが計4回にわた って出稼
ぎに行 った と言 う。
(3)父親 がマダンのプ ランテーシ ョンに1960年代 に出稼 ぎに行 き、その ままそこ
に家族 を呼び寄せて暮 らす ようにな ってか ら生 まれた息子。
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栽培農耕生活 とも違 う、独特な生活形態 を保持 してきたeワ ヘイの生活は、必
然的に放浪 をともな う狩猟採集をもとに構成 されなが らも基本的には定住性 で、
農耕民的 に村落 とい う生活の本拠地 を常に保 っている。また、山の民はカ ヌー
をもたな いが、ワヘ イに とっての カヌーは、ブ ッシxや 山の中を歩 き回るこ と
と同 じほ どの生活上の重要性 をもっている。 さらにワヘ イは、東 と西の両方 か
ら敵対す る他の言語集団には さまれ、1940年代までたえず その攻撃 に脅か され
て きた一方で、北 と南の友好集団の間にあって、いわば交易の仲立 ちをす る役
割 も果た して きた。 こうした地理的条件、生活様式、他集団 との接触 とい った
要因にみ られるまさに中間的な性格が、 ワヘイの気質や思考様式や社会組織 の
形成に少なか らぬ影響を与 えてきた ことは疑いな い。
2.社 会 と親族の組織4》
ワヘイ社 会の基本 的な組織単位は、父系 出 自に基づ くクランであ る。 クラン
の概念は、成員があ る共通の祖先か ら出てい るとい う意識 を共有す る集団 を指
してお り、ワヘイ語ではイマ ・サ ンギム(imasangim;語義 は 「人間の集 団 」)
と呼ばれ る。各 クランの始祖 と考 えられ てい る存在から父方の系譜 を辿 ってみ
て も現在生 きてい る人び とまではつ なが らず、逆に現在か らさかのぼって も系
譜は途中で断絶 して始祖 まで至 ることはない5}。また、 クランに よっては複数
の始祖 をもってい ることもあ り、その場合、一つのクランがいくつ かのサ ブ ・
クランの集 合で構成 されていると解釈 され る。すべてのサブ ・クランが現存 し
ているわけではないが、異なるサブ ・クランの現成 員は、それぞれ 違 う始祖か
(4)基本的な親族呼称 につ いては、付録2に まとめてあ るので参照 され たい。
(5)たとえばヌングワセ(Nunguwase)とい う名の クランの場会、成 員の記憶 度
の違いに もよるが、始祖か らの系譜は最長 で14代、現在か らの系譜は5代 しか
辿れず、両者がつ なが るこ ともない。また人 によって系譜 に挙が る人名の順 序
が変わ るこ ともよくある0
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ら派生 していることを指摘す る一方 で、 自分たちが同一 のイマ ・サ ンギムに所
属 していることもは っき りと認め る。現在 ワヘ イの間にはそれぞれ 固有の名前
をもつ10のクランが存在 し、各クランは1～7家 族で構成 されている。各家族は
独立 した一軒の家に暮 らしているが、同 じクランに属す る家族同士はだいた い
近 くにまとまって住 んでいる。
いずれの クランの始祖 も基本的には人 間存在 として認識 されて いるもののa
その誕生は さまざまな鳥や 埔乳動物、魚、昆虫な どに由来す るもの として説明
丶
された り、 あるいは鳥や動物 に自在 に化身 しうるよ うな超越的存在 として捉 え
られている。始祖 に関す る人び との認識は祖先神話 の形 で記憶 されてお り、他
クランの成 員に対 して も秘密 には されていない。
各 クランはまた、特定の動植物や 自然物 を象徴的に保有 してお り、 それ らは
何 ちかの意 味で始祖の起源や行為 と関連づ けちれている。 クラン名 を呼ぶ とき、
固有名の代 りに、代表的なクラン ・シンボルの名前が用 いられ ることも多い。
クラン ・シンボルにつ いては、当該 クランの成員に対 して食のタブーが課せ ら
れているもの とそうでない もの とが あるが、食用に適 して いる鳥や哺乳動趨 が
タブー食 と決め られているこ とはない。 また、それ ぞれの クランに割 り当て ら
れ ている割れ 目太鼓6}の打奏信号 一一 近 くのブ ッシxに 出ているクラン成員を
呼び戻 した り、誰か成員が死 んだ ことを知 らせた りす るのに用い ちれ る 一一一は、
こうした クラン ・シンボルの うち、特に鳥のなき声や コウモ リの羽ばたき音、
ウナギの尾の動 きか ら抽出 した リズム ・パ タンで構成 されている。
クラン同士の関係 としては、 クサ イム(kusaim)と呼ばれる兄弟組織が存在
す る。これは クランごとの伝統的な土地所有 のあ り方 と関わ って いて、互いに
近接 した土地 を保有する二つ ない し三つの クラン同士がそれぞれ 「兄 」 「弟 」
(6)丸太 をく り抜いて内部を空洞に した大型の体鳴楽器。縦長のス リット(割 れ
目)の 脇 を木の棒で打奏す る。
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「宋弟 」(三 クランの場合)と 呼ばれ、10クランが合計 四つの クサ イム として
統合 され ている。 この関係 は社会的にと りわけ重要な役割 を担 ってお り、大 が
か りな狩 猟や漁撈、家作 りや大型カヌー作 りな どを行 うときには、 クサイム関
係 にあ るクランの成員が必ず互 いに協力 しあ うし、モー ターの購 入に際 して も
共 同出資す ることが多い。
さらに大 きな規模の クランの集合体 と して半族組織がある。すべての クラン
は、東の半族であるメタコグム'(metakojum)か西の半族 ヌコグム(nukojum)
i
のいずれかに属 してお り、 それは各 クランの始祖がおお よそ東の方角か らや っ
てきたか西の方角か らや ってきたかによって決め られている0現 在で も、メ タ
コグムに属す るクランは精霊堂の東半分 を占有 して東側にある炉 を共有 し、ヌ
コグムは西側の炉 と西半分を使 う。半族同士は潜在的な対立 関係にあ り、双 方
の間で何 か大 きな問題事 が生 じた場合、同 じ半族に属す るクランは結束 して対
処 しようとす る。
以上が クランに関す る概 略であ る。各 クランの名秡 サ ブ ・クランの数 、現
在の家族 数、クラン ・シンボル と食のタブーの有無、信号 打奏の ソー ス、 クサ
イム関係 、そ して半族へ の帰属な ど詳細につ いては図表1に まとめ てある。
クランは また外婚の単位 で もあ る。婚姻は男性のエ ゴか らみて祖母の クラン
の中か ら選択す るように規則化 され てお り、必然的にエ ゴとは異なるクランの
成 員が結 婚相手 とな る。選択 の道す じは大 きく分けて二通 りある。一つはエ ゴ
の父の母 の兄弟(FMB)の ライ ンかち選ぶ もので、その場合、FMBの 娘、
FMBの 息子の娘、そ してFMBの 息子の息子の娘の三通 りの位置にある女性
とエ ゴは結婚す ることができる。 もう一つ はエ ゴの母の母 の兄弟(MMB)の
ラインか ら選択す るもので、MMBの 娘、MMBの 息子の娘、 そ してMMBの
息子の息 子の娘 とい う、FMBの ラインと対称的な位置にある女性が結婚可能
な相手 とな る。 これ ら合計六通 りの位置にあ る女性はいずれ もエ ゴか らは イモ
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図表1ワ ヘイのクラン ・リス ト(その1)
クラン名 サブ ・クラン
磁
黼 クサイム関係 半 族
ヌングワセ
Nunguwase















0 5 D一弟 メタコグム
バ イ シ ュメ イ
Ba.ishumei
3 6 B一兄 メタコグム
ハ イ シ ョミル
Ha.ishomir
0 1 D一兄 メタコグム
ヨ ミセ イ
Yomisei
0 1 m弟 メタコグム
ゲセイ
Gesei
0 7 C=末弟 ヌコグム
カ ビンデイ
Kabindei
0 3 C一兄 ヌコグム
ウェサ ヨム
Wesayo皿
0 7 m弟 ヌコグム
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図表1ワ ヘイのクラン ・リス ト(その2)
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ス(imos)と呼ばれ る(図 表2参 照)ご
この基本的婚姻規則は、その横軸 と縦軸において、次の ように拡張 され る。
まず横軸 については、エ ゴの祖母の兄弟 とい う関係の中に、ナ イヌマム くnai-
numam:naij「兄 」+numaj「弟 」)と 総称 され る類別的キ ョウダイが含 まれ る。
ナ イヌマムには以下の四通 りがあ り、いず れの場合 も相手が男性の ときはナ イ
ヌマグ(nainumaj)、女性の ときはナイヌマス(nainumas)もしくはワフガス
(waxugas)と呼びあ う。1)同 一 クランに属す る同世代の成員e2)ク サ イム
関係 にあるクランに属す る同世代の成員。3)互 いの母親が同一 クランに属す
る者。4)同 一の祖母 も しくは曾祖母を もっ者。(互 いの祖父 もしくは曾 祖父
は異なる。祖母 もしくは曾祖母の再婚の結果、複数の系譜が派生 した ことに よ
一28一
る。)5)互 いの妻 同士 も しくは兄弟の妻同士が姉妹である者。(こ の兄弟、
姉妹には1)か ら4)に 該 当するナ イヌマム も含 まれ る。)ナ イヌマムは こ
の よ うにクランを越 えて広範囲に拡が るキ ョウダイ関係であ り、それが婚姻規
則 に取 り込 まれ ることによって、結婚相手 の選択肢は著 しく拡大 され る。
次 に縦軸 における拡張 として、エ ゴの祖母の子、孫、曾孫 とた どられ るライ
ンには、異なるクラン問での養子縁 組による者 も同等に含 まれる。た とえばF




乳離れす る頃までに養子縁組の話 はまとめ られ、子供は養父のクランに移 り、
養父がその子に各 クラン固有 の祖先名 リス トの中から選んで名前 をつ ける。親
族呼称につ いて も、養子先の親族関係に基づ いたアプローチが行われ る。養子
をとる理 由は実子が いな いか らとい うのがほ とん どで、男子の場合は クランの
存続 と財産相続のために、女子の場合は家事の手伝いや将来の婚資の獲得のた
め に、子供はぜひ とも必要 とされ るe養 子 をとれば、その子供の実父の クラン
に対 してお返 しを しなければな らな いが、直接現金や貴重財 で取 り引きされ る
ことは稀で、後 に子供ができた らその子供 を逆に養子に出す とか、養子に とっ
た子供の さらに子供の世代に養子 を出して解決す るといった方策 をとることが
多い。養子 を出す クランととるクランの関係は定式化 されず、 クサイム関係や
半族 による規制 もない。
婚姻に際 して特別な儀礼は行われない。男の父が女の父に婚資 をお くり、 そ
れ が受領 され ると婚姻が成立す る。婚資にされ るのは、現金 く約100～300キナ
;1キナは約150円)、鉄斧、ナイ フ、鍋、衣類な どで、父親や本人が出稼 ぎに
行 った り、カヌーを近隣他集 団に売 った りして調達 され る7}。数量につ いての










の ワヘイの既婚男性の うち、約30%の者が二人の妻 を、約5%の者が三人の妻 を
もってい る。
男は最 初に結婚す るどきに父親か ら財産の一部 を相続 して独立す る。財産 に
は、サゴ椰子の原生林や開墾 した畑 を含 む土地、魚 をとる小川や水路、家屋、
カヌー、 ココ椰子、 ビンロウ樹、グネ トゥム8)などが含 まれ る。複数の息子が
い る場合、財産はほぼ均等に分配 され る。娘には財産分与はいっさい行われ な
い。
3.歴 史 と神話
ワヘイの人び との歴史認識 は、膨大な神話群 を基軸 に形成 されてい る。 ここ
で 「神話 」とい うのは、人間や動植物 をは じめ とす る、あ らゆる存在や事物、
事象の起源 を説明す る物語を指 してお り、 ワヘ イ語で 「根の話(muna:SUXO
bujom)」、すなわち 「始ま りの話 」と呼ばれ るもの にあたる。 ワヘ イは この始
ま りの話 を、 「祖先の話(nukeijuxobujom)」と 「いろいろな ものの話(bu-
josusuxaj)」とに大別す る。祖先の話は 「クランの話(imasangibujom)」
(7)貨幣が流通す る以前は、カプ リマンや ウォンビオとの交易で える貝貨 と土器
が婚資に使 われていた。
(8)葉が食用 となる木本 で、幹の内部繊維 は腰みのや編み袋の材料に使われ る。
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とほぼ同義であ り、そこでは各 クランの始祖の始源の状態や象徴的動植物 との
関係が説 明され る。 また、 いろいろなものの話で は、霊 的存在をは じめ と して
自然物、動植物、楽器とい った人間以外の何 ものかの起源が語 られ る。いずれ
の話 にも、 「バギスガグ(bajisgaj)」と呼ばれ る 「物語性 」ない しは 「(話
の)展 開性 」があると言われ 、始祖たちや霊的存 在の来歴は、おおむね単線的
な時間軸にゆるやか に沿 った形で説明され る。 この意味で、 たとえば祖先の話
をよ り厳密に規定 して言 うとすれば、 「祖先が繰 り広げ る根 の物語(nukeiju-
xobajisugamuna:SUXObujom)」とも表現され る。
ワヘイの歴史は、個 々の神話が もつこの物語性 に基づ いて再構築す ることが
できる。 その際の史料 となるクラン神話に関す る知識は、 当該クランの成 員だ
けでな く他 クランの成員に もおおむね共有 されてお り、さまざまな神話が織 りi:'
なす過去 の世界は、 クランご とに独 立 しているとい うよ りもむ しろ、相互に関 蠡
連 しあいながらワヘイ全体の歴史 と して語 られ る傾 向にある。 したが ってそ う'『
したクラン神話 を幅広 く集め、相互の異同 を綿密にチェック した うえで、 また
元の多くの語 り手にフィー ドバ ック し、議論を深め ていくことによって、彼 ち
自身の歴史観や ワヘ イとい う集団の形成過程 をかな りの程度体系的に再現す る
ことが可能 となる。
また一方で、クランはいわば成員の 「生 」の拠 りどころであ り、クランの起
源 に関す る言述は、成員のアイデ ンテ ィテ ィを保証す るよすがで もある。だか
らクラン神話は、単に過去の世界 を指 し示 しているのではな く、現在 を説明す
るもので もある。人び とが クランの歴史 を語 るとき、それ は自分 と自分がい ま
生 きている社会 につ いて語 っていることに もなるのである。
ワヘイは、現在でこそ単一の言語集団と しての まとま りをもって いるが、 も
ともとは広範囲に散 らば って いたい くつ もの小さな出自集団が次第 に集まって
形成 され た ものである。 クラン神話によれば、いまある10のクランの始祖た ち
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はおおむね東 と西 の方角か ら 一一一す なわちウ ォグプメ リ川南部、 コロサ メ リ川
東部、サル メイ川 西部か ら 一一モンブゴ トゥス川へや って きて、 その周辺 に暮
らしは じめた ことがわかる。やがて相互の交流 も始 ま り、各 出自集団は徐 々に
ボブグ トス(Bobugutos)と呼ばれ るモンブゴ トゥス川 ぞいの拠点 に集合 して共
住す るよ うにな った。以下では まず、各 クランの祖先神話 に基づ きながら、 こ
の間の経緯 を追 うことに した い9)。また、 クランの成立 とクラン ・シンボルの
形成は不可 分なのであるか ら、 それ によって クラン ・シンボルの成立 過程 も明
丶
らかにされ ることであろ う。 クランを列挙す る順序は、ボブグ トスへの集合順
に したが っている(図 表1お よび地図2参 照)。
(1)ヌングワセ(Nunguwase)(コウモ リの クラン)
ヌング ワセの始祖はオデ ィフォ(Odifo)とい う名の男性であ る。オデ ィフ ォ
はテ ィンブ ンケ(セ ピック中流沿い)の 北 にあるコイウ ッド(Koiwud)とい う
場所で生 まれ、ナマズ(botij)の姿 を して小川の中に棲んで いた。まわ りに人
間はいなか った。 ある時オデ ィフォは川か ら飛び 出 し、ナマズの皮 を脱ぎ捨 て
るや いなや コウモ リ(kobis)18)に化身 して近 くの木の枝にぶ ら下が った。 ナ
マズの胸びれはコウモ リの翼に変わ っていた。オデ ィフォは大きな音 を立 てて
羽ばたきなが ちセピ ック川の方へ飛んでいき、セピ ックに出 ると川 をさかのぼ
っていった。やがて アンブンテ ィ(Ambunti)の近 くまで くると、南東 の方角 に
進路 を変 え、ハ ンスタイン(Hunstein)山脈 を越 え、サルメ イ川、コロサメ リ
(9)以下の記述の一部は、す でに他所で発表 した ものに基づいている(cf.山田
1987b),
(10)kobisは大型の コウモ リを指す総称。雌雄 を明 ちかにす る必要がある ときは、
雄 をkobij、雌 をkobisと呼んで区別す る。
(11)破線で示 した各 クランの移動経路は推測 による。 また破線に付 した番号は、
次の ように各 クラン と対応 している。(1)ヌングワセ、(2)フォゴセイ、(3)オグ
ファイヨ、(4)バギセイ、(5)バイシュメイ、(6)ハイシ ョミル、(7)ヨミセ イ、
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川 を横切 って、モ ンブゴ トゥス川ぞいのボブグ トス まで飛んできた。そこに一
本の背の高い木 を見つ けたオデ ィフォは、その枝 にぶ ら下が って翼 を休め、 あ
た りをうかがった。ヌング ワセという名前は、オデ ィフォが この大木 に与 えた
ヌングワスナス(nunguwasunas)とい う呼び名 に由来 してい る。 ヌングワスナ
スはコウモ リと共にヌングワセの クラン ・シンボル とな り、 また コウモ リの羽
ばたき音は クラン信号と して用い られ るよ うにな った。
ボブグ トスが気 に入ったオデ ィフォはそ こに定住す ることに決めた。枝か ら
丶
地上に飛び降 り、 コウモ リの皮 を脱 ぎ捨て るとた ちまち人間の姿 に変 わった。
そ して一人で近 くに家 を建 てて暮 らしは じめ た。 「男の家 」だった。 食べ物 を
さがす ときには コウモ リに化身 して飛び回 り、木の実 を見つ けては食べた。 あ
る時モ ンブ ゴトゥス川の上流 まで飛 んでい ったとき、木 々の間か らたなび く煙
を見っけた。地上 に降 り立ち、すばや く人間に化身す ると、歩 いて煙 の方へ近
づいてい った。そ こにはバ イ シュメイ ・クランの一家族が暮 らしていた。男は
デバ(Deba)とい う名だ った、デバ はオデ ィフォが二人で暮 らしてい ることに
同情 して、娘の一人 をオデ ィフォに与 えた。 オデ ィフォはその娘 を連れてボ ブ
グ トスに戻 り、 「女の家 」を作 って二人で生活 をは じめた。 オデ ィフォは も う
コウモ リに化身す ることはなかった。デバ か らもらった弓矢 で劈豚 をつか まz
ることも覚 え、 ウェイサス川の流域 を主な狩場 と した。や がて何人 も子供がで
き、家族 で穏やかに生活 していった。そ してその頃ボブグ トスにや ってきたの
が、次に述べ るフォゴセイ ・クランの始祖たちであ る。
(2>フ ォゴセイ(Fogosei>(豚のクラン)
フォゴセイは、豚 とオ ウギバ トというシンボル を共有す る名前のない三つの
サブ ・ク ランか らなる。その うちの一つ のサ ブ ・クランの始祖は、 ドゥブマ ケ
イ 〈Dubumagei)とミンデ ィグラフ(Mindiguraf)とい う名の親子であ る。親子
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だか ら始祖 として一体視 されている。二人 はウォグプメ リ川上流 に流れ出るノ
ウサス(Nousas)という川の 中か ら同時に生 まれた、二人 とも顔つ きや体つ き
は人間だ ったが、足首か ら先だけは豚の足 をしていた。二人はウ ォグプメ リ川
を下 り、下流 に住むブナル の人び と(ガ イデ ィオの分派で、高地エ ンガ語系の
方言 を話す現存す る集団)と 接触 したが、豚の足が気味悪が られ て共住す るこ
とを認め られず、ふたたび ウ ォグプ メリ川 をさかのぼ り、 そのまま西に進んで
ボブグ トスの近 くまでや ってきた。 そして小川のそばの地面に、木 の枝 を斜め
に立てかけて葉で覆 っただけの簡単な寝場所 を作 って暮 らしていた。食べ るも ・
の といえば、朽 ちかけたサ ゴに残 ってい る澱粉 とそこにつ く地虫くらいの もの
だ った。
そこへあ る日、林の中で見つけた豚の足跡を追 ってオデ ィフォがや って ぎた。
オデ ィフォは、 まともな住処 もない二人 をボブグ トスに呼び よせることに 謬た
が、豚の足のことだけが気がか りだ った。か えって妻に話をす ると、案の定 い
やが られた。そこで一計 を案 じ、二人がボブグ トスにや って くる手前 の小丿獅に
柔 らかい木の皮で小 さな橋をかけた。そ して二人 を迎えにい った0橋 のところ
まできた二人は渡 るのを恐が ったが、オデ ィフォに諭 されて恐る恐 る進んだ。
豚の足は柔 らかい木の皮 にめ り込み、引 き抜 くと豚の爪やかか とが とれ、人間
の足に変わ っていった。 とれた豚の足は川 に落 ちて流れていった。格段に歩 き
やす くな った二人は大喜びだ った。やがてオデ ィフォか ち家の作 り方やサ ゴ椰
子澱粉の調理の仕方 も教 えて もらい、二人は ヌングワセと共住す るよ うにな っ
た。
まもな く別の二つのサ ブ ・クランの始祖 たち 一一 ドゥクワビ(Dukwabi)と
ウ ィサガイダ(Wisagaida)一一 もボブグ トスへや ってきた。彼 ちは、ヤ ンブ
ゲファス(Ya皿bugefas)山に源 を発 しモ ンブゴ トゥス川 と合流す る、サギ トゥ
ワス(Sagituwas)とい う川の そばにあ る大 きな岩の中か ら、二人同時に生 まれ
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出た と言 われ る。 とはいえ親子で も兄弟で もな く、独立 した存在 と考 えられ て
いる。二人 ともや は り足首か ら先が豚の足の形 をしていた。彼 らは川 を下 り、
ボブグ トスの南東 にあるグ ワルガイシ(Gwarugaisi)とい う地で しば らく暮 ら
したあ と、 ボブグ トスにや って きた。そ して 同 じよ うにオデ ィフォか ら豚 の足
を人間の足 に変 えて もらい、一人はそのままボブグ トスにとどまった ものの、
ウ ィサガ イダの方 はさらに川 を下 ってウェイサス川の西側 に住んで いたシ ュブ
ゴブ(Shubujob)たち(ワ ヘイとは地理的 にも言語的に も近か った と言われ る
集団だが、現存 は しない)と 共住す るよ うになった。
ボブグ トスには結局、三人のフォゴセイたちが残 り、下流のババ トス(Ba-
batos)山の周辺 をオデ ィフォか らもらい受けた。 フォゴセイという名前は、ワ
ヘイ語で豚 を指す フォゴ ック(fogoq)に由来 している。三人は、ほ どな く して
ボブグ トス にや って きたオグ ファイヨ ・クランの女たち と次 々に結婚 し、子孫
を増や して いった。一方、 シュブゴブと暮 ち した ウ ィサ ガイ ダは、 ウ ィリオ(
附rio)(コロサメ リ川の西の ウ ィリマ リ(Wirimari)山に居住 して いた イナル
と同系の言語集団で、今世紀に入 ってか らムグム テのカプ リマンに吸収され た)
か ら略奪 してきた娘 と結婚 した。 このウ ィサガイダに始 まる系譜は、ずっ と後
の今世紀初め頃 にな って シュブゴブがワヘイに吸収 された ことによ り、ふ たた
びワヘ イに編入 され ることとなった。
オデ ィフォがボブグ トスに きて最初 に作 ったの は 「男の家 」だ ったが、彼 は
その東半分 を三人の フォゴセイたちに与 え、 自分 は西半分 を使った。 これ が現
在のワヘ イの間にみ られ る東 と西の半族組織 の原型だ と考 えられ る。 この 区分
は各 クランがボブグ トスにや って きたお よその方角 をもとに してお り、西 の方
か ちコウモ リの姿で飛んできたオデ ィフォが西の半族、東の方か らや って きた
フォゴセ イたちが東の半族 を形成 した。そ してこの区分の仕方は、続 いて ボブ
グ トスにや って くる他の クランに対 して も適用 された。
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フォゴセイ とオウギバ ト(duwis)との関連 については次の ような神話があ る。
ボブグ トス に住みついた三人のフ ォゴセイたちの何世代かあ との話である。 あ
る時、林 にサゴ椰子採 りに出かけたフォゴセイたちの近 くに、美 しい頭飾 りを ・
もった一羽の鳥が舞 いお りた。それ までに見た ことのない鳥だった.鳥 は彼 ら
に話 しか け、 ドゥウ ィス(Duwis)と名 の った。 そして もともとは人間だ った 自
分がどうして鳥の姿 になったかを語 りは じめた。
ドゥウ ィスはウ ェイサス川のほ と りに一人で暮 らしていた。そこヘ シュモ ヌ
ク(Shumonuq)とい う名の男がや ってきて、人間狩 りの話 をもちかけた。シュ
モヌクは小型の邪悪 なコウモ リが化身 した男だ った。彼はウ ェイサス川の上流
に住むバギセイ ・クランの男にオイ(男 の姉妹の息子)と 偽 って近づ き、その
娘 を自分の息子の嫁に欲 しい と頼んだ。バ ギセイの男には10人も娘がいた し、
オイの頼み とあれば断われない。 まんまと娘 の一人 を連れ 出 した シュモヌタは、
ドゥウ ィスの待ち うけるところまで娘 を誘導す ると、いつの まにか姿 を消 じた。
ドゥウ ィスはナギムの木の そばに落 し穴 を掘 り、木 の葉で うまく隠 して待 零て
い牽。そ して娘に、木にのぼ って実 をとってほ しい と頼んだ。娘 が次 々に養げ
る木の実 を拾っては、 ドゥウ ィスは噛 まず に丸ごと飲み こんだ。す ると目がだ
んだん と赤 く変わ っていった。実 を とりつ くした娘は、言われ るまま木か ら飛
び お りる と、そのまま穴の中に落ちた。 ドゥウ ィスはす ぐに大 きな石でふたを
して娘を閉 じこめた。
その後 シxモ ヌクは、ことば巧みにバギセイの男をだま しては娘 を次々に連
れ出 した0そ して ドゥウ ィスが同 じように して娘たちを穴の 中に閉 じこめてい
った。だが最後の娘だけは違 った。 この末娘はナギムの木 の ところまで連れて
こられた とき、地面の下の方で物音 がす るの を聞きつ け、事情 を理解 した0彼
女は近 くの池に行 き、大 きな口をした魚をつか まえてきて蒸焼 きに して ドゥウ
ィスにや った。その時、火で真 っ赤に熱 した小石をそっ と魚の口の中に入れて
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おいた。 ドゥウ ィスが、いつ もの ように噛まずにその まま魚 を飲みこんだ とた
ん、小石 は胃袋 を焼 き焦が し、 ドゥウ ィスは苦痛 でのた うちまわった。そ して
次の瞬間、 ドゥウ ィスの姿はオウギバ トに変わ り、苦 しそ うななき声 をあげな
が ら飛び去 っていったt2》。
こ うしてフォゴセイたちの前に姿 を現 したオウギバ トは、一種 の象徴 と して
「彼 らに属す るもの 」とな った。 この出会いと象徴化につ いて、現在のフ ォゴ
セイたちはいわば運命論的 に捉えてお り、オ ウギバ トの邪悪な前歴な ど問題 に
はされな い。 クラン ・シンボル とい うのは概 してそ うい うもので、偶然にせ よ
運命にせ よ、何 らかの形で祖先たちと関わ りのあった ものが象徴的 に取 り込 ま
れ、 クラ ン系譜の連続性や一体性 を表示す る役 目を負わされているのであ る。
(3)オ グファイヨ(Ogufaiyo)(キバ タンの クラン)
オグフ ァイヨの祖先たちは ボブグ トスの南西にあるオ トスグ(Otosuj)とい
う山の中で長 く暮 らしていた。オグファイヨとい う名前 は、 この山か らモ ンブ
ゴ トゥス川 に注 ぐオグファス(Ogufas)川に由来 してい る。彼 らが どこか らこ
の地へや ってきたかはわか らない.こ の時点です でに何家族かが形成 され てい
た と言われ る。その中にガイシとい う名の若 い娘 がいた。彼女はサ ゴ椰子の若
い葉柄の髄 が大好物で、毎 日そればか り食べていた。あ る時ガイシは、髄 の中
にある黄 色い若芽を頭の上 に何気な くのせてみた。す るとその瞬間、彼女の身
(12)このあ とには次の ような話が続 く0末 娘 は石のふた をはず し、一本の長い
木 を切って きて穴 の底に立てかけた。中か ら衰弱 しきった三人の姉 たちがはい
上が って きた。他 の六人はす でに死 んでいた。生 き残 った三人は、 自分の髪の
毛や腰みの まで食べつ くして いた。末娘は姉たちに小魚 を与 え、一緒 に父親の
ところに戻 った。 翌 日何喰わぬ顔 を して またシュモヌクがや ってきた。父親は
彼 にビンロウ樹に上 って実 をとってきて くれ と頼 んだ。そ してシュモヌクが ビ
ンロウジ をもって地面に降 り立 った瞬間、隠 し持って いた槍 でその胸 を突 き刺
した。シxモ ヌ クは地面 に倒れ、父親は さらにその頭 を石斧 でたたき割 った。
そ してシ ュモヌクの体 を山の岩穴の奥に捨 てた。こ うしてそれ以後、小型の コ
ウモ リは岩穴だけに棲むよ うにな った。
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体はキバ タンに変わ り、発す る声は 「ガヤ、ガヤ、ガヤ … 」と しか聞 こえ
な くなった。キバ タンの真っ 白な羽毛はサ ゴの髄の白色 が映 し出されたかの よ
うであ り、頭に逆立つ黄色の羽冠は若芽 その ものだった。両親は、ガイシが髄
ばか りを食べす ぎて とうと うオウム に化身 して しまった と嘆いた。だが もう二
度 ともとの姿には戻 ることはなか った。ガイ シはやがて悲 しそ うにな き声 をあ
げなが ら飛び去 っていった。以後 オグフ ァイヨた ちは、元来 自分たちの一員で
あ ったこの鳥 をつか まえて食べ るこ とを禁 じた。
、
しば らくしてオグファイヨはオ トスグ山 を離れ、モンブゴ トゥス川寄 りの低
地に移住 した。ある日の朝、林の中で一人の男がサ ゴ椰子の上の方に大 きなヘ
ビと トカゲが一匹ずついるの を見つ けた。男はサ ゴを切 り倒 して二 匹をつか ま
え、蒸焼 きに してみんなで食べた。するとその夜、家 々に向かって突然、四方
八方か ち木の枝や水 が次々に飛んで きた。驚いて外 をうかがって も何 も見 だな
い。男た ちは家の 申で盾をか まえ、女子供 をかばいなが らも恐怖で息 をひぞめ
ていた。や がて どこか らともなく不 気味な声が響いてきた0朝 みんなで食縫て
しまったヘ ビと トカゲの死霊 の声だ った。二 匹の霊は、殺 された恨みをはぢそ
うと して人間たちに襲いかか って いるのだ った。投 げつ け られ る木の枝 と水の
量がいちだん と増 してきた。男たちは槍 と弓矢で応戦 しようにも相手の姿が見
えない。低 くうな るような風の音 と、木枝 と水が家 々にぶつか る音だ けがあた
りに響いて いた。何 とか して逃げ出すほかな いと意 を決 した男たちは、盾 を手
に とり、女子供 を取 り囲む ように して守 りなが ら、恐 る恐 る家の外に出た。川
ぞいの道 を歩 いて下 ってい くときも、まだ木の枝 と水が飛んできた。皆び し ょ
ぬれにな りなが ら小走 りに急いだ。やがてモンブ ゴ トゥス川 に出ると、霊の襲
撃 も終った。オグファイヨた ちは さ ちに下流に向か って歩き、ボブグ トスの近
くで暖 をとって休んだ。す っか り夜 が明けて いた。そこヘオデ ィフ ォの妻が魚
とりにや って きた。知 らせ を聞いたオデ ィフォは彼 らをボブグ トスに呼び寄せ、
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以後 オグ ファイヨた ちはボ ブグ トスで暮 らす ようになった。
(4>バギセイ(Bagisei)(サイチ ョウのクラン)
バ ギセ イの始祖 は、ウォグプメ リ川の南 にあるコグモダニ(Kognmodaniq)山
で生 まれた、バ ギ ック(Bajiq)とい う名の一羽のサ イチ ョウで ある。 この とき
同時にも う一羽 のサ イチ ョウも隼 まれ、それがスマ リウ ップ(ワ ヘ イの近 隣集
団の一つ)の サ イチ ョウをシンボル とす るクランの始祖だ と言われ る。バ ギ ッ
、
クはある とき、パ ンノキか ら生 まれた一人の女を助 けた。女はウ ォグプメ リ川
の そばで、ヘ ビか ら化身 した男 と一緒 に暮 らしていたが、横恋慕 した夫のオイ
のヘ ビ男 に夫 を殺 され、結婚 を迫 られた。女はそのオイが嫌 いで逃げ出 し、川
ぞいの高 い木の上に避難 した。だが石斧で木 を切 り倒 され、女は川 に投げ出 さ
れた。そこへた またま飛んで きたバギ ックが、女 を脚で しっか りとっかむ と、
コグモダニ 山まで連れ去った。女は そこでふたたびパ ンノキの中に戻 り、二度
と姿 を現す ことはなか った。
やがてバ ギ ックはコグモダニ山を離れ、 ウ ォグプメ リ川 を さかのぼってモ ン
ブゴ トゥス川の上流 に出た。 そこか ら今度 はモンブゴ トゥス川 を下 り、ボ ブグ
トスの東側 にあ るバイシ ョゴダニ(Baishojodaniq)山に着 くと、そこに生 えて
いた ワゴム(Wagomus)の木 中に入 りこんだ。 その山にはフウ ィス(Fuwis)
とい う名 の女性がた くさんの豚 を飼育 しなが ち暮 らしていた。バギ ックは時お
り木か ら出てきては、 その豚 を盗んで食べた。 この ときの彼の身体は、真 っ黒
な皮膚を した人間の姿に変 わ っていた。豚がいな くなるたびにフウ ィスは、ム
ガギ(mujajiq)の木 皮 をもって山の頂上にのぼ り、呪文 を唱 えては皮 をか じ
り、唾 を四方の山 々に向か っては きかけた。豚 を見つ け出すための呪いだ った。
だが その効 き目もな く、豚は次 々にいな くな った。 フウ ィスは一計 を案 じ、す
べての豚 を連れ 出 して山の中腹の木 につな いだ。そ して 自分は木陰 に身をひそ
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め た。 しば ちくす ると突然 「ポフッ」とい う大 きな音が して、ワゴムの木の上
のあた りに裂け 目ができ、そこか ら黒い皮膚の男が 出て きた、バギ ックだった。
バギ ックは木につながれた豚 を見つけると、一頭の頭を石でたたき割 って殺 し
た。そ して豚 をかつ いで木 に戻 り、中に入 ろうとした。だがフウ ィスに目撃 さ
れたせいで、裂け 目はすで に閉 じられて いた。バギ ックはす ぐに、木陰で震 え
て いるフウ ィス を見つけだ し、近づ いていった。泣 きじゃくるフウ ィスの身体
を抱 きかか えるよ うに しなが らζバギ ックは 「恐が るこ とはない、おまえを殺
した りは しないか ら」と諭 した。二人はやがて一緒 に暮 らす ようにな り、た く
さんの子供 をもうけた。サイチ ョウの長 い くちば しの両側 にあるぎざぎざは多
産 を表わ していると言われ る。二人の子孫たちは、その後長い間バ イショゴダ
ニ山で暮 らしていたが、やがてボブグ トスにや ってきたオデ ィフォと出会 い、
バギセイ としてボブグ トスで共住す るようにな った。
(5)バイシxメ イ(Baishumei)(インコとハ トとウのクラン)、
バイシxメ イは三つのサ ブ ・クランからな る.イ ンコ、ハ ト、ウ という'弘ラ
ン ・シンボルはそれ ぞれのサ ブ ・クランに対応す るものだが、 クラン全体 によ
って共有 もされてい る。
インコのサブ ・クランの始祖はボワとい う名の男性で、 コロサメ リ州上流 と
サル メイ川の間にあるカビヤギ 〈Kabiyaji)山で生 まれ た。ボワはや がて南西
のシテ ィフ ァ(Sitifa)川の上流 に移 り住 み、 そこでセイフ(Seifu)13》の女
性 と結婚 して、二人の息子 をもうけた。その うち兄の方はシテ ィファに残 った
が、弟のウガサ(Ugasa)は父の生 まれたカビヤギ山に戻 った。 そしてカ ビヤギ
山の北東のウ ィリマ リ山に住むマビ トゥワ(Mabituwa)とい うウ ィリオis)の男
(13)サニオ(Sanio)語族に属す るビカル(Bikaru)語系の集団と推測 され る(
cf.LAYCOCK1981)。地図1参 照。
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と出会った。マ ビ トゥワは家 を作 ろ うとしていたが、柱の組み方 を知 らなか っ
たので、家はす ぐに壊れて しまった。そこでウガサ は彼 に、支柱 の先 をY字 型
に してそ こに横木 をのせるや り方 を教 えた。 ウガサは毎朝 アカオキス ジイ ンコ
(kajunaj)に化身 してはウ ィリマ リ山に飛んでいった。着 くと鳥の羽 衣を脱 ぎ
捨て、人 間の姿 とな ってマビ トゥワの ところまで歩いていった。そ して夕方 ま
で家作 りを手伝 うと、 またインコの羽衣 を身につ けてカ ビヤギ山に飛 んで帰 っ
たeマ ビ トゥワはウガサが どこか らどうや ってや ってくるのか不思議でな らな
、
かった。や がて家 も完成に近づいたある朝、 マピ トゥワは木陰に隠れて ウガサ
のや って くるの を待 っていた。そこへ一羽 のインコが飛 んで きて、羽衣 を脱 ぎ
さるとウガサが現れ た。マ ピトゥワはび っく り仰天 したが、素知 らぬふ りを し
てその 日も家作 りを続 けた。 夕方 にな ってウガサは、いつ もの よ うに鳥に変身
して帰ろ うとした。 だが、朝 マビ トゥワに 目撃 されたため、二度 と鳥 にな って
飛ぶ ことはできな くなっていた。仕方な く歩いてカ ピヤギ山に戻 ったウガサが、
その後ふ たたび ウ ィリマ リ山にや って くることはなかった。
ウガサは翌 日カ ビヤギ山 を離れ、 コロサメ リ川の上流に向かった。 そこには
大勢のガ イデ ィオたちが暮 らしていた。 ウガサはガ イデ ィオの女 と結婚 し、や
がて二人の子供がで きた。ある日のこと、 ウガサは狩猟に出かけるガイデ ィオ
たちに、 ヒクイ ドリをつか まえたな ら羽毛 と大腿骨 をわ けて くれ と頼んでお い
た。にもかかわ らず、ガ イデ ィオはそれ を無視 して 自分たちだけで羽 と骨 を と
った。怒 ったウガサはガイデ ィオたちに戦 いを挑んだ、だが しょせん一人で は
かな うはず もな く、傷つ いたウガサは妻子 を連れて逃げ出す ほかなか った。
ウガサたちはふたたび コロサメ リ川 を下 り、カ ピヤギ 山の峰づた いにあ るマ
ンデカ(Mandeqa)山にた どりついた。 そ こにも別のガイデ ィオたちが住んでい
た。 しば らくは平穏 に暮 らしたウガサー家だ ったが、やがて伝染病が蔓延 しは
(14)ムグムテのカプ リマンに吸収 された集団。地図1参 照。
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じめ、ガイデ ィオが次々と死んでいった。難 を恐れたウガサは、家族 を連れて
支流のヨコファス 〈Yokofas)川の奥へ と避難 し、上流 にあった さらに別のガイ
デ ィオた ちの集落に落 ち着 いた。そこの長老は、 自分の妻や娘た ちに売春 をさ
せて、集落 にや って くる者か ら弓矢や食糧 を稼いで いたが、 あるとき高地の方
か らヨコファス川にお りてきたガイデ ィオの一家の女にも売春 を強要 した。 そ
れ を知った夫が怒 って邪術 をかけ、長老 とその家族 を殺 した。 ウガサたちはま
た逃げ出さざるを得なか った。『ヨコファス州 をさかのぼ り、ヤ ンブゲファス山
を越 えて、モンブゴ トゥス川 にでた。そ して川 を下 り、中流 のバグロ トス(
Bagurotos>に着 いた。そこにいたのが、バイシュメイの別のサブ ・クラン(ウ
のライン)の 始祖、デバだ った。
デバが どこか ちバ グロ トスにや ってきたかはわか ちな い。 ウガサたちが着 い
た とき、すでに数家族が形成 されて いたと言 う。ヌングワセの始祖オデ ィヲ ォ
に娘 を与 えたの も、このデバである。デバは もともとはシロハ ラコピ トウ(
kakujaq)として生 まれ、人間に化身 した あとも魚 しか食べ ることを知 らなか っ
た。 ある時デバはバグロ トスの男た ちといっ しょに魚 をっかまえにいき、漣間
の体ほ どもある大 きなナマズを見つ けて槍で突いた。だが槍 は中ほ どで折れ、
ナマズは背 申に槍 を突き刺 した まま川底 に もぐって いった。デバはす ぐさま水
に飛びこんであ とを追った。ナマズは川底 に迫 り出 した大 きな岩 にあいた穴の
申に入って いくところだ った。デバ も懸命 に泳いで穴の中を進んでいった。長
い長い穴 だった。やがて水がなくな り、薄 暗い洞窟 に出た。そこか らは遠 くに
見 える明 りを頼 りにゆ っくりと歩いた0洞 窟の出口に着 いたデバは息 をのんだ。
昼間のよ うに明 るい広大な空間に出たのだ。 そこは魚人間たちの村だ った。小
道 を歩いてゆくと、一人 の女が薪 を割 っているのに出くわ した。デバ はあわて
てバナナの木の陰に隠れ たが、その葉 をと りにきた女に見つかって しまった。
デバは、槍 で突 いた魚 を追 いかけて きた ちここに出たんだ と説明 した。女は、
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あれは魚 じゃな くて人間なんだ、私だって水 の中にはいるときは亀の姿にな る
んだ、 と言 った。女 はデバの体をバナナの葉で隠 し、家 に戻 って ウナギ人間の
夫 に相談 した。二人 は夜 暗 くなってからこっそ りデバを家に連れて きた。
デバが槍で突いたナマズは、その傷が もとで死んだ。死体はバナナの葉で包
まれ、家 のそばの棚 に野 ざち、しに置 かれた。 ナマズの親族は報復に出かけよ う
としていた。亀 とウナギの夫婦は、 デバ を早 く地上の世界に帰 した方がよいと
判断 した。二人はデバに ビンロウ ジをか じらせ、キンマの実 に石 灰 をつ けて食
べ させた。生 まれて初め てそれ らを口に したデバは刺激で気持ちが悪 くな り、
体 をふ らつかせ なが ちす ぐに吐き出 した。女がそんなデバ の身体 をウタム(ll-
tam)のけばだった葉(今 で も軽 い病気の治療 に用 いられ る、強 い刺激 臭 をもっ
葉)で こす ると気分 も回復 し、再度挑戦す る とだんだんおい しく感 じられて き
た。続 いて灰塩 にウコンの根か ら絞 った汁 を混ぜた ものが与 えられた。 それ も
す ぐに吐 き出したが、水 を飲 まされ るうちに大丈夫 にな った。 さらにバナナの
葉で巻 いた タバ コを吸わされた。 とたんに咳込み、 目が まわ りは じめたが、灰
塩 とウコンの汁や水 をのんでは一 口吸 うや り方 を教 えられ ると、やがて平気 に
な った。
夜 のうちに夫婦は、ビンロウジとタバ コの苗木、キンマの蔓、石灰、灰塩 を
とる葉、 ウコンの根、 それにパンダナスとバナナ の苗木 などを集め、椰子 の葉
柄の皮で包んで洞窟の中に隠 しておいた。それか らナマズの死体 もこっそ り運
び込んだ。死体があ った棚にはバナナの太 い幹を代 りに置 いた。翌朝早 く、 二
人はデバ を洞窟の奥の水 ぎわ まで連れて いき、準備 してお いたビンロウ ジな ど
の包みやナマズの死体 をもたせた。そ してム ンムガギス(munmujajis)の木 の
皮 に呪文 を唱え、皮 を少 しか じって、水面に吐きかけた。す ると水が二手 に割
れ、問に歩いてゆける道が現れた。 デバはその道 を急いだ。やがて前にナマ ズ
を突 いた岸 に出た瞬間、水 の割れは もとに戻 り、水中の道は跡形 もな く消 えた。
II
デバは歩 いてバ グロトスに戻 った。て っき り溺 れ死んだ もの と思 っていた村
人たちの驚 きは大 きかった。 デバは彼 らに水底の村か ち持 ち帰った品 々を見せ、
村のはずれ に植 えた。こ うしてバグロ トスに初めて、 ビンロウジや タバコ とい
った嗜好品やパンダナス、バナナな どが持ち込まれた。ナマズの死体は皆で焼
いて食べ たが、頭 の骨には土が塗 ちれ、鳥の羽で飾 って男の家に中に吊るされ
た。ナマズは、デバが出会 った亀、 ウナ ギ と共にバイシュメイの シンボル と考
え られるようにな った。
、
最後に、バイシュメイの三つめのサブ ・クランの始祖はヌンブガ ト 〈Numbu-
gat)とい う名の男性で、モンブゴ トゥス川の最上流 にあ る滝の中か ら生 まれ、
その地で家族 を増や してい つた と伝 えられている。 クラン ・シンボルのモ ンブ
キグ(ス ミレオ ミカ ドバ ト:mombukij)とヌ ンブガ トとの関係は不明だが、・モ
ンブキグの別名で あるヌンブガ トゥグ(numbugatuj)は明 らかにヌンブガ 釋に
由来 している。またモンブキグとい う呼称が、モンブゴ トゥス川の名前の ぢと
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になった ものである。
ヌンブガ トの一族は、滝のそばに拓 いた集落で暮 らしていた。男の子た 礬は
物心がつ く頃にな ると、グネ トゥムの樹皮繊維 とセンネンボクの長い葉で作 っ
たふんど しを身 に着けるようになるのがふつ うだった。だが中に一人だけ、 ま
だ早 いと言われて、誰か らもふん どしを作 って もらえず にい る少年がいた。少
年 だけが裸で、他の子らといっしょに遊ぶ の もひ どく恥ず か しく思 っていた。
だか ら少年は、いつ も滝 に泳 ぎにい った.泳 ぐときだけは、みんな も裸にな る
か ち恥ず か しくはなかった。あるとき少年 は、滝つぼに潜 ったまま、いつ まで
た っても上が ってこな くな った。一緒 に遊んでいた子 らも心配 して水の中をさ
が しまわ ったが、 どこに も姿は見 えなか った。大人たちに知 らせ よ うと家 に戻
ろ うとした とき、滝つぼの中ほどで一匹の大 きな ボラが跳ね、水音 をたてた。
少年の名 を呼ぶ と、ボラはそれに答 えるかの ようにまた跳ねた。知 ちせを聞い
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た男たちがや ってきて、潜 ってつかまえよ うとしたがだめだ った。皆、かわい
そうなこ とを したと嘆 き悲 しんだ。バイシ,zメイ というクラン名 は、 このボ ラ
に化 身 した少年 の名前バ イシ ョブク(Baishobuq)に由来 してお り、またボラ(
baishobuq)も、 これ以後 クラン ・シンボル と考 えられ るようにな った。
バ グロ トスに集 まった ウガサの集団 とデバの集団は、まもな くモンブ ゴ トゥ
ス川 を下 ってグ ワルガイシに移動 した。グ ワルガイシを最初 に拓 いたのはフ ォ
ゴセイの一派だ と言われ るが、ヒの とき彼 らはす でにボブグ トスに移 っていた。
、
や がてヌンブガ トの集団 もグ ワルガ イシに移住 してきて、 この地で三集団が統
合 され、バ イシxメ イ ・クランが成立 した と考 え られる。 そ してさ らに後 にな
ってバ イシxメ イた ちもボブ グ トスに移動 した。 オデ ィフォが死んで しば らく
してからの ことだ と言われ る。
(6)ハ イシ ョミル 〈Haishomir)(ヒクイ ドリの クラン)
ハ イシ ョミル の始祖は、 ウェイサス川の北にあるベイナ トゥウ ォリス(Bei‐
natuworis)山で、雌の ヒクイ ドリか ら生 まれた一人の男性だ と考 えられて いる。
この山には もともと別の男が一人で暮 らしていた。彼の出自は不明である。 男
はバ ナナ を栽培 して いたが、熟れ るとす ぐにヒクイ ドリに食 いあ らされて困 っ
ていた。 そこでまわ りに落 し穴を作 って防衛 して いた ところ、そこに雌の ヒク
イ ドリが一羽かかった。 ヒ.クイ ドリは必死 に命ごいを し、男 も殺 さずに家 に連
れて帰 った。その日の夜、 ヒクイ ドリは卵 を一つ生んだ。三 日後 に卵がか える
と、 中か ら完全に人間の姿 を した男の子が 出てきた。ハ イシ ョミルの始祖 の誕
生 である。男の子はす くす くと育 ち、たちまち大柄の青年 にな った。あ る日の
こと、青年は 自分の家の柱 に使 う木 を切 りに出か けた。男はサゴ椰子採 りにい
って留守だ った。戻 って きて、支柱 をたて る穴を掘 ろうと地面 を見 回す と、犬
の糞 が落 ちていた。青年は気持ち悪 くなって吐いた。近 くにた また ま男の植 え
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たビンロウ樹が生 えていたので、その実 をとって食べてみ ると、気分 もよくな
った。帰 ってきた男にそのこ とを話す と、内緒でピンロウジをとったことをひ
どく詰 ちれた。おまえは ヒクイ ドリの子供なんだかち、そこい らの木の実で も
食べて りゃいいんだ とも言われた。 それ を聞いた ヒクイ ドリはいた く悲 しんで、
ピンロウ樹、 ココ椰子、サゴ椰子、 センネ ンボクの苗木 を集めてはすべて飲み
こみ、夜 の うちに息子を連れて 山を離れた。
翌朝 ヒクイ ドリと息子は、 ウオグプメ リ川の近 くにあるクネンバイ(Kunem-
bai)という丘に着いた、ヒクイ ドリがそこで排便す ると、飲み こんでおいた ビ
ンロウジや ココ椰子の苗木が地面に落 ち、瞬 く間に根を張 って大 きくなった。
それ らは息 子のための食べ物で、 自分は野生の木の実だけを食べた。
ある日ヒクイ ドリは、息子の結婚 相手 をさが しにウォグプメ リ川 に出かけた。
川ぞいに しばらくさかのぼ っていくと、大勢の若い女たちが水浴び していると
ころに出 くわ した。 ヒクイ ドリは、その うちの一人の娘の腰みのをこっそ り盗
んで、林 の中に隠 した。水浴び を終 えた娘は、腰みのがな くては帰 るに帰れずき
一人残 って探 し続けた。そこヘ ヒクイ ドリが人聞の女に化身 して現れ、 さも浄 葉
分が見つ けたかのよ うに言 って腰みの を娘 に渡 し、親切ごか しに娘 をクネンバ
イの丘に誘 った。素直につ いてきた娘は、 ヒクイ ドリの息子 と結婚 させられた。
やがて二人には次々と子供ができた、男の子 と女の子が交互に生 まれ、十番
目の子供が生まれた頃、 まず長男と長女が兄妹で結婚 し、一つづいて次男と次女、
三男 と三女 とい う具合いに近親婚がお こな われた。これ らの夫婦 もそれぞれ男、
女、男、女 とた くさんの子供 をもうけ、その子供たちも同 じように兄妹婚 をく
りかえした。ほ どな くクネンバイの丘は人 間であふれか え り、食糧の調達 も難
しくなったため に、人び とはあちこちの山や川に散 らば っていった。そ して そ




昔、犬の兄妹が ウォグプメ リ川の支流 ウォゴフ ァス川の上流にあるカプ リマ
リ(Kaprimari)山に住んで いた。あるとき二 匹が山の 中腹の地面 を足 で掘 り起
こした ところ、巨大な岩が出現 し、 申か ら大勢の人間が地上 に出てきた。犬 た
ちは彼 らに小便 をす るよ う命 じた。小便 は一本の川 となって 山を下 り、ウ ォグ
プメ リ川 に流れ込 んだ銭二匹の夫は、その川にそって どこで も好 きな ところへ
行 けと言 い残す と、石に化身 した。人間た ちは言 われるまま川ぞいに歩 き始め
た。最後の一人が 山か ら離れたの を見届 けた二匹は、ふたたび犬の姿に戻 ると、
川 に飛び込んだ。 そ して川底か ら地下にのび る真 っ暗な水路の中 を進んで行 き、
やがて ウェイサス川の上流の ウ ィデ ィオホ(Widi6×0)山にある泉に出た。泉の
まわ りにはサゴ椰子がた くさん生 えていた。'二匹は足でサ ゴ椰子を倒 し、中の
澱粉 をか きだ して食べた。す るとそのサ ゴ椰子の切株の中か ら、数人の男たち
が出て きた。犬の言 いつ けに そむいて林 に隠れ、二 匹が川 に飛び込 むのを盗み
見 して いた彼 ちは、その あとを追 って同 じ地下水路 を通 ってや ってきたのだ っ
た。 この男たちが ヨ ミセイの始祖だ と考え られて いる。彼 らが現れた瞬間、二
匹の犬はふたたび石 に変わ り、それは今 で もウ ィデ ィオホ山に残 って いると言
われ る。彼 らは しば らくの間 ウ ィデ ィオホ山で暮 らしたあ と、ボブグ トスに移
住 した。すでにハ イシ ョミルがや ってきてか ら、かな りの歳月が経過 して いた
ときであ った。
ヨ ミセ イの クラン ・シンボルの一つは 「昇 る太 陽 」(yaxagangwaiq:yaxaj「
太陽 」+gangwaiq「昇る 」)だ が、だか らといってヨミセイが東の半族 を代 表
している というわけではない。おそらく、東の方角か ちや って きたことを強 く
意 識 して いた祖先た ちが、東 に位置する太陽 を 「自分たちの もの 」として象徴
的に取 り込 もうとした もの と推測 される。彼 らはまた、茶色の斑点 をもつ 白い
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カスカス もシンボル化 しているが、 これ はその丸 い斑点が太陽の ように見 える
ことによっている。
(8)ゲセイ(Gesei)(サゴ地虫のクラン)
ゲセイの始祖は、サゴ地虫が変身 して生 じた二人の男性だ と考 えられて る。
サゴ地虫 はワヘ イ語でゲイナ ム(geinam)と呼ばれ、この語に 「集団 」を表 わ
すサ ンギム(sangim)が付け られて音韻変化 したゲセム(Geseim)という呼称
が、クラン名の もとにな っている。
ウ ォグプメ リ川の南にあるベナボカス(Benabokas)とい う山に昔、ヤガ ック
〈Yagaq)とい う名のゴシキセイガイイン コとウ ィス(Wis)とい う名のオ トメ
ズグロインコが棲んでいた。 二羽は兄妹だ った。ヤガ ックの羽毛は、ベナボカ
ス山の土 と同 じ赤茶色 をしてお り、 くちば しと胸羽は、いつ もパ ンダナス(ba
kujas>の赤い実ばか り食べて いたせいで真 っ赤だ った。ヤ ガ ックは昼間はパ ン
ダナスに とまってその実をついばみ、夜 にな るとダグゴイ(dajujoi)椰子の上
で眠 った。 またウdス は、生 まれてす ぐに赤みがかった水の流れ る近 くの川 に
お っこちて、体中が赤 く染 まった。そ して それ を洗い流 そ うと、朽ちたサ ゴ椰
子の幹にた まった雨水で水浴びをして、翼が よどんだ水の緑色 にな った。ウ ィ
スはサ ゴ椰子の種子やナグマ イス(najumais)の木の実を食べ、サ ゴ椰子の上
で眠 った。
ある日ウ ィスが、朽ちたサ ゴ椰子の幹の 中に糞 をす ると、一匹の大きなアブ
がや って きて糞 に分泌液 をひ っかけた。す るとその糞は二 匹のサ ゴ地虫に変わ
った。二匹はその まま幹の中で育 ち、やがて大きくなって地面にはい出た とた
ん、人間の姿に変身 した。 この二人の男性が ゲセイの始祖で ある。二人は ウ ィ
スに命 じられて、 まわ りのサ ゴ椰子 を切 り倒 して幹にいくつ もの穴 をあけた。
そこにまた アブがや って きて分泌液 をかけ ると、穴の中にた くさんのサゴ地 虫
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が生 まれ た。 ウ ィスは二人 に、 これか らはこのサ ゴ地虫 を食べて暮 らす よう言
った。
しば らく して二人はべナボカス山を離れ、ず っと西 に進 んでウェイサス川 と
コロサメ リ川の間 にあるオゴ トゥウォリ(Ogotuwori)山に落ち着 いた。 この と
きすでに、ボブグ トスにはオデ ィフォた ちの子孫が暮 らしていた とい う。二人
は、 当時 オゴ トゥウォリ山の北に住んで いた シュブゴブの女 と結婚 して子孫 を
増や し、一族は東の ウィヨコフナス(Wiyokofas)山な どにも散在す るようにな
った。やがてボブグ トスの人び ととの接触 もは じま り、ゲセ イはかな り後 にな
ってボブグ トスに移住 して きた。
(9)カ ピンデイ(Kabindei)(オウギワシのクラン)
カ ビンデイの祖先たちは、長い間 ヨコフ ァス川上流の山間の地 ドピグモフ ァ
ス(Dobigumofas)で暮 らしていた。地名の もとにな った ドピブゴック(Dobi-
bugoq)とい う名の男がその始祖だ と考 え られ ている。 ドビ(略 称)は 勇猛な戦
士で、オ ウギワシに化身 して は敵 を襲い、つ かまえた相手を食べて しまった と
言 う。戦 いに出かけるとき、 ドビはまず体中に真 っ黒な消炭 をぬ り、 コウモ リ
の皮で作 ったふん どしを着けた。黒いワラビーとこげ茶色のカスカスは、 この
ドビの彩色 した姿 と似てい るこ とか ち、カ ビンデイの もの と考 えられ るよ うに
な った。 ドビが小走 りに林の方へ進むと、一横にのば した両手は翼 に変わ り、や
がて体全体が大 きなオウギワ シの姿 とな って、西の空高 く飛んで いった.コ ロ
サメ リ川 を見おろす ところまできた ドビは、近 くの高い木のてっぺんに とま り、
あた りを見渡 した。小川で見知 らぬ人間た ちが水浴びを していた。 ドビは勢い
よく飛び立つ と、急降下 して一人の女の子 に襲いかか り、爪で しっか りとつ か
んでその まま ドビグモフ ァスに連れて帰 った。地上 に降 り立 った ドビの姿 はふ
たたび人 間に戻 って いた。女の子は、 ドビの オイ と義理の兄弟たちが食べた。
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やがて勝利 を祝 うイマ ・テガテ(imategate:語義は 「人間狩 り」)の 歌 が始
まり、 ドビの名や敵を倒 した地名な どが次 々に歌われて いった。食べて しまっ
た女の子は侮蔑 的に 「豚 」と呼ばれ、その名の示す とお り、豚の解体 と同 じや
り方で切 り刻 まれた。歌は夜 明けまで続け られた。
ドビは人 間狩 りをくりか えしていたが、あ るとき自分 が弓矢で射殺 され る夢
を見た。不 安になった ドビは長いつ るで片足 をしば り、一端 をオイに しっか り
ともって もらい、それか らいつもの ようにワシに化身 して飛んでいった。案の
定、行 く手には敵が待ち伏せ していた。 ドピに父親や妻や娘 を殺された男たち
だった。 ドビが木の上 にとまると、彼 らは いっせ いに弓矢 を放 った。 ドビの体
中に矢が突き刺さった。ドサが声をふりしぼってオイρ名を呼ぶと、オイは泣
きなが ちつ るを引っ張 った。 ドビはその助 けを借 りて、や っとの思いで ドビグ
モフ ァスに飛んで帰 った。だ が人間の姿に戻 る間 もな く、息 をひ きとった。
ドビが死 んだあ とも、カ ピンデイたちは長い間 ドビグモファスで暮 らした。
その間モ ンブゴ トゥス川 にや って きては、ボブグ トスの者た ちと平和に接触 を
くり返 していた。そ して現在生 きて いる長老たちの五～六世代ほ ど前にな って、
全員がボブグ トス に移住 した と言われている。
(10)ウ ェサ ヨム(Wesayom)〈オオタカのクラン)
ウェサ ヨムの始祖は、オオ タカの姿でウェイサ ス川に飛来 して、そのままウ
バダニ(Ubadaniq)山で暮 ちす ようにな った、ボフ ィヨカ(Bofiyoga)とい う
名の男性だ と伝 えられて いる。彼が どこか らや ってきて、 どのよ うにして人間
に化身 したかはわか ちな い。ウェサ ヨム とい う呼称はウ ェイサス川 に由来 して
お り、 「ウェイサスの人び と」といった意味 をもってい る。
ボ フィヨカは ウバダニ山で 自分の家、すなわち 「男の家 」を作 ろ うとした。
まず地面 に穴をいくつか掘 り、そこに最初の支柱 を立て ようとした とき、支柱
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に結んだつ るで指 を切って しまった。彼はぽたぽた と流れ落 ちる血 を、他の穴
の中に_Vだ 。す ると指の出血 もとまったe夜 にな ると穴の中で血がひと りで
に動 き始め、 そこか ら大勢 の男たちが 出てきた。彼 らは夜 の間に支柱 を全 部立
てて しま うと、支柱の脇か らまた穴 の中に戻 った。翌朝ボフ ィヨカは、一晩の
うちに支柱立ての仕事が終 っているの を見 てひどく驚いた。霊の仕業か と思 っ
て恐 くもあ ったが、仕事が楽 にな った と喜 んだ。その 日彼 は、一 日かか って中
央の支柱 に棟木 を渡 しただけで終った。夜 にな るとまた穴 の中か ら男たちが出
、
て きて、二本の横木を両端 の支柱 に渡 した。次の 日、ボフ ィヨカが屋根の垂木
を端の四本 だけかけると、夜、男た ちが残 りの垂木 を全部 しば りつ けた。 こ う
して 「男の家 」作 りの作業 は どん どん進み、枠組みが完成す るとサ ゴ椰子 の葉
を編んで屋根がふかれ、椰子の樹皮で二 階の床 と階下の座 り台も作 られた。 ま
た切妻屋根 から突 き出 した棟木の先端には、大木の板根 の部分 を翼 に したオオ
タカの木彫 も付け られた。 ボフ ィヨカはほんの一部の仕事 を しただけで、残 り
はすべて 男たちが行な った。最後 にサ ゴ椰子の葉で壁 を作 る作業だけが残 った。
この作業 は時間がかか り、 ボフ ィヨカが朝早 くや って きた とき、男た ちは まだ
働 いていた。あわてて急 いで穴に戻 ろうとした彼 らだが、 ボフ ィヨカ に目撃 さ
れたため に穴は閉 じられ、二度 と地 中に戻 ることはできな くな って しまった。
ボフ ィヨカの血か ら生 まれた男た ちは皆、長い尻尾 をもっていた ものの、彼
の子供と して受 け入れ られた。男の家 を完成 して くれたお礼 に、・ボフ ィヨカは
豚、 サゴ椰子澱 粉、サゴ地 虫の豪勢な食事 を与 えた。そ して水浴び にいって汚
れ を落 と して くるよ う命 じた。水か らあが った彼 らは、地面 におかれたイブム
椰子の長 い幹の上に、尻尾 を垂 らす ように して座 らされた。 ボフ ィヨカは石斧
を隠 し持 ち、彼 らの背後に近づ くと、突然石斧を振 りあげて次 々と尻尾を切 り
落 として いった。驚 いた男たちは、四方八方 に散 り散 りに逃げ出 し、たった四
人の男だ けがウバ ダニに残 った。切 り取 られた尻尾の うち、林に捨て られ た尻
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尾はやがてヘビやワ ラビー、 カスカスに変わ り、川 に捨て られた尻尾 はウナギ
になった。
その 日の夜、ボフ ィヨカ と四人の男たちが眠 っていると、突然 ボ ッ、ボ ッと
大 きな音が響 きわた り、やがてプー ンとい う低い持続音に変わった.飛 び起 き
たボ フィヨカが外 に出てみ ると、男の家が空 をゆ っくりと旋 回して いた。大 き
な音は支柱が地面か ら抜けた ときの音だ った。男の家は、 自分 を作 った男た ち
の尻尾をボフィヨカが切 り落 とし、彼 らを四散 させて しまった ことに怒 って、
ウバ ダニ を離れ ようとしていた。落 ち着 き先を求めて、男の家はあちこち飛び
回 り、やがてワタカ タウイの東 にあるバル ミヨゴイス(Barmiyojois)とい う湖
の水 中に没 していったeボ フ ィヨカたちは、今度 は手伝 って くれ る者たち もな
い まま、男の家 を作 らなければな ちなくなった。 ・
しばらくしてウバダニにウェイサス川の上流の方から大勢の女たちがや嘗て
きた。だが彼女 らは、 もともと沼地に棲む霊が人問に化身 した女た ちで、ボフ
ィヨカた ちとの性交を拒み、谷に下 りて両足 を大 きく広げ、陰部に風 を受跨 る
ことで妊娠 した。だが生 まれ るのは女の子ばか りだ った。ボフ ィヨカたち謄怒
って彼女 らに食糧 を与 えなかった。す ると女たち もウバ ダニか ら出て いった.
ボフ ィヨカは野犬 をたくさんつか まえてきて捜索 に放 った。犬たちはウバ ダニ
の峰続 きの山で女たちを見つけ、強姦 した。やがて子供が生 まれ ると、犬の形
をした子は育て、人間の姿 を した子は犬が殺 して食べた。 そこにウバ ダニの四
人の男た ちが女たちを捜 しにやって きた。一人の男が女に夜這いをかけた。 そ
れが犬に見つか って、戦いが始まった。夜 這いを した男はかみ殺 され、犬 に食
べ られた。残った男たちは猛反撃 し、首領格の犬 を槍で突 き殺 した。すると犬
たちは とたんに力を失 い、林に逃げ込みは じめた。男たちは残 りの犬 を皆殺 し
に して、女たち をウバダニ に連れ帰 った。 そ して犬 に汚 された陰部 をよく洗 わ
せて、性交 した。今度は女たち も拒 まなかった。 まもな く次 々と男の子が生 ま
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れ るようになった。
こうしてウバダニでボ フ ィヨカたちの子孫が増 えていった。その中にグゴン
ブ ク 〈Gujombuq)とい う名の少年がいた。あ る日グ ゴンブクは、姉 と一緒 に近
くの小川に魚 をつ かまえにいった。姉は まず上流の方 を木の枝 と土でせ き止め、
下流側に残 った水 をサ ゴ椰 子の葉柄 でか き出 した。そ してそこに残 った魚 を手
づかみで とっては岸に放 り投 げた。 まだ小 さな弟は岸にいて、姉 の投 げる魚 を
一生懸命か き集め た。やがて魚 を積 んだ山が三つ になった。少年は姉 に、一つ
、
の山は 自分 がもらえるのか と尋ねた。す ると姉は、 まず村 に全部 もって帰 って
夫に渡 し、彼 に分けてもらってか ら食べ るの よ、 と答 えた。少年はお腹がす い
ていたので、一匹で もいいから今す ぐに欲 しかった。 自分 も手伝 ったんだか ら、
そのくらい くれて もいい じゃないか と思 った。少年はお しっこを して くる と言
って林の中に入 った。兄 さん に分 けて もら うん じゃあ、 どれだけ もらえるかわ
か らない...少 年 はマインブク(maimbuq}の木 下に立って考 えた。 そ して
白い斑点 のあるマインブ クの葉 を一枚 とると、それ を首か ら背中側にかけて い
た黒 い小 さな編 み袋 に差 し込 んだ。次に近 くに生 えていた野生の竹 か ら中空の
短い竹筒 を切 り取 った。少年は首 に編み袋 をかけた まま、竹筒の中に入 り込ん
だ。竹筒 の内部 を進 むにつれて、人間 としての皮膚ははぎ取 られ ていった。 も
う一方の端 から抜 け出た とき、少年の体は シラボ シカササギ ヒタキ(gujombuq
:Monarchaguttula)に変 わっていた。背申側の黒4羽 毛は編み袋が、肩羽の
白い斑点 はマインブクの葉が姿 を変 えた ものだった。 ヒタキは羽ばたいて、マ
インブクの木の梢 に とまった。
まもな く姉が、 いつ までた って も戻 って こない弟が心配 にな って捜 しにきた。
弟の名を呼びなが らマインブクの木の下に近づいた とき、上の方か ら耳慣れな
い鳥のな き声が聞こえてきた。名前 を呼ぶ と、それ に応 えるかの ようにな き声
はいっそ う強 くなった。姉 は、弟が鳥にな って しまったことを悟 った。なん と
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かつかまえよ うとして木の棒 を近づけると、鳥はす ぐに居場所を変 えた。何度
も何度もや ってみたがだめだ った0と うとう姉 もあきらめ、川岸 に戻 って三つ
の魚の山を全部 とって きて、マインブクの木の下 においた。 そ して泣 きなが ら
家 に帰って行った。
姉は、家の外で矢 を削 っていた夫 に事情 を話 した。夫は、 どうしてす ぐに魚
をや らなかったのか と言 って妻 をひ どく詰 った。そ して手に もっていた矢で妻
の腹 を突 き殺 した。 その瞬間、妻の体はユ グガ(yujujas>椰子に変わ った。夫
はそれ に背を向けた とたんに、ダグエ(dajueq)椰子に姿 を変 えた。 この二本
の椰子は、今で もウバダニ 山の中腹に立 っていると言 う。
ウェサ ヨムたちは、 その後長い間 ウバ ダニで暮 らし続 けたOだ が地理的に近
いこともあって、その間ボブグ トスの居住者たち とも頻繁 に接触 し、通婚 も盛
んに行なわれて いた と言われ る。ウェサ ヨムがボブグ トスに移住 したのはき現
在の老人た ちか らさかのぼ って四～五世代前 にす ぎないが、 そのは るか前か ら
ウェサ ヨムは、社会的に も文化的に もワヘイの一員であ り続けていた と見 搭こ
とができる。 盆
こ うして10のクランがボブグ トスに集結 した。 その時期は、カビンデイ とウ
ェサ ヨムの系譜 をさかのぼ って試算 した ところによると、だ いたい19世紀 の終
わ り頃であった と推測 される0こ れ以後、10のク ラ.ンはおおむね まとまってモ
ンブゴ トゥス川、 ウェイサス川、そ してコロサメ リ川 と頻繁 に移住 をくり返す
ようにな る。 また、外部か らの接触や圧力 も増 え、 ワヘ イ社会 に多 くの変化が
見 られるようにもな った。以下では、その過程を簡単 に追 ってみ ることにす る
(地図3参 照 〉。
まず、今世紀のは じめ頃、スマ リウップ とウォンビオが連合 して、 ボブグ ト
スに住むワヘイたち を盛んに攻め たてるよ うになったことが、最初の移住 の原
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、地図3今 世紀における移動
因 となった。彼 らの狙いは、 ワヘイが作 った秀逸な割れ 目太鼓 を奪 い取 るこ と
にあった と言われている、波状攻撃が数 カ月間続 き、割れ 目太鼓は何 とか守 り
きった もの の、多くの被害 をこうむったワヘ イは、再度の攻撃か ら逃れ るため
にボブグ トスを捨て、モンブ ゴトゥス川 をさかのぼ り、ヌングマギ(Nunguma-
ji》とい う村 を新 しく拓 いて全員が移住 した。
スマ リウップたちは ヌングマギ までは攻め込んでこなかった、そこが険 しい
山ぞいに位置 していたか らである。だが、 その立地条件のせ いで、 ワヘィにと
って も、食糧を調達 した り家やカヌー作 りのための材木 を運搬す るこ とがきわ
め て難 しくなった0そ こで彼 らは数年で ヌングマギ を離れてふたたび下流 に向
かい、当時モンブゴ トゥス川 とウ ェイサ ス川の合流点の近 くに住んでいた シx
ブゴブたちか ちババ トス とい う土地 をもらい受けて、そこで暮 らす ようにな っ
た。シュブゴブは、 フォゴセイやゲセイの祖先神話にも登場 した よ うに、古 く
亀
か らワヘ イ と通婚 関係にあった友好集団であ る(地 図1参 照).こ の ときシュ
ブゴブの人口は10人にも満たなか ったと言われてお り、以後 ワヘ イに編入 され
る形で共住す るようにな った。その父方の系譜は絶滅 したが、母方 の系譜ほ一
つだ け現在 もワヘ イのなかに残って いる。
ババ トスは平地 にあ り、食糧事情 も移動の便 も良好だ った。そ こで しば らく
は平穏に暮 らしたワヘイだ ったが、やがて今度は西の方か らイナル という強 力
な集 団の襲撃 を受 けるよ うになった。度重 なる攻撃 によって、今 いる長老たち
の祖母や オジな ど少な くとも五人が殺 され、二人の女性が連れ去 ちれたことが
は っきりと伝えられている。 また、ウ ォンビオやスマリウ ップか らも小さな攻
撃 を何度 も仕掛 けられ るよ うにな った。ワヘ イはそれでババ トスを捨て、ふた
たびモンブゴ トゥス川をさかのぼ り、 シガム トック(Siga.mutoq)とい う村を新
しく作 って移 り住んだ。
シガム トックは、ババ トスほど恵 まれた土地ではなか ったが、食糧の調達 に
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は不 自由 しなかった らしい。 ワヘ イの現在の長老 たちは、皆 このシガム トック
で生 まれて いる。 そ して彼 らがまだ少年だ った頃、 シガム トックにテ ィンブ ン
ケか らカ トリックの宣教師がやって きたと言 う。これが、 ワヘイ と白人 との最
初の接触で、おそ らく1930年代後半の出来事 と推測 され る。 その後 まもな く、
プ ランテー シ ョン労働者 を求めて斡旋屋 も入 り込 んで くるよ うにな り、1940年
頃 には9人の男た ちがモ ロベ州の プロロ鉱山に働 きに出か けた。 ワヘ イはこ うし
て にわかに外部社会 との接触 をもちは じめた。.,爭
、
やがてニ ェーギニ アが第二次大戦 に巻 き込 まれ た頃、シガム トックでは得体
の知れない病気 が蔓延 しは じめ、何人 もの人間が一人 また一人 と死んでい く事
態が起こ った。皆、全身の皮膚が剥げて肉がむき出 しにな り、髪の毛 も抜 け落
ち、肝臓 の激 しい痛みを訴 えなが ら死んで いった と言 う。 その強 い伝染力 を恐
れた ワヘ イは、シガム トックを捨ててできるだけ遠 くに逃げることに した。 モ
ンブゴト ゥス川 を下 り、さらにウェイサス川 も下 って、昔 か ら出作 り小屋 をい
くつか建 てていたワタカタウイの丘の上に新 しい村 を拓いた。ち ょうどその頃、
ゴベ ンマス湖(ワ タカタウイの東側 にあるウォン ビオの土地)に は 日本兵 が逃
げ込んで きてお り、 ワヘ イの何人か はその姿 を目撃 している。
1947年には、ア ンゴラム(セ ピック下流の町)駐 在の植民地政府の巡察官 が
は じめて ワタカ タウイを訪れて、人び との印象や 交わ した会話の内容 を書 き残
してい る(GILBERTユ947)、。 これ によってワヘ イの存在 が公 に外部 に知 られ る
よ うにな った15)。また50年代後半になると、アンゴラムか ら木材の買付 け師が
や って きて、 ウェイサス川 とコロサ メリ川の合流 点近 く(今 のメスカがあ る付
近)に 木材 を集め るための キャンプが設 け られた。 さらに1960年代 にはい ると、
アンボイ ン(カ ラワ リ川 中流 にある村で、新たに役場出張 所が作 られた)の 巡
(15)ワヘ イの集団名や言語名がワ タカ タウイと記 され るようにな った のは、お
そ らくこの巡察官の報告書が もとにな っているのであろ う。
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察官は、ワヘイたち に、ワタカタウイか らコロサメ リ川 ぞいに移住す ることを
強 く勧め た。 ワタカ タウイはあま りに遠 いため、行政指導 をおこな う上で問題
があるとい うのが理 由だった。 そこでワヘイは、女性5人と豚1頭を支払って、
今のメスカの土地 をムグムテのカプ リマ ンか ら正式に買い取 って移住すること
になった、
1960年代後半か ら、数家族単位で少 しずつメスカに移住 がは じまった。 もと
もとワタカ タウイは食糧 をえるのには便利な土地だ ったため、皆なかなか そこ
を離れたが らなか ったのである。結局メスカへの移住が完了 したのは、1976年
のことであ った。 この間、1969-71年に2人の男がブカ(ニ ューアイル ラン ド州)
、また1973-75年には4人の男が ラバ ウル(東 ニュー ブリテ ン州)の プランテー
シ ョンへ 出稼 ぎにいくな ど、 ワヘイが外 の世界 を体験す る機会 も次第 に増大 し
ていった。 邃
1978年になると、ニ ュー ・トライブス ・ミッシ ョン(NewTribesMission:
以下NTMと 略記)が 布教基地 を求めて コロサメ リ川に入 り込んで きた。蓮隔
地のため、 テ ィンブンケのカ トリック教会の支配があま り及んでいないの薩 目
をつ けたのである。NTMは まず ワヘイの青年を数人、言語情報の提供者、モ
ー ターボー トの運転手、小間使い として雇 い、ワイニムに小 さな村 を作って住
み込んだ。 そ して徐 々に誘いの手を広げ、結局、青年層 を中心 に10家族ほ どが
ワイニム に移 り住 むようにな 甑た0さ らにそぬ と並行 してNTMは 、 コロサメ
リ川上流の ビソ リオ とい う土地 をワヘ イか ら無償で借 り上げ、簡易飛行場の建
設 をは じめた。1981年にそれが完成す ると、新たに数家族が派遣 されてきて、
ガイデ ィオ、 ワヘ イ、カプ リマンの言語調査 と聖書翻訳、聖書教育 をおこな う
ようにな った。現在 も、ビソリオに三家族、ワイニムに一家族のNTMが 駐在
して、人び とと一定の距離 を保ちなが ら布教につ とめている16)。









(16)1981年の段 階では、 ビソ リオ に四家族、 ワイニムに二家族、ムグムテ に二
家族のNTMが 駐留 していた。だが次第 に人びととの軋轢が増 し、協力 も得 ら
れ なくな って、徐 々に撤退の兆 しを見せて いる。ムグムテの二家族は、1987年
にカプ リマ ンか ら追放されて しまった。飛行場の借地料や物資の供給の問題 な
どをめ ぐって、コロサメ リの人び ととNTMの 間で今も紛争は絶 えない。な お、
セ ピック上流の メイ川で もNTMと 住民 とが揉め事 を起 こ してお り、裁判沙汰







死は、ただ人間の喪失 を意味す るものではない し、死 に直面 した とき、人は
ただ心の 中で悲 しむだけではない。死は音 を生む。人び とは、泣 きなが ら叫び、
語 り、歌 う。そ うした泣 きをともな う発声や歌唱は、死者 に向け られた個人か
らの悲哀のメ ッセー ジで あるとともに、それ らが集団的に表 出され ることで、
社会的に意味づ けちれた音表現の場 を構成 している。
ワヘイの場合、人が死ぬ と、そう した哀 しみの音表現に加 えて、死霊が人や
竹に憑依 して ことばや音を発す るとい う出来事が起 こる。人び とは、憑依 した
霊の語 りに耳 を傾 け、質問を発 し、対話 を行 う。 この現象 はきわめて特異 とも
いえるものだが、 ここで問題にされ るのは、霊認識のあ り方や憑依の仕組み と
いった様相ではな く、む しろ人間と霊 とが繰 り広げ る音 コミ.xニケー ションの
様態 とその社会的な意味の問題である.
死によって惹 き起 こされ る事象 には、本書で扱お うとす る音コ ミュニケー シ
ョンの主要なテーマがすべて含 まれてい る。つ ま りそこには、泣 き叫ぶ 「声 」、
泣きなが ち発す る 「ことば 」、泣 き 「歌 」、憑依 した霊の 「語 り」、竹が発す
る 「音 」といった さまざまな音のモー ドが交錯 して現れ る。 それ らは また、 当
然のことなが ら複雑な社会的背景 を反映 してお り、音の諸相のなかに、彼 らの
象徴論、霊 の捉 え方、社会関係、エ トスな ど、多 くの重要な側面 を垣間みるこ
ともできる。そ こでこの章では、後につづ く本論への足がか りと して、二人の
ワヘ イの死 によって生 じた音 コミ.ユニケー シ ョンの諸相 一一一泣 き ・泣きことば
・泣 き歌が生 じる脈絡 と背景、そ して人び とが霊 と対話す る過程で生起す る用
語法や音の様態 一一一 を可能な限 り忠実 に記述す ることによって、ワヘイの現実
生活の断面 と社会的感情の現れ を具体的に示 しておくことにす る。
1.泣き と泣 きことば
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1986年11月21日、ワイニム に住んでいたバ ダコエ とい う名の長老が死ん だ。
病死 だった。 もともと病気が ちの男で、よく伏せ っていた ら しいが、死ぬ 一週
間ほ ど前、妻の父親のケサガ イたちを迎 えにモンブゴ トゥス川ぞいの グワル ガ
イシに遠 出 して戻 ってきてか ら、急 に容態が悪 くな った と言 う。 それで簡 易医
療所 のあるメス カに下って きたが、五 日後 にそのままメスカで息 を引 き取 った。
午後4時頃のことだった。 その とき私 は、家で イマンか ら悪霊の話を聞いて いた.
そ こに突然女たちの泣き叫ぶ声が飛び こんで きた0バ ダコエが危篤状態にある
ことは知 っていたので、す ぐに彼 が死んだのだ とわか った。仕事 を中断 し、 あ
わてて録音機 を家の隅にセ ットした。前 に子供が死んだ ときに咎め られた こと
があ るの で、近 くに行って録音す ることはで きない。テープ を回 しは じめ てか
ら、急いで50mほど離れた ところにある、彼が息 を引 き取 った家(彼 の養 子の
家)に 向かった。
何人 もの女たち、バダコエの妻や娘、母、姉妹、姪たちが家の外 に出て きて
泣 き叫んでいた。 これが 「ノグ(nojの」と呼ばれ る 「泣 き 」で、死の直後の、
とうてい ことばには表わせな い哀 しみの気持 ちは、ただ泣 き声 として表出 され
る。家の そばの地面 にへ た りこんだ り、 まわ りをぐるぐる歩き回 った りしなが
ら、皆が ば らば らに声を張 り上げ る。それ ぞれの声 の動きは少な く、短三度で
下行 して長 くのば され る形 がほとん どであ る。
やがて 「泣 き」にことばが付 けられて、 「ノグ ・ブゴム(nojubujom)」と
呼ばれる 「泣 きことば」が発 せ られ る。 「泣 きことば 」は死者へのメ ッセー ジ
で あ り、脈絡をもつ問いかけである。だか ら、泣 きなが ち死者の名前や親族名
称 を呼んだ り間投詞を叫んだ りす ることは、 「泣 きことば 」とは見なされず に、
「ただ泣 いている(nojumumujanje)」と言 われ る。泣 きこ とばになる と声の
粗織 もや や複雑にな り、短 三度の下行形 を中心 と して、同 じ短三度の上行形、
あるいは完 全四度、長二度 の下行形 と上行形 も聞かれ るようにな る。
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まず耳 に入 ってきたのは、バ ダコエの娘スンゴリンダの泣 きことばだった。
「父 さん、 もう二人でワイニムに行 くこともないわね(abei,mbaneiyajasu-
nujWainim)」。
「父 さん、 きの う私たち二人で行 ったわね(abeyai,xafandinujiyaofei)」。
娘 は、一緒 に暮 らしていたワイニムの名 を挙げて、 これ までの生活が もう戻 っ
てはこな いことを悲 しむ。 それ を 「ワイニムに行 くこともな い」と言ってい る
のは、次 の 「二人で行った 」に対応 させ るための修辞表現で ある。 「行 った 」
のはワイニムにではな く、グ ワルガイシにであるが、そのことは隠 されてい る。
バ ダコエは、病気 を押 してわ ざわざグワルガイシまで義理の父親のケサガ イを
迎 えに行 った。バダコエの義理の息子がNTMの 下働きをしていてNTMの モ
ーターボー トを借 りることがで きるため、 ケサガイがバ ダコエ に迎えを頼 んだ
か らである。それが死の引き金にな ったこ とは誰の 目にも明 らかであ り、だ か
らこそ娘 はケサガイへの配慮か ら直 接的な言及 を避 けたのだ。また 「きの う(
xaf)」とい うの も正確ではないが、初め の泣 きことばの中の否定辞(mbar'と
の押韻が優先されている。 こうした対句表現は、泣 きことばの構成 においで最
も基本的な手法であ り、彼女の次の言い回 しでは よ り明確な形が とられ る。
「明 日あなたは祖先 と一緒 に眠 りに行 くのね。(xafneiyajunenukeijtexa-
iya)Je
F明日私 は.どこに行 って何 をすればいいの くxafdeituja--neiyajaigiyoda)」。
スンゴリンダの泣 きことばが続 く0
「父 さん、私たべ ものに飢 えて しま うわ(abe,xauwiyajeabaja)」。
「明 日、魚 をとってきてち ょうだい(・11kunudaJunixaf)」。
彼女はすで に結婚 していて子供 もい るが、 ここでは 自分が子供の立場 に戻 って
訴えかけている。食べ物 をねだるこ とは誰に対 して も許 され ることではなく、
親や親 と同等視 され る親族 一一一母方のオジや父方のオバ ー一だ けに限 られ る。
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食べ物 をねだることによって、 自分 が彼 らの全面的な庇護下 にあ ることを認め
る一方で、彼 らとの特別な関係が強 調され るのであ る。だが 「魚 をち ょうだ い」
とねだった ところで、 し ょせん叶わぬ願 いである。 こう した実現不可能な訴 え
か けが悲哀 を表わす うえでの特徴 となって いる。さ らに 「たべ ものに飢 えて し
ま う」とい う表現 は、直接の意味合 いだけでな く、親 を失 って しまったこ とを
示す比喩で もあ る0食 べ物は言 うなれば親 の属性 に内包 されてい るものであ り、
食べ物がな いと言 うことで、それ をもた ち して くれ るはずの親の喪失が意 味 さ
れ る、
スンゴ リンダが続いて 「あなた一人で行 くのね(bedininei)」と言って泣
いた とき、バダコエ所有の ビンロウ樹を親族の男たちが切 り倒 しは じめた。 そ
の大 きな音 に反応 して、彼女 はす ぐさま 「(父さんの)あ の ビンロウ樹、 それ
は下流の方ね(omeyofuj,andijgajei)」と泣 き語った。泣 きことばはすべ
て即興的に表 出されるが、この言い回 しはそのことを示す好例で ある。
人が死 ぬ と、村の申にあ るその人の財産や使っていた ものが破壊 され る。死
者の出た家屋 、死者所有のピンロウ樹や ココヤ シ、死者の クランの樹木、死者
のカヌー な どで ある。何が対象 とされ るかは家族や親族の気持 ち次第 だが、な
かでも家 屋 とカ ヌーは必ず破壊 され る。思い出が強 く残 っているので見 る と辛
いか らとい うの も一つの理由だが、霊 とな って自分の山に戻 ると考 えられて い
る死者が、.ふたたび カヌーに乗 っ■てや って きても一との家に棲 みつ くのを妨害す
る気持ちが根底 にはある。
やがて スンゴ リンダの泣 きことばが、バ ダコエの死の責任 を追及す る激 しい
ものに変 わった。
「母 さん、 あなたが よく世話 をしなかったせ いよ、 ああ父 さん(yainya,mba
owonewadeyasuni,a:abeyo:)」。
これ を受 けて、バ ダコエの義理の父親の ケサガイが木を切 り倒 しなが ち、なか
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ば椰 諭的 に叫ん だ 。
「泣 け、泣 け、泣 け、 もっ と泣 け!お まえた ち だ って そん な に長 い 間、生 き
て は い られ ない んだ!(wanojuwom,wanojuwom,wanojuwom,wanojuwommafe!
毆baofeqeyaxamtojoidajasiyom!)」。
さ らにケ サ ガ イの息 子 の ウ ィソフ ィが女 た ち を強 く非難 した 。
「お まえた ち に泣 く資 格 はな い そ!お ま えたち が ち ゃん と面倒 を見 なか った
か ち じゃな いか!(andanojuwom!曲aowoniwadesiyomi)」。
女 た ちはひ たす ら泣 き続 け る。
ケサ ガ イが こ こで 奇妙 な こ とば を発 した。
「も うだめ だ!よ くあの ビ ンロウ樹 を聴 いて いた こいつ が(村 の)外 に出 て
行 って しま う。 お ま えた ち、 ど うや って 取 り戻す つ も りだ?〈mba!muxafe
yofujkwatekuj,indijiyafunagani.dajimaaiyagoiyom?)」。 礎㌧
バ ダ コエ は 実は 、 ビン ロウ ジ を使 った治 療 呪術 の で き る、 ワヘ イで は 唯一 あ 男
だ った.ビ ンロ ウ ジを噛 みな が ら特 別の 呪 文 を唱 え、真 っ赤 な 唾 を手 の ひ 嬉や
コ コヤ シの 殻 に吐 き出す 。 そ して その 唾 を病 人 の額 、耳 の付 け根、 鎖 骨 、輳 仏 、
胸 の両 わ き、へ そ、膝 に指 で こす りつ け る と い うの が そのや り方 で あ る。 この
呪術 はご く少 数 の男 た ちの 問 で伝承 され て きた もので 、精 霊堂 の 主 と考 え られ
て い る 「グハ(guxaj)」とい う霊的存 在 に 由来 す る と言 われ 、 女た ち に は秘 密
に され て い た。 だか らケ サ ガ イもv感 情 的 に な ってつ い 口をすべ らせ た嫌 いは
あ る もの の、 「精 霊 堂 の ビ ン ロウ ジ(gumonuyofujaj)」とか 「ビンロ ウ ジの
呪 文(yofujawindiogom>」とい った よ り明 示的 な表 現 を使 わず に、 ただ 「ビ
ン ロ ウ樹(yofuj)」と言 って、 呪術 その もの に言及 す るこ とは 避 け よ うと して
い る。 「ビンロ ウ樹 を聴 い て いた 」 とい うい さ さか 奇妙 な 言 い方 の 背後 に は、
「ピ ンロ ウ ジを使 ってグ ハ の 呪文 を 唱 えて いた 」 とい う内容 が隠 され て い るの
で あ る。
-67一
女たちの泣きが続 く。それに男たちも加わ ってきた。泣 きや泣 きことばは、
女たちだ けに固有の哀 しみの表現 とい うわ けではない。男た ちも同様に号泣 し、
泣 きことば を発す る。女たちの甲高い泣 きと男たちの低 い泣 き。泣 き声は交互
に繰 り返 され、時 に重な り合 う。バダコエの名 を呼び、 「父 さん 」 「お じさん」
と呼びか けては泣 く。
まもな く割れ 目太鼓の音が大きく響 いて きた。遠 くの林に出か けて いる者 た
ちやワイニムの人た ちに、死者が出たこ とを知 ちせ るための信号打奏である。
まず、.タイソゴファ(taisojofa)Pと呼ばれ る信号、続いて 「死 」を意味す る
ガ ンガイ ック(gangaiq)とい う信号が打奏された2)。この二種類の信号では、
誰が死んだのか とい うこ とまではわか らな い。そこで次 に、死者 を特定す るた
めの クラン信号が発せ られ る。は じめ に死者の父 のクランの信号、す ぐ続 いて
死考の母の クランの信号 という順序である.死 者 が養子に出ていた場合は、養
父 と養母の クラン信号 とな る。現在ワヘ イには10のクランがあ り、 自分 と父 の
クランは 同一、 自分 と母の クランは異なるため、あ りうるクラン信号の順列 は
全部で90通り(=10×9)となる。キ ョウダイは 同じ信号の組み合せ をもつが、
状況判断 によって、ほ とん ど個人 レベル まで特定す るこ とができる。 この粗 み
合せ信号は、死者の特定だけでな く、林や村 にいる誰かを呼ぶ ときにも用 い ら
れ る3)。バ ダコエの場合は養子に出ていて、養父 のクランは ヌングワセ、養 母
(-1>この語は、aniya(私は)okwate(聞いた)taisojofajom(彼らが死者が 出
た とたた いているの を)と いった具合いに用 いられ る。
(2)何か を通知す る信号パ タン としては、 この二種類の他 には次の ような ものが
ある。帰村 を知 ちせ る信号(林 や町に出か けていた者が途 中の村 で割れ 目太 鼓
を借 りて打奏す る)。 政府の巡察官の来訪 を知 らせる信号(巡 察官 はカ ラワリ
川にあるアンボイン巡察基地か ら年に一～二度や って きて、住民 の係争 を処理
した り、村長選挙 に立ち会 った りす る)。 ミサの開始 を知 らせ る信号(ミ サ は
毎週 日曜 日の朝、前村長の家で行われる。説教 をす るのは、テ ィンブンケで二
～三週間の聖書教育 を受 けた、若 い見習い説教師である。)。 簡易 医療所 での
診療開始 を知 ちせ る信号(だ いた い平 日の朝 に開かれ る)。
(3)人を招喚す るための信号 と しては、他 に、林 にいる者全員を呼ぶ信号 と村 に
いる者全員 を呼ぶ信号の二種類が ある。
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のクランは フォゴセイである。それでまず、 コウモ リの羽 ばたき音 をもとに し
た信号、続いてオウギバ トのなき声パタンが打奏 された。 その後 にふ たたび 「
死 」を表わすガ ンガイ ックが打奏 されて、バ ダコエの死亡に関す る一 回目のア
ナウンス は終る。以上四種類 の信号パ タンは、その他のクラン信号 のパ タンと
ともに図表3に まとめてあ る。
しば ちくただ 「泣 き」を続 けていた女た ちの間か ち、バダ コエの姉 の娘ユ コ
バによる泣 きこ とばが出て きた。
、
「お じさん、 どこ に行 って しまった の?(皿amei,detiofeini?)」。
す る とウ ィソ フ ィが 、サ ゴヤ シの 葉柄 を切 って並 べ た家 の壁 をた た き こわ しな
が ら叫び は じめ た。
「お まえた ち こそ、 い ままで どこに行 って た んだ?口 を閉 じろ!泣 くな!
おれ の言 うこと を聞 け!(bujofdetineiyajeyom?wabuseidajayom!a登盖a
雪
nojuwom!waukateyom!)」。
バ ダコエの存命中、女たちが彼の世話をちゃん としなか った ことは、誰 も耕知
っている。妻や姉妹だけでな く、姪 にも面倒 を見る義務は負わされて いる耋 ウ
ィソフ ィは、彼女 ちがその社会的責任を果た さなか ったせいでバ ダコエは死ん
で しまったのだ と、あか ちさまに非難 して い るのである。女たちは、 ウ ィソフ
ィのそんな ことばに少 しずつ反応 しは じめ た.バ ダコエの妹 のタベイが泣 きな
が ら言った。
「あなたは私 を連れて行って くれたわね(kaxaiyadajeneya>」。
「お腹をす かせたまま逝 って しま うの?(xauwiyogoqajaneni?)」。
前 にタベイが病気にな った とき、メスカで もらう薬では治 らなかったので、バ
ダコエが ワイニムのNTMの ところまで連れて行 ったことがあ った。初めの こ
とばでは、感謝の気持 ちをこめなが らその ときを回想 している。次の ことばは、








2.ク ラ ン信 号(1;=1sec.)
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(1)ヌングワセ(コウモ リ)











(6)ハイシ ョミル(ヒ クイ ドリ)
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(7)ヨミセイ(ウ ナギ)
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れ て行 く 」に対 して 「気 持 ち を持 って行 く 」 とい う具 合 いに修 辞 的 に対 応 させ
て い るが 、 よ り重 要な の は 「お腹 がす いた 気 持 ち 」とい う表 現の 方 で あ る。 こ
こで タベ イ は、 自分た ち が き ちん と食事 の 世 話 を しなか った せ いで バ ダ コエ は
いつ もお腹 をす か せ てい た、 それ で 体 もます ます 衰弱 して その ま ま死 んで しま、
った の だ と暗 に認 め てい る。 バ ダ コエ は 自分 をワイ ニム まで 連れ て行 って くれ
た の に、 自分 は何 も して あ げ られ な か った とい う対 比 を泣 きな が ら表 現 して い
るので あ る。
ふ た たび 割れ 目太 鼓が 打 ち 鳴 らされ た。 今 度 は 「死 」の 伝達 だ け だ。 男 も女
も声 をそろ えて 「父 さん 」 とい って 泣 き、バ ダ コエ の名 を呼ぶ 。 しば らく して
今 度 はモ フ ォとい う男 が長 々 と しゃべ りは じめ た。 泣 き こ とばで は な い。
「おれ は こ う した んだ 。テ ィラピア とヒ クイ ドリの 肉 をこ うや って な 、燻 製 に
七 て な 。冒ちゃん と一確 かめ たん だ。 くそ っ!い つ の まに か ヒ クイ ド リの 肉 とテ
ィラ ピアが な くな って しまった!だ れ が 取 ったん だ?お れ は こ う言 った 。







の大型カ ヌーを作 るため に、他の者たちと一緒 に10月の終わ りか ら山に入 って
いた。三週間ほ ど作業 を して一人で村 に戻 ろ うとした。途申一泊 した とき、つ
か まえた テ ィラピアとヒクイ ドリを自分で燻製に して、出作 り小屋の炉の上 の
棚に置 いた。そ してち ょっと用足 しに出て戻 って みると、 肉の一部がな くな っ
て いた。他の男たちは山の上 の方でまだ作業 をしていて近 くにはいな い。犬 も
彼 らが連 れて行 っている。 そのときは、なぜ 肉がな くな ったのか、 どうして も
わか らなか った。翌 日、モフ ォはメスカに戻 って きた。そ してその二 日後 にバ
ダコエが死んだ。危篤状態のバ ダコエ を見 た とき、モフォには合点がいった。
ああ、あのなくな った肉は、腹 をす かせて死 にかか って いるバ ダコエの身体か
ら霊が さまよい出て、飢 えをしの ぐために食 って しまったんだと納得 した。 そ
れ で出たのが上の ことばであ る、 ワヘイはふつ う、生きてい る人間は霊魂 を も
っていな いと考 えている。人 は呼吸 を停止 して初めて、その生命が霊に転化す
るのである。だが、危篤状態 にある者、すなわち生 と死 の境界にいる者は別 で
ある。彼 はなかば生 き、なかば死んでいるのであ り、生 と死の領域 を行き来 し
て いると見なされて いる。だか ら彼 には霊が ある。 そ してその霊は、生や生 者
に対する未練や恨み をかか えた邪悪な存在 と考 えちれている。モフ ォが、肉 を
盗んだの はバダコエの悪霊だ と考 えた とい うことは、直接にはバダ コエが女た
ちを恨んでいるだろ うと解釈 したか らであ り、間接 には空腹の ままバ ダコエ を
死 なせた女たちを非難す る意 図もこめ られている。
やがてユ コバがモフォの ことばに対 して、泣 きながち遠回 しに反論 をは じめ
た、村はずれにあ る小 さな割れ 目太鼓の音が遠 くで響 く。
「お じさん、私 もう椰子皮 を捨て るわね(mamei,yubustuteiyaja)」。
椰子の枝の表皮(yubus)は食べ物を包んだ り置 いた りす るの によく用 い られ る
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ものであ る。それ を 「捨てる」とい うこ とばの裏 には、 「自分は よく椰子皮に
食べ物をのせて オジにあげて いたけ ど、オジが死 んで しまったので椰子皮 もい
ちな くな った 」とい った意味合いが こめ られている。
女たちの泣 きこ とばが続 く。スンゴリンダが泣き叫ぶ。
「父 さん、何があなたをだめ に したの?(abe,dajeyaofojuni?)」。
死 の原因を端的に問 うこの ことばは重要であ る。病気で死 んだとい うのは原因
とは見な されない。 その病気 を引 き起 こ した ものは何か とい うことが問題 にさ
れ る。女 たちが よく面倒 を見なか ったか らとい うの も原因ではあ りえない。 そ
れは付帯 的状況 にす ぎない。ワヘ イの閤では一般に、人は霊 的存在によって殺
され ると考 えられている。霊が槍で突き刺すな どして、何 らかの危害を人に及
ぼ し、それが原因で病気にな った り傷を負った りして人は死ぬのだ。だかちこ
のスンゴ リンダのことばは、 いった い何 の霊がバダコエ を殺 したのか と問麟か
けているの である。そ してその答 えは、 この 日の深夜、ある人間に憑依 した死
霊が与えて くれ ることにな る。 鶴
女たちの泣 きが続 けちれ る。 それ に男 も加わって、 よ り明瞭な旋律 と声蔀組
織か らな る 「泣 き歌 」の様相 を呈す るこ ともある。死を知 らせ る割れ 目太鼓が
断続的に打 ち鳴 らされ る。バダコエの妻サベヌングワスがこ う言 って泣いた0
「明 日あなた を見 ることはな いのね(xafmbawonidajasune)」。
「ドクターボ野イの家 にあなたは、よく歩 いで行 ったわね(doktabo:ixujuunuj-
mayaxayaxateitojoikun)」。
「そのあなたが、 もうす ぐまた中に入 って行 くわ(uxasdubaindiniyaogwa7
nugwa.ne)」0




す ピジン語 で、病気がちだったバ ダコエは以前 よく彼の ところに行 って薬 を も
らっていた。やがて暗 くな ると彼 の死体は ドクターボーイの家 に運び込 まれて、
皆が集 まって一晩中泣 き歌 いをす ることになる。 「また申に入 って行 く」とい
うのは この ことを指 している。 そ して死体は翌朝早 く、男たちによって村 はず
れの林の中に埋葬 され、 「外 に出て 」行 った彼の姿をもう見 ることはで きな い。
泣 き、泣 きことば、そ して泣 き歌が交錯す るなか、 また割れ 目太鼓の音が大
きく響 く4》。やがてサペヌ ングウスの泣 きことばが浮かび上 がってきた。
、
「父 さん、父さん(abe:,abe:)」。
「あなたは、ただ座 って食べ物 を待 ってたわけ じゃなか ったわね(onmba
ijiyokutaikunabaja>」。
バ ダコエの妻で あるサベヌ ングワスが 「父 さん」と呼びかけているのは、た と
えば 日本語の表現 にあるような、子供が使 う呼称 を親が拡張 して使 うとい った
慣用法ではない。子供が大 きくな ると、夫婦は互 いに相手 を父親や母親の よ う
な存在 と見なす よ うにな るが、双方が生 きている うちは実際 に口に出 して そ う
呼ぶ ことはない。 この場合 も、バ ダコエが死んだためにサベ ヌングワスは初め
て 「父 さん 」と呼びかけたのである。 この呼びかけは、明 ちかに親愛 と感謝 の
気持 ちの表明であ り、それは謝罪 を示す最後のこ とばに引 き継がれ る。 「ただ
座 って食べ物 を待 ってたわ け じゃなか った 」とい う表現 には、 自分 を含め て誰
もバ ダコエ に食べ物 をあげなか うたか ら、g彼は弱 い体を酷使 して独 力で食糧 さ.、
が しをしなけれ ばな らなか った とい う意 味が含まれている。詫び る気持ち を直
接的に表 わす用法 のないワヘ イ語か らすれば、これはかな りは っき りとした詫
び ことば だ と言 える。
(4)こでは標準 的な順序の打奏 に加 えて、バ ダコエ の実父母のクラン信号 一一一カ ビンデイのオウギワシの信号 とヌングワセの コウモ リの信号 一 一 も挿入 さ
れている。 それによって人物の特定 はよ り明確になるが、 こ うしたや り方は例
外的な ものであ る。
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いつの まにかあた りは暗 くな り、泣き声 も次第 に小 さく、 まば らにな ってき
た。バダ コエの死体 は、村で いちばん大 きい ドクターボーイの家に移 され るこ
とになった。木で棺が作 られ、親族や友人の男たちの手で運び こまれた。やが
て村人た ちも三 々五々集 まってきて、家の 申央に置かれた棺 を取 り囲むように
して座った。 「泣き歌 」が始 まったのは午後8時すぎの ことだ った。
2.泣 き歌
「ノグ ・ファイタム(nojufaitam)」と呼ばれ る 「泣 き歌 」は、一人の先唱
者 とそれ に唱和す る者たちによって歌われ る。先唱者は老若男女 を問わな い。
事実 この夜、最初の あた りでさかんに歌 を始めたのは、まだ小学生のバダコエ
の娘 だった。先唱者がまず ことばを発す ると、す ぐに続 いて男女が二声部 皹汾
かれ、オ クターブ平行で合唱する。その声の組織は、泣 きことばの音組織が拡
張 された もので、短三度、完全四度、長二度の下行形と上行形 に加 えて、莞全
五度や短六度の下行形 と上行形 も用 いられ るよっになる。 隊
冒頭の先唱者の ことばは、一曲の中で聞 くことのできるほ とん ど唯一の歌詞
であ り、それ以後の合唱はすべて母音唱法で行われ る。一曲は、あ るまとま り
を もった楽節の くり返 しで構成 されてお り、各楽節 の切れ 目は 「ソンゴカグ(
songogaj)」と呼ばれる長音持続 も_L<一は急速な二音反復 によって示 され る5)0
先唱者が発す る歌詞は 「ビッタガス(bittagas)」と呼ばれ、それがその ま
ま曲 を区別 ・同定す る名前 と して も使われ る。曲によっては先唱者がは じめか
ら母音唱法で歌 いは じめ る もの もある。そ うした 曲は 「名前のない曲(mba
bittagaitus)」と呼ばれ、 「名前のある曲(bittagaitus)」の合 い間につな
(5)例外的にソンゴカグ をもたない曲もあるが、 その場合 も息継 ぎの箇所や中心
音の位置 によって楽節単位は抽出できる。
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ぎと して挿入的 に歌われ る。
ほ とん どの泣 き歌は、泣 きや泣き ことばの ようにすべて個人的、即興的 に表
出され るものとは異な り、基本的には、過去に歌われた 曲が集団 内で固定 した
レパ ー トリーにな った ものである。作 曲された時期は、特定 できな い遠い過去
か らごく近年まで とさまざまだが、 それ ぞれの曲につ いては、おお むね一致 し
た見解が示 され る。なか には作 曲者の名前が具体的に挙げ られる曲もある。 ま
た、過去 に作 られ た泣き歌の歌詞 を新 しい死者の固有名や何かの名前 に置 き換
えて歌 うこともあ るが、そ うした名前が もとの歌詞 にとって代わるこ とはない。
しか し、未知の旋律 と歌 詞の両方 を創 り出せ ば、それが新 しい泣 き歌 として定
着す るのは あ りうることであ り6)、この点 が泣 き歌 と他 の伝統的な歌 唱との違
いの一つ だ と言 える。
泣 き歌 のピ ッタガス、す なわち歌詞の レパー トリーには、親族呼称が圧倒的
に多く含 まれ る。 それは、親族 を亡 くした者がまず死者に呼びか けて歌 うとい
う、泣き歌 が作 ちれ る状況か らみて当然 とも言 えることであ る。ふだんか ら、
親族 関係 にある相手の名前 を直接 口に出す ことは、禁 じられていた り躊躇 され
た りす ることで あ り、泣 き歌の場合 も、固有名 を呼ぶかわ りに特定の親族 呼称
が よく用 いられ る。た とえば、娘や息子が 「父さん 」と呼びかける もの(<a-
be>、〈abeyo:〉)があ り、 「母 さん 」と呼ぶ曲(<yakas>、〈yakaiya>、
一<yaiyo>)がある あるいは、幼い頃に父 を立 く した娘だ、後 に母 を亡 くした
ときに両者 を呼びながら歌 った 「母 さん、父 さん 」とい う曲(<yakaiyaabe-
ya>)があ る。 ワヘイ語呼称 としては、父はアベ(abej)、母はヤカス(ya-
kas)もしくはヤ イシ(yaisi)だが、 それ らが音韻変化 した これ ちの歌詞は そ
れ ぞれ異 な る旋律 にのせて歌われて、別個の泣 き歌 を構成 している。 また泣 き
(6)これは いわば潜在的な可能性であ り、新たな作曲は決 して頻繁に行 われ るも
のではない。私が記録 した40曲あま りの中にも、 そ うした例はない。
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歌 には少数なが ら、近隣集団から流入 してきた歌 もあ り、 その場合 もとの集団
のことばや ピジン語がその まま用い られ る。た とえば、カプ リマン語 による 「
父 さん 」という曲(<ai>)や アランブラック語 による 「母 さん 」という曲(
<amaiya>)、スマ リウ ップか らもたらされた、 ピジン語で 「姻戚 」を指す 曲
(<tambutambu>)などで ある。その他 の親族 呼称か ちな る泣 き歌 には、 「お
じさん」と呼びかける曲(〈yajiq>=父の兄、<nundeij>=父の弟、<ma-
muq>e母の兄弟)、 「おばさん 」と呼びかけ る曲(<teituwos>e父の妹、〈
yakskujes>=母の妹)、 「おばあさん 」と呼びか ける曲(〈imos>=父の母)
、 「い とこ」と呼びかける曲(〈gaxuq>=母の兄弟の息子)、 そ して 「孫 よ」
と呼びか ける曲(<babaiya>=娘の子供)な どがある。いずれ も、死者 と泣 き
歌の作者 との問の親族関係が直接に表明された ものである。
親族呼称 に類す るもの と して、死者 との特別な社会的関係 を指す ことば 趣よ
く歌詞に用 いられ る。た とえば、一緒にイニ シエ ーシ ョンを受けた者 の間 には
連帯意識や友人関係が生 じ、 互いに 「ス ゴイグ(sujoij>」と呼び合 う仲 峰な
るが、〈SllJOIsujoi>とい う曲は、そ うした仲間 を失 った男が泣き歌 った鈴の
であ る。 また、 クサ イム関係 にあるクランの成員の死 に際 して作 られた と言わ
れ るのが、 「明 日も友人 」とい う意味の<kusaiyoxafe>であ り、ナイヌマム
関係にある男が死 んだ ときに歌われたのが、<nainumaj>という曲である。
もちろん、一こ うした曲のすべてが噌人の死者 に関連づけ られ惹わ けではな い
し、死者 と直接関連す る歌だ けが うたわれ るもので もない。 この夜 も、バ ダコ
エ とは直接 には結びつかない 「母さん 」と呼ぶ 曲が いくつか歌われたが、それ
は歌 いまちがえたためではない。泣 き歌は、既存の レパー トリーの申か ら任意
に選び とられ るものであ り、個 々の歌詞 がいかに状況に即 しているか とい うこ
とよ りもむ しろ、知 ってい る限 りの泣 き歌を うたい連ねてい くことで、あ る独
特の雰囲気、いわば 「死 」を囲いこむような音空間を作 り上げて いくことの方
_77_
が優先 され るのであ る。
親族呼称 以外の歌詞をもつ泣 き歌につ いては、曲が成立 した背景や歌詞の指
示内容についての説明が必要であろう。以下の説明はすべて、過去 に作 られ伝
承 されて きた泣 き歌 を、現在のワヘイが どの ように解釈 して歌って いるか を示
す もので ある.ま た、それ と同時 に、彼 らが 「死 」につ いて どのよ うなイメー
ジをもって いるかを浮き彫 りにす るもので もある。
昔、ブケオゴイ(Bukeojoi)とい う名の豚 を飼 っていた女性が病死 し、その
霊が林 をさまよいながら、 もう世話す ることが出来なくてごめんね とい う気持
ちをこめ て、豚の名 を呼び なが ら歌 った.そ の泣 き歌は、ち ょうど狩 りか ら戻
ってきた夫の耳にだけ届いた。いやな予感の した夫が急いで村 に帰 ってみ る と、
妻は もう冷たくな っていた。死体に向か って彼は、先ほ ど聞 こえて きた歌 を泣
きなが ら うたった。それがくブケオゴイ〉 とい う曲である。
〈ウ ィス ロ(wisro)〉とい う曲は、夫 を亡 くしたばか りの女がサ ゴヤ シと り
に出かけてオ トメズ グロインコ(WIS)のなき声 を耳 に し、哀 しみを誘発 され た
彼女が、そのなき声 を模倣 して作 った と言 われ る曲である。 このインコのな き
声の性質は、悲哀や喪失感 と結びつけて説明 され ることが多 い。バ ダコエ が死
んだ とき も、喪が 明けて狩猟 に出か けた彼 の友人が山の中で ウ ィスのな き声 を
聞き、バ ダコエ を思 い出 して しまった と言 って、いたく沈 んだ感 じで戻 って き
たことがあ る。.….... 一
ツカツ クリを指す くムハ イス(mnxais)〉とい う曲は、 もともと 「名前のな
い曲 」であ った ものに、 この夜、モ フォが即興的 にことば を付 して歌 った もの
で、今後新 しいビ ッタガス として定着す るか もしれないとい う評判 を得 た。 モ
フォはバ ダコエの従姉妹の息子(inituj)であ り、両者 は比較的密接な姻戚 関
係にある。かつてモ フォがイニシエーシ ョンを終 えて精霊堂か ら外 に出て きた
とき、母方祖母の甥(ogotuj)であるバ ダコエか ら、イニ シエーシ ョン中の タ
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ブー食の一つだ ったツカツク リの肉をもらった。 その ときの感謝の気持 ちと死
者の思い出を、ツカツク リの名 を呼ぶこ とで表現 したのであ る。
動物や鳥の名 と並んで よく歌われ るのが地名、特 に山の名前であ る。その一
つ、 〈オ トスグ(Otosuj)〉という曲では、 オグフ ァイヨ ・クランに属す る山
の名が呼ばれ る。今か ら一世 代ほ ど前の こと、オグファイヨの男の妻がオ トス
グ山の隣の山の出作 り小屋で死んだ。男が翌朝、死体 を山の上に埋め に行 って
戻 る途中、向いのオ トスグ山に もやがかか っているのが見 えた。 もや を見た と
、
たん、彼 の心 にふたたび激 しい悲 しみが蘇 ってきて、この曲を泣 き歌 った と言
う。 また、山に関連 して悲 しみ を誘発す るもの としては、 もやのほか に雨 があ
る。メスカの北西にある山の名前を指す くウ ィリマ リ(Wirimari)〉とい う曲
では、 「ウ ィリマ リに雨がや って くる(Wiri紐ariya:,Wirimariya:,Saglida)
」と歌われて、暗い雨雲や雨の冷たさのイメー ジが死の悲 しみに重ね合わ され
る。 この曲はムグムテのカプ リマ ンかち流入 してきたものであ り、カプ リ々 ン
語がそのまま使われている く"sagiida"はワヘ イ語では ゜'sakajuyaayu"絶な
る)。 ムグムテに立つ と、東の方か らウ ィリマ リ山に雨が近づいて くる様子が
た しかによく見 える と言 う。
死 をめ ぐる悲哀の感情は、灰の白っぽ い色によっても表象 され る。 「灰のつ
いた尻 」とい う意昧の<fukweij>〈fukaj:「灰 」+ukweij:「尻 」)と い う
曲がそれ 一1?床の上 をころげ 回りなカミら働哭窟る男の 尻 につ いた灰の色は、哀
しみや喪失感 を強 く喚起す るものだ と言 う。親族を亡 くした女たちは、喪が明
けるまで顔や体に灰や白土 を塗 りた くるが、男たちはそれ と同 じ色 をもっと激
しい、 これ見 よが しの行為 によって体につけ るのが常である。
曲によっては、亡 くな ったばか りの死者の霊が誰かの夢の中に出て きて、死
霊 自ら泣 き歌ったのが起源 と考 えられているもの もある。先述 した、豚の名 を
呼ぶ曲 もその一例である。ほかに も 「運んで行け」とい う意味の<wagombu>と
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い う曲があ り、それは、夜 中に皆が集 まって泣 き歌 をうた っていた ところ、 う
つ らうつ らとした弟の夢の中に死霊があらわれて 「自分の身体 を早 く墓に運ん
で行 って くれ 」と泣 き歌 った ものだ と言 う。 目を覚 ました弟は、す ぐさまその
曲を歌い、兄の死体 を夜明 け前 に埋葬 しに行 った。今か ら二世代ほ ど前の 出来
事で ある。これ に対 し、死霊が逆のことを歌 った古い曲もあ る。 「まだだ 」と
い う意昧の<sausauwi>はs妻の夢に出て きた夫の死霊が 「まだおれの身体 を
墓には運ばないで、 もう少 しおれのため に泣 いて くれ 」とい う意味 をこめ て泣
き歌 った ものだ と解釈 されている。 さらに 「二人で行こ う」とい う意味の〈
fainuj>という曲は、10年ほ ど前 に、ある女性の夢 に出現 した もので、まだ生
きているその老女は、曲の背景を次のよ うに説明 して くれた。まず彼女の弟 の
息子が幼 くして病死 し、その1週間後 に彼女の妹が死 んだ。妹 が死んだ 日の夜、
集 まって泣 き歌 いを行って いた彼女が歌い疲れてつ い眠って しまった ところ、
夢の中に弟の息子 と妹の霊が一緒 に出てきて、二人で この曲を歌 った。二人 と
も彼女 とは同 じクランに属 してお り、死霊が 向か うと考 えられている山も同 じ
ところである。だが男の子 の方は まだ小 さくて、一人ではそこに行 くことがで
きず に、死霊は村 の中に とどまっていた。彼のオバが死霊 となったこ とで、オ
バ に誘われ て一緒に彼 も霊 の棲み処 に向か うことができる、だか ら安心 してお
くれ、 とい うのが霊か らのメ ッセージだ と彼女は読んで いるのであ る。 この種
の泣 き歌に共通す る、死者 の霊が夢 に現れて藷 りかけ、.歌を示す とい う成立の
仕 方のなかには、音の知覚 と霊の認識との間にある特別な関係を認め るこ とが
で きる。 この問題 につ いては、後 に詳 しく考察す ることにな る。
泣 き歌 にはまた、死霊のあ り方 についての人び との考 えの一端 を示 して くれ
るものもある。 「もって上が って くれ 」とい う意味の<fukwaje>とい う曲が、
その一つの例である。昔、一人の男が林 の中のクバ イムスの木の下で昼寝 を し
て いた。 ち ょうどその頃、村で男の弟が死んだ。彼の夢の 中に、以前死んだ父
.i
方 のオ ジ の霊 が現 れ て 、 この歌 を泣 き うた った 。 オ ジの死 霊 は 、死 ん だば か り
の弟 の霊 が林 で 迷 うとい けな いか ら、 自分 の い るクバ イ ムス の木 の 上 に彼 を導
いてや って くれ と頼 ん だの だ と考 え られ て い る。 ワヘ イ に樹 上葬 の 習 慣 はな く、
それ ゆ え この泣 き歌 の解 釈 は 、彼 らが死 霊 につ いて抱 い て い るイ メー ジの産 物
で あ る。 山 か らオ イ を迎 えに きた オ ジの 霊 が 、 クバ イム スの 木 に棲 み つ い て超
自然 霊 と一 体化 し、 その声 が まさ に木 霊 とな って 男 の夢 の 中 で響 いた の で あ る。
霊 が聴 覚 的 に感 知 され る ときは よ く、木 々の 葉の ざわめ きに似 た音 が 聞 こ えて
くる と表 現 され る。
泣 き歌 は 始め の うちは 次 々に連続 して 、や が て次 第 に間 遠 にな りなが ら歌 わ
れ て い く。 ひ とつ の 泣 き歌 が終 わ る と、 途 切れ 途切 れ に泣 き声が 響 き、 泣 きは
や がて泣 きこ とば に変 わ って い く。声 を枯 ら したバ ダ コエ の 兄 のキ フ ォニ 癬 切
な げ に泣 き叫ぶ。 。 譲
「おれ 一人 を残 して逝 って しまった な(anJubawonixutaniya)」。 『..
「バ ダ コエ 、 この お い っ子 に誰 が食 べ物 をや るん だ?(Bada璧oe,yanda皿u谿n-
dijdajeyaxouwageiasxujim?)」。 姦
「アグ ガ ヌス の丘 で 鳴 いて い るヒ タ キに誰 が耳 を傾 け るん だ?(gujombuqbu-
joujeiyojoidajeAjujanusma,.dajeyakwatedaje?〉」。
「バ ダ コエ 、 お まえは どこに行 くの か?(Bada吼oe,detineiyajune?〉」。
.「明 日お ま えを埋め に行 ぐか らな(-xafgatnakutadajejoni>」。
キ フ ォニ の泣 き こ とば は 甲高 い泣 き に変 わ る。人び と もそれ に 唱和 す るよ うに
泣 き始め 、泣 きは いつ の まにか泣 き歌へ とま とま って い く。
〈母 さん 、父 さん 〉 とい う曲が 終 った とき、ス ンゴ リ ンダの 泣 きこ とば が 発
せ ちれ た。 泣 き歌 の 歌詞 に触 発 され た こ とばで あ る、
「林 の あ ち こち で、 あな た の足 跡 に雨 が 降 りそそ いで るわ(beiyabeiyaonuju
ujajommasakajtuwojoixaneja)」。
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「母 さん、父 さん、私はい ったい どこに行 けば いいの?(yakaiyaabeya,de-
tidetineiyaja?)」◎
「名前のない曲 」が しば らく続 いたあと、妻のサベヌングワスが泣いた。
「私 たち二人、ここで仲良 く暮 らしたわ(aitinujeyawadeoftogonuj)」。
「で もも ういろんな こともで きな いわね(omegaaisojofimmbaofosunuj)」。
す ぐに続 いて姪 のオウテが叫んだ。
「まだ小 さい子 どもを残 した ままよ(mbabugoswonuxutasune)」。
「小 さい子 どもたちを残 して行 くのね(mbabugomwonuxutasuneneini)」。
泣 きこ とばに終わ りはな い。泣 き歌の合 い間に、悲痛な 叫びが切 々とく り返
され、泣 きと泣 きことば とが交錯す る。泣 き歌にのせ られ る断片 的で抽象的な
歌詞 とは対照的に、泣 きこ とばは死者への直接的で具体的 な訴 えかけを示 して
いる。泣 き歌が喚起す る死 についてのイメージは、泣 きことばによっては っき
りとした輪郭を与 えられる。泣 き歌の連な りは、個人の泣 き ことばの噴出 に対
して言わば 「地 」を与 えるものであ る0そ れは、死 と霊 と社会的な悲 哀をめ ぐ
る集団的表現で あ り、人び とが蓄積 して きた哀 しみの音表 現である。だが、 そ
う した泣 き歌 も泣 きことば も、やがて出現す る霊の ことば によって 中断され る
ことにな る。泣 き歌がまさに序曲となって、霊の語 りが導かれるのである。
3.象 徴 のディスコ流ス:憑 依霊の語 り.....、
夜 も12時を過 ぎる頃にな ると、泣 き歌 の間隔はます ます広 がってきて、泣 き
や泣 きこ とばも途切れがちにな る。人び とはあちこちでひそひそと雑談 を始め
たか と思 うと、妙 に静 ま りか える時 もあ る。一緒 に集 まった子 どもたちは もう
ほとん ど寝入ってい る。大人 たちの中に もうつ らうつ ちす る者が出て くる。そ
んな一人 を指 して、誰かが 「あいつか?(andujeya?)」とささやく。 「いや、
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まだだ(mba,ouifuto)」とい う声 も聞こえる。何人かはす っか り眠 って しま
っている。長い間をおいてふ たたび泣 き歌が始め られ、や がて終 る。人び との
静寂 を取 り囲むよ うに して虫の声だけが響 く。す っか り声 を枯 らした女 の泣 き
が、細 くたえだ えに浮かび上 がる。 そ して また静寂。
寝入 っていた男が突然立 ち上が って走 りは じめ るのは、 そんな時である。男
は床 を激 しく踏み鳴 らしなが ら,家 の中央におど りでる。周 りの者たちはあわ
ててよけ る。 まん中にで きた通路 を、男は大 きな足音 を立てなが ら何度 も何度
も往復す る。老婆が叫ぷ。
「お一い、 もうわかった。(足 音 を)聞 いてわか った。 もういいよ、歩 くの を
聞いたか ら、(yauwo:,sauitafunum.kwatesauitafunum.wade,kwate
teitojonu皿.〉」 ∫冨
だが足音はいっそ う強 くな る。老婆がまた叫ぶ。 聯
「あんたたちがおおっぴ らに して しまったんだ!(bejoxotayo皿xombojox軸a
!)」.叢
老婆 のことばは泣 きになる。 騨
「あた しゃ どこに行 こう?(detineiyaja?〉」
「ここにい るしかないね。(aititojodaja>」
霊は眠 っている人間の夢の 中に入 りこみ、その人間を支配 して しまうと考 え
ちれ ている7)一一…o.この どき一突然起き士がっ。た男紅はす で艶 霊が憑いて・いる。 あと一
で追 々明 らかにな ることだが、それはバ ダコエ 自身の死霊である。皆は、男の
立て る足音 を霊が発す る音 と して聴 いて いる。老婆 が 「もうわか った 」と言 っ
(7)霊が憑 くのは男とは限らな いが、私が見聞 した三回の事例 ではいずれ も30代
か ら40代の男だった。死者 との親族関係 もないことが多い。現在 ワヘイの間で、
特定の四人の男が よく憑依 され るという評判 をもつ。皆、出稼 ぎに行 った こと
のない、言わば外の世界を知 らない者た ちである。 憑依か ら醒めた者に、霊が
お まえに憑 いた と教 えるのは絶対的な禁止事項であ る。 それゆ えここでも憑依
された男の名 を挙げ ることは しない。
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ている相手 は男 自身ではな く、彼の身体 をあやつ っている霊である。憑依 した
霊はまず大 きな足音 を立て るが、それは一般的な脈絡 にお いて も、霊が 自らの
出現 を誇示する明白な徴であ る。特 に、人の死、泣 き、 そ して泣 き歌に続 いて
聞 こえて くるこの足音は、 「グハ 」と呼ばれ る超越的な霊 と結びつ けて理解 さ
れている。第四章 で詳 しく考察す ることにな るが、 グハは男のイニシエー シ ョ
ンを創始 した と言われ る神話的存在であ り、邪悪な超 自然霊であ り、精霊堂の
支配者で もある。グハにまつわるいくつ かの事柄、 とりわけイニシエー シ ョン
での傷入れ の仕方や治療 呪術の方法 は、長い間男たちだけの秘密 とされていた。
それが女 たちに も明 らかにされは じめたのは、 ここ10年ほ どの ことで ある。 「
あんたたちがおお っぴ らに して しまったんだ 」とい う老婆 のことばは、 そ うし
た状況 を指 してい る。グハ はまた、死の象徴的存在であ り、あちゆ る死霊 を支
配す る超越的な霊で もあ る。 いま男に憑依 しているバダコエの霊 も、根源的 に
は このグハによって動か され ている。 あるいは死霊 とい うものはすべてグハ の
霊 と一体化する、 あるいはグハの支配によってグハ と同一視 され るものだ と言
って もよい。以下 では、 ある男の体に憑依 した死霊の語 りと、それ に対す る人
び との反応の ことばを、で きる限 り忠実に再現 しなが ら、死 をめ ぐって霊 と人
間が織 りなす独特 な社会的関係を探 ってい くことに したい。
霊の足音が止む0憑 依 された男は壁に もたれかかった まま じっとしてい る。
しば ちくして また 、.突然大 ぎな足音 を立てながち走 りは じめ る。霊の現れが音
によって強 くアピール され る。
霊:「 そ この女たち!タ ゲヤの切株!タ ゲヤの切株!タ ゲヤの切株!(
andetoganeyom!tageyasubes!tageyasubes!tageyasubes1)」
男:「 い い、いい、 もういい。(bes,bes,besiko.)」
男:「 いい じゃな いか、 しゃべって も。(besikofabujoja.)」
男:「 しゃべ って もいいそ、 どうせ他の女た ちは聞 いてなか ったんだか ら。(
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besikofabujoja,omommbaokwatesujom.)」
霊:「 そ う だ 、 そ うだ 、 そ うだ 、 そ うだ …(聞 い て な か っ た ぞ)(mba,
皿baりmba,mba..。.)」
男:「 長 老 た ち は い な い そ 、 い る の は こ い つ ら若 い 連 中 だ 。(bugomafummba
ojoyasujo田,andumkoboqajO皿iyaojo.)」
霊:「 そ こ の 女 た ち 、 見 る ん だ 、 男 た ち は …(andetoganeyom,wawoni-
yom,imajomiya.,.)」と 言 って 、 手 を た た く 。、
「も う見た ぞ、 見 た ぞ、 も う、 も う、 も う、 も う …(bejofnojojom,
bejofnojojom,bej,bej,bej,bej...)」
「何 が タブー だ と言 うん だ?お ま え には 目が な いの か?お まえの 目は
っ ぶ れて しまった の か?([こ の部 分 ピジ ン語 に よ る;以 下 ピジ ン語 に
は 下 線 を施す]baitambulongwanem?yunogataiblongyu?舩i
bilongyuipinis?)」
憑 依 され た 男 が、 片 隅の炉 の ところ にあ った た き木 を二 本 手 に と り、家 の 欒 を
た た きは じめ る。 神 話の 時代 にグハ が もた ら した と言 われ る割 れ 目太 鼓 の欝 奏
で あ る。
霊:「 グ ハ が 現 れ て 、 三 本 の 竹 筒 を …(guxajuyagwatinyayam,xumbuji
kuneibogonim...)」
男 た ち は 「ホ 門 ッ 」 「オ ー イ 」 〔オ ー 」 と 口 々仁 叫 ん て 、。霊 の こ と ば を覆 い 隠
そ う とす る。 女 た ち に は 聞 か せ た く な い こ と ば だ か らで あ る 。 女 た ち も ざ わ め
き た つ 。
男:「 そ こ の 若 い 奴 ち、 今 の を闘 い た か?(andedameyakeyom,kwatebaj
ojomwo?)」
男:「 お ま えた ち 、 床 に す わ れ 、 何 を恐 が っ て る ん だ?(aidanijmawajiyo-
yom,dajeondatufujayom?)」
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憑依 され た 男は あち こち歩 き回 る。
霊:「 グハ だ、 ノ ミの草 の 実 が さ ま よ うや り方 だ 。(guxaj,nomiyukwajuxo
teitojofotus.)」
「お 一 い、 ノ ミの実 は い るん だ ぞ 、お ま えた ち、見 た こ とが あ るか?(
o:i,indijnomiyukwaj,ofnojoiyomwo?)」
男:「 見 た ぞ。(ofnojojom.)」
霊:「 よ し、見 たん だ な。(wade,ofnojojom.)」
グハ とい う超越 霊 は、 さま ざ まな樹 木や 草 本 に も宿 って い る。 タ ゲヤ の木 や ノ
ミの 草 は、 そ う した 霊 の棲 み処 で あ る。 グハ が さ まよい歩 く とき、 木 の 葉や 草
や 実 の揺 れ る音 が 聞 こ える と言 う。
霊:「 グハ が 歯 を研 いで る ぞ、 こ うや って な。(guxajuyabimxonuko,une.)」
憑 依 され た 男は 口の前 に か ざ した手 に顔 を近づ け 、 「ギ ー 」 とい う音 を発 しな
が ら、顔 を左右 に 動 か して歯 を研 ぐ動 作 をす る。 グハ が歯 を研 い で、 誰 か を殺
す 準 備 を して い る とい う意 味 であ る。 グ ハ に支 配 され た死 霊 の 報復 で あ る。 皆
が ざわめ く。
霊:「 サ ゴの若 い葉 を奴 ちが 取 った んだ 。小 さな トカ ゲ を突 き殺 して手 に いれ
た ん だ。(ujajamomeijom.kwambitadaomeijom.〉」
男 も女 も 口 々に 「ホ ー ッ」 「オー ッ 」 「ワー ッ 」と声 を上 げ る。 バ ダ コエ が 誰
か に殺 され た とい うこと が いきな り表明 され たか らだ 。.「サ ゴの 若 い 葉 」 と 「
小 さな トカ ゲ 」は いずれ もバ ダ コエ を指 して い る。 この 時 点 では まだ 憑依 霊 は
特 定 され な い。 霊 が 一人 の 女 に向か って 言 う0
霊:「 今 度 はお ま えが(山 の)下 の方 で サ ゴの若 い葉 を切 り取 るん だ 。(uja-
ja皿bokudajenegwaje.)」
女:「 女 た ちは 知 らな い よ、 男た ち だ けが 知 って る こ とな ん だ。(toganum
mbasauitafeyasujom,uya,gujomiya〔iubasauitafejom.)」
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霊:「 そん な こ とは最 低 だ って 、 そ う奴 らは思 って るんだ 、 そ んな こ とは って
な 。 け どそん な こ とった って 、 た い した こ とをす るわ け じゃな いぜ 。 ど
うせ お ま えた ちだ って 集め に行 くこ とにな るん だ。 お まえた ち 、お れ が
お お っぴ らにや る とで も思 って るの か?(itiojoimajedukomeya,iti
ofshujom,itiojoimajes.itiojoimajesuyadamamousa.sasadi-
miyaofejoaxafojodaja.anomega,ojotajeifotusmaxombujoxuna?)」
「そんな こ と 」 とい うの は報 復殺 人 を指 して い る。 生 きて い る人 間 は、 当然殺
人 を忌避 す る。 しか し死 霊 は違 う。 すべ て の霊 は人 に危 害 を加 え うる邪 悪 な存
在 で ある。 人は 死 ね ば霊 とな って 「サ ゴの 若 い葉 」を 「集め に行 く」、 つ ま り
誰か 恨 む相 手 を殺 す こ と にな るので あ る。 だか らこの霊 も、バ ダ コエ を殺 した
霊 の係累 た ち に報 復 をす るつ も りだ と示 唆 す る。た だ しそのや り方 は人 間 に は
わか らな い と も言 う。 私
霊:「 お れ 自身 が 上流 に行 った んだ 、 ち ょっ と親 父 を迎 えに な0(andiniya
。j。X。uwi,t。i,h。j,Y、imaneiy、t,ya.)」 凝
「親 父 が あ あだ った か らな 、 しか し本 当は奴 ちがお れ を行 かせ たん だ 、上
流 を さま よ って い る奴 らがな 。(taishojeyamuj,ojomeyaannei,
ojomeyaxouwoXOtO.)」
「お れ の姻 戚 た ちだ、 あ いつ ちが おれ を挟 み撃 ち に して突 いた んだ 。(
ヨ_齒_.m.uxafsajo∠わun tusuヱajeisinayasuna.)」一
「で 、 おれ は お しまい さ。(namipinis.)」
この 一連 の こ とば で、 い ま憑 依 して い るの が バ ダ コエ 自身 の霊 で あ るこ とが明
ちか にな る0バ ダ コエ は、 妻 の父 親 で あ る ケサ ガ イ をモ ンブ ゴ ト ゥス川 の上 流
に迎 えに行 き、 戻 って きて ま もな く死 んだ 。 妻 の父 親 を指す 親 族 呼称 は オ ゴ ト
ゥグ(ogotuj)だが、 実父 と同 じよ うに アベ(abej)とか ア イ タグ(aitaj)と
も呼 ばれ る。だ が ここで バ ダ コエ の 霊 は、 そ うした ワヘ イ語 で は な く、 イナ ル
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語で父を指す タイシ ョグ(taishoj》とい うこ とば を使 っている。彼 らの説明 に
よると、霊 がワヘイ語以外 のことばを使 うときは、 もって まわったよ うな含み
のある場 合が多い と言 う。この時 も、バダコエの気持ちの申にケサガイに対す
るわだか ま りが あるからだ と教えられた。 ここで霊が語 っていることは、決定
的に重要な ことであ る。つ ま り、バダコエ と姻戚関係にある死者の霊が彼 を殺
したのだ と託宣がな されたのだ。バ ダコエの霊は、 自分 の死因を皆 に明 らか に
す るため に出現 した。ワヘ イにとって人間の死因 とは、決 して病気や事故 な ど
し
ではな く、 どうい う霊になぜ襲われたのか とい うこ とであ る。この場合、モン
ブゴ トゥス川の周辺 にたむろす る死霊が彼 をおび き寄せ て、 そうして彼 を傷っ
けた ことが死の直接の原 因だ と死者 自身が託宣 しているのである。 ケサガイ を
迎えに行 ったのがたまた まであったにせ よ、 その偶然は死霊たちが仕掛けた も
のだ と言 うので ある。人がなぜある行動 を起こすのか、その真の契機は合理的、
分析的に考 えれ ばなかなかわか りにくいものだが、 それは霊の誘導に よる もの
だ とい う説明はある種の説得力を もっている。 しか し姻戚 たちの死霊がなぜバ
ダコエ を傷つけたのか、 どんな恨 みがあ ってのこ とか といった よ り深 い理 由は
明 らかには されない。ちなみに 「姻戚 」と訳 したブ ノトゥス(bunotus)とい う
語 は、直接には祝い事な どで姻戚(特 に娘 の夫や姉妹の夫、妻の兄弟 など)に
与 える食事 を指すが、 そこか ら派生 して、そ うした食事 を与 えられ る姻戚 自身
の総称 と して も用 いられてい る。,、..
霊:「 お まえたち、おれの ことなんて考 えてないんだ。(uelainotinim
竝..)」
「おれ みたいな霊だってやれ るんだぞ。人間 じゃないんだか ち。(itio-
joikeyajisuyaxaideitiojoimajum.inomantru.)」
「こ うやってな、 これだ けなんだ(iti,andistoxo.)」
霊が憑依 した男は、ふたたび たき木 を手に とって梁 をたた きは じめ る。 グハ と
..
い う超越 的 な殺 人霊 の お そ るべ き力 が、 音 に よって示 唆 され る。実 際 に手 を く
だ す のは死 霊だ が、 死 を引 き起 こす 霊は す べ て、 グ ハ に よって 根源 的 に操 ちれ
て い るの で あ る。バ ダ コエ の よ うに 生 じた ば か りの 霊、 まだ 行 動 を起 こ して い
な い霊 は、 特 に ケヤ ギ ス(keyajis>と呼 ばれ る。
霊:「 よ し、子 ど もた ちは 外 に 出 ろ。(orait.yonujomuya,funajeyom.)」
皆 が ざわめ く。 一人 の 男 に 向か って 霊が 言 う。
霊:「 あ一 っ!村 長!村 長!(a:!kansor!kansor!)」
「お ま えた ち、 お れ の言 うこ と をち ゃん と受 け とめ て るの か?(ajobu-
jofqajoyojokateyomwo?)」
女:「 して る、 して る。受 け とめ て るさ。(fayu,fayujom.foyogatejom.)」
霊:「 あい つ らは 出て 行 くだ けだ 。 た くさん の横 木 を渡 した 台に あ いつ らは 行
くん だ 、お ま えた ち にそれ が 見 え るか?(itiojomfanaijomtojo.`ma-
taitebajujaiseiknjmaneiyajujom,onojoyom?)」ど
「ス ナ ス!ス ン ゴ リンダ!(Sunas!Sungorinda!)」(と、 自分 の娘 二
人 の 名 を呼 ぶ。)
「た くさん の横 木 を渡 した 台 」 とは 死者 を横 た え る台 を指す 。 かつ て死体 は 村
はずれ に作 った 台 に置か れ、1～2週 間 して 骨 だ け にな った体 か ら頭蓋 骨 と両 手
・両 足の 骨 を取 り出 して 、死 者 の親 族 の家 の床下 に 吊 して い た。 この死 の象 徴
と しての 台 に 「あ いつ らが行 く 」 とい うの は、 明ち か に何 者 か に対 して 報復 殺
人 を行 うこ と を宣 言す る もので あ る。
霊:「 タ ゲヤ の切 株 を映 した もの だ。 それ を奴 ちはあ あ して ワ イニ ム に置 いて
い る。 木彫 だ よ、木 彫。 お ま えら聞 いて るか、木 彫 の ことだ。 おれ の こ
とな ん て考 えて な いん だ。 サ ガ イ シ!お れ の義 父 だ った サ イ グメ って






タゲ ヤの 木 は グハ の 棲み 処 で あ り、 グハ とい う霊 の 存在 を象 徴す る もので あ る。
その タゲヤ の木 で グハ を象 って作 る木彫 はた しか に存在 す るが 、 こ こでは 木 彫
とい うこ とばは 比喩 的 に使 わ れ て い る。 それ が真 に指 して い るのは 、バ ダ コエ
が 伝 承 して いた 例 の グハ の 呪文 で あ り、 こ の呪 文 とい うこ とば は さ らに 「編 み
袋 」とい う比崘 で表 現 され て い る。 編 み袋 は何 か を入 れ る もの で あ るが 、 それ
が換 崘 的 に逆転 して、 中 に入 れ られ る何 か を指 示す る語 と して 使 われ て い る。
編 み袋 は 言 わば こ とばや 話 を包 む もので あ り、 包 まれ る もの がグハ の 呪文 な の
で あ る。 また、 バ ダ コエ の 義父 の サ イ グメ(す で に死 亡 した彼 の前 妻 の父)は
昔 イナ ル の 男 を戦 いで殺 した こ とが あ り、栄 誉 の 意 味 を こめ て 「殺 人 者(na-
yoxoj)」と呼 ば れて い る。 実 際 上の 意 味 あ いは 敵 を倒 した勇 者、 強 者 とい った
とこ ろで あ る。 そのサ イ グ メ がバ ダ コエ にグハ の 秘 密の 呪 文 を教 えた とい うわ
けで あ る。 途 中で 叫 ばれ た 「サ ガ イ シ 」とは 、象 徴 的 に グハ の妻 と見 な され て
い る霊 の 名 で 、 ワヘ イ に竹 笛 を もた ら した と言わ れ る超 自然 霊で あ る。
女:「 それ ってお お っぴ ちの もの じゃな いん で し ょ?(mbaxombujoxunaojo-
yasusa?)」
霊:、 「ち が う、お お っぴ ちに な って るん だ。,(mba,.xombujoxunaojosa.)」
男:「 そ うだ、 お お っぴ らに持 って る。(iya,xombujoxunaakatejomsko.)」
霊:「 お ま えた ち だ ぞ、お ま えた ちが ば ち した ん だ。 だ か ら隠 してな ん か い な
い って言 うんだ 。 よ し、 お ま えた ち、 一 軒 一軒 まわ って 話す ん だ 。 男 た





「こ うい うこ とだ、 明 日の朝 か 夕方 、 おれ は 畑 を拓 くそ。 夜 明 け にな るか
も しれ な い。 それ で お ま えはお しま いだ。 それで も まだ いつづ け るか?
石 斧 の 取 っ手!グ ハ の取 っ手 だ!奴 らの こ とだ。 バ イ シ ュメ イ た ち
だ 。 あの グハ の霊 、 あの ミヨ ゴイマ フ グが 上流 に いた んだ 、 タゲヤ の 切





「畑 を拓 く 」た め には本 を切 り倒 し、根 を引 き抜 か な けれ ば な らな い。 「畑 を
拓 く 」とは、 大 地 に根 をお ろす 人 間 とい う存 在 を倒 し、大 地 か ら引 っこ抜 潟 て
きれ いにす るこ と、 つ ま り誰 か人 聞 を殺 して清算 す る こ とを意 味 して い る。・石
斧 ほ、 木 を切 り倒す 道 具で もあ る し、人 間 も殺 す こ とので き る武 器 で もあ 礬。
また ここで は 、バ ダ コエ を殺 した 死 霊の クラ ン もは っ き りと挙 げ られ てい 羲
バ イ シ,zメイの 誰 かの 霊 が、 モ ン ブ ゴ トゥス川 の上 流 で待 ち伏 せて 彼 を殺 した
ので あ る。 「ミヨ ゴイマ フ グ 」 とは バ イ シxメ イが グハ の霊 に与 えた 固有 名 で
あ り、バ ダ コエ を殺 した死 霊 もや は りグハ の 霊 に支配 され て殺 人 を行 な った こ
とが わか る。.「畑 を振 く 」、　す なわ ち報 復 をす る対 象 の ひ とつ はバ イ シュメ イ
の成 員だ と表 明 され たわ け で ある。
女:「 ほ らお ま えた ち、突 っ立 って見 て るん じゃな い よ。(mujandatojoi
wosbegaxotayom.)」
霊:「 つ ま り …(bajo...)」
「ウ ォー イ!ハ ー ッ1」 と言 って、 床 を強 く踏み 鳴 らす 。
男:「 義 兄 さん 、最 後 にち ょっとだ け …(tambu,wujojoikobogainnj)」
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霊:「 お ま えの 姉 の サベ ヌ ング ワス はな 、 あ あ して るけ どな 、人 間 の 女 じゃな
い そ。人 間の 女 じゃ な い。 わ か って るな 、おれ た ち二 人は よ くふ ざ けた
もん な 。 お ま えの 親 父 が隠 し持 って て 、お れ に くれ た んだ 。 お れ、 ち ゃ
ん と して るか?義 父 が あ あや って お れ を騙す よ うな 話 を した んだ 。 こ
の お れ が い った い何 を食 いつ ぶす って い うん だ?こ うして い るだ けの
こ とさ。 こ う して 本 当の人 間 の前 に現 れ るの さ。 グハ の ノ ミの 実 は、明
日立 ち上 が るぞ!女 祖先 の サ イ ト ゥナ ス も、明 日立 ち上 が るん だ。 薬
の こ とく らい知 って る さ。知 って るん だ.お れ は まだ 全部 話 して は いな









「義 兄 さん 」 と呼 び か けた 男 は、 バ ダ コエ の妻 サ ベ ヌ ン グワ スの 類 別 的キ ョウ
ダイ(ナ イ ヌマ グ)で あ り、バ ダ コエにグハ の呪 文 を教 えた サイ グ メの息 子 で
あ る。 バ ダ コエ の 霊 は 、冗 談 を装 って妻 の サ ベ ヌ ング ワス と義父 の ケサ ガ イ を
悪 し様 に言 って い る。 「ノ ミの実 」が 「立 ち上が る 」 とは 、 自 らが 殺 人 霊 とな
る こ との 宣 言 で あ る。 また 「女祖 先 のサ イ ト ゥナ ス 」は モ ン ブゴ ト ゥス の支 流
サ イ トゥナ ス川 に棲 む女 性 霊 の こ とで 、 その 支援 を受 け て報 復 に立 ち上 が るこ
とも表 明 され る。 い ったん 誰 か を傷 つ けて しまえば 、 その 人 間 は い くら 「薬 」
を使 って も治 る こ とは な い。 人 間の 死 は、 病 気や けが とは本 質 的 に異 な る霊 の
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攻撃 によって もた らされ るものだか ちである。 「まだ全部話 してない 」と言 う
ところをみると、 どうや ら報復の相手はまだ他 にもいるよ うだ。 それ も、憑依
を終える時までには明ちかにされ るであろ う。憑依 された男はこのあ とす ぐに、
ふ たたび 歯を研 ぐまねをす る0そ れ で女た ちが 「ウ ォー!」 と声 を上げる。
霊:「 黙れ!痛 い目に会わせ るぞ。痛 い目にだ。 こいつ、おれの姻戚 じゃな
いか。お りて行って もいいそ、下の地面 にな。 もうこれ以上なんの話 も
で きな い。だめだ。 どのク ランだって もう(グハ の呪文 を)手 に入れ る
ことはで きないんだe手 に入れたいんだ った ら、おれ を捜す ことだ。 ク
ランが手に入れるんだ。昔はそんな クランがなかったんだ。そんな クラ
ンがな。おまえたちが取 り戻すんだ。で、誰がその尻尾 をつか まえるん
だ?お れは、尻尾はこわれて しまったぞ。尻尾は こわれたんだ。おれ
が生 きてた時はおまえら、手 に入れ よ うとは しなか った じゃないか澤お
まえらには手に入れて大事に してお く力なんてないんだ。 あるもんか。











霊 の こ と ば は か な り 早 口 の ピ ジ ン 語 に な り 、 怒 り の せ い か 混 乱 が 見 ち れ る 。 人
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び とはただ黙 って聞 くだけだ。要す るにバ ダコエは、 自分 が死んで しまったか
らには もうグハの呪文 を取 り戻す ことはできない、 どうして生 きている時に手
に入れ ようとしなか ったのか と言 って男たちを詰 ってい るのであ る.「 尻 尾 」
が 「こわれ た」とは、呪文 を手に入れ るための手がか りを失 った とい うことで、
つ まりは 自分の死 を指 している。最後の 「心臓 よ8}」とい う呼び かけは、バギ
セイ ・クランのヤブラとい う男に向けられている。かつてバダコエは豚の心臓
を無償でヤブラに与 えた ことがあ り、 そう した贈与関係 をもつ二人は、互 いに
、
「心 臓 」 とい う具 合 い に贈 与物 の名 前 で 呼び 会 う習 慣が あ る、
霊:「 お ま え もグル ープ の 一 員だ。 あれ(eグ ハ)は お ま えの祖 先 で もあ るん
だ ぞ。 メガ ト ゥワ(冨 ヤ ブ ラの妻)、 お ま えは おれ の こ とを想 って な い
だ ろ う?ド ゥゲ イ(eヤ ブ ラの二 番 目の 妻)、 お ま え もだ 。 そ うだ ろ
う?お ま え ら二 人 の 子供 た ち は、 ど うせ おれ の こ とな んて 考 えて な い





グハ は 人 間 の生 と死 を支配 す る存在 であ るゆ え、 広 い意 味 で の祖 先 の範 疇 に含
め られ る こ とが あ る、 メガ ト ゥワ どー ドゥゲ イはヤ ニ 人 ともバ ダ コエ と同 じカ ビ
ンデ イ ・ク ラン に属 して お り、バ ダ コエ の 子 供の 世 代 に あた るの で 「子 供 た ち
(pikinini)」と呼 ばれ て い る。 ワヘ イ語 で はモ ト ゥス(motus)にあた る。二
人 に 「祖 先 」を 「取 りに行 きた いか 」と尋 ね て い るの は、 グ ハの 呪 文 を手 に入
れ た いか 、 とい う意 味で あ る。 もち ろん 、 それ は不 可能 だ とい う含 み が裏 に あ
(8)心臓 を指 す バ ミユ ク ワグ(bamiyukwaj)とい う語 は、 心臓 の 鼓 動 の擬 音 語 で
あ るバ ミ(ba.mi)と木 の実 を指す ユ ク ワグ(yukwaj)の合 成 語 で、 「バ ム と音
の す る木 の実 」 とい った原 義 を もっ 。
1,
る。
霊:「 あれ(eグ ハ の呪 文)は も う途絶 え るだ けだ 。お しまいだ!お れ の義
父 が 作 った小 さな 男の 家 と一 緒 にお しまい にな るの さ。 お ま えが ど う言
お うと、 あれ はお れの ものだ 。 け ど そんな こ と、 昔 は考 え も しな か った
だ ろ う?あ いつ 一人 だ けが 行 った り来た り行 った り来 た り して い るの
さ。 も うお ま えた ち はおお っぴ ちに して しま った ん だ。 お れ は もう持 っ






グハ の呪 文 を失 うこ とは 、 ひ とつ の 伝統 を喪 失す る こ とで あ る。 ケサ ガイ が グ
ワル ガ イ シ に建 て た小 さな精 霊 堂 も、 き ち ん と管 理 す る者 が いな い の で＼ 藩が
て崩 れ さ る こ とだ ろ う。今 は ケサ ガ イー 人 が、 とき どき様子 を見 に行 って 慌噛
だ けで あ る。バ ダ コエ は、 そ う した 伝統 的 な慣 習や 事物 が ひ とつ ひ とつ 失 われ
つ つ ある こ と を嘆 いて い る。 ここ まで一 気 に ま く した てて い た霊 の語 りが少 し
中 断す る。 一心 に聞 いて いた皆 の緊 張 も解 けた様 子 で 、 ざわめ きが 生 まれ る。
霊:「 ハ ッ!ご だめ 想 一 まさに明 日だ ぞ 亅.ち ゃん と言 ってお く寸 新 しい畑
を拓 いてや る。 ウ ォンボガ イ、 明 日お ま えに何 かが起 る。 いて は複、け な
い。 ウ ォン ボカ イ、残 れ な い んだ。 い る と ど うな るか知 らな い そ。 これ






ウ ォン ボガ イ とい うのは ドク ター ボー イ の名 前 で あ る。バ ダ コエ は 彼 に診 て も
ら うため に メス カ に下 って きた が、 彼 の もって い る薬 で は病 気 を治 す こ とが で
きな か っ た。 それ で 怒 って 、 明 日彼 に危 害 を加 え てや る と脅 して い る。 ウ ォ ン
ボカ イ はバ ダ コエ の 死 を看 取 った 人間 で あ り、 最 初 にバ ダ コエ の 「息 」す な わ
ち霊 の現 れ と接 触 した こ とに な る。 だ か ら霊 に と っては ア プ ロー チ しや す い 対
象 な の で あ る。
霊:「 祖 先 のワ ラ ビー1骨 な しめ!明 日お ま えた ちは 曲 が った骨 を見 つ け
るだ ろ う。 どこに 投 げ 捨て て お こ う?こ の 家か?そ れ と もあの 家 か?
ワー ッ1ア イ ッ!ア イ ッ!お ま えた ち も昔 は きちん と(グ ハ の 呪
文 を)守 って いた の に な。(nukeijkojweij!mbasubeitus!xaf
wondajayomsubekiyum.detiteiguxakutata?detijojounujma?o
detijojounujma?wa:!ai!ai!bipoyupelalukautimgut.)」
ワ ラ ビー(kojweij)はバ ダ コエ の実 父 の クラ ン、 カ ビンデ イの シン ボル で あ る。
こ こでは 、 自分 を守 るべ きカ ビ ンデイ の祖 先 た ち が 「骨 な し」だ った か ら 自分
も殺 され たの だ と詰 って い る わけ で、彼 らに頼 らず に 自分 一 人 で報 復 してや る
と息巻 い て い る。 そ して 殺 され た人 間 は 「曲が った骨 」 とな って野 垂 れ死 にす
るの だ と言 う0
少 女:rそ んな こ と、 しち ゃ だめ。.(ltlandaiyei.)」
霊:「 そ この小 さなが き、 闇 いた ふ うな 口 き くん じゃな い0お ま え らみた いな
が きに、 おれ の考 え を封 じ込め る こ となん て で きな い んだ 。 お ま え らに
は 何 のお 守 りもで きな いの さ。(andeimoteineiniya,itiandabu-
jou.ueladiselaolikininiinoinaasi皿tintinbilon
皿i.yuPelainosavelukautimgut.)」
「お いお ま え、 ナ イ ヌマ グ、 お まえだ って まだ 洟垂 れ 小 僧だ 。 お ま えの あ
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の ウ ォフ ォゴ トの土 地 を、 明 日お れ の もの にす るか らなOお ま えど こに
行 く?ど こ に行 く?ど こ に隠れ る?お れ は い る ぞ。(泄nainu-
majbilongmi.yuman藍itasol.muxafeonujo曾oxogotoraunagos
xafaifotiyajusa.iowe?iowe?yuhaitwe?miistag.)」
少 女 の こ とば に反応 したバ ダ コエ の 霊 は、 カ ビンデ イに属 す る 自分 の ナ イ ヌマ
グ(類 別 的 キ ョウダ イ)に 対 して も、結 局 自分 を守 れ な か った のだ か ら力 の な
い子 供 と同 じだ と言 って罵 倒す る。 こ う言 われた 男 は ウ ォホ ゴ トの 出身で 、祖
父 の 代 にワ ヘ イ に編 入 した 。 「ウ ォホ ゴ トの 土地 をおれ の もの にす る 」とは 、
ほ とん ど八 つ 当 り的 に その男 にまで 報復 す る と脅 してい るこ とに な る。
霊:「 よ し、 じゃあ別 の話 を聞 くん だ 。(orait,omombujomwokwateyom.)」
女:「 も うい い よ。(besiko.)」
男:「 お ま え ち、 耳 をふ さげ 、(wombajakamwitasbiyom.)」 φ
女:「 あた しゃ 出て い くよ。(anneiya.)」
女:「 も うい い った ら。(besiko,besiko、)」 籤
男:广 も う充分/yY・LO(inapolsem.)」 零
霊:「 お ま え らみ た いな のは 男 じゃな い。(itiojoyommbauyageyom.)」
女:「 月が 明 るいん だ よ。(yagujeyaxana.)」
霊:「 お れ は お ま え らみ た い に人 間 じゃ な いん だ。 アー ッ、 人 間 じゃな い。(
_itiojQ_mbaimajigo.a二,mbaimaj.)」ゴ
女:「 まだ 髪 の毛 も生 えて な い孫 の こ と も考 えた こ とあ るの?(1.1.bokwaj
yusaveting三mto?)」
霊:rじ ゃ あ奴 らが 切 って しま ったヘ ビの 尻尾 を、 い った い ど うや ってつ な ぎ
合 わせ る って言 うん だ?お まえ らが尻尾 を切 った よ うな もん だ。 そん
な尻 尾 を ど うや ってつ な ぐつ も りだ?だ め だ。 尻尾 も頭 も胴 体 もみん





男:「 ま だ 隠 して お け る じ ゃ な い か.(nukejafikatenumwo?)」
霊:「 あ れ を 隠 して お け る だ な ん て 、 お ま え そ ん な こ と 言 う の か?も うだ め
だ 。 お お っぴ らに な った ん だ 。 だ め だ 、 だ め だ 、 だ め だ 。 お れ が 出 て 行
っ て 、 す っ か りば ら し て や る 。 そ うす る と 奴 らは 狂 い 死 にす る ぞ 。 奴 ら
、
は 、 馬 鹿 な 女 た ち は 狂 って し ま う そ 。 女 ど もは 、 ち ゃ ん と理 解 して 立 派
に 自 分 た ち の もの に し て み せ る っ て 言 うだ ろ うけ どな 。 そ りゃ 結 構 な こ






女:「 義 兄 さ ん 見 て こ ちん 、 こ い つ い っ た い 何 言 っ て る ん だ い?(aniyaof-
shou,wowonifuja,andujlItofimoja?)」
霊:「 誰 が お れ を 見 た か っ て 言 うの か?違 う、 違 う、 ノ ミの 実 の 仕 業 だ 。 ノ
ミ の 実 だ 。 ノ ミの 実 が や っ た ん だ 。ソ ミの 実 だ ぞ 。 お れ が(グ ワル ガ イ
シ に)行 っ た と き 、 ノ ミの 実 が 待 ち か ま え て い て 弓 矢 で 射 た ん だ 。 そ れ
か ら奴 は 、 お れ の 姻 戚 は 、 あ ま り鋭 利 じゃ な い斧 を 手 に と っ て 、 お れ の







憑 依 され た 男 は 自分 の腹 部 を指 さ しな が ら言 う。バ ダコエ の姻 戚 の霊 が 、 まず
矢 を放 ち、 続 いて 石斧 で 腹 を切 った とい う生 々 しい話 で あ る0霊 が こ うして腹
部 を傷つ けた か ら、 それ が も とで 内臓疾 患 にか か って死 ん だ とい うわ けで あ る。
こ のや り方 は 霊 が人 間 を殺傷 す る場 合 の典 型 的 な攻 撃法 と考 え られ て い る。
霊:「 あ いっ が おれ を殺 ったん だ。 い った ん待 ち伏 せた うえで な。 おれ が あの
白人 と一 緒 にワ イニ ム にい て、 白人 の大地 を固め た者 の 話 を 聞 いてや っ
て きた 、 その こと を反 省 しな きゃ い けな い って言 うんだ 、姻 戚 が な。 ン!
(と言 って 斧 を振 りお ろす仕 草 をす る。)尖 って な い斧 で な …… あの





「自人 」 とは ワ イニ ム にい るNTMの 宣 教 師の こ とで 、 「大 地 を固め た者 」 と
は キ リス トを指 す 。 バ ダ コエ は決 して熱心 なキ リス ト教 信者 だ った わ けで はな
い が、 ワ イニ ム に暮 ら して い る と聖 書 の話 を聞 く機 会 は多 くな る。 その こ とを
殺 人 霊か ら非 難 ざれ たの だ と言 う。 このあ た り驚砦 には、 誰の 死霊 が バ ダ コエ
を殺 した のか 、 だ いた いの見 当がつ いた よ うだ 。小 声 で名前 を挙 げ なが ら、 あ
れ これ 話 し合 うよ うにな る。
霊:「 お まえた ち、 今 の話 をち ゃん と聞 い たな 。お れ は これ を言 い に きたん だ 。
(anajobujomofoyomai.muxabujomofeiyomstoriya.)」
男:「 わ か って るさ0(skolgO.〉」




また お まえ に会 い に く るか ちな 。 モ ンブ ゴ ト ゥス川 に ある奴 らの あ の小
さ なサ ゴヤ シ… … 終 わ りだ 。 も う行 って い いそ。 も うかな り しゃべ っ
た か らな 。ヘ イ ッ!お れ が 尻尾 を持 って たな んて い うこ とは ど うで も
い い。 ど うせ もう持 って な いん だ か らな 、 い った い誰 が おれ をつ か ま え
に くるん だ?誰 が も う一 度 と りに くるん だ?そ うは い かな いそ 。 尻
尾 は切 られ て しまっ た んだ。 奴 が 自分 で 切 って しまった ん だ。 尻 尾 を切
った のは 奴 自身 な ん だ。 ヒ のお れ が お ま えた ちに は っ き り言 っ てお く。
心 臓 よ、 お ま えは おれ に何 もで き っ こない ん だ。 も ういい。 さ て、 お れ
は 地下 に行 くそ。 お ま えが(尻 尾 を)と りに行 くか?お ま えの こ とな
ん か 知 らな い そ。 お ま えは 他人 だ0お まえた ち、本 当 に と りに行 く気 か?
だ め だ。 も うお しまい だ。 お ま えた ち は尻 尾 のな い もの を持 ち 歩 くこ と
にな るんだ 。 頭 と胴 体 だ け を持 って 歩 くん だ 。 この お れが 今 、 この お れ
が あの細 長 い尻尾 を持 って 行 く。 お ま えた ちの長 老 ど もが 尻 尾 を切 って
しま った んだ ぞ。 ンー 、だ め だ 、 も うお ま えた ち には 取 り戻 せ な い。 義
父 が一人 で上 流 に行 き、下 流 に戻 る。 あん たは何 も して は い けな い。 あ
の上 流 で待 つ ん だ。 バ ギ セ イの者 た ち よ、 おれ の揺 れ を見 るん だ 。心 臓
よ。 あいっ め 、 おれ の 姻戚 の 奴 は どこ にい るん だ?お まえ、 おれ を見
た くない の か?ノ ミの 実 が、 奴 の最 初 の 矢が おれ を射 た んだ 。 奴 ら に



















男:「 も う行 く の か?(nauyugoo?)」
霊:「 ノ ミの 実 の こ とだ 。(normyukwajtasol.)」
男:「 お れ た ち は お ま えの こ と を恨 ん で な ん か い な い そ 。(mipelainogat
wariwantaimyu.)」
霊:「 お れ た ち は カ ビ ン デ イ だ 。 そ うだ 、 あ の カ ビ ン デ イ だ 。 お れ も カ ビ ン デ
イ だ.お ま え ら も知 っ て る だ ろ う、 お れ 自 身 も と も とカ ビ ン デ イ な ん だ 。
け ど奴 ら は お れ を見 捨 て や が っ た 。(螳Kabindei】 強emolKa-
-bindei.._.一皿i-_tuKahindei..emnauvupelapai.nimdisPelanamiyet,
miistagynamiKabindeiヱ三レtasolemitro皿oimiva.)」
霊 の 語 りは か な り混 乱 して き た 。 い ろ い ろ な 人 間 や 霊 に 呼 び か け 、 あ ち こ ち に
話 が とん で 錯 綜 す る が 、 主 な 内 容 は 前 に 言 っ た こ と の く り返 しで あ る 。
霊:「 あ の 魚 が 割 れ 目太 鼓 の と こ ろ で な 、 あ の 魚 が か み 殺 した ん だ 。 割 れ 目太
鼓 の そ ば で な 。 少 年 た ち が(男 の 家 の)中 に 連 れ 込 まれ て は 外 に 出 て 行
っ た 。 あ の 少 年 も何 も 知 らず にや っ て きた 。 ノ ミの 実 が そ の 子 を 見 た 。
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「魚 」とは グハ の霊 そ の もの を指 して い る。 神話 に よる と、 ワニ の よ うな姿 を
して川 か らや って きた グハ は、 男 た ち に背 申 に傷 を いれ るイニ シエ ー シ ョンの
仕 方 や割 れ 目太 鼓 のた た き方 、 グハ の歌 な どを教 えた が、 少年 を二 人 ほ どか み
殺 して しま った ため 追 放 され た。 霊 は こ こで、 グハ が少 年 を殺 した とい う秘 密
の話 を暴 露 す る一方 で、 そ こ に 自分 が グハ に支 配 され た死 霊 に槍 で 突 かれ た こ
とを二重 写 しに して しゃ べ って い る。だ が 、 女た ち は そんな グハ の お ぞ ま しい
話 な ど闇 きた くはな い様 子で 、冫「ワー ッ 」と声 を立 てて霊 の こ とば を遮断 しよ
うとす る。
女:「 男 ど もは死 に散 らす の さ。(nuxoidobenadajeyom.)」
霊:「 そ うさ。奴 自身が(山 か ら)下 りて きて 、弓 を構 えて射 た ん だ。 わ か っ
た か?(sko,tajeyatojotofunakuma,dijiyaomoxonunjaisko.n:,
dita?)」
先 ほ どか ら外 で 犬 の うな り声 が続 い て い る。 老 婆 が独 り言 をい う。
女:,「あの 犬た ちは何 か 食べ て るの か い?.(damamajomandiyum?)」
霊:「 老 いぼれ 犬 さ。 向 こ う岸 で寝 るんだ 。 そ して シラ ミ と りを して ……(
ya,yujkokujaibogos.dijiyobobujojekoxai.igoyonunagai...
)」
「老 いぼれ 犬 」 とは 自分 の こ とをか ぶ せ た表 現 で あ る。 「向 こ う岸 」はい わ ゆ
る他界 、 「シ ラ ミ と り」は 報 復の殺 人 と読め る。
霊:「 お い、 そ こで寝 て い る奴、 おれ は殺 るって言 って るん だ。 この おれ が 射
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る ん だ 。 寝 るん じゃ な い 。 み ん な 死 ぬ こ と に な る ん だ ぞ 。 必 ず そ うな る
ん だ 。 お れ が 食 いつ ぶ して や る。 こ う して や っ て き て 、 人 間 ど も を ひ ど
い 目 に 会 わ せ て や る。 お ま え は ど こ か に行 っ て ろ。 お れ は 奴 ら に話 が あ
る 。 話 が あ る ん だ 。 お ま え は 働 け 、 し っか り働 く ん だ 。 だ め だ 、 そ う し
て た ら 。 本 当 だ ぞ。 こ の テ ィヤ ン ド ゥモ(バ ダ コ エ の も う ひ とつ の 名 前)







こ こ でバ ダ コ エ が 誰 に話 しか け て い るの か は 結 局 わ か らな か った 。 「編 み 袋 か
ら ノ ミの 実 を取 り出 す 」 と い う比 崘 は 、 殺 人 の 源 泉 と して の グ ハ の 力 を 借 りて
報 復 殺 人 を行 う と い う意 味 で あ る 。
霊:「 お れ の 話 は こ れ だ け だ 。 も う帰 る ぞ 。 お れ は いつ ま で も く ど く ど話 し続
け る よ うな 男 じゃ な い 、 お れ の 姻 戚 だ!奴 が お れ を 見 張 っ て い で ず
っ と前 か ら お れ を病 気 が ち に して た ん だ.奴 が お れ に 病 気 を 与 えて 苦 し
。 。 め て きた ん だ 。 お れ は あ ち こ ちて 篁 刈 り鎌 を振 る って や る 。 と りあ え ず







ど うや ちバ ダ コエ の病弱 な体 質 も、 彼 の姻 戚 の死 霊 のせ いで あ った よ うだ 。 「
草 刈 り鎌 を振 る 」 う とい う表 現 もや は り報復 を指 して い る。
男:「 や め ろ!〈besiko!)」
霊:「 オ ー ッ!聞 け、 何人 の子供 だ?充 分 だ ろ う。 お まえが邪 魔す るん な
ら、 おれ だ って 邪 魔 してや る。 この オ ジ も、 おれ の面 倒 を見 て くれ な か




この 「オ ジ 」とは、 バ ダ コエ の母 の 兄 くヌ ング ワ セ ・ク ラ ン)を 指 して お り、
「や め ろ!」 と叫 んだ 男の こ とで あ る。姉 妹 の子 供 の面 倒 を見 る こ とは社 会 的
な義 務 で あ るが、 彼 の世 話 は 不十 分 だ った とバ ダ コエ は感 じて い る。 だ か ちそ
の オ ジの子 供(バ ダ コエ の い とこ)を 二 人 殺 してや る とほ のめ か して い るの だ。
男:「 だめ だ、 よす ん だ!(mba,besiko!)」
霊:「 明 日だ、 だめ だ 、 明 日だ。 そ こに い るお ま え 自身 が、 弱 って るおれ の 世
話 を しな か った ん じゃ ない か。 明 日だ、 だ め だ、 ほ っ といて くれ 。 オ ジ
は おれ の こ と を考 えて な いん だ。 〈xaf,mba,xaf.muxafetouniya
ojotumembaimatifiyaj.xaf,nowt,maski.kandereinotin-
immi.).1
男:「 あの 子 は 自分 の ところ には いな い そ。 おれ の とこ ろに い るん だ 。 おれ が
と にか くあの 子 らの 世 話 を して るん だ 。(mbaojojoafaxosmaotojo-
yasujaigo.tuwanaxoafaxosmaotojoja.muxafekohokainumdaji-
maxotuwaja.)」
バ ダ コエ が非難 して いる オ ジの子 供 の一 人 は 、 ヌ ン グワ セか ら出 て・ い ま発 言
した カ ビ ンデ イの 男の養 子 にな って い る。
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霊:「 賑 って い る時だ 。明 日、 ヨ ゴシ ュグ と い う人 間の喉 に、奴 らは 落 ちて 行
く こ とにな るん だ。(imaxaishuma.xafYojoshujuxoimayogogma
ojomuyagaxuneiyajofute.〉」
「ヨ ゴシzグ 」は グハ の別 名 で あ る。 女 た ち に隠 す ため に別 名 を使 い、 さ ら に
それ を 「人 間 」 と偽 って い る。 実 際 には 、 グハ に支 配 され た 自分 が、 眠 って い
る い とこ を飲 み 下 して殺 して や る と い う意 味 が含 まれ て い る。
霊:「 女 た ち 、 よ く聞 け。(togane,wokwateyom.)」
だが 女 た ちは 聞 きた が ちな い。 口 々 に 「ウ ォー 」 と叫ん で、 霊 の 発言 を妨 げ よ
う とす る。
霊:「 ウ ォー ッ1ハ ッ!ハ ッ!わ か って るだ ろ う、 おれ は 口が悪 い ん だe
男の 家 だ った ら もっ とひ どい そ。(WO:!ha!ha!yupelaisave,錦
mausPongutbilongmi.longhausboi,misave,hatolsem.)」攣
大 きな 足音 を立て る0)㌧
女:「 い った い幾 晩 、ず っ と座 った ま ま夜 明 け まで起 きて た ことか 。 あた しぼ
ず っ とそ う して きた んだ 。 で もよ くな らな か った 。 ム ガギ ス だ って使 畜
た んだ 。 で もだめ だ った。(ofegenigimoijoyaxutatejeya,igoifa
yaxutatejeya.itajanxutaya.mba,mba.mujajisowa.mba.)」
バ ダ コエ の妻 の こ とばで あ る。彼女 の世 話 が 足 りなか った とい う評 判 に対 して、
何 度 とな ぐ徹 夜 で バ 墾 コ鷲 の 看病 を し、 強 い 匂 い を もつ ムガ ギ スの 木 の皮 を使
って 治療 呪術 も試 み た と言 って反 発 して い る。 この ムガ ギス の呪 文 は 女た ち に
も知 られ て い る一 般 的な もの で、 軽 い病 気 に しか 効 かな い と言 われ る。
男:「 この おれ だ って、 お ま えの 語 りを受 け継 こ うと した んだ 。何 度 も何度 も
や ってみ た 。 け どだめ だ った ん だ。(muxafetuwoniyaajanebujofgaj
one.traimtraimtraimtraim.mba.)」
バ ダ コエ の 兄の キ フ ォニ が、 グハ の 呪文 をバ ダ コエ か ら習 お うと した こと を打
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ち 明 け る。
霊:「 も う槍 もた くさん 手 に入れ た ぞ。 い い集会 所 だ な。 お まえた ち 、 い い家
を もって るな 、 この 家 に集 ま って は、 いつ もいつ も歌 を うた って るん だ
な。 これ か らもず っ と そ うす るつ も りな ん だ な。 こ んな家 を建 て て結 構




男:「 この 大 きな 家 は と り壊す つ も りだ。 も うこれ 以上 存 在す るこ とはな い。
(andeunubugoqakateyaja.mbaijiyodajasuja.)」
「集 会 所 」とは 、 い ま皆 が 集 まって い る ドク ター ボー イ(ウ ォンボ ガ イ)の 家
の こ とで あ る。 彼 の家 は メ ス カで 最 も大 きい ので 、 人が 死 ぬ たび に大 勢の 村 人
が 集 ま って 泣 き歌 を うた う。 バ ダ コエの 霊 が突 然 、 意味 あ りげ に家 の 話 を しは
Lめ たの で 、 ウ ォンボガ イ の 実父 の イ マ ンが気 味 悪 く思 って 、家 を壊 す と答 え
た。
霊:「 誰 が(こ の家 で 〉寝 るの か?ウ ォ ンボ ガ イは 出 て行 くんだ ろ う?お
れ は冗 談 で言 って るん じゃ な いそ。 ウ ォン ボガ イ が も し残 る って言 うの
な ら、 おれ が 奴 の子 供 た ち を病気 に してや る。 おれ 自身 がず っ と病 気 に
一しつづ けてや る。奴 が いや だ と思 えば、 出 て行 け ば い いの さ。 だ け ど殺
しは しな い。 病気 にす るだ けだ 。 おれ は とに か く奴 を追 い 出 した い ん だ 。






男:「 わ か った。(yatoxo.)」
男:「 その通 りだ。(skoigo.)」
霊:「 別 の ところ か ら別の 男 がや って きて 、薬 を出す 。薬 を出す の は い いが 、
そ うす る とおれ だ ってや って くる ぞ。 オ・一ッ!(narapelamanlong
naraelalesikamlYIIDmarasin.e血iivimmarasintasol
竝」cammet.o:!)」
バ ダ コエ の ドク ター ボー イ に対す る恨み は 強 い。 それ は彼 が バ ダ コエ を治 せ な
か ったせ い もあ るが、 こ こで の こ とばか らは 、 よ り広 い意 味 で 、薬 その もの や
薬 を もた ら した 白人宣 教 師た ちに対 す る不 信 感の よ うな もの も読 み取 れ る。 ド
ク ター ボー イ は 「い ては い けな い 」存在 で あ り、た とえウ ォンボ ガ イが メス カ
か ら出て行 った と して も、新 しく来 る ドク ター ボ門 イ に も同 じよ うに圧力 を加
え ると言 って い るか らで あ る。 誕
男:「 じゃあ ど う言 えば い いんだ?(anigootobujowaja?)」 ㍉
霊:「 お ま えた ち… … まだ あの歌 を うた い続 け るのか?ま だ や るの か?武
ゲ イ、 オ デ ィフ ォ、 ウ ォンボガ イ、 お ま え ち弟た ち よ、 お れ もパパ に養
育 され た んだ 。 け どお ま え ち弟 た ち を守 ってや るつ も りは な い そ。 オ ー
ッ!ナ イ ヌマ グ!お まえ に も話 が あ る。 み んな言 って る こ とだ。 聞
くんだ 。 オー ッ!ナ イ ヌマ グ1見 ろ、 おれ は女 祖先 の あれ をお ま え
.一 に は してや らず に、 他 の奴 ちには して や った。 で きた んだ け どな。昔 は









男:「 ま た で き る よ う に な る さ 、 知 識 を 得 て な 。(iyedajejom,sauitafejom.
J
バ ダコエは、泣 き歌 を うたって悲 しんで も何 にもな らない と言 う。名前の挙が
った三人はバ ダコエの養父 であるイマンの実子であ り、バ ダコエか らみれば 「
弟 」にあた る。 「パパ 」は したが って養父のイマ ンを指す。 「ナイヌマグ 」は
前 に も言及 されたカ ビンデイの男のことで、 「女祖先のあれ 」とはグハの呪文
を婉 曲に示 してい る。グハ の象徴的な棲み処であ るタゲヤ の切株(tageyaSU-
bes)は女性名詞 であ り、 それが 「女祖先 」と言 い換 えられているのであ る。
霊:「 明 日おまえたちは柱 を立てて、垂木 をかけ るんだ。(xafwagaxoutou-
w。m,xoujonaiyom.)」
この時メスカには まともな精 霊堂がなく、古 い民家 を男の家 として使 って いた。
ワ タカ タウイか ら移住 してきて人び とに余裕がなか った ことと、NTMか らの
妨害の圧力 もあったからであ る。 ここでバダコエは精霊堂 を建てう と命 じて い
る。人び とはそれ を、グハの呪文 を喪失 したことやNTMに よる伝統破壊への
怒 りの気持ちが こめ られたこ とばだ と受け とめて いる。
男:「 おれたち年寄 りは、 どうせ明 日にで も死ぬんだ。(numitajofeteko-
-kujainumxafneiyajanum.)」
霊:「 そ うさ、どうしよ うもないんだ。お まえた ちはそんな ものなのさ。(
dotumbai.omegaoshuwas.)」
男:「 わか って るよ。(you.)」
霊:「 奴 らがあの天地 を固めた者の話 を投げつけて きてか ら、す っか りお か し
くな って しまった。 おれた ちがもっている昔か らの ものはそんなに強 い
もん じゃない。だがあいつ らのは強いんだ。あのカ トリック ・ミッシ ョ
!:
ン の 奴 ち に は い ろ ん な 話 を しな い で 隠 して お い た 。 奴 ら は い ろ ん な 話 を、
パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア の わ れ わ れ の 話 を くだ ら ん も の だ と決 め つ けや が っ





男:「 そ う だ 、 奴 らは そ う言 って た 。(you,ojomuyaitiomshujom.)」
霊:「 け ど あ い つ ち はす べ て を露 わ に した わ け じゃ な い。 お ま えた ち 、 サ ゴ ヤ
シ の 髄 を 植 え る ん だ 。(andembaundiyasexabosugateijom.andiyo-
muyaojotametusanam.)」




バ ダコエの ミッシ ョン批判が続 く。セピ ック川に布教基地 を もつ カ トリック載
会は第二次大戦前からワヘイと少しずつ接触するようになった。彼ちは 「わ盞
われのいろんな話 」、つ まり呪文や神話 に代表され る伝統的な信仰体系を否定
したが、その伝Cを 破壊す るほ どの影響力 はなかった0と ころが新 しく進 出 し
てきたプ ロテスタン ト系のNTMは 、特 に霊信佛や呪術行為 に対 してかな り弾
圧 的な態度 をどってお二り、一大び と二の反 発 も強まっている0「 サ ゴヤ シの髄を植
えるんだ 」とは、 こうして外部か ら圧迫 され ている伝統 を大事に守 って途絶 え
させないよ うに しろとい う意味に受 けとられてお り、それに賛同す る者 も出て
きた。
霊:「 よく聞 くんだ、ちゃん とな。別の話 を してや るか らな。 よく聞けよ。例
のあいつの話だ、本物 のな。 ウォー!ハ ッ!ハ ッ!ハ ッ!ク ン
ボグゴゴイ ・ヤゴゴイだ。サ イ トゥナスの女祖先だ!お まえの母親の
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こ とだ!お ま え、母 親 は 知 って るな?お ま えは 男 にな って も、 まだ
母 親 の骨 に しが みつ いて い るんだ、(男 の家 の)申 に入 って もな 。 母親
が 死 ねば、 お ま え も終 わ りだ。 お ま えの母 親 に 目がつ いて るの な ら… …
この メス カ を見 よ うとす る はず だ… … お ま えの女 祖 先 は 隠れ て いる。 そ









「ク ンボ ゴ ゴイ ・ヤ ゴゴイ 」は、 サ イ ト ゥナ ス川 に棲 む 女 性 霊の 名前 で あ る。
この 霊 は いろ いろ な魚 に化 身 す る と考 え られ て い て、 魚捕 りに行 った と き に こ
の 名 を口 にす る と不 漁 に な る と言 われ る。 サ イ ト ゥナ ス川 は 伝統 的 にオ グ フ ァ
イ ヨ ・ク ランの土 地 で あ り、 こ こで もオ グ フ ァイ ヨの 男 に語 りか け る こ とに よ
って、 この 女 性霊 を強 く想 起 させ て いる。 また 「母 親 」 と言 って い るの も比 喩
.で、 それ は 、ニワベ イ語 を使 わ ず にカ プ リマ ン語(p如 丑4鎚)と ピジ ン語(mama)
が用 い られ て い る こ とか ら もわか る。 バ ダ コエ は 、 この よ く知 られ た超 自然 霊
の名 を挙 げ るこ とで、 人び とに執 拗 な まで に報 復 の恐 怖 を植 え付 け よ うと して
い る。
こ こで 霊 の 語 りが 中断す る。憑 依 され た 男 はふ らふ ら と隅の 方へ 進 み 、床 に
横 た わ って しま う。 バ ダ コエ の霊 が 出て行 った のだ 。 男は 仰 向け にな って 片 膝
を曲 げ、 口 を少 し開 けた ま ま昏睡 状 態 に陥 って い る。筋 肉は 硬直 し、 時お り痙
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q攣す る。人び とは、 そんな男には関心を示 さない様子で、翌朝の埋葬の話な ど
をは じめ る。 ケサガ イが、バダコエ の娘で 自分の妻で もあるアマ ン ドウに向か
って、 「死体 を上流の墓地 まで運ぶ カヌー代やガ ソリン代 をどうや って払 うつ
も りなんだ 」と言って怒鳴 る。 アマ ンドウは渋 るが、誰 も助 け船 を出 さない。
長老の ラクマンが、 「それな ら村の中に埋めて盛土 をしとけばいいさ」とか ち
か う0一 人の女が 「霊は明 日や って来るんだよ」と注意す る。 「お まえたち男
はお しまいさ、土地だけ残 ってね。 」 女は死霊の報復 を真剣に恐れてい る。
「まあそ う言 うな。 」 長老がなだめる。
やがてバ ダコエの思い出話にな る。 「あいつは豚 を肩 に担 いで、膝を折 って
ワタカ タウイの尾根 を登ってたな。 」 バダ コエは足が悪 く、重 い荷物 を運ぶ
ときな どは、両方の膝頭 を地面に突 いて歩いて いた。 「あ りゃかわ いそ うだ う
たな。 」 「でも仕方ないさ、あれ も霊の仕業なんだか ら。 」 男た ちがっぶ藩
く 。
長老がふいに ミッシ ョンの話をは じめ る。 「カ トリック教会の白人は、あ蓋
は言ってないそ 、 バ ダコエの霊が語 った ミッシ。ン批判 に対す る異見構
る。 「あのニュー トライブスの連中はそ うだけどな。 」 布教基地か ら遠いこ
ともあって、実際カ トリック教会の影響は強 くはない し、教会側 も弾圧的な態
度は とっていない。 この長老 もカ トリック教会 には概ね好意的で ある。だがす
ぐ近く に入 りこんでき。たNTMに 対 しては違 う。 「カ トリーックの 白人に比べれ
ば、ニ ュー トライブスの連申なんてろ くで もない奴 らだ。若 い者たちはことば
を教 えてや って るけ どな。おれの クランの ドゥンブゴエ だってそ うだ。あいつ
はおれた ちの慣習には振 り向 きもしないで、ニュー トライブスにべ った りなん
だ。 」 男たちは ビンロウジを噛みなが ら、長老の話 を聞 く。子供たちはまた
眠 って しまった。
しばちく してバダコエの妻が小声で泣 きをは じめ る。長 く尾を引 くように短
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三度で下行す る声。一人切 々とバ ダコエ の名 を呼ぶ。やがて他の女た ちもぽつ
りぽつ りと泣 き声 を上げ、 まもな く男たち も唱和す るよ うにな って、泣き歌 が
再開 され る。小一時間 もたった頃、昏睡 していた男がむっ くりと起 き上が る。
しき りに手足 を振 っては、床 に手の ひ らをぶつ ける。皆、何事 もなかったかの
ように素知 らぬ顔 をしている。彼 の前で霊 の語 りについて話す ことは固 く禁 じ
られてい るからだ。泣 き歌は、長い間合い をとりなが ら続 け ちれ る。
朝5時す ぎにな ると、一番鳥 のツカ ツクリが鳴き始め る。それ を合図に人び と
は泣き歌を終える。遷 だ薄暗いなか、五～六人の男たちが棺を運び出し、カヌ
ーにのせて、ウェイサスの河 口か ら少 し入 ったところにあ る墓地へ と向か う。
残 った者た ちはそれぞれの家に帰 っていき、通夜は終 る。
ワヘ イの間では、人が死ぬ とこの ように死霊が誰かに憑依 して殺人霊の託宣
を行 うのが常である。そ して死霊の憑依 は、ほとん どの場合、徹夜で続 け られ
る泣き歌 を背景 に して起 る。あるいは死霊の出現 を導 くために泣 き歌が行 われ
ると言って もよい。人び とが集い、暗闇のなかで悲 しみの歌 をうた いつづ け る。
泣 き歌は、暗闇のなかで燃 える 「火(yOXOS)」にもた とえられ る。やがて泣 き
疲れ、歌 い疲れた者が、一人 また一人 と夢のなかにはいって いく。 この暗 闇 と
泣 きと歌 によって誘 い込 まれ る夢の状態 こそが、霊 と交信す るための最適 の場
なのであ る。 そ して霊の現れ によって、一時的に 「火は踏 み消 され る(yoxos
bej.afakosfaja)」。
結局バ ダ コエの霊は、 自分 を死 に追 いや った者の名 を具体 的に挙 げるこ とは
しなか った。 しか し、推測 の根拠 となる表現は随所 にみ られ る。た とえば 「お
れの姻戚 たち 」による 「挟 み撃ち 」、 「上流 にいた 」 「バ イシュメイたち 」、
「ミヨゴイマフグ 」、 「タゲヤの切株 」、 「ノミの実 」、姉妹の夫や妻の兄弟
を意味す る 「コグモ ック(kogu皿oq)」等 々。ワヘ イに とっては、こ うした断片
的なことばだけで、殺人霊の特定 をす るの に充分である。 なぜな ち、恨み を買
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う原因とな った出来事は、すべて親族関係 を伝 って死者につながってお り、お
おかたの人びとは、死者 と関係のあるそ うした過去 の出来事につ いて、お よそ
の知識 を共有 しているからである。翌 日何人かに確 かめた ところ、バダコエの
場合 も、霊の語 りが中ほ どにさしかかる頃 までには、殺 人霊 につ いての見解は
ほぼ一致 して得 ちれていた と言 う。人び との解釈は次の ような ものだ った(図
表4参 照)。 ＼
まず 「バイシュメイ」とクラン名がは っき り名指 しされ たことで、一人はす
ぐにわか った と言 う.バ ダコエには アマンギ ファとい う名の妹がいた。彼女は
バ イシxメ イのヨネナオ と結婚 した後、フォゴセイ ・クランの ラワイと姦通 を
くりか えしていた。夫の世話な どす る由 もなかった。毎 日の食事に も不自由 し
ていたヨネナオは、まもな く若 くして病死 した。後にアマ ンギファとラワイが
性病が もとで死んだ ときには、 このヨネナ オの死霊が二人 を殺 した という託宣
はなか った。 ヨネナオの恨み は、アマンギフ ァの実兄で あるバダ コエ に向け ら
れ た。それが今回の死因のひ とつだ と考 えられている。この解釈は、霊が複の
方で、姉妹 の夫や妻の兄弟 を指す コグモ ック とい う呼称 を用いた ことか ち巻確
証 された。 ヨネナオはバ ダコエの妹の夫であ り、まさにコグモ ックにあた るか
ちである。
またバ ダコエの霊は、再三再 四 「姻戚(bunotus)」が殺人霊であるこ とを強
調 している。この語は集合名詞で あ り、 しか も初めの方 で、r戚 が 自分を 「挟
み撃ちに して突 いた 」とは っき り語 って いることか ち、人び とは、 ヨネナオ以
外 にもまだ、バ ダコエのコグモ ックの殺人霊がいると考 えた。それで挙が って
きたのが、 ヨミセイ ・クランのウォンボナポ ンとい う名前で ある。昔、彼のオ
ジの ボンサ イがバ ダコエの父 ウグシュイの畑か らタロイモやバナナ を盗も うと








グシュイの息子のバ ダコエ に復讐 した とい うわけである。バ ダコエ の妻は、 ウ
ォンボナポンの母が再婚 してできた子供であ り、ウォンポナポ ンの妹 にあたる。
つ まりバ ダ コエ にとって、ウ ォンボナポ ンもまたコグモ ック(妻 の兄)な ので
ある。
人に憑依 した霊はほ とん ど一方的に語 り、 しか も嘘をつ いた り曖昧な言い方
を して人び とを惑 わせることが多い。 ときには、強い怒 りで興奮 した霊が、槍
や棒切れ を手に とってまわ りの人間たちに襲いかか ることす らある。そんな と
き人びとは、 「犬や豚のよ うに混乱 して いる(sakisayuj,sakisafo9。qme-
imoja)」と言 って、霊の語 りを信用 しよ うとは しない。霊の語 りが混乱すれ ば、
人び とは解釈に とまどう。大切なの は、霊 の語 りを受けて人び とが どう納得す
るかである。 ど うい う霊が殺 したか とい う託宣 と、なぜ殺 したのか という怨恨
関係 につ いての推定 とは、明確に結びつ かなければな らない。私 が立ち会 った
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限 りでは、 このバダコエの霊の場合は比較的明快かつ穏やかに語 った方で、人
び とにとっても殺人霊の特定 と理由の推定 は容易だったよ うだ。だがそれ はむ
しろ珍 しいことであ り、霊の現れが人への憑依だけで藤 ることは少ない。人 に
憑依 した霊の語 りに人び とが納得 しなか った場合、彼 ちはいわば別の舞台設定
を行 う0一 本の竹 を準備 して、それに霊の憑依 を導 くのである。
4.霊 との コミュニケーシ ョン:竹 への憑依
1986年9月6日、モンボウイとい う名の男の赤ん坊(生 後三 ヶ月 くらい)が 死
んだ。私の見たところ、気管支炎 をこじらせて、鼻水が喉 に詰まって窒息死 し
た様子だ った。 死ぬ一週間ほど前か ら、友人 のカヌー作 りの手伝 いをす る両親
に連れ られて、赤ん坊はウェイサス川の下流沿 いの山の中に入っていた。あ る
朝母親が彼をサゴ椰子とりに連れていき、午後になって出作り小屋に戻ってぎ
てか ら急 に具合いが悪 くな った と言 う。両親 は急いでカヌーにの って村に連れ
覊
帰 ってきた。だが、手当の 甲斐 もな く、翌 々 日の夕方に息 をひきとった。
≠
バダコエの場合 と同じよ うに、す ぐに両親や親族たちの泣 きが始 ま り、夜 に
な ると皆が集まって泣き歌が うたわれた。 そ して午前2時頃、赤ん坊の母方祖父
の弟(1982年に死亡)の 霊がある男に憑依 して、赤 ん坊 を殺 した霊について託
宣 をは じめた。 しか しこの時の死霊の語 りは著 しく混乱 していた。オグファイ
ヨ ・クランの死霊が殺った と告げたかと思 うと、それは嘘だ と言い、 ゲセイ ・
クランの男の名 を挙げてはす ぐに打ち消 した.あ るいは、赤ん坊の父方祖父 の
せ いだとわめいた り、赤ん坊 とまったく関係のない別の死霊の殺人歴 を披露 し
て、殺 された親族たちに復讐 をけ しかけた りもした。 さらには州ぞいの岩 に棲
む超 自然霊の名 も挙げ、赤ん坊の母親がその岩 を踏んづ けたから、霊が怒 って
赤ん坊 を食べて しまったのだ とも語 った。後 にな ってみれば、この時霊が語 っ
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た 内容の一部は正 しか った ことがわか るが、 その場の雰囲気 としては、い った
い どのこ とばを信用 してよいのや ら、皆 ひ どく困惑 していた。おまけに、この
憑依霊の生前の悪行は有名 で(は っき りしているだけで三人の既婚女性 と姦通
していた)、 その ことか らも、皆には この男の言 うことが信 じられなか ったの
である。
そこで彼 らは翌 日のタ方、長 さ3mほどの竹 を何本か切 って きて、死んだ赤ん
坊が住んでいた家 一一 その床や壁は、前 日両親たちが棒切れでたた き散 らした
ため、あち こち穴だ らけにな っている 一一一 に運びこんだ。 そ して一本の竹 を高
床の申央付近にあいた穴 に差 しこんで立てかけ、地面には古いカ ヌーの断片(
幅約30cm、長さ約1.5m)をおいて、 まわ りをサゴ椰子の葉 の柵で囲 った。す っ
か り暗くな った夜8時頃、村人たちが集 まって きた.男 たちは ぎ ゅうぎ ゅう詰め
にな って家の床 に座 りこみ、あぶれた者や女たちは家の まわ りを取 り囲む よ う
に して座 った。家の 中央では、赤ん坊の母の兄 と母の姉の夫の二人が竹を両手
で軽 く握 って座 っている。 ざわつ く若者 を長老が叱 りつ け、子供た ちは遠 くに
追 いや られ る。暗闇のなかで静寂がつづ く。30分ほ ど経過 して も、竹 に何 の動
きも見られない。やがて待 ちくたびれた男た ちがぶつぶつ言 いは じめた。
男:「 懐 中電灯 なんか照 らすん じゃない、火 だ。(.tosandaakateyom.yo-
XOS.)」
男:「 マ ッチをつ隷ろo-(masisiyane.〉」.一
男:「 祖先 よ、あんた自身が きて、子供の話 をきちんと して くれ。おれた ち、
こ うや って混乱 してるんだ。(tumbuna,tuniyayaiimabujombujo-
majina.sakisamei皿ovum.)」
しか し何の反応 もない。ふた たび静寂が訪れ る。 しばらくして別の男が呼びか
け る。
男:「 ちゃんと話 してくれ。 いろいろ尋ねたいこともあるんだ。(wabujowa-
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dc,dotuxofunaidajun.)」
男:「 ち く し ょ う、 まん 中 に い るの が恐 くな って きた。(tarangu,mifret
longnamel.)」
男:「 お れ だ って 竹 が恐 い さ。 〈皿ifretlongmambuya.)」
男:「 こ いつ く=竹)を 使 って 話 を して くれ 。(oshuwaimabujomandij.)」
皆 、息 をひ そめ る よ うに して待 つが 、依 然 と して竹 は動 か な い。 死 んだ 赤 ん坊
の 父親 が強 く言 う。
父:「 おれ たち人 間 に話 して くれ。 もうい い加減 待 ち くた び れた ん だ。(ima-
jomtewabujoimabujom.numteitojomafunum.)」
竹 は、 この こ とば に反応 した かの よ うに 、床 の隙 間 をす ばや く往 復 しなが らカ
タカ タと音 を立 て は じめ る。 愛
男:「 火 を吹 くな。(yoxosandaofujovum.)」 塾
父:「 待 て 、お ま えの オ ジだ 、 お ま えの オ ジ(が 竹 を支 えて い るんだ)。 「畠
〈oui,inimamuj,inimaコ皿uj.)」 繋
父 親 は竹 に憑依 した のが赤 ん坊 の霊 だ と思 って い る。 それ で 、母 親 の 兄 さ燈 が
竹 を支 えて い るの だ か ら、敬 意 を表 して暴 れ るこ とな くゆ っ く りとた た け、 と
諭 して い る。
男:「 あ いつ 、恐 が って 後ず さ りしてる ぞ。(manisluknauya.)」
竹 を もっ て いた 二大 の 義転 ニモ汰 は竹 が動 き始 め た 七た ん に恐 がnて 手 を離 し一'
て しま った。 残 った 一人(赤 ん坊 の母 の兄 〉 も、 し りごみ して体 を竹 か ち離 そ
うとす る。 竹 の 勢 いが だ んだ ん激 しくな って きた。 す か さず長 老 が言 う。
男:「 お ま えた ち、 火 を吹 け。(yoxomuyafujoteyum.)J
男:「 ゆ っ く り(た た け)。(isi.)」
霊 の怒 りが強 い と、 竹 が跳 ね 上が って まわ りの者 が怪 我 をす るこ と もあ るeそ
こで 、火 を吹 いて周 囲 を明 る くす る ことで 、 霊の 力 をな だめ よ うとす るが 、竹
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の動 きは弱 まらな い。一瞬止 まったか と思 うと、今度は地面の上においたカ ヌ
ーの断片 を強 く規則的に打 ち鳴 らす ようにな る。
男:「 お まえたち、質問す るんだ。(wanajashovniyom.)」
竹は また床の隙間で往復運動 をは じめ、 ときに飛び 出しそ うにな る。
男:「 待 て!ハ ッ!(oui!ha!)」
男:「 誰 がきたんだ?(amajujeyaafayu?)」
男:「 お まえ、 いったい誰なんだ?(onu,amajujeyaofayu?)」
男:「 〈床材の)椰 子の硬皮 がこわれたぞ。(nanguniyaofanei.)」
竹は、床の隙間の往復運動 と地面のカヌーへ の垂直打奏 を交互に く り返 しなが
ら、 クラン信号 を示 しは じめ る。 まずウェサ ヨムの信号、す ぐ続 いてオグ ファ
イヨの信号である。いずれ も短す ぎて聞 きと りに くいが、 それぞれ憑依霊 自身
の父のクランと母の クランの信号 を表わ している9)。
男:「 隠れてないで出てこいよ。(inoistahaitistalesklia.)」
男:「 お まえ、誰がきたんだ?(onu,amajujeyaafayu?)」
男た ちは憑依霊の同定 を焦 るが、はっき りとは しない。後 で確認 した ところ、
この時憑依 したのは死んだ赤 ん坊の祖父(母 の父)で あ るフ ォゴカイの霊だ と
す る者が多かった。
男:「 コ コギユ ファスだ よ。(kokojiyufas.)」
霊の憑依 を誘う遼 めの竹は、.ふつ う 「邪悪な竹棒 くswonikumaj)」と呼ばれ る
長 い竹筒 である。 「竹棒(kumaj)」とは豚狩 り用の槍や魚と り用のやすに使 う
ため に切 りとった丈夫な竹の ことだが、いったん霊が憑依す ると、 もはや この
こ とばを用 いてはな らない と言 う。人間の身体であればよいが、竹棒な どに憑
依 させ られ たとわかると、霊 は怒 って出て行 って しま うと考 えられて いるか ら
(9)各クランの割れ 目太鼓の信号パタンについては、先に示 した図表3を 参照 さ
れたい。以下 同様。
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で あ る。 それ で こ こでは 「コ コギユ フ ァス 」 と擬 人 化 した 名前(切 り出 した竹
の 固有名)を 呼 んで 、霊 を静 め よ う と して い る。だ が、 あ ま りその効 果 もな く、
竹 の打奏 は乱 れ た ま まだ 。
男:「 オ ・一ッ!祖 先 よ、 ゆ っ く り!(oh!tumbuna,sobujofe!)」
男:「 待 て!(oui!)」
男:「 火 が 近す ぎ る。奴 が け とばす そ。別 の 男が あれ(=竹)を もった方 が い
し、。(yoxosxaitobimafeojosa.emisavekikya.andijomoje‐
yaai.)」
男:「 皆 立 つ の か?(oftogoinum?)」
男:「 いや 、座 って ろ。(mba,ofejonum.)」
男:「 何 の話 で もい いか ら、 お ま え聞 け。(111rbujo皿wanajashouni.)」
父:「 そ この奴 、子 供 を射 殺 した 者 の名 前 をたた いて教 えて くれ 。(dimaj';
噛鋳
waxutanajatunojuofamojeyukuj.)」
竹 は オ グ フ ァイ ヨの信 号 を打奏 しは じめ る。 最後 の一打 は、 怒 りを示す か あ よ
うに特 に強 くた た かれ る。 細
父:「 そ うか 。(you.)」
男:「 奴 は 怒 って る ぞ。(nambojuja.)」
続 い て ウ ェサ ヨム の信号 に変 わ る。
.男:「 川 に落 ち た 女か?(sakagwajunes?)」
父:「 ス モ ン ドウイ だ。待 て 、待 て 、待 つ ん だ。(Sumondouitojo.oui,
oui,ou1.)」
男:「 奴 は ど う言 って るんだ?(manYatokwanem?)」
男:「 喉 が考 えて るの さ。(yogoquyaskeyo.)」
父:「 こいつ 一 人 が殺 った の か?(muxadubajeyaofo?)」
父 親 の問 い か けに対 して、 竹 が地面 の上 の カ ヌー を 「ゴ ン 」 と一 度 だ け強 くた
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た く。 こ う した一 打 は 「そ うだ 」とい う肯定 の返事 を表 わ して い る と言 う。 ま
た 「喉 が 考 えて る 」とは 、 霊 の思 考 を意 味 して い る。 「喉 」 を指 す 「ヨゴ ック」
とい う概 念 には、 霊 の生 命 や 現れ も含 まれ る。
父:「 他 の 奴 じゃな いん だ な?(omomba?)」
この 問 いか けに対 して、 竹 は 今度 は 床 の隙 間 を二 往 復 して 「カ タカ タ 」とた た
く。 これ は 「ち が う 」とい う否定 を表 わ して い る。
男:「 同 じ村 の 者 の仕業 か?他 に もい るの か?(yofunaitobis?iat
幽?)」
竹:「 ゴ ン 」.
男:「 奴 らが一 緒 にな って殺 った の か?(01iputimwantaim?)」
竹1「 カ タ 」(肯 定 を意 味す る。)
男:「 さ あ、 しゃべ って い い んだ ぞ 、お れ た ち、 ち ゃん と聞 いて るか ち。 あの
あ いつ と結 託 した 奴 らの こ とだ 。(nauyupelalkentok,mipelai
kenKarimKUt.muxafujteporomaniyukum.)」
「あ の あ いつ 」 とは先 に名 前 の挙 が った スモ ン ドウ イ を指 して い る。 だが 、 こ
の 時 点 で は まだ は っき り犯 人 と断定 され たわ けで はな い。 竹 は 男 の呼 びか け に
応 じて ゲ セ イ ・ク ランの信 号 を打奏 しは じめ る。共 犯 者 の 信号 で あ る。
男:「 も っ とた た い て くれ 。(faeja.)」
男:「 よ くわか らな いな。(noat。)」
父:「 ヤ ガ ック(=ゴ シキ セ イガ イ イ ン コ:ゲ セ イ)の 信 号 か?(yaganoju?
)」
竹:「 コ ン 」(肯 定 を意 味 す る。)
男:「 ワ シ(カ ビンデ イ)を た た いた のか?(bejofojomdobiq?)」
竹:「 コ ンコ ン 」(否 定 を意 味す る。)
男:「 コ ウ モ リ(ヌ ング ワセ)か?(kobis?)」
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竹:「 コ ン コ ン 」
男:「 コウ モ リは こんな ん じゃな い。(kobismbaitiojoyasusa.)」
男:「 ヤ ガ ックだ。(yaga集)」
竹 はふ た たび ゲ セ イ ・ク ラ ンの ヤ ガ ックの信 号 をた た きは じめ る。
男:「 ヤ ガ ックだ、 ヤ ガ ックだ、(yaga,yaga.)」
竹:「 コ ン 」
男:「 とに か くた た いて くれδ(faejomfuto.)」、
男:「 サ イチ ョウ(バ ギ セ イ)か?(bajiq?)」
男:「 ちが うe(mba.)」
男:「 ヤ ガ ックか?(yagaq?)」
竹:「 コン 」 .…
男:「 嘘つ いて るん じゃな いだ ろ うな?(斑ujnajamojoyom?)」 霧
竹:「 コ ン コン 」
男:「 ヤ ガ ックだ な?(yagaq?)」 な
竹:「 ゴ ン 」 藤
男:「 奴 らの仕 業 な のか。(dijominainte.)」
竹 は カ ヌー を規則 的 に連 打 しは じめ る。
男:「 母 方 を尋 ね るんだ 。(miyojoswanajashouniyom。)」
男:「 母 方 につ い てたた いて くれ。(miyojosmawaxutaiuni.)」
ミヨゴス(miyojos)は、母 方 親族 の 総称 で あ る ミヨ ゴム(miyojom>の単 数 形
で あ る.ヤ ガ ックの信号 に よ って 示 され た ゲ セ イは、殺 人 霊 の父 の クラン で あ
り、 今度 は 母 の ク ランが求 め られ る。霊 の打 奏 も、人 間 の割 れ 目太 鼓 の信号 打
奏 と同 じよ うに、 父 の クラ ン信号 か ら母 の ク ラン信号 とい う順序 で行 われ るの
で あ る。竹 は す ぐにオグ フ ァイ ヨの 信号 をた た きは じめ る。
男:「 そ うか、 わか った ぞ。(e:mtasol.)」
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男:「 ヤ フ ォス ベ だ。(Yafosubetaso1.)」
父 が ゲセ イ で母 が オ グ フ ァイ ヨ とい う組 み 合 せか ら、 人 び とはヤ フ ォスベ と い
う一人 の 男 を特 定 した。 竹 は地 面 に お いた カ ヌー に対 して非 常 に強 い連 打 を は
じめ る。 人 び とに殺 人霊 の名 が伝 わ った と き、霊 は よく こ う して 強 い怒 りを表
わ す。 さ らに竹 は激 しく跳 ね上 が り、床 の 隙 間か ら飛び 出 しそ うにな る。 ま わ
りの 男た ちが必 死 で 飛び つ いてお さ えこむ 。
男:「 別 の だ 、 別 の をよ こせ0'(omuj,omujfainaja.)」
男:「 な んて(霊 の力 が)強 い んだ 、(nambina曲i.)」
竹 は また 連 打 をは じめ る。
男:「 お まえ ら、 どこに お いた ん だ?(detiojotayum?)」
男:「 ど こに あ るん だ?(detiojoja?)」
男:「 待 て。(oui.)」
男:「 別 の をど こ にお いた ん だ?(OIDUjdetiojotayum?)」
男:「 そ この外 に立 てて る ぞ。(dufujayujoofakajoxotanum.)」
男:「 角 の とこ ろ に あるは ず だ。(emimasistaylongkona,)」
霊 が 強 い打 奏 を続 け る と、 竹 の先 端 が割 れ て 音 を聴 き と りに くくな る。 そ うな
れ ば 別の 竹 とす ばや く交 換 しな けれ ばな ちな い。 こ こで は、 霊 を刺 激 しな い よ
うに 「竹 」 とい う こ とば を使 わず に、 別 の新 しい竹 の準 備 を は じめ て い る。
一男:「 とに か く、 こいつ らは ちゃん と話 を しは じめ たぞ 。子 供 を殺 した者 につ
い て、 他 に もおれ た ち に話 が あ るの か?(skoigo,muxafeojomima
bujowadusaofojojom.igatsampelatoktokwantaimyumi,baga-
rapi_m__manKlya.?}J
竹 は床 の 隙 間 を連打 しは じめ る。
父:「 子 供 の こ とを話 して くれ。(imabujomwabujoxaneyom.)」




竹:「 コ ン 」
男:「 テ ィビスの 話 なの か?(atin,Tibisuxobujosa?)」
竹:rコ ン 」
男:「 あの 昔 の 男が 子供 を、 あの 赤 ん坊 を殺 したの か?(muxalapunnujeya
ofoyandaandiojuq,sufujiojuq?)」
竹:「 カ タ 」
男:「 つ ま り仕 返 しか?(sakisabekim?)」
竹:「 カ タ 」
ヤ フ ォス ベ は テ ィビス(別 名 アン ダガ マ イス)と い う人 妻 と姦 通 し、 性病 を う
っ されて 未 婚 の ま ま死 ん だ 男で あ る。 テ ィピス は死 んだ 赤 ん坊 の母 の 姉 で あ り、
彼 女 もま もな く性 病 で死 ん だ。 今 回、 テ ィビス に恨 み を も ったヤ フ ォスベ が、
彼 女の オ イの 赤 ん坊 に報 復 した とい うわ けで あ る(図 表5参 照)。 竹 に憑依 し
た霊 との 間で は、 こ うして 報復 の理 由 につ いて も具 体 的 に追 及 され るこ と翻 多
い 。
父:「 何 て こった、 お まえ ら恥ず か しくな いの か?お れ が どこ に い ると思 っ
て るん だ?ゲ セ イの 側 に い るんだ ぞ。 お ま えらに はおれ に恥 じる気 持
二.ち な ん てな いんだ 。-一(igoanda;皿haiyandayasuyom?detiotojoya?
saitGeseima,otojoya.uelainosemlonIDla.)」
竹:「 カ タ 」
赤 ん坊 の 父親 は憤 懣 や るか た な い様 子で ヤ フ ォスベ た ち に怒 りをぶ つ け る。ヤ
フ ォスベ は 彼 と 同 じゲセ イ ・クラ ン に属 して いた。 それ なの に姦 通 な どとい う
破 廉 恥 な行 いが 原 因 で同 じ クランの 子供 を殺 す こ とにな るな んて 恥 を知れ 、 と









男:「 この 話 だ けか?(muxabujodubasa?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 別 の 話 もあ るか も しれ な い そ。(omobujomojomuyaijiyodajas.)」
男:「 お れ もまだ何 か あ る と思 う、 下 の方 にな 。お まえ ら、 フェ リ ックス(赤
ん 坊 の父 親 の ク リスチ ャン ・ネー ム)が ゲ セ イの 側 に い るこ とは知 って
るはず だ 。 それ な の に どう して こん な こ とを した んだ?(ixatsampe-
1asamtinatinistaaninit.UelaisaveFelixemista
longsaitGesei.dandyitiofoyum?)」
男 が ヤ フ ォスベ た ち殺 人 霊 に話 しか け る。
父:「 お れ の犬 の 名 前 も豚 の 名前 も、お れ が 受 け継 いだ の は どこの 側 か らで も
な い(ゲ セ イか らだ)。 な の に こん な 仕打 ちに会 うな んて 、 そんな 馬 鹿
な こ とが あ ってた ま る もんか 。(anajoyufam,fogofam,mbadetijo
kosmaaneyasuya.mekimolsem,emilongtruya帰)」
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男:「 こいつ らが嘘ついて るのか も知れないそ。(sabuj。mandum.》」
竹 のまわ り、特に床下には、何人かの死霊 一一死者の親族の霊 一一 が集 まっ
てきていると考 え られて いる。その うち一人 の霊が竹に憑依 して打奏 を行 い、
それ が終る と別 の霊が交替 して入 ってくる。 だか ら憑依霊は常に一人だが、床
下に潜んでいる霊た ちも含めて 「こいつ ら」とい うように複数形 で呼ばれ る。
竹はまた連打す る。
男:「 こいつ ちにはまだ、子供 につ いての本 当の話があ るはずだ。(imabujo
、
mafumojojomandujomma.〉」
竹 の打 奏パ タ ンが変 わ る。 床 の隙 間 を数 回 た た いた後 、地 面 の カ ヌ ー を一 回 た
た き、 それ が 何度 もく り返 され る。 グハ の 打 奏 だ と言 う。
男:「 そ うか 。(you.)」
男:「 わ か った。(emnau.)」
竹 は また カ ヌー だ け を連 打 しは じめ る。
男:「 やれ や れ 、 ど うした って言 うんだ?話 が あ るの か?(o:sorihau
蚕.
01imakim?igattoktok?)」
男:「 お まえが 聞 け よ。 〈wanajashouni、〉」
男:「 あ ん た、 そ の信号 は あれ(=グ ハ の 打 奏)を まね て るの か?話 が あ る
ん だ な?〈indiipksaoniyamakimemo?imabujomdim?)」
一 竹:「 コ ン 」
男:「 あの グハ に支 配 され た 霊が 一 緒 に集 ま ったの か?(indihapafaiyogo-
suyaafainubasatiya?)」
竹:「 コ ン 」
「グハ に支 配 され た霊 」の部 分 は、 直訳 す れ ば 「な かば 生命 を えた者(hapa-
faiyogos)」とな る。 根 源 的な殺 人 霊 で あ るグハ に よって活 力 を吹 き込 まれ た
死 霊 た ちが 、共 謀 して赤 ん坊 を殺 した とい う意 味で あ る。竹 は続 い て オグ フ ァ
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イ ヨの ク ラ ン信 号 を打 奏 しは じめ る。
父:「 あ る クラ ンの こと を言 って るんだ。 お お もとの ク ラ ンだ。 彼 らの あれ の
こ とだ 。奴 は 自分 た ち の あれ と一緒 に きた ん だな?(wanpelasaitem
itoktok.nambawansait.samtinbilonola.emika皿wan-
taimsa皿tinbilonofet?)」
竹:「 コ ン 」
赤 ん坊 の父 親 は 、彼 が前 に推 定 した通 り、 オ グ フ ァイヨ のス モ ン ドウ イが犯 人
の 一 人 だ と考 えた。 オグ フ ァイヨ は グハ を象 った木 彫 を保有 す る 唯一 の クラ ン
で あ る。 この木 彫 は グハ の霊 の象 徴 的 な棲 み 処 で あ り、精 霊 堂 に お かれ て そ こ
を支配す る力 を もつ と言 われ る。 ス モ ン ドウ イは 、 自身 の クラ ンの グハ に 力 を
与 え られ 、 それ と一緒 に な って赤 ん坊 を殺 しにや って きた とい うわ け であ る。
男:「 そ うや って 戦 いが 続 くんだ 。 あ いつ 〈=グ ハ の霊)が 戦 い を仕 掛 け るん
だ 。(itiijiyodajeyapaiti.muxafujeyapaitl.)」
竹 は 床の 隙 間 を連 打す る。
男:「 ち ゃん と話 して くれ 。 お ま えは子 供 じゃ な いん だ か ら、 き ちん とで き る
だ ろ う?(imabujomwabuj◎majina.mbaxombojinun,wabujomaji-
na.imabujom.〉」
竹:「 コ ン 」
だが 竹は 連打 を続け るだ け だ。 ま もな く打 奏 が や む。
男:「 お ま えた ち、 どん どん質 問す るん だ。(YuUela,kolimaskimaskimi
gOyet.〉」
突然 激 しい 打奏 が 始 まる。
男:「 き ちん と話 して くれ 。怒 るん じゃな い。(bujomajinaimabujos.
ishuwaxunefabikhettafeya.)」
竹 は ウ ェサ ヨム の ク ラン信 号 をたた きは じめ る。 男た ちは 混 乱 して ざわつ く。
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男:「 打 奏 を聞 くんだ 。(Karimgaramut.)」
続 い てバ イ シ ュメ イの クラ ン信号 が 示 され る。
男:「 ミカ ドバ トの信 号 だ。(makbilongisojojiq.)」
先 ほ どの 短 い沈 黙 の 問 に憑 依 霊 が交 替 した ら しい。 父 が ウ ェサ ヨム 、 母が バ イ
シ ュメ イの 死者 と して、死 んだ赤 ん 坊 の祖 父 の 父方 い とこで あ るバ ギ ン ドコ イ
の 名 が挙 げ られ る。竹 は 激 し く跳ね 上 が り、 男 た ちが あ わて て 押 え込 む。
男:「 もっ とゆ っく り!(sobujoffuto!)」、
男:「 お ま えた ち、 恐 が るん じゃな い!〈andatufujayom.)」
竹 は強 く連 打 を続 け、 また跳 ね上 が る。
男:「 兄 さん 、 ど う して怒 って るん だ?(nanaiq,namboujbiyotne?)」
バ ギ ン ドコ イの ナ イ ヌマ グ(類 別 的 キ ョウダ イ)で あ る男 〈両 者 と も母親 がバ
イ シ ュメ イ に属す)が 呼び か け る。 竹は 応 答 せず に連打 を続 け る。 蕊'
男:「 あ んた 怒 って るみ た いだ け ど、 あの 乳 飲 み子 た ちの こ とを考 えてな い ん
じゃ な いか?(onibikhetafene,andishubujeojumojomdambaske-
tayasune?)」 訟.
バ ギ ン ドコイの 息 子 が言 う。 そんな に怒 って殺人 霊 の ラ イ ンに報 復 で も しよ う
もの な ら、 今度 は逆 に 自分 の子供 た ちが仕 返 しされ る と危 惧 して い るのだ 。 竹
は また跳 ね 上 が り、 連打 す る。
.男:「 も一ういい、一ア イ ッ!(besiko,ai!)」
男:「 オー 、 じい さん 、ゆ っ く りだ。 落 ち着 いて きちん と話 して くれ 。何 で も
い い か ら と りあ えず 話す ん だ 。(o:,babayo,sobujofe.sobujofe
wabujomajina.onbajisujabujombujokuntojo.〉」
男:「 近 くに い る奴 は しゃべ るな 。 遠 くの 者 が言 うんだ 。(dojoabujoj。m
xaitobiijiyokum.xon(1eiijiyokumuyabujokujo.)」
憑 依 霊は ず いぶ ん興奮 して い るの で 、竹 の近 くに い る者 が 質 問す る と暴れ 出 し
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て危 険 だ 、 遠 くの 者 が何 か 聞 け、 と注意 を促 す。
父:「 子 供 を射 殺 した者 た ちの信 号 打奏 は 、 あれ で も う終 わ りな の か?(muxa
yukujojumnojuofambediyomiyaojotaj皿abej?)」
竹:「 ゴ ン 」
父:「 二 人 だ け で終 わ りか?(bedikutidubaf?)」
竹:「 ゴ ン 」
男:「 他 の者 も集 まったの か?'(omjomiyaainumbadajas?)」
、
竹:「 ゴ ンゴ ン 」(ち が う)
男:「 ス モ ン ドウイは 、 どんな わ け があ って い とこ の子 供 を排 除す る よ うな こ
と を した ん だ?(Sumondouiyaimabujouteofojagaxeimuquxoaiso-
jofijrausimmiyoja?)」
赤 ん 坊 の 父 親は 、 ス モ ン ドウ イの母 の兄 の息 子(gaxuq)であ る。 竹 が理 由 を こ
とばで 語 る こ とは で きな い の であ るか ら、 この問 いか け に対 して 直 接 の応 答 は
な い。 質 問 は イエ ス か ノー か を問 う形で 行 われ な ければ な らな い。
男:「 子 供 の話 を よ く考 えて か ら して くれ 。(imabujomsketayabujoni.)」
竹:「 コ ン 」
竹 は まず ウ ェサ ヨム の信 号 を、続 いてバ ギセ イ の信 号 を打 ちは じめ る。
男:「 サ イ チ ョウ(バ ギセ イ)だ 。(bajiq.)」
男・:「ソ グ モイ ス の話か?(Soju皿〇二suxobujosa?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 ワ シ(カ ビ ンデ イ)か?(tarakau?)」
男:「 ワ シ じゃな い。(inotarakau,miting.〉」
男:「 サ イチ ョウだ。(kokomoya.)」
竹:「 コ ン 」
男:「 キ バ タンか?(dubujis?)」
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竹:「 コ ンコ ン 」
竹 は激 しくカ ヌー を連 打す る、
男:「 落 ち着 いて くれ 。 それ で ス モ ン ドウ イが怒 ったの か?(isilSlpas-
taim.olsemnaSumondouiibelhat?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 だ か ち奴 は 子供 を殺 った ん だ な?(。lsemnaemibagarapimliklik
mangiYa?}J
竹:「 コ ン 」
父:「 おれ た ち人 間 が混 乱 して い るわ け じゃ な い、 ちゃ ん とわ か って るんだ 。
お まえ も混 乱 させ な いで くれ 。 その 話 な ら前 か ら知 って るんだ 。(ima-
nummbameimonum,sauitafunumah.ommbameimonum.storiholim
pinisnaistag.)」 ・畦
竹:「 コ ン コン コン コ ンコ ン 」
男:「 彼 女 のせ い とい うこ とだ な?ち ゃ ん と教 えて くれ るな?(osiya趣 一
dajas,itioshuwa.孤basauita,fudajasnum?)」 蜘
竹:「 コ ン 」
男:「 女 の 子 が いや が った ん だ ろ う、 あの 子 が?(maniyomusuyabikhetafe,
muxaandusa?)」
竹:「 コ ン 」
父:「 待 て、 混 乱 させ るん じゃな い。(mba,oui,apulimyubaj.)」
男:「 こ この学 校 に行 って る子 だ よ、 ブ ッシxに い る子 じゃ な くて。(muxa
skulaiyojosmaotojosa,mbabi(iiOmaotojosa.)」
この 一連 の 問答 は、 スモ ン ドウイ が 恨み を抱 いた原 因 に関 連 して い る(図 表6
参 照)。 一 年 ほ ど前 、ス モ ン ドウ イの弟 が 、息 子 の嫁 に ソ グモ イ ス とい う十 三 、
四才 の女 の子 を望 んで話 を持 ちか けた こ とが あ ったが 、 ま だ学校 に通 って いた
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彼女が、早 いと言 って断わ った.そ れでスモン ドウイの霊は怒 り、ソグモイス
のオジ(父 の兄)の 孫であ る赤ん坊 に報復 したとい うわけである。竹が示 した
ウェサ ヨム とバギセイの信号 は、 このソグモイスの父 と母のクランを表わ して
いる。
図表6モ ンボウイをめぐる恨みの相関図(その2)
男:「 話 は これ 一 つ で 終 わ りか?(muxabedibujodubasa?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 他 に は も うな い ん だ な?(。 皿oimabujommbateya?)」
竹:「 コ ン コ ン 」
男:「 こ い つ(=憑 依 霊)の 言 う こ とは い い 加 減 だe本 当 の こ と を話 して な い
そ 。(emitokPaulnabautya.eminotokstret.)」
男:「 隠 して る 、 何 か 隠 して る ぞ。(karamaimemikaramaimtok.)」
父:「 お れ た ち の 身 に も な っ て く れ 。 答 え が よ く な い ん だ 。 も う や め にす る か?
(omegawasketayomnumda.bekim,eminogutpela.maskilong
dispelataim?)」
竹:「 コ ン 」
こ こ で ほ ん の 少 し間 が あ き、 そ の 間 に憑 依 霊 が 交 替 す る 。 竹 は オ グ フ ァ イ ヨ の
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信号 をた た きは じめ る。
父:「 キバ タ ン(オ グ ファイ ヨ)か?(dubujis?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 母 親 は?(mama?)」
求め に応 じて、今 度 は カ ビ ンデ イの 信号 を打 奏す る。
父:「 ワ シ(カ ビ ンデ イ)だ 。 母 親 の方 の 名 前 は ワ シだ 。(dobibugoq.dobi
bugoqaimmangoofam。)」
男:「 オ オ タカ(ウ ェサ ヨム)の 信 号 か?(dobikujeiofam?)」
竹:「 コ ンコ ン 」
父:「 大 きい方 だ 、 ワ シだ。(bugoq,dobibugoq.〉」
男:「 オ ウギ ワ シ(々 ビンデ イ)の 信 号 か?〈nunguwaisofa.m?)」
男:「 そ .うだ 。(yau.)」
男:「 母 親 の 名 前 か?(mangoufam?)」
竹:「 コ ン コ ン 」
男:「 今 お ま え 、 母 親 の 名 前 を示 し た ん だ ろ う?(uxasdiniyaofomango
ufa.m?)J
竹:「 コ ン 」
男:「 初 め の は 何 だ っ た の か?(bejbasofojom?)」
男:壬 キ バ 汐 ン7〈一オ 弟 フ ァ イ ヨ)`だ。(dubujis.)」 ・
竹 は また オ グ フ ァ イ ヨ の 信 号 を打 ち は じめ る。
男:「 キ バ タ ン か?(dubujis?)」
竹:「 コ ン 」
男:「 ワ シ に キ バ タ ン か?よ く 聞 き取 れ な いな 。 〈dobibugojedubujise?
mbaukwatewadeyasunum.)」
男:「 困 っ た も ん だ0(meimonum.)」
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男:「 お ま え は 誰 だ?(onuamajun?)」
竹 は か ま わ ず 連 打 す る 。
男:「 こ い つ が 誰 な の か 見 つ け て くれ 。(muxaimajuxafekaiyom.)」
父:「 奴 が 誰 な の か 探 す ん だ 。(amajimajuxafekaiyom.)」
男:「 母 親 が カ ビ ン デ イ の 男 だ 。(Kabindeiyandamuq、)」
男:「 ず いぶ ん 前 に 死 ん だ 男 だ 。 お れ た ち に は わ か らな い 。(b1POSOjofuj
bejonuxuimuja.nummbasketayasunum.)」
、
父:「 よ くわ か らん な。 とに か くや って きた この 男 が話 を混 乱 させ て るん だ 。
(andiimajuyaofayubujomei皿oja.)」
男:「 母 親 は ワ シな んだ け どな 。(bugojoyandamuq.)」
男 た ちは 新 しく憑 依 した 霊 が 誰 なの か わか らな いで い る。 竹 は再 度 オグ フ ァイ
ヨの 信号 を打 っ 。
男:「 ワ シ だ。(tarakauya.)」
竹:「 コ ンコ ン 」
男:「 キバ タンだ。(dubujis.)」
竹:「 コ ン 」
男:「 こ いつの 母 親 はカ ビ ンデ イか …… 昔 の人 間 の こ とな んて お れ は知 らな
い そ、お ま え、 昔 の 人 間か?(muxafedobiyandamusko...an皿basa-
uitafeyasuyabIiposojofum.b.iposojofujteya?)」.
竹:「 コ ン 」
男:「 お れ た ち、 そんな 奴 の こ とな ん か知 ちな い そ。(mipelainosave
lonen.)」
父:「 その 昔 の 男 とや らの 名 前 を挙 げ るんだ 。(wautajaneyommuxabpso-
jofuj.)」
竹 は 床の 隙 間 とカ ヌー で激 しい連打 を く り返 す 。
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父:「 キ フガ グ、 あんた た ち が言 うんだ 。(kifujaj,waxofunaxaneyom.)」
「キ フガ グ 」は父 の姉 妹 の夫 や 父 方 祖父 の 姉妹 の 夫 を指 す親 族 用 語 で ある。 そ
うい う年 寄 りだ った ち昔 の人 間た ち の こ と も知 って い るだ ろ うと い う含 み で あ
る。 竹は カ ヌー を使 って 、伝 統 的 な 歌の 伴 奏パ タ ンを打 奏 しは じめ る。
父:「 歌 の 伴奏 だ ぜ。・(jujismaisy乱)」
や が て信 号 ら しき もの に変 わ る。
男:「 ドビヤ な のか?(Dobiyanau?)」
だ いぶ前 に死 ん だオ グ フ ァイ ヨの 男 の名 前 が挙 が る。
竹:「 コ ン コ ン 」
また 信号 の よ うな連 打 に戻 る。
男:「 さ あ、 オ グ フ ァイ ヨの昔 の 人 間の 名 前 を挙 げ るん だ。(igowautaj{me-
yomOgufaiyoblPOSOjofum.)」
父:「 母 親 が カ ビ ンデ イで、(父 親 が)オ グ ファイ ヨの 昔 の人 間 だ、(Kabin-
deiyandamvq,Ogufaiyobiposojofu皿.〉」
竹 はカ ヌー を激 しく打 ちつ け る。
男:「 オ グ フ ァイ ヨだ 。(Ogufaiyo.)」
父:「 母 親 はカ ビンデ イだ。(Kabindeiyanda皿uq.)」
男:「 母 親 が カ ビンデ イで … …つ ま りカ ビ ンデ イ と関係 が あ って 、 オ グフ ァイ
.一三 ユ に属 して い てて 力 ピ ンデ 乗 の母 親 を もつ 巻 ワ鯒(KabiIndeiyandamuq
...igoKabindeiojiyomja,Ognfaiyojeyaojiyome,Kabindeiyanda一
獗ei●..)」
男 た ちに は憑 依 霊 が誰 なの か 、 ど う して もわ か らな い。 激 しい連 打 の後 、今 度
は 一転 して床 の 隙 間で フ ォゴセ イの 信 号打 奏 が始 ま る。 結 局 、父 が オ グフ ァイ
ヨで母 が カ ビンデ イの死 霊 は 、身 元 不 明の ま ま去 って行 き、代 わ って新 た な霊
が竹 に憑依 した の で あ る、
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男:「 アー ッ!こ いつは何者だ?(a:!wanemdispelamanya?)」
男:「 ヤガ ック(eゴ シキセイガ イインコ:ゲ セイ)か?(yagaq?)」
竹:「 コンコン」
父:「 オ ウギバ ト(フ ォゴセイ)か?(duwis?)」
竹:「 コン」
父:「 そ うか。(you.〉」
男:「 二重の皮膚 をもって いるめか?(popoqtubujateojiyomja?)」
竹:「 ドン ドン」(強 い否定 を意味す る。 〉
「二重の皮膚 」をもつ者 とは養子 に出された者のことで、実父の皮膚 と養父 の
皮膚の両方 をまとうとい う考 え方 か らきている。後でわか るよ うに、この意 味
では憑依霊 の返答は正 しくな い;だ がこの表現には、言わば二枚舌 を使 って嘘
ばか りつ く者といった意味 もあ り、それ を霊は否定 した とも受 けとれ る。
男:「 フ ォゴセイだろ う?(Fojosei皿teya?)」 ・
竹:「 ドン」(肯 定 を意昧す る。)
竹はフォゴセイの信号を続け る。
父:「 あ あ、シマの父親が来 たんだ。(a:,Simasuxoaitamujeyaofayu.)」
竹:「 ゴンゴン ゴンゴン 」
竹の連打は強い肯定 を表わ している。新たな憑依霊はシマ(赤 ん坊 の母親)の
父であるフ オゴカイだっ_"一・r最初に続 いて二度 目の登場であ る。前に示 したの
が実父と実母の クラン信号で あった のに対 し、今 回は養 父のクラン信号に変わ
.った、信号 は身元告知のための ものであ るか ら、実父母 を指 して も養父母 を指
して もか まわな い。実際はむ しろ養父母の信号 を使 うことの方が多い。それは
生 きてい る人間 を呼び 出 した りす る場合 も同様であ る。 また、今の ように父方
の信号だけでは っき りと人名 が同定 された場合、 もはや養母のクラン信号 を示
す必要はな くな る。竹は強い連打の後、急 に跳ね上がって暴れ出す。それ を皆
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が 必死 で お さ えて もとに戻 す 。
父:「 ゆ っ く りだ、 ゆ っ く り、 じい さん 、 オ イ ッ!(sobujofesobujofetum-
buns,oi!)」
男:「 熱 くな るな。(yupelainokenhat.)」
父:「 落 ち着 け、 落 ち着 け!(sobujofesobujofefnto!)」
男:「 ゆ っ く り、 ゆ っ く り!(isina1S1!)」
男:「 何 て奴 だ。 た くさん 霊 がな か に入 って きて 、奴 ら家 を壊 して しま うそ、、
明 日修 理 して も らわ な く っ ち ゃ な 。(mbawaduj.plantipasenjai
kaminsaitofibrukimhaus.tumorsbaiuelawoka.)」
今 度 は 床 の 隙 間 で き わ め て 激 し い 往 復 運 動 を は じめ る。
父:「 じい さ ん 、 ゆ っ く り!落 ち 着 い て 話 を して くれ 。 お れ は ち ゃ ん と 聞 き
た い ん だ 。(tumbuna,sobujofe!imabujomwabuj。majina.n::an-kfa-
ukwatemajinayafuto.)」
男:「 お ま え 、 怒 っ て る の か?(bilchetafune?)」
竹:「 ゴ ン 」
男:「 奴 ちが シ マ の 子 供 を殺 した ん で 、 そ れ で 怒 って る ん だ 。(Simasuxoga-
jiqojomuyaofoyanda,sakisabikhetafune.)」
父:「 奴 ら は 彼 女(eシ マ)も 殺 るつ も りだ った の か?〈osmaitijomofo-
_ryanda?)」
竹:「 ドン 」 ・
男:「 だ か ら怒 って るの か?(sakisabikhetafune?)」
竹:「 ドン 」
男:「 そ うか 、 も うい い 。(yG,bidiyo.)」
竹 の 連 打 が 続 く。




竹:「 ド ン 」
竹 は 跳 ね 、 連 打 を く り返 す 。
父:「 報 復 を く り返 す な ん て 最 低 だ 。 い い こ と じ ゃ な い そ 。(dokwo[KAP]10)
ojo,bekimbekpa.sin..eminogutPelaya.)」
竹:「 コ ン コ ン 」 、
父:「 エ イ!お まえ、射 殺 して仕 返 しす るつ も りか?(ei!bekimidajune
futo?)」
竹:「 ゴ ン 」.
男:「 お ま え、女 じゃな い ん だ ろ?(onmbatoganus?)」
竹:「 ドン 」
男:「 ヌ コグム(半 族)の 女 か?(nukojWOtllS?)」
竹:「 ドン 」
男:「 ウ ェサ ヨム の女 は強 い か らな あ。(Wesawotus,amatoganusuyaaxo-
jou.}J
竹:「 ドン 」
男:「 オ ー、父 さん、 オー!(o:,abej,o:wa!)」
.男 と霊 の 間 でふ 罨 骨た 対話 が 交 わさ れ る。 ヌ コグ ムは{フ ォ ゴカ イの 実 父 の ク
ラン(ウ ェサ ヨム)が 属す 半 族 で あ る。 男 が 「父 さ ん 」 と呼 んで い るの は 、 フ
ォゴカ イ が彼 の 母 方 のオ ジに あた るか らで 、 オ イの保 護 者 と して オ ジは父 親 と
同等 視 され 、 同 じ呼 称で ア プ ロー チ され る。竹 は 連打 を く り返す 。
男:「 父 さん 、ゆ っ く りだ。 お ま えの子 供 が 、 この おれ が こ う して 座 って るん
だ ぞ。(sobujofe,abej.inugajiya,andiyaniyaijiyotakoi.)」
(10)[KIP]はカ プ リマ ン語 を指 す 。
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竹:「 ドン 」
男:「 も う帰 ろ うか な あ。(neibajasketayasko.)」
竹:「 ドン 」
竹 は 連打 す る。
父:「 子 供 が死 ん だ こと を悲 しん で るの か?〈soriolsempikininiib魄a一
塁塑?)
竹:「 ドン 」
父:「 何 か のせ いで子 供 が死 んだ。 それ で子 供 の こ とを心 配 して るの か?(
sa鵬tingbilongpikininiikisimbagaraP.olsemnaYllwarilong
pikinini?)」
竹:「 ドン 」 ・
男:「 父 さん、 あ んた だ けが 悲 しん で るわ け じゃな い そ。(abe,mbaonidu-
bayufus.)」
竹:「 ドン 」
男:「 おれ た ち み んな だ。(yumiolgeta.)」 蹴
竹:「 ドン 」
竹 は床 の 隙間 を激 し く連 打 す る。
父:「 あ んた の孫 の その また 子供 た ちの こ とは考 えてな い んだ ろ う?(nuba-
一=・一一:七aj鷲天o℃δujoada一鎚ba〆・sketayasuneigo?)」
竹:「 トン トン 」(否 定 を意 味す る。)
父:「 大 した こ と じゃな い って言 うのか?(itioshounisaintingnating?)」
竹:「 トン 」(肯 定 を意 味す る。)
フ ォゴカ イの 復讐 の 気持 ちは 強 い よ うだ。 しか し、報 復 は また新 たな 報復 を生
む。 フ ォゴカ イが も しオ グ フ ァイ ヨたち の ライ ン に復 讐す れ ば 、次 には彼 らが
死 んだ赤 ん 坊 の子 供 た ちの 世 代 に逆 襲す る こ とで あ ろ う。
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男:「 も しあんた が 誰 か を攻 撃す れ ば 、今 度 は あん た がや られ るん だ ぞ 。(
oniiyedajafute,iyedajun:)
竹:「 トン トン 」
男:「 奴 らは報復 で きな い と言 うの か?(ofinokenbekimbek?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 誰 が おれ を支配 して る って い うん だ?奴 ら(e死 霊 たち)か?あ の
あ いっ らが 、 あ いつ ら自身 が 支配 して るのか?(anofujeyabosim?
ojo皿uya?muxafujomiyabosim,ogejomiya?)」
竹:「 トン トン トン トン 」(強 い肯 定 を意 昧 す る。)
男:「 おれ はハ フス(小 魚 の一種)の 開 き って わ けか?(xafudajis?)」
竹:「 トン 」
父:「 あ の 汗は 、 お まえの 母親 が悲 しん で い る しる しか?(dispelstuhat,
onujomamagofi?)」
竹:「 ゴ ン 」
竹 を支 えて い る者 がか く汗 は、憑 依 霊や 他 の 死 霊 が悲 しん で 流す 涙 だ と考 え ら
れ て い る。
男:「 彼 女 も(復 讐 に)や って くるのか?(iyafuso?)」
竹:「 ゴ ン 」
男.「(子 供 たち の ライ ンは)ま だ途 絶 えた わ け じゃな い。あ の 娘 が い る。 ま
だ小 さな孫 が残 って る じゃな いか。(mhabidiyo.皿uxafeofoyas.i
atiikliktumbunaista.)」
竹:「 トン 」
男:「 だ か ち落 ち着 け。(isioastaim.)」
竹:「 トン 」
男:「 あ ま り怒 るん じゃな い。(vunobelhattumas.)」
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竹:「 トン 」
竹 は続 いて ゲセ イの 信号 を打奏 しは じめ る。 だが 聞 き取 りに くい。
男:「 赤 ん坊 の話 を よ く考 えてか ら割 れ 目太 鼓 をた た くんだ 。 〈imabujom
wasketamajinayom,dotuwaxutamajinanojuq.)」
男:「 … …奴 らの 信 号打 奏 をその ま ま教 えて くれ 。(...makimstret離ra田ut
h瞳L.)」
父:「 お ま えが腹 を立 てて い るク ラ ンの 信号 だ。(墓aramutbilongbelhat
longdispelasait。)」
ゲ セ イの信 号 が再 度 た た かれ るe
父:「 母親 の方 の名 前 は?(mangoufam?)」
続 いて オ グ フ ァイ ヨの信 号 打 奏 に移 る、
男:「 この ク ラ ンの こ とを怒 って るんだ 。(e皿ibekhatlongdispelssa焦夛
J
竹:「 ト ン 」
男:「 それ だ け か?他 に も ま だ ど う し よ う も な く怒 っ て い る 相 手 が い る の 力毒
(emtasolo?igatsampelamanibelhatnonguttru?)」
竹:「 トン 」
男:「 ど う して そ う言 う ん だ?(Bandaoshouni?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 本 当 に ゲ セ イ た ち(が や っ た の)か?(Geseiimamafujomiyo?)」
竹:「 トン トン 」
父:「 他 に も ひ ど い仕 打 ち を した 奴 らが い る の か?(omjomiteinidaunimi-
yojom?)」
竹:「 トン 」
男:「 そ の 別 の 奴 の 信 号 を 聞 きた い ん だ 。(omujojunojuufamfaukwatenum.)
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J竹 が連 打 をは じめ 、 それ が カ ビンデ イの信 号打 奏 に変 わ る。
父:「 お ま え ら、 聞 くんだ 。(wokwateyom.)」
男:「 父 の ライ ン につ いて は わか った。 次 は 母 の ラ イン を聞 きた いん だ 。(
aitamekosmabejokwatenum,igomangiyo皿kosmafaukwatenum.)」
竹 は ヌン グ ワセ の信 号 を たた き偉 じめ る。
男:「 魚 か?(ajaj?)」
「魚 」とは ヨ ミセ イ の ウナ ギ の信 号 を指 して い る。
竹:「 トン トン 」
父:「 お れ の母 方 ライ ンだ 。(anajomiyojokos.)」
男:「 コ ウモ リ(ヌ ング ワ セ)だ 。(kobis.)」
竹:「 トン 」
父:「 カ ビンデ イた ちだ。(Kabindeijomiya.〉」
竹:「 トン 」
赤 ん坊 の 父親 は 最初 の信 号 の こ と を言 って い る。 彼 の母 親 は カ ビ ンデ イで あ る。
父:「 そ うか。 で もあん た ど う して 、 そいつ の こ とをそん な に怒 って るん だ?
(emtasol.bilonwanemubelhattrulondiselaman?)」
竹 が 急 に暴 れ 出す 。
男:「 お まえ、本 当は誰 な んだ?一 シ ュグ ゴ イか?(onamajeufate㎎afun?
Shujujoi?)」
竹:「 ドン 」
男:「 ウ ィソフ ィ(=赤 ん 坊 の父 親)は お ま え自身 の腹 の な か に い るんだ 。 グ
モギ ヨゴ イス 〈=シ ュグ ゴ イの妹)が 生 ん だん だ ぞ。(ofujojufanus-
maojiyo皿jaWisofi.Gumojiyojoiso?)」




父:「 つ ま りぐお ま えた ちが お れ の ところ に(報 復 に)来 た ん だ な?(olsem
yupelakamlongmi?)
竹:「 ドン 」
父:「 上等 だ。 お れ が(死 霊 界 に 〉下 りて 行 って 、お ま えた ち を焼 き殺 して や
る。 〈旦Ω_attok.mi夏odawn,ynpelapaiaya.〉」
男:「 あ の 子供 は も う埋 葬 して しま った。 おれ た ち(カ ピンデ イ)は お しま い
だ 。(muxagajiqgwajuneyajas.mipelapinis.)」
竹:「 ドン 」
父:「 お れ た ちは 戦 うそ。(mipelapait.)」
竹:「 ドン 」
男:「 床 下 に現 れ た のは 尻 の穴 だ!(ijisiyafunajegwaji.)」
竹:「 ドン ドン 」
男:「 あ の 子供 は も う埋 め た。 おれ た ち(カ ビンデ イ)は 終 わ りだ。 お ま 蓬 ち
な ん か ク ソ野 郎だ!(muxagajiqgwajuneyajas.mipelapinis.ヱ虻
pelapekpekya!)」
この一 連 の や りと りか ち、憑 依 霊 が交替 した こ とが わか る。 新 た な霊 は シ ュ グ
ゴ イ とーい う名 の カ 翻ー 翁 死 霊鼕 あむ 、玻 は赤 ん坊 を殺 した張 本 人 の一 人 で
あ る。 こ う して殺 人 霊 自身 が憑 依す る こ と も珍 しくはな い と言 う。 「父方 ラ イ
ン 」が 「殺 った 」と い うの は、 シ ュグ ゴ イの 父ム ンギア とム ンギ ア の弟の ウ グ
シ ュイ とユ ブゴ イの 二人(い ず れ もカ ビ ンデ イの 死者)を 指 して い る(図 表7
参 照)。 赤 ん 坊 の父 親 は、 この シ ュグ ゴ イの 妹の 子供 で あ り、 シ ュグ ゴイ(母
方 の オ ジ)に と って 彼(オ イ)を 庇護 す る こ とは 社会 的 に義 務 づ け られた 重 要
な責 務で あ る。 「腹 の 中 に い る」 とい う表 現 は この こ と を指 して い る。 それ に
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もかかわ らず赤ん坊 を殺 され たとい うことで、父親の怒 りはきわめて強い もの
とな って いる。また、さかんに発言 して いるカ ピンデイの男は、今度 は自分た
ちが報復 され ることを恐れて いる。 「尻の穴 」や 「クソ野郎 」は最大級の侮蔑
語で ある。
図表7モ ンボウイをめ ぐる恨みの相関図(そ の3)
父:「 お ま えた ち、 あの こ とに腹 を立て た の か?あ いつ らが しで か した あ の




「あ の二 つ の こ と 」 とは 、実 は彼 の実 父(赤 ん坊 の祖 父)が 関 係 した 二つ の 出
来 事 を指 して い る。彼 には 思 い 当た る節 が あ るの だ。 その 詳細 は 後 に 明 らか に
され る。
男:「 昨 日、お ま え らおれ の家 にや って来 た だろ う?お まえ も来 て 、 おれ の




先 ほ どの カ ビン デイ の男 が 尋 ね る。 カ ビ ンデ イの死 霊 た ちは 赤 ん坊 を殺 しにや
って きた と きに、 同 じカ ビ ンデ イ の彼 には柱 をた た いて 出現 を知 らせ た。 彼 は
た しか に その音 を聞 いた と言 う。
男:「 シ ュグ ゴ イ、 お ま えか?(Shujujoineya?)」
竹:「 トン 」
男:「 あれ は木 の 棒 を投 げ たの か?(mujotiteikutamiyom?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 じゃ あ木 の 棒 を立 て か けた の か?(mujafakajommiyom?)」
竹:「 トン 」
男:「 お れ の家 に?(anajounujma?)」
竹:「 トン 」
死 霊 た ちは カ ヌー をこい で人 間界 にや って きて 、櫂 を彼 の 家 の柱 に立 てか け た。
男 が 聞 いた のは その音 だ った。
男:「 お ま えの お い っ子 の大 切な もの に、 何 だ って 腹 を立 て た り した んだ?(
onujogajlQllXOaisoj◎fimojonda,imabujomteojbelhatmiyom?)」
父:「 他 の 霊た ちが あの信 号 を、二 つ の ク ラ ン をた た いた だ ろ う?割 れ 目太
鼓 の信 号 で三 つ の タラ ンが 出そ きた だ ろ う?.あ いっ ちも子 供 に八 っ 当




竹:「 ゴ ン 」
父:「 本 当に報 復す るん だ な?(yupelaibekimtruah?)」
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竹:「 ゴン 」
父親 としては、 自分の母方 のオジの ライ ンも子供殺 しに加担 した ことにシ ョッ
クを受 けてい る。 しかも彼 には、 そ うされて も仕方ないような理 由がわか って
い るので、なおさちや りきれない。 それで彼 ちに、せめて母方の係累 として、
他の二つの クラン(す でに名前の挙がった オグフ ァイヨ とゲセイ)た は報復 し
ろ と望ん で い る。
男:f聞 くんだ 、 おれ た ち は(報 復 が)い い こ と とは思 わ な いそ 。(harim,
mielatininoamamas.)」
竹:「 トン トン 」
男:「 だ め だ 、黙 れ!(mba,kadeiyom!)」
男:「 お れ た ち に も子供 が た く さん い るんだ 。(蹴ielaiatlantiiki-
ninitUya.)」
竹:「 トン トン 」
男:「 だ め だ!(noat!)」
竹:「 トン トン 」
男:「 口 を閉 じろ!(yupelapasi皿maus!)」
竹:「 トン トン 」
男:「 おれ には 仲 間 がい な い。(カ ビ ンデ イ は)お れ 一・人 な んだ 。 おれ が ワ シ
∴_一 の根 っ:こな尢 だ。本 当 に ワ シの根 っ一こは お れ 学人 な 虚 だ ぞ。 そんな お れ
をひ どい 目 に合わせ るなん て 、お ま えい った い何 様 だ と思 って るん だ?
お れ には仲 聞 な んて いな いん だ 。(anmbaimajomte.otojoikuwa.
dobimuna:S.andubamafeyaotojoidobimuna:s.ona皿ajuniya
aijonujondajuniya?)」
この あ た りか ち竹 は オグ フ ァイ ヨの信 号 を打 奏 しは じめ る。 だが 男 た ちは それ
に気 づ か ず に発 言 を続 け る。
-144一
男:「 お ま えは こいつ(eカ ビン デ イの男)を 残 して逝 った ん だ。(oniya
owonexutamunemuxafuj.)」
父:「 何 て こ った 、母 の ラ イ ンがお れ をだ め に した が って るな んて。(no_gat
tok,mamailaikbagaraPi皿皿i.)」




男:「 本 当の人 間 は逝 って しまって 、影 だ けが徘 徊 して るん だ。(imamafum
naisko,xokunufasteitojoi.)」
父:「 割 れ 目太 鼓 の信 号 だ!(nojuufam!〉」
赤 ん坊 の 父 親が や っと信号 に気づ く。
父:「 最 近 死ん だ奴 か?そ れ と も前 に死 ん だ奴 か?(yogiimajo?beko-
fujo?)」
竹:「 トン トン 」
父:「 同 じお ま えか?(muxafujoduba?)」
竹:「 トン 」
父:「 お ま えが まだ い るんだ な?ど ん どん た た くんだ 。(bejafayuni?igo
wayuwuni?)」
募:.f別 の 奴 の信 号 をた た いた の か2(be;」-omi-y_ukujo_ju.-nojuofam?)J一
竹:「 トン 」
竹 は ウ ェサ ヨム の信号 に移 る。
父:「 母 方 か?(mama?)」
男:「 タ カ(ウ ェサ ヨム)か?(dobikuja?)」
竹:「 トン 」
男:「 こ いつ を含 め て 、全部 で三 つ のグル ー プで あの子 を殺 ったん だな?(
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indimmuxafe,triPelaArupyanukawonu皿eandesufujiojuq?)」
竹:「 ゴ ン 」
憑 依 霊は 依 然 と して シュ グ ゴイで あ る。 こ こで赤 ん 坊 を殺 した死 霊 た ちの ク ラ
ンが 「三 つ の グル ープ 」 と して整 理 され た 。 つ ま り、 オ グ フ ァイ ヨ(ス モ ン ド
ウ イ)、 ゲセ イ(ヤ フ ォスベ)、 そ して カ ビ ンデ イ(シ ュグ ゴイ ら)の 三 クラ
ン で ある。 竹 は 激 しく連打 す るρ
男;「 お ま えち、 あ ま り熱 くな って怒 るん じゃな い。 お れ た ちは 恐 が って るん
だ 。(ishuwajeyomfabelhatmafenumhate.numtufujanumigo.)」
竹:「 トン トン 」
男:「 だ め だ 、 も しお ま えが殺 れ ば 、次 は(お まえの ラ イ ンが)殺 ちれ る だ け
だ 。(mba,oniyaiyedajafute,iyedajas.)」
竹:「 トン トン 」
男:「 お ま え(の ライ ン)が 殺 られ れ ば また 殺 り返 す って わ けか?(oni
iyedajasdotuguxaiyajunemuxatofis?)」
竹:「 トン 」
竹 は 連打 を く り返 す 。
男:「 昔 、 父親 た ちや祖 父 た ちが や った こ と(=報 復 の応 酬)を 、 またお ま え
た ち もく り返 すつ も りか?(bigosojofisaitajomiyanukeijomiyaofo
tofisdotuguxaneyumtoffs?)」
竹:「 ドン 」
男:「 オ ー ツ!最 低だ!(o:!nonut1)」
男:「 お ま えた ちが 、 この お まえた ち がや って きて 切 った 木 は 、お れ が背 負 う
こ とにな るん だ ぞ。(omiyadiyomuwoyaimiyoqoju,anxaishofita.
)」
殺 人 は木 の伐採 に た とえ られ る。切 られ た木 は カ ピンデ イの 重 荷 とな って 、生
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き残 って い る成 員 が背 負 わな けれ ば な らな い。つ ま り死 霊 が 犯 した 殺人 の 付 け
は 、生 きて い る もの に回 され るの で あ る。 竹 の 連打 の 調子 が 変 わ り、 それ に敏
感 に気 づ いた者 が 尋ね る0
父:「 お ま え、 また別 の奴 なの か?(yunarapelamangena?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 さ っ きの奴 だ。(wankainmanya?)」
竹:「 ドン 」 、
男:「 話 を 続 け る ん だ 。(imabujomwabujoxane.)」
父:「 同 じ祖 先 か?(tumbunadubaj?)」
竹:「 ドン 」
父:「 何 が 言 い た い ん だ?(emitokimwanem?)」
男:「 父 さ ん な の か?(abej?)」
竹:「 トン 」
先 ほ ど の フ ォ ゴ カ イ の オ イ が 尋 ね る 。 こ れ で 、 フ ォ ゴ カ イ の 霏 が ふ た た び 竹 に
戻 っ て き た こ と が わ か る 。
男:「 さ あ 言 え 、 子 供 の 話 をす る ん だ 。 そ の 話 に つ い て は っ き り とた た くん だ 。
お れ た ち に よ く わ か る よ う に な 。(oniyaoshouimabujombujouxas.
dotumuxai皿abujom(iotuwaxutamajinayom.dotufa,kliaxanenum.)」
一男 。L「父 さ 猷 苳ち ゃん と 打 っ て く れ 。 一くabeyo,wadexutasakuni.)」
竹:「 ト ン 」
男:「 い い そ 、 混 乱 す る と い け な い か ち な 。(wadetujo,meimokujoituja-
te.)」
竹:「 ト ン 」
男:「 あ の 腹 の 出 た 男 は ど う して ウ ィソ フ ィの 子 供 を殺 した ん だ?(tujub。
bugoitujuya,imabujomtea遡miyojaWisofijujogajiq?)」
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「腹 の 出た 男(tujubobugoituj)」(直訳す れ ば 「腸 の で か い奴 」)と はカ ピ
ンデ イの シxグ ゴイ を指 して い る。 竹 は答 えず に ヨ ミセ イ の信 号 打 奏 をは じめ
る。 それ は、 ウ ィソ フ ィの 実父 の ケサ ガ イ を示 して い る。
男:「 父 親(=ケ サ ガ イ)が 悪 か ったん だ な?(e皿ilonbilonaata-
sola?)」
竹:「 ドン 」
男:「 だ か ら子 供(eウ ィソ ブ イ)に 仕 返 しが きた んだ な?(01semnapiki一丶
niniikisimnongut?)
竹:「 ド ン 」
男:「 父 親 は 子 供 に ち ゃ ん と話 を通 して な か っ た ん だ な?(papain。save
StOripastaim,9iVimgiknni?)」
竹:「 ド ン 」
男:「 あ い つ ちの こ とか 。 父 さん 、 よ く ぞ 言 って く れ た 。(andiimajomte.
andiabej,wadexofunane'しujo.)」
竹:「 ト ン 」
男:「 奴 ら(eカ ピ ン デ イ の 死 霊 た ち)が あ の 子 を め ち ゃ く ち ゃ に した の は 、
彼(=ケ サ ガ イ)が 母 方 と い う敵 の 側 と結 婚 した か らな ん だ な?(indi
muxafujojomofombagarapimiyomsko,igotojujobiluwakosmaofe-
ja?)」 一 一暫.
竹:「 ト ン トン 」
男:「 じ ゃ あ 、 あ い つ が ヨ ミ セ イ の 側 に い る か ち だ と言 うの か?(itiof-
show,Yomiseikosmaotojoja?)」
竹:「 ト ン 」
男:「 ヤ ン ダ グ ゴ イ ス(=ケ サ ガ イ の 実 母)の 道 に 従 っ た か ら じ ゃ な い の か?
(Yandajujoisuxoyagatujxoitija?)」
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竹:「 トン トン 」
男:「 あの 娘(eケ サガ イ の三 番 目の妻)を(ヨ ミセイの 女 が)育 て たせ いだ
と言 うの か?(omoshuwam,motusxotujus?)」
竹:「 トン 」




結婚相手は母方祖母 もしくは父方祖母のラインか ら選び とられ、 それぞれ 「母
の道 」もしくは 「父の道 」に従 うと表現 され る。結婚相手の クランは、それが
母方祖母の側で あろうと父方祖母 の側であろ うと、夫側が婚資 を差 し出さねば
な らない相手で あるので 「敵の側 」と言われ る。ケサガイには妻が三人お り、
最初の妻(ウ ィソフ ィの母、赤ん坊の祖母)は 、彼の母(=ヤ ンダグゴイス)
の母の兄の娘(シ ュグゴイの妹)で あ り、二番 目の妻は、彼 の養母の母の姪で
ある。 これ らは いずれ も婚姻規則 にの っとった正 当なもので、 フォゴカイの霊
が答 えて いるよ うに、 これ らの結婚が赤ん坊殺人の理由ではない。彼 が怒 りを
買った原因のひ とつは、三番 目の妻 との結婚 の仕方である。 ケサガイ 自身 の生
まれはウェサヨムだが、 まず ゲセイに養子 に出され、養父の死後、 さちにヨ ミ
セイに編入 された。彼の三番 目の妻 はカビンデイのアマ ン ドゥス とい う娘 で、
彼女ば実母の死徴 　父の弟の 養女 どな ってい たaそ ↓ でその養 母が ケサガイ
実の娘(ヨ ミセイに属す)な のであ り、ケサガイは 自分の孫娘 と結婚 したこ と
にな る。 これは忌避され るべ きこ とで、カ ビンデイの死霊たちは この結婚 に腹
を立て、 ケサガ イの孫の赤ん坊に報復 したのである(図 表8参 照 〉。




図表8モ ンボウイをめ ぐる恨みの相関図 くその4)*
*人名 に付 した数字は 、ケサガイとの結婚の順序を表わ している。
竹:「 トン 」
男:「 現 に 報復 は行 われ た ん だか ら、 あ の 三っ の グル ー プ とわれ われ が集 ま っ




赤 ん 坊の 母 親 や先 に憑依 した バギ ン ドコイ と同 じク ランで あ るウ ェサ ヨム の 男
が言 う。 「三 つ の グル ー プ 」(オ グ フ ァイ ヨ、 ゲ セ イ、 カ ピ ンデ イ)は 赤 ん 坊
を殺 した こ とで それ ぞれ の恨 み は晴 ら した。 しか し、今 度 は 殺 され た 赤 ん坊 の
側 に新 た な 恨み が 生 じた わ け で、 それ が 解決 され な けれ ば な らな い。 放 って お
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けば、赤ん坊 の側の死霊が三 グル ープの成 員に対 してまた報復を行 うことは明
らかである。そこで こうした場合、三グル ープの側が赤 ん坊の両親の側に対 し
て食糧と少額の金 を積む ことによって、いわば示談が図 られ る。 「一緒にビン
ロウジを噛 」む とは この調停 を指 してい る。殺 された側 にも恨みをか う明 白な
原因があったわけだか ら、ふつ う差 し出 され る食糧は豚一頭11)とニワ トリ一ー羽
程度、金は3～4キナ(約450～6pO円)といった具合いに少量である。今回の ケ
ースでは殺人霊 のなかに赤ん坊あ父親の クランであるゲセイの死 霊 も含まれて
いたので、 その親族であるゲセイの成員は食糧 と金を出す側 に入 ることにな る。
男:「 お まえたち、す ぐにで も集 まってそ うしろ。(omiteitunatewaeyom,
faeyom加jo.)」
竹:「 トン」
男:「 そ うすれ ば今のこの話 も決着 がつ く。(dotuuxasstoriyommuxasya
wade)」
竹:「 トン」
男:「 もっと大 きな声で言 え。おれ は大切なことを話 してるんだぞ。(mba
itioniyogobugogteabujo.aniyaabujobujofgaj.)」
竹:「 トン トン 」
男:「(そ うすれ ば)決 着がつ くんだな?〈wade?)」
竹:「 トン 」 一
調停は、新たな報復が くり返 されない うちに、で きるだけ早急に行われるべ き
である。だが実際に今回の示談が行われたのは1987年2月のこ とであった。
父:「 そこの上流 側にセンネンボ クの葉 を置いたのはお まえか?(oniyaX。一
(11)この ときの豚は野豚 ではなく、飼い豚 に限 られる。飼 い豚の血は人間が作
ったもので、清潔 だ と考 えられてい る。それに対 し、野豚は野生 のサ ゴ椰子や
サ ゴ地虫 を食 い散 らすため、血が汚れているとして忌避 され る。汚れた人間関




男:「 何 を伝 えるた め に置 い た んだ?昨 日おれ は 奴 が震 えて る の を見 た ん だ。
(otojoi皿ambunusojotayom?xafaniyaofoyaiwonufojotuj.)」
赤 ん坊 が 死 んだ 日の 朝 、 ウ ィソフ ィの家 の 上 流側 に、結 び 目が 一つ だ け作 られ
た セ ンネ ン ボ クの葉 が 置 かれ て い た。 これ は誰 か がや って きて 残 してゆ く置 き
手 紙 の よ うな もの で、 ワヘ イが よ く使 う手 で あ る。 しか しウ ィソ フ ィはず っ と
家 に いた の で、 そんな メ ッセー ジは必 要 な か った。 それ で彼 は気 味悪 くな って
震 えて い た ので あ る。 男 の問 いか け に答 えず に連打 して いた竹 は 、突 然強 く一
打 をたた く。
竹:「 ドン 」
父:「 報 復 は しな い とい うこ とか?(01inobekim?)」
竹:「 ドン 」
父:「 お まえた ち は(い ろ い ろな質 問に)答 えて くれ た。 これ で お ま えた ち の
気 持 ち もお さ ま るだ ろ う?(yupelabekimpinis.dotuOmOjOyogom
wadeijiyodajujom.)」
竹:「 ドン 」
父:「 お れ た ちは お まえの こ とを とて も恐 れ て い るんだ 。 ウ ェ ッ!(onda加 一
fujamafunumsko.we!)」
竹:「 トン トン 」
父:「 じい さん 、嘘 はつ か な いで くれ 。(mbasabuni,tumbuna,itiandai.)」
男:「 結 局 あん た た ちは互 い に報復 しあ う とい うこ とか?(dimiyonaxanei
naxaiyoxabujomtojo?)」
竹:「 トン 」
男:「 あ一 嘘つ け。(a:giamanya.)」
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男:「 あ の乳 飲 み子 は ウ ィソ フ ィが 生ん だ 命 な んだ、 そ うだ ろ う?あ の 尾 て
い骨 野 郎 ど もは どこか ちや って きて 、 今 どこに い るん だ?お れ が 自分
で見 つ け てや る。(imajuxoojukobogainujWisofi魍』yugoq,
emistret?nadispelakujuiskijomdetiojomayajumamjomuya
ojiyojujom?anuwondaja,anuotojoya.)」
竹:「 トン トン 」
男:「 奴 らはお れ を見 な か ったの か?(mbaonajasuj。miya?》」
竹:「 トン 」
男:「 め く らな ん だ。(aipasYa.)」
男:「 お ま えた ち がかつ て いた土 地 を誰 が 見 守 るんだ?お れだ 。(OIDIof-
tokeyabeiyajobujelukautim?mii_§匸塑.)」
竹:「 トン トン トン トン 」(強 い肯 定 を意 味 す る、 〉 三
男:「 お れ はお や じた ち の間 に、 そ の下 に い るんだ ぞ 。(bugoquxonamelai-
yojosma,mofoyojoismaotojoyaan.)」 簾
竹:「 トン 」 纛
男:「 お れ は、 お まえが残 した 目の悪 い豚 の 下 に い るんだ 。(toniyawonuxu-
tamenukadukujfogoquxomofiyojoigmaotojoya.)」
竹:「 トン 」
カ ビ藷 デオ の 男が フ 矛ゴガオ の霊 に語 りか け る。一,フ江ゴ カ そは彼 の母 方の オ ジ
〈mamuq)であ り、父親 に類す る立 場 にあ る。 また 「目の 悪 い豚 」 とは、 この と
き竹 を支 えて いた 片 目の 見 えな い フ ォゴセ イ の男 を指 して い る。彼 は フ ォゴカ
イの 息子 で あ り、 カ ビンデ イの男 の 母方 い とこ(gaxuq)にあた る。 フ ォ ゴセ イ
の ク ラン ・シン ボル が豚 で あ る こ とか ち こ うアプ ロー チ され て い る ので あ る。
い と こ同士 に も一 種 の上 下 関係 が あ り、 この 場合 、カ ビンデ イの 男の 方が フ ォ
ゴカ イの息 子 の 「下 」に位置 して 、 オ イ と同 じ呼称 で 呼 ばれ る。
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男:「 あ い つ らは 、 あの くそ をひ る尻の で か い奴 らは ど こで(子 供 を)殺 った
ん だ?ど こ に隠れ て 、 ど こか らや って きて、 怒 って殺 った ん だ?(
imamuxafum,ijimmujobugoitum,detiofojom?detioxotajuma,
igodetiojeyakom,naolibelhatnabar;arapim?)」
カ ビ ンデ イの 男 が尋 ね るが、 応答 はな い。
男:「(カ ピ ンデ イの)奴 らは おれ に対 して恥ず か しくは な いの か?(01i
nosemlongmi?)」
1
竹:「 トン トン 」
男:「 あ ん な理 由で奴 らは 子供 を殺 した の か?(indibujofgajofiyoijiyo-
futedijomo珊omuxagajinuj,dijomo皿oigo?)」
竹:「 トン 」
男:「 それ で 昨 日、 あの 乳 飲 み子 を殺 った ん だ な?(igomuxasufujeojuq
dijomojoandexaf?)」
竹:「 トン 」
父:「 親 父(eケ サ ガイ)が あん な こ と を したか ら、 あ いつ(e赤 ん坊)は 逝
って しま った んだ … … ア ー ッ!何 て こ った!(papaibinmekim
disela,kainsavenasamtinemioinis.a:!mbawadeya!)」
男:「 あ ん な ち ょっ と した 理 由で 、 あ いつ らは 、 あのカ ビ ンデ イの 奴 らは本 当
.に腹 を立 てた のか?(itiyojoifiujosabelhat確afejo珊,muxafeande,
muxafeKabindei?)」
竹:「 トン 」
男:「 フ ァー ッ!」(あ きれ は てた 様 子 で唾 を吐 く。)
父:「 あ んた ら(死 霊 た ち)は おれ の こ と をまず 見て くれ な きゃ困 る。 お れ だ
っ て、 ど うす れ ば話 をつ け られ るか ぐ らい 知 って い る んだ 。 ち ゃん とわ
か って るの に、 任せ て くれ な か った。 で、 あ んた らは 急 いで 復 讐 しよ う
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父:「 ひ ょ っ と して あ ん た ら に は 他 に も思 い 当 た る節 が あ る ん じ ゃ な い の か?




父:「 あ ん た ら も怒 って る ん だ ろ う?(yupelabelhattumas?)」
竹:「 ドン 」 毳
父:「 あ の 話 が し こ りに な っ て る ん だ な?(muxabujosabikhettafeainum-
bayo臓?)」
竹:「 ドン 」 袤
父:「 あ の ム ゲ イ ン ダ の 話 が しこ りな ん だ な?(Mugeindasxobujosasakisa
bikhettafeainumbayom?)」
竹:「 ド ン 」
一 一...父1;了{:だ力妄ぢあ:んた た ち三も.おれ の 老二き う に:来炎 、《0{se血r飴yupelakamlongご 、、∫
竝.)」
竹:「 ド ン 」
父:「 親 父 自身(eケ サ ガ イ)の せ いな ん だ 。(lapvnyetipaulimnabaut.
J
竹:「 ド ン 」
父:「 あ あ … … 」
-155一
ウ ィソフ ィはや るせ な い様 子 でつ ぶや き、 この場 には いな い父 ケサ ガ イ(彼 は
7月に アマ ン ド ゥス と結 婚 して 、 その ま まグ ワル ガ イ シに 引 っ込 ん で いた)に 怒
りをぶつ け る。
父:「 親 父 よ、 おれ た ち外 の 空 き地 で戦 うか?(uas,tunumiyanyaxuna-
dajedufujagwaji?)」
竹:「 トン 」
男:「 気 持 ちは わ か るぞ。(emitruya.)」、








男:「 それでこの話 に奴 ちは怒 ったんだな?(igomuxabujosasko。jomsko
belhatesko?)」
竹:「 トン 」
ケサガイ(赤 ん坊の祖父)に は もう一つ恨 み を買 う原因があ った(図 表9参 照)
。彼はムゲインダと4の 世話を して いたが、 その実父の クランであるカ ビ.一
ンデイに相談す ることな く彼女 をビソ リオに住むガイデ ィオの男 に嫁にや り、
しか もガ イデ ィオ側か ら支払われた婚資(豚20頭と現金200キナ とい う約束の う
ち豚1頭と30キナ)を 独 り占め して しまったのだ。ムゲイ ンダは ケサ ガイの娘ウ
ォングダの養女で あ り、その娘が離婚 して彼女 を連れて ケサガイの ところに戻
ってきたわ けで、ム ゲインダの実父側のカビンデイには婚資 を受 け とる権利 が







る の か?後 の こ とだ が な 。(saosmistretimdiselamandise-
labaistreto?bihain.)」
竹:「 トン 」
父:「 嘘 を つ い て る ん じゃ な い だ ろ うな?(nonutuelaiamanimmi?)」.
一 竹
:「 トン トン 」.一 一
男:「 急 い で 復 讐 な ん か す る ん じ ゃ な い そ 。 待 つ ん だ 。(xaxaiyoxaxaiyo
andsbelhateyom.wangwatexaneyom.)」
竹:「 トン トン 」
父:「 お れ は 何 の 商 売 を して る わ け で もな い(だ か ら父 親 の 後 始 末 を す る 金 は
な い)。 だ け どお れ を見 て い て くれ 。 〈mbawanpelabisnisaiyojosma
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otojoyasuya.itiwowonexaitiya.)」
男:「 あ の 奴 ら だ け が 乳 飲 み 子 を殺 っ た の か?(dispelasufujeoguqyukum
bedidubajomiyaofo?)」
竹:「 トン 」
男:「 他 に も ま だ 隠 れ て い る 者 が い る の か?(omjomiyaankejadajas?)」
竹:「 ト ン トン 」
父:「 こ の 三 グ ル ー プ だ け な ん だ な?(dispelatripelagruptasol?)」
竹:「 ト ン 」
男:「 あ の ム ゲ イ ン ダの 話 に つ い て 、 誰 か 他 の 人 間 もお ま え た ち を 呪 って い る
の か?(omitnaraelamanisaveselimUelatulondisela
toktokbilongHUgeindastoo?)」
竹:「 ト ン 」
男:「 い る の か?(iat?)」
竹:「 トン 」
男:「 そ の 恨 み の 話 を は っ き り と して くれ 。 〈muxaspelimiyokujuxobujof-
qajwabujoxombujona.)'」
竹 は バ ギ セ イ の 信 号 を打 奏 しは じめ る 。
男:「 サ イ チ ョウ(バ ギ セ イ)だ 。(kok。mo.)」
父:「 サ イ チ ョウ の ラ イ ン だ 。(kokomosait.)」.
男:「 母 親 は?(yaisi?)」
父:「 ま だ サ イ チ ョウ だ 。(kokomoyet.)」
男:「 そ うか 、 で も後 で 尋 ね るん だ 。(yamaski,askimo1.)、」
父:「 よ し、 母 親 は?(oraitmama?)」
続 い て オ グ フ ァ イ ヨ の 信 号 が 打 奏 され る。
男:「 ヤ モ ニ(バ ギ セ イ の 死 者 の 名)か?(Ya.moni?)」
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竹:「 トン トン 」
男:「 あ い つな のか?(muxafuj?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 じゃ あ アグ の父 親(バ ギ セ イの ドピヤ ク)か?(andeAjujoaitaimuj
tiya?)」
竹:「 ドン 」
ア グ とい うの は、 ケサ ガ イの 娘 め離 婚 した 夫 で あ り、 ム ゲ イ ンダの 養 父で あ る、
、
だ か ら、 ム ゲ イ ン ダの結 婚 につ い て はア グ の側 、つ ま りバ ギ セ イ に も婚資 の 分
配 を受 け る権利 が あ る。 それ をケサ ガイ が独 り占め に したの で 、 ア グの父 親 の
ドビヤ クの 霊 も怒 って報 復 を加 えた とい うわ けで あ る(図 表9参 照)。 竹 は激
しく連打 す る。 暴
男:「 ゆ っ く り、 ゆ っく り。(1S1151.)」
男:「 ち ゃん と話 す んだ 。(wabuj。majinaixane.)」
男:「 おれ た ち(ゲ セ イ)の 財 産 を ど う して殺 った んだ?(numojoaisojofim
dandaofojaitibaj?)」 叢・
竹:「 ドン 」
男:「 おれ たち が面 倒 を見 て きた 大 切な 子 な んだ ぞ。(tonumojulukautimi-
yoqaisojofim.)」
竹:「 トン 」 厂
男:「 奴 らが あ いつ に もセ ン ネ ンボ クの葉 を送 った の か?(sakisawaedusof
nuxoujo皿?)」
竹:「 トン 」
「セ ンネ ンボ クの葉 を送 」るの は、 かつて 戦 いの手 助 けや 代理 戦 争 を友 好 集 団
に頼 む と一き に と られ た通 信手 段 で あ る。 こ こで は カ ビン デ イの死 霊 た ちが 、 ム ー
ゲ イ ンダの 結婚 の 件 で同 じ恨 み を も って い る ドビヤ クに、 セ ンネ ンボ クの 葉 を
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送 って 赤 ん坊 殺 しを呼び か け たの か と問 うて い る。
男:「 彼 本来 の(決 ま りにか な った)相 手 な ら 〈結 婚)し て もよか ったん だ な?
(tojujoaisojofimmafumfaejawade?)」
竹:「 トン 」
男:「 お れ は あ の長 老(=ケ サガ イ)に 意 見 した こ とが あ るんだ 。 す る と彼 は
『ア!そ んな もの は く そく らえだ 』 って言 うんだ 。(imatakojaniya
abujowa.itiofshuja,na!emirabistru.")」
男:「 本 当 にこ いつ らだ けで 終 わ りな んだ な?(bedimafumtojo?)」
竹:「 トン 」
男:「 待 て、 まだ い るの か?(oui,ojoyabuje?)」
竹:「 トン トン 」
竹 は しば し沈 黙 し、突 然 激 しい連打 が 始 ま る。 また 憑依 霊 が入 れ 替 わ った 気 配
で あ る。 ウ ェサ ヨム の信 号 が 打奏 され る。
父:「 わ か った 。 で 、母 親 は?(yo:.mama?)」
続 いて オ グ フ ァイ ヨの信 号 が 打た れ る。
男:「 兄 さん の方 が きたの か?(omobugojeyaafayu?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 ソ ゴフ ィ(バ ギセ イの 男)か?(Sogofi?)」
竹:「 トン トン 」
父:「 ち が う!ウ ェサ ヨム だ。(mba!冒esayo皿andum.〉」
男:「 ワハ デ に埋 め られ た 男 か?(Waxadeobukuj?)」
竹:「 トン トン 」
父:「 トビヤス の 父 さんか?(papabilon惡Tobiyasa?)」
男:「 ちが う、別 の 男 だ。(nowt.narapela,narapela.)」
男:「 兄 さん の方 だ ろ う?(bugojeyateya?)」
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竹 は答 えず に激 し く連打 をは じめ る。
父:「 おれ の姻 戚 の 父親 だ。(tambuxoaitamuj.)」
また ウ ェサ ヨム の信 号 が打 奏 され る。
男:「 ど う して 違 う者 の名 前 ば か り呼ぷ ん だ?(omojojuofamBandaofxuta-
yom?〉」
父:「 そ うか、 わ か った ぞ、 あいつ だ 、 あ いつ を呼 ぶ んだ 。(yau,wade,uta
muxaneyummuxafum.)」'
男:「(お れの)母 方 の お じさん か?(mamuq?)」
竹:「 トン 」
男:「 オ フ ノ クピの 峰 に埋葬 され た人 だ ろ う?(Ofunokubiobujokuj?)」
竹:「 ドン 」
以 上 のや りと りか ち、新 た な憑 依 霊 が フ ォゴ カ イの兄 の デ ィヤ コカで ある とと1
が わか った 。彼 は赤 ん坊 の 母親 の 父 方の オ ジで あ る。 竹 は強 い連打 を続 け る。
父:「 落 ち着 け。(sobujofefuto.)」 毳
男:「 き っ と頭 に きて る んだ 。(atingbelhatmafuja.)」
竹:「 ドン 」
父:「 同 じことに怒 ってや って来 た ん だな?(yupelaikamlongwankain
belhatyet?)
竹:「 ドン 」 π ・
父:一「奴 ちに腹 を立 てて 、 同 じ恨 み を もって るん だろ う?(yupelaibelhevi-
toolsemnauelaiatwankainbelhattasol?)」
竹:「 ドン 」
竹 は 突然 跳 ね 上 が って暴 れ 出す 。 男 た ちが懸 命 に押 え込 も うとす るが、 竹 の 抵
抗 は 強 い。 つ い に竹 は割 れ て しまい、 準 備 してお いた 新 しい竹 とす ば や く交 換.
され る。す ぐに連 打 が再 開 され る0
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父:「 お まえた ち は怒 って、 こ この床 下 に下 りて きて るん だな?(muxafe迦
aiyojosusabelhatexununjaneyom?)」
竹:「 ドン 」
父:「 本 当に報 復 した いの か?(yupelailaikbekimtru?)」
竹:「 ドン 」
父:「 今 す ぐにか?(nauyet?)」
竹:「 ドン 」
㌧
父:「 お お 何 て こ っ たeお ま え た ち の 子 ど もの こ と を 、 ま だ 小 さ い あ の 子 ら の
こ と を 考 えて な い の か?(o:,soritru.igoOIDOjOyonujonda,ojom
ojoya.mojuete,mbasketayasuyom?)」
竹:「 ト ン トン 」
父:「 考 え て な い?本 当 か?戦 うん じゃ な い 、 や め ろ 。 も う こ りご りだ 。
に っ ち も さ っ ち も い か な く な るだ け だ 。(mba?tru?andaiyeyom,
besiko.nu皿abusujanum.gesketayasketanum.)」
竹 は 答 え ず に 連 打 す る。 や が て 打 奏 は オ グ フ ァ イ ヨ の 信 号 に 変 わ る 。
父:「 よ し、 そ うか 、 わ か っ た ぞ 。(you,e皿istret皿isavenau.)」
男:「 キ バ タ ン 〈オ グ フ ァ イ ヨ)だ な?(dubujiso?)」
竹:「 ト ン 」
信 号 が ウ ェサ ヨ ム の それ に 変 わ る。
男:「 タ カ(ウ ェサ ヨ ム)か?(dobikoja?)」
竹:「 ト ン 」
男:「 お ま えは 後 か らや っ て きて 、 こ う して 信 号 を た た い て る ん だ な?(muxa
kiniafayokutaniufamnojufamiyokutada?)」
竹:「 ト ン 」
男:「 お ま えは 川 で 溺 れ 死 ん だ 奴 か?(mesa,kagwaxuneijoniya?)」
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竹:「 トン 」
これ で また憑 依霊 が 入れ 替 わ った こ とが は っ き り した 。 今 度 は赤 ん 坊 を殺 した
犯 人 の 一人 で あ るス モ ン ドウイの 霊 で あ る(図 表6参 照)。 彼 は1960年代 に 水
死 した 男 で、 そ の ときの託 宣 で は、 ワヘ イの 娘 とゴベ ンマ ス湖 の ウ ォン ピオ の
男 との離婚 が原 因 で、 ウ ォン ビオの 死 霊か ら報復 され て 溺 れ死 ん だ とい うこ と
だ った。彼 は、 ワヘ イの娘 をメ スカ に強 引 に 連れ 戻 した 、 当時の 村 長 の直 系 の
オイ で あ った。
男:「 さ っ き出た の と同 じ理 由な の か?(emiwankainst。rivet?)」
竹:「 トン 」
父:「 他 には(殺 人霊 は)も うい な いん だな?〈inogatnaraaelamanmoa?
)」
竹:「 トン 」
父:「 あの ライ ンだ けだ な?(emoldispelalaintasol?)」
竹:「 トン 」 毒
男:「 三 つ の ラ イ ンだな?(tripelalain?)」1冤
竹:「 トン 」
父:「 つ ま り、 あの オ グ フ ァイ ヨ と?(itiotojomuxafeOgufaiyome?)」
竹:「 トン 」
父:「 ゲセ イ と?(Gesei?)」 一一 　 1':
竹:「 トン 」
父:「 そ してお れ の母方 ラ イ ンのカ ビンデ イ だな?(orait,anajo皿iyojos
Kabindeime?)」
竹:「 トン 」
父:「 この 三つ の ライ ンだな?(dispelatripelalain?)」




男:「 お まえた ち の は ま るで ウ ィング フグ の考 え方 だ 、人 間の じゃ な い。(om
wingufujujosketasowom,mbaimayom.)」
「ウ ィン グ フグ 」 とは山 の岩 穴 に褄 む と考 え られ て い る超 自然 霊 で あ り、 動物
や 人 間 を骨 ご と食 べて しま う と恐 れ られ て い る存 在で あ る。 こ こで は、殺 人 霊
とウ ィング フグ との 間に 直接 のつ な が りが あ る とい うこ とで はな く、 超 自然 霊
全体 に対 す る恐 怖 心や 嫌 悪感 の現 れ と して、 その名 が 挙 げ られ て い る にす ぎな
い。 連打 して いた 竹 の動 きがや む。
男:「 こいつ ら止 ま った ぞ。(andumtesxojom.)」
男:「 恥 ず か しが って るん だ。(andumiyandojom.)」
父:「 お れ た ちの 血 は(奴 ら とは)別 物 だ 。奴 らは知 って い る。 け ど、 お れ た
ち には話 を しな いん だ。(numjoblutinarapelakainya.01isa-
ve.tasololinomekimstoriwantaimmipela.)」
男:「 まだ 恥ず か しが って るぞ。(semvet.)」
男:「 お れ た ち とは(話 を)し た くな いん だ。(fodujomnu珊te.)」
竹 の打 奏 は なか な か 始 ま らな い。 男 た ちは いろ い ろ と雑 談 を交 わす.や が て竹
の 持 ち手 を交替 して み るが 、 それ で も始 ま らな い。 また も との持 ち手 に変 わ る。
その とた ん い激 しい 連打 が 起 こる。
父:「 ゆ っ く りだ、 アイ ッ!新 しい奴 が きた ぞ。 新顔 だ な?(sobujofe,
ai!yojijujeyaafayu.yojij?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 さ っ き と同 じ奴 か?(muxabekofujdubaj?)」
竹:「 トン 」
男:「 同 じ母方 の お じさん か?(mameiJuba?)」
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竹:「 トン 」
先 ほ どの デ ィヤ コカがふ たた び竹 に戻 って きた 。
父:「 お れ た ち に対 して恥 ず か しが って るの か?(numteiyandoyomteya?)」
竹:「 トン 」
男:「 あん たの あの大 切 な もの を奴 らが壊 して しま った んだ な?(muxaaiso-
jofimabagarapimiyojomfojoune?)」
竹:「 ドン 」
男:「 だ か ら恥 ず か しくて話 を しな か った のか?(sakisaiyandouneojomte
bujOU皿baja?)」
竹:「 ドン 」
男:「(奴 らに)報 復 して殺 せ ば、 今 だ って弟 の娘 の夫(=ウ ィソ フ ィ)と 話
がで き る とい うわ けか0(oniyabekimiyedajafa,dotubujouux惑'
initujte.)」
彼 らは 、竹 の 激 しい連打 を霊 の強 い怒 りの現 れ と見 な し、竹 の 沈黙 を霊が 恥 ず
か しが って い る様子 と考 え る。 霊 の 観点 か らす れ ば、 自分 た ちの 力不 足て 夭 切
な親 族 を守 ってや れ な か った ことが 恥ず か しい、 だ か ち殺人 霊 の ラ イ ンに今 す
ぐにで も報 復 を加 えれ ば、 胸 を張 って赤 ん 坊 の父 親 とも話 がで き る とい うわ け
で あ る。霊 は問 い か けに答 えず に、 「死 」 を意 昧 す るガ ンガ イ ックの打奏 を は
一
.一 じめ_1de`一報復 の表 明で あ る。 一.三 塾 恥
男:「 嘘っ くな。(mbasabukanine.)」
ガ ンガ イ ックが続 く。
男:「 死 の 打奏 か?(gangaiqowom?)」
竹:「 ドン 」




男:「 これ も嘘 だ ろ う?(giamanbilongyupela加?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 す ぐに報 復 して、 そ の ま ま ここ に居 座 るつ も りか?(o皿iyaiyedajafu-
teijiyodaje?)」
竹:「 トン トン 」
父:「 他 に 話は な いんだ な?ヒ の こ とだ け を言 いに来 た ん だな?(inogat
narapelastor亘moa?yupelaikamlongdispelamaktasol?)」
竹:「 トン 」
父:「 ピー ター の 娘 が溺 れ か けた だ ろ う、 その こ とにつ いて 聞 きた いんだ 。
(PitajuxolDOtllSfagwaxunesa,muxabujomnajashouninum.)」
竹:「 トン トン 」
父:「 同 じ話の こ とだ け ど、 それ で あ の子 は 無事 だ と言 うん だ な?(muxafe
hapaiyogodubasuya,dotuwadeijiyofeofshou?)」
竹:「 ドン 」
この 日の 朝(赤 ん坊 が死 ん だ 日の 翌 日)、 ゲセ イ ・クラ ンの ピー ター(ワ ヘ イ
名 は ミャ ンガ ウ イ)と い う男 の小 さな娘 が川 で溺 れ か けた が 、母 親 が す ぐに気
づ いたの で 無事 だ った 。 ウ ィソフ ィは この 出来 事 を、 デ ィヤ コカ た ちが早 速 ゲ
セイ に報 復 しよ う と してや った こ とか と考 えた の で あ る。..一 ㌃一 ¶
父:「 多 くの奴 ちが(赤 ん坊 に)目 をつ け た、 他 に はい な い んだ な?(tojoi-
yatojoimofnojoiyanda,nofatmoa?)」
竹:「 ドン 」




父:「 た く さん集 ま った ん だ な?(plantimanibunk?)」
竹:「 ドン 」
父:「 そ うか …… それ で 怒 ってあ ん た ら もや り返 そ うって わ けか … …奴 ちは た
しか に最 低 だ。(emiorait...belhatnayupelabekimtru.・.dispe_
1alainolinonguttru.)」
男:「 お れ は恐 い。 こんな の は.いや だ。(mifret.minolaikim.)」
父:「 おれ だ って恐 ろ しい さ。(mitomifrettruYa.)」
竹 はゆ っ く りと した テ ンポ で 規則 的 にパ ル ス を刻 み は じめ る。 そ れ は、 カ ヌ ー
を漕 ぐときの音(擢 が水 面 にあた る音)を 表 わ して い る。
父:「 ほ ら、漕 いで や って 来 る(音 だ)。 奴 らは(カ ヌー を)漕 い で来 た の か?
(em,01ipulikamnau.oxoyajujom?)」 一
竹:「 カ タ 」
父:「 そ して こ こまで来 たの か?(aitiojeyajo皿?)」
竹:「 カ タ 」 一
男:「 この フ ェ リックス につ いて きたの か?(muxaFelixxoitujunajom?)」
竹:「 カ タ 」
男:「 後 をつ けて きたん だな?(xoiyax。itijo皿?)」
竹:「 カ タ 」
㌃ 謡 .殺太 霊た ち1翫 カ ヌ琴 極 り一の手儀 い か ら帰 る ウ ィソ フ 一゜一家 の後 をつ けて 、 力 麦 一詫
ヌー を漕 いで メスカ まで や って きた とい うわ けで あ る0ち な み に、竹 に憑 依 す 一一
る霊 た ち もカ ヌー に乗 ってや って くる と考 え ちれ て いる。 床 下 に置 いたカ ヌ ー
の 断 片 は、 憑依 霊 を招 喚 す るため の 象徴 的 な装 置 な ので あ る。 一一
父:「 だ け どあ んた た ちは そ れ を放 って お い た。妨 害 すべ きだ っ たん だ。 ど こ




父:「 そ うい うこ とか。 で、 こ う言 うん だ な、(赤 ん坊 が)殺 られ た こ とは 仕
方 が な い、 で も(ち ゃ ん と仕 返 しす るか ら)い い じゃ ない か って。(
ya:,tojo.itiofshujom,wadetojo,ojomuyabej.)」
竹:「 ドン 」
父:「 後 で 報復 す るのか?(bihainyupelaibekim?)」
竹:「 ドン 」
、
父:「 だ か ら黙 って 見て た ん だな 、 ど うせ 人 間 ど もに仕 返 しす るん だ か ち、 や
れ る もの な らや って み うって 具合 い にな 。で、 本 当 にや り返 す んだ な?
(sakisaowontekmayomojom,wade,induwom,omojoimamwayumtojo.
baiyupelabekimtru?)」
竹 は 返答 せ ず に弱 々 しい連 打 をは じめ る。
男:「 こ いつ 、 そ ろ そろ行 くつ も りだ ぞ。(dijeyaneiyaxuja..)」
男:「 行 くの か?(neiyom?)」
竹:「 トン 」
これ を聞 いて彼 らは、竹 の ま わ りに座 って い る若者 たち に退 くよ うに言 う。 霊
の憑 依 した竹 が 床下 にお りて い く邪 魔 にな って は い けな い か ちで あ る。
父:「 こいつ 、 行 くそ。(muxaandujio.)」
だ が竹 の 動 きに変化 はな い。
父:「 何 だ 、で た らめ を言 っただ け か。(muxaambushuafabujounum.)」
男:「 よ く考 えて か ら話 して くれ よ。(oniyasketayaswabujotojo.〉」
竹:「 トン トン 」




父:「 隠れ ていたサガイク もああ して(子 供の命 を)奪 ったのか?(sagaiqu-
yaitiaibajnukejaofoja?)」
竹:「 トン」
「サガイ ク」というのは、川底や川のそばの岩に棲む と考 えちれ ている超 自然
霊 の総称である。前 日の夜、人に憑依 した霊(デ ィヤ コカとフォゴカイの弟の
霊)が 、 このサガイ クも殺人霊の一 昧だ と告げていたのだが、憑依霊の語 りが
混乱 して いたせ いもあって、人び とは納得 していなか った。 それ でこ うい う具
合いに、竹への憑依霊に対 してきちん と確認 をとろ うと したのである。前 日の
人への憑依霊が語 った ところによれば、このサガ イクは シュノグ トゥス川(ウ
ェイサス川の支流 〉の岩 に潜むシュノグマ フガグ(shunojumafujaj)とい う霊
であ る。赤 ん坊 を連れてサ ゴ椰子 と りに出か けた母親が道に迷い、近づ くこ と
を禁 じられているこの岩の上 を通 ったため、霊の怒 りをか って弱 い赤ん坊が攻
撃 された とい うわけであ る。人び とは、赤 ん坊の具合いが突然悪 くな ったのは
この攻撃 による もので、 シュノグマフガグが例の三 グループの死霊 を呼び寄せ
てカ ヌーで後をつ けさせ、死霊たちがメスカでとどめを刺 したのだ と解釈 して
いる。
男:「 それであんたたち母方の者は(赤 ん坊 を)連 れてい く道 を知 ってるのか?
〈andimuxamiyojosisaveyajatujmaofanei?)」
竹:「 トン」 一 一一 一
死者の霊 は、地中の どこか にある道 を通 って霊界 に向か うと信 じちれ ている。
ところが赤ん坊の霊な どは 自分で その道を探 し出す ことができないので、誰 か
が霊界 に導いてや る必要がある。霊界はクランごとに異な る山の中にあるとも
考 えられているため、そうした誘 い手は同 じクランの死霊、つ ま り父方親族 の
霊がふさわ しい と考 えるのが普通である。 それで、デ ィヤ コカた ち母方親族 く
ウェサヨム)の 霊が、赤ん坊のクランであ るゲセイの霊界 に通 じる道 を知 って
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い るのか と い う心 配 がで て きた わ けで あ る。
男:「 奴 らだ って理 由な く(赤 ん坊 を)殺 った ん じゃな い んだ か ら、 〈報復 な
ん か)や め に しろ。(mbaambushuofoshujom,inapolsem.)」
竹:「 トン 」




男:「 も うあ ま り怒 るな よ。(yupelainobelhattumasa?)」
竹:「 トン 」
男:「 お れ た ちの こ とも考 えて くれ るな?(tingim皿ipelatu?)」
竹:「 トン 」
男:「 お れ た ち は絶 滅 しは しな い。 大 きな 目 を した 者 た ちが 残 るん だ 。(num
mbabidiyomafunum.di皿nukabugoitum.)」
竹:「 トン 」
人 が 死ぬ と、 そ の子 供た ちが その人 の 「目(nukaj)」を受 け継 ぐと言 われ る。
「大 きな 目を した者 た ちが 残 る 」 とは 、 自分 た ち が死 ん で もお お ぜ いの 子 孫 た
ちが 残 る こ とを指 して い る0
男:f一そ の子 供 た ちの こ と も考 えてY早 ま!)たこ一となん か す るな よ。(tinim
olnaisiliklik.)」
竹:「 トン 」
男:「 それ で も まだ報復 す るつ も りか?(omiyaiyedajafuteijiyodajusa?)」
竹:「 トン 」
霊 の 態 度 は は っ き り しな い 。業 をにや した 一人 の 長 老が 長 演 説 をぶ ち は じめ る。
男:「 よ し、 あん た た ち、 ち ょっ と聞 いて くれ 。 昔 の長 老 た ち よ、 あ ん た た ち
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が バ バ トス(か つ て ワ ヘ イ が 住 ん で い た モ ン ブ ゴ ト ゥス 川 ぞ い の 村 〉で
歌 い 踊 りな が ら、(イ ニ シ エ ー シ ョ ン をす る た め に)お れ を(精 霊 堂 の
二 階 に)連 れ て 上 が っ た ん だ 。(ok,vupelaikenaasimmaus.01
bilcmanbilongbipo,anomiyaoguxaixutamemiyaBabatosma.)」
竹:「 ド ン 」
男:「(そ の と き 一 緒 に イ ニ シエ ー シ ョン を 受 け た 仲 間 は 皆 死 ん で し ま い 、 生
き 残 って い る の は 〉お れ 一 人 だ 。(miwanpela.)」
竹:「 ドン 」
男:「 お れ の 親 父 た ち が 歌 い 踊 っ た 。(anajoaitajomiyaoguxamejomuya.)」
竹:「 ドン 」
男:「(今 こ こ に い る ウ ィ ソ フ ィな ど)こ い つ ちは 、 お れ に と っ て は 乳 飲 み 子
の よ うな も ん だ 。 〈andumanajoxobogainum.)」
竹:「 ドン 」 一
男:「 あ りが と う よ。 よ し、 そ れ で グル ー プ で 、 ク ラ ン の 間 で お れ た ち が 話 を
つ け た な ら 、(あ ん な た ち の)子 供 に あ た る お れ た ち や 今 こ こ に い る(
お れ の)子 供 た ち の 世 代 も、 いず れ い い 状 態 にな る の か?あ ん た 自 身
に 聞 きた い ん だ 。 い い か 、 メ タ コ グ ム と ヌ コ グ ム 、 大 きな くま と ま り と
して の)ヌ コ グ ム 。 メ タ コ グ ム と ヌ コ グ ム と い う名 前 。 で 、 メ タ コ グ ム





竹:「 ト ン 」
男:「 お れ た ち が も し大 き な 場 を も うけ て 、 み ん な が 集 ま っ て 、 あ の 父 親 た ち
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が 昔 々 に しで か した こ とや 、 あ る い は 兄 貴 た ちが した こ とや 祖 父 た ち が












男:「 金 もつ け て だ 。(moniwantaim.)」
竹:「 トン 」
男:「 そ うす れ ば 、 子 供 た ち の 世 代 に 何 も(悪 い こ とが)起 こ ち な くな る ん だ
な?(dotukamapaiyojosigombakamapufusaofomma?)」
竹:「 ト ン トン 」
、.一 一男:.fよ し、 で 、あ ん た 塗 ち は 、.自分 ち が 昔 に しで か した い ろ ん な 孟 とが 原 因;一
で 、 こ うや っ て 殺 し 合 い を して る ん だ 。(orait,naomojokainkain
apsiniyojosblpOomegaojotamumbujof(raj,dotukilimiyofum.)」
竹:「 ト ン 」
男:「 そ して お れ た ち 子 供 た ち の 世 代 に も 、 そ の 一 部 が ふ りか か っ て きて い る 。
(igomuxafeyonunumuyayaxakatemuxa.h翌aiyojos.)」
竹:「 ト ン 」
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男:「 ど う して は っ き り と答 えな い ん だ?(mbayogobugoitenainteyom?)」
竹:「 トン 」
男:「 こ の ま ま の 状 態 が 続 く と言 うの か?(iti。shuwom,itifajiyokaisa?)」
竹:「 トン トン 」
男:「 ヌ コ グ ム が 立 ち上 が っ て メ タ コ グ ム の(食 事 を お い た)台 に つ き 、 メ タ
コ グ ム も 立 ち 上 が っ て ヌ コ グ ム の と こ ろ に 座 る。 そ して ヌ コ グ ム と メ タ
コ グ ム た ち が 昔 々 に や っ た い ろ ん な 毒 の 話(邪 術 に よ る殺 害 を指 す)や
内 輪 もめ で 死 ん だ 者 た ち の 話 を 、 お れ た ち が 癬 決 した な らば 、 事 態 は よ






竹:「 トン ト ン 」
男:「 ど う して は っ き りた た か な い ん だ?力 が な い の か?{mbayogohugo-
iteowom?mbanambiyasuyom?)」
竹:「 ト ン トン 」
ミ.ご ・男 二:窩F本彗 の こ:ど編 一して る一の か?蓮xo餌namafeyom?)」 毒_
竹:「 ト ン 」
男:「 お れ た ち 本 来 の 土 地(こ こ で は グ ワル ガ イ シ を 指 す と言 う)で 、 で っ か
い 集 ま り を 開 くそ 。(mbakajanewokaiyojosiyedajasnumnumojo鍾
,raunaiyojosma.)」
竹:「 ドン 」




男:「 あ ん たた ちが おれ た ち のため に この 話 を ま とめ る とい うこ とだ。(sa-
kisaoshunum,muxabujofgajfastreti皿iyomnumeya.〉」
竹:「 ドン 」
男:「 それ で決 着 がつ くん だ。.(dotuijiyomajinadajusko.)」
竹:「 トン 」
男:「 こん な こ と も二度 と起 こ らな いよ うにな る。(ig。kotombakamapda-
jasusaindahapaiyojos.〉」
竹:「 トン 」
男:「 で 、 万事 解 決 だ 。(dotufakilimofeta.)」
竹:「 トン 」
長老 が言 いた か ったの は、 今 回の関 係 ク ラン、す なわ ち、 赤 ん坊 の側 のゲ セ イ、
ウ ェサ ヨ ム と、殺 人 霊 の側 の オグ フ ァイ ヨ、 ゲセ イ、 カ ピン デ イ、 バ ギセ イの
間の 調停 の勧め で あ る。赤 ん坊 の死 は直接 には これ ら五 クラ ンの 間 の複 雑 に入
り組 ん だ怨 恨 関 係 に よ って 引 き起 こされ た もので あ るが、 そ の怨 恨 関 係 を さか
のぼ って い けば 、 結局 は ワヘ イのす べ て の クラ ンが かか わ る よ うな大 規模 な 恨
み の ネ ッ トワー ク にた ど りつ く。 誰 か に恨 み をもつ 人間 は 、 同時 に他 の誰 か か
一 .,.ら も恨 み を抱 か れ て い るの で あ る。一一彼 疑 ヌ コグ ム と乂 夊 コグ ム の話 を引 き合 い 一:一.一二
に出 した の は 、 そ う した 恨 み の ネ ッ トワー クの背 景 に、 半 族 の 間の 根 深 い対 立
も遠 因 と して絡 ん で いるた め だ と言 う。長 老 の こ とば には 、 この終 わ りの な い
恨 み と報 復 の循 環 を、今 回の 出来 事 をき っか け と して 、 き ちん と清 算 して しま
お うとい う意 図 も含 まれ て い る。だ が人 間が 社会 に生 きる限 り、 それ が と うて
い実 現不 可 能 な呼 び か けで あ るこ とは 自明で もあ る0竹 は連 打 をは じめ 、や が
てす っと床 下 にす べ り落 ちて しま う。 男 た ちはす ぐにそ の竹 を川辺 まで 運 び 、
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幾 片 もに切 り刻 ん で 川 に投 げ捨 て る。 床下 に 集 ま った死 霊 た ちは 、 この と き四
散 して霊 界 に帰 って い く と言 われ る。
男:「 これ だ けだ 。 あ いつ らはお れ の話 を聞 いて 頭 に きた ん だ。(emtasol.
01iKarimdispelatoktoknabikhet.〉」
男:「 あ いつ らだ って昔 か らの因 縁 話は好 き じゃな いの さ。(olinolaik
pasinbilongbivo.)」,
男:「 急 いで(た い まつ を)と ら て 火 をつ け ろ。(bejwayomaitutei.)」
男:「 これ だ けだ 。 も うな いそ。(emtasol.nogatmoa.)」








前章で考察 した泣 き、泣 きことば、泣 き歌、そ して憑依霊 との対話の全過程
の根底に横たわ っていて、 それ らの表出 と受容 を支えているのが、 さまざまな
霊的存在 につ いてのワヘイの知覚、認識、分類の仕方 といったいわば民族霊類
学的知識である。特 に泣き歌 と憑依霊 との対話 において は、すで に随所で その
断片 を記述 して きたが、ここではそれ らをよ り広い霊の認知 ・分類体系の 中に
位置づけることによって、死、霊、 自然、他界、人、音 といった諸相 に通底す
る、哀 しみ、怖れ、恨み、移 ろい に関す るワヘ イの観念体系 をさ ぐる糸口 とし
たい。
霊的存在のことをワヘイは 「ヤボスガス(yabosgas)」と総称す る。あちゅ
る霊は潜在的に邪悪な性質 を備えてお り、生 きてい る人間に対 して不断に危害
を加 えうる存在 であると して、 「悪霊(swoniyabosgas)」もしくは単に 「悪
い奴(swonuj/swonus)」と呼ぶ こともある。 また、活動状態 にない霊、すなわ
ち人間に対 して接触や攻撃 を企てていない霊 は特 に 「ケヤ ギ ・ヤ ボスガス(
keyajiyabosgas)」と呼ばれ るが、 これ も悪霊であることに変わ りはな い。
ヤ ボスガスはまず、 「死霊(nuxuiyabosgas>」、 「邪術霊(sokwiyabos-
gas)」、 「超 自然霊(総 称な し〉」の三種 に分類され る。
死霊は人間の死者の霊で あ り、死 んだ祖先たちの霊で もある。その意味で、
「人の霊(imayabosgas)」とか 「死者の霊(nuxuikujujo/nuxuikusuj。ya-
.bQs幽3>」_あ,る赫 ばf祖 先の霊'一一(nukei=juxafnukeisuxoyabosgas)」とも呼 _.
ばれ る。死霊たちは固有の霊界に棲み、 ときお り人間界に現れては人間の生活
をのぞき見 した り、人や竹 に憑依 して人聞 と直接 に対話 した りす る。人間か ち
の問いか けに応 じた り相互 コ ミュニ ケーシ ョンが可能なのは、 この死霊だけで
ある。また死霊は超 自然霊 との連続性 ももってお り、超 自然霊に支配 されて人
を殺 した り、超 自然霊と一体化 して その棲み処に同居 した りもす る.
邪術霊は、特定の呪文 を知 っている人間によって出現 させ ちれ、 コウモ リや
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ムカデに化身 して人間を襲 うと考 えられてい る霊である。男性の邪術によ って
生 じた霊 はソク ィグ(sokwij)、女性の邪術 による霊はソク ィス(sokwis)と
呼ばれて 区別され る。基本的 にはある大木 に棲む超 自然霊の一種で あるとも説
明され るが、人間の意志によってコン トロール され るとい う点で、他 の超 自然
霊 とはは っき り別の種類 に分 けられ る。人間 と超 自然霊 とのいわば中間に位置
し、人間のエー ジェントとして働 く独特な存在であ る。
超 自然霊は、 その棲み処に よって大きく六種類に分類 され、それぞれが異な
る名前や性質を もっている。 その全体を くくる呼称はな い。霊の棲み処 とは、
川や湖の底やほ とりにある岩、川のそばの木や草、 山の岩穴や大木、池や沼地
の申、川ぞいの大木、川 の入 り江、な どであるが、 こうした 自然 自体 に霊的性
質 が賦与 されて、 自然がいわば霊格化 された ものが超 自然霊であ る1)0どこに
棲む霊 に関 して も、男性 と女性の区別は明確 に認識 されてお り、霊は 自在 に人
間の姿 に化身 して人間 と同 じように振舞 うことがで きるとも考 えられ ている。
超 自然霊 をもこ うして人格化 して とらえるや り方 には、 自然 と霊 と人間の関係
についてワヘイが感 じている本質的な連続性 を認め るこ とがで きる。
霊 についてのワヘイの基本 的分類 をまとめれば次のよ うにな る。
霊y乱bOSgaS=悪 霊SWOfilyabnsgas=‐一 悪 い 男swonuj
L悪 い女,wonus
死 霊nuxuiyabosgas=人の 霊imayabosgas
男 性 死 者 の 霊nuxuikujujoyabosgas
「=男 性 祖 先 の 霊nukeijuxoyabosgas女 性 死 者 の 霊nuxuikusujoyabosgas
e女 性 祖 先 の 霊nukeisuxoyabosgas
:1
「1∵ 躑 螺::kwikwi二
川や 湖 の岩 や 川 ぞ いの木 、 草 、竹 に棲 む霊sagaim
サ ガイ クsagaiq(♂)Cサ ガイ シsagaisi(♀)
山の岩 穴 に棲 む霊wingufum
ウ ィン グ フグwingufuj(♂>Cウ ィン グ フ スwingufus(♀)
川 ぞ い の 大 木 に 棲 む 霊unguf。tum
ウ ン グ フ ォ ト ゥスungufotus(♀〉 一・一
山 の 大 木 に棲 む 霊shuwobanijatum払
シ ュ ウ ォバ ニ ガ ト ゥグshuwobanijatuj(♂〉
池 や 沼 地 に棲 む 霊mayamotvm一
マ ヤ モ ト ゥグmaya皿otuj(♂)・[マヤ モ ト ゥスmayamotus(♀)
川 の 入 り江 に棲 む 霊songum.
_[蠶:::綴1;
寒
(1)この語が もつ西欧科学的な コノテーシ ョン、つ ま り文化に対する 自然 とい う
見方や、科学の対象 としての 自然対宗教的領域 としての超 自然 といった対比 を
排除するためには、 「超越(的)霊 」とい う呼称の方が適切であるか もしれ な
い(cf.コムス トック1976:47-48)。だが、実体的に も機能的 にも、超 自然
霊だけが人間に対 して超越的な力 をもっわけではないのであるか ち、 ここでは
ワヘイの分類による霊の三態 をよ り明確に区別す るため に も、 「超 自然霊 」と
い う呼称 をとるこ とにしたい。
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これ ら霊の性格は、人び とが遭遇 した り感知 した体験や神話的エ ピソー ドに
もとついて説明 され ることが多い。以下では随時そ うした体験談やエ ピソー ド
を引用 しなが ら、ワヘイの霊認識のあ り方 を探 ってみるこ とにしたい。
1.死霊
ワヘイは、生 きて いる人間 を 「身体(tabogas)」と 「生命(yogoq)」と 「
息 くgofshugaj)」か らなる存在 と捉 えている。生命 は、人間だ けで なく動植物
や霊的存在 も所有 してお り、 そうした 「生命 をもつ存在 」あるいは 「生きてい
る存在 」は 「カ イシ ・ヨゴ ック(kaisiYogoq)」と総称 され る。そのなかで、
「人の生命 」は特に 「イマ ・ヨゴック(i皿ay。goの」と呼ばれ、 「喉(yogoq)
」に宿 ると考えられてい る。喉 を通 して呼吸す ること(gofshu)が、人が生 き
ていることの明 白な徴なのであ り、息 と生命 とはほ とん ど同一視 され てい る。
これ に対 し身体 は、生命 と息 を内部 にもつ単なる容器 と見な されてお り、 そこ
か ら生命 と息の失われた ものが、 「死 体(tabogas)」とい う物質で ある。
人間の死 は呼吸の停止 によって判定され る。死 の瞬間、息は 口を通 って身体
の外に出て、新たな生命体(yabosgayogoq)とな って浮遊す る。それが死霊で
ある。死 体が死者の家におかれてい るあいだ、死 雪はまだその家のなかに とど
まっている。家の まわ りで大班 と藻発する泣 」きや 泣き ことばは、 この 死霊に直 。
接向けられたメ ッセージである。や がて あた ワが 暗 くな ると、死体は大 きな家
に運 ばれて泣き歌がは じめ られるが、死霊 もこの ときよ うや く外 に出て、村の
中をさまよ うようになる。死 霊が活動す るのは暗闇の中に限 られてい るか らだ
と言われ る。だから泣き歌が行われている とき、人び とと共にあるのは単 なる
もの としての死体で あ り、人び とは平気 で棺の上 に腰かけた りす る。 また死 霊
の方 も、薄 暗が りの中でだ け現れ て、人や竹 に憑依 して人間たち と対話す るこ
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とができる。
死霊の現れは、ふつ う音 によって感知 され る。人 に憑依 した霊が立てる大 き
な足音や、竹への憑依霊に よる打奏 音な どは、その典型である。だが、死霊の
現れが感 じられ るのは憑依 した ときだけ とは限 らない し、死霊が発す る音 も人
や竹 を仲立 ちに した ものばか りではない。1986年9月、赤 ん坊の死の十 日後に ミ
ャオとい う老人が死んだ 日のことだ った。皆が ドクターボーイの家 に集まって
泣 き歌 をうたっていた真夜 中、シンビとウ ィソフ ィの二人は、 うたい疲れ たの
で家 に戻 ろ うと川べ りの道 を歩いて いた。ち ょうどシンビの家の近 くまできた
時、 ミャオの家の方か ち突然強い風が 「ブフフフ…… 」と音 を立てて吹いて き
て、 まわ りの草花 を激 しくゆ らし、葉ずれの音を立てた。 ウ ィソフ ィが大 きな
叫び声 を上げる と、・今度ははっき りヒクイ ドリのな き声 とわかる 「ン、 ン、 ン、
ン…… 」とい う低い音が、 ヒクイ ドリが地面 を走 る 「プフ、プフ、プフ…鑑 」
という音 と共に近づいて きて、川べ りで消 えた。二人には、 それ らが ミャオの
霊の現れだ とす ぐにわか った。おび えきった二人は大声 を上げなが ら、皆難歌
って いる家 に走 りこんで きてわけを話 した。 ミャオの霊がある男に憑依 し瓦の
は、 それ か ち約二時間後の ことだ った。
風(wifojgaj)はよく、霊の息の強い現れ として説明 され る。死霊は人 間の
息が転化 した存在であ り、息は、生命 と同 じ語で呼ばれ る 「低い音(yogoq>」
と して聴覚的 に感知され るr暗 闇の隼 で風 の低 い養 が響 く上 豊∴人び とは霊 の 一一 一一
息 をrと り{恐 怖心 をあ らわ紀す る0ま た、風が巻き起 こす葉ずれの音 も、
霊の現れ を指 し示す特徴的な音である。さらに、シンビたちが聞 いた ヒクイ ド
リのなき声 と地面 を走 る音は、 目には見 えないが死霊がヒクイ ドリに化身 して
立てた音 であると解釈されている。 ヒクイ ドリの獰猛な性質は広 く恐れ ちれて
お り、怒 りや恨みに満ちた死霊はヒクイ ドリに化身 して人間 を襲 うことが ある
と信 じられ ている。
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霊 の息 はその生命であ り、その存在を象徴す るものと言 える。死霊が誰か人
間の体や竹 に憑依す ることにつ いて、人び とは 「霊が息 を吹 きかけた(swonuj
omiyaogofshuj)」、つ ま り、死霊が息 として人や竹の 中に入 り込んだのだ と
表現する。 それ は、死霊の生命あ る実体 がた しかに人闇の間近にや ってきたこ
とを意味 してい るのである。
徹夜の泣 き歌 と憑依霊 による託宣が終 ると、死体は棺 に入れて埋葬 され る。
その際、棺の頭の部分には小 さな穴があけられ、 そこに節 を くり抜いた細 い竹
が差 し込 まれる。竹の一端 は死体の額 にあて られ、 もう一端 が地面か ら少 し上
に出るよ うにす る。埋葬後3～4日してか ら、死者 と同 じクランの者が毎朝墓地
に出向き、 この竹筒 に鼻 を近づけて臭いをか ぎ、死体が腐 ったか どうかを確 か
め る。熱帯雨林気候 と豊富な地中バ クテ リアのせ いで、 ものの腐敗は実に早 く
進む。死 肉が分解 されは じめたこ とが臭 いによって判断され ると、彼 らは喪明
けの日を決めて公表す る。通 常は、死後一週間か ら十 日目に設定 され る。 この
間、死霊 は まだ村 の中にとどまっていると言 う。
喪申の間、村の申で大 きな音を立てることは禁 じられてい る。家 を建てた り、
カヌー を作 った り、歌を うた った り、大声で討論 した り騒 ぎ立てた りす るこ と
は、すべて禁 忌である。また、この期間申、死者の家族や近い親族は水浴す る
ことも許 されない。死老が 出た 日に着て いた衣服 をそのまま着つづ け、特 に女
性は顔 と手足に灰や 白土 を塗 りた くったま まに してお く2}。汚れた衣服や 灰、.二
白土は、いずれ も悲 哀を視覚的 に表象す るものである0
喪明けの前 日の夜にな ると、村人たちが全員集 まって、徹夜で大騒ぎす る.
この とき歌われ るのは、ピジン語の歌で ある〈singelwo(=singlewar)〉か
〈dabolwo(=doublewar)〉と決 まって いる。 いずれ もニ ューギニア海岸部
(2)死者が男性既婚者 の場合、 その妻だ けは特別 にセンネンボクの葉で作 った腰
みの 〈munushuwis>を身につ ける。
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では広く伝播 している歌で、 ワヘイには、1950年代 にマダンのコブ ラ ・プ ラン
テー ションに出稼 ぎに行 った者たちによって もた ちされ たものであ る。 それ以
前はサガ イシ(sagaisi)と呼ばれ る竹笛演奏が行われて いた と言われ る。ワヘ
イの祭儀 においては、歌や演奏だけがただ行われ るとい うことはな く、主催者
側か らの食事の提供をともな うのが通例で ある。この喪 明けのイベ ン トの場合
も例外で はない。死者の家族 とクランの側 か ら、死者の特定の血族(姉 妹 の子
供 および父の姉妹の子供)と 姻族(娘 の夫、兄弟 の娘の夫、姉妹の夫、妻の兄
弟姉妹、父の姉妹の夫、妻の兄弟の子供)に 対 して、野豚、魚缶、米 を中心 と
す る食事が振舞 われ、親族 の側は逆に、食事量に見合 った現金を主催者側 にお
返 しす る。
徹夜の歌が終 ると、死者の家族や親族はす ぐに水浴 をして、灰や土 を洗齢落
とし、きれ いな衣服に着替 える3,。これで喪 は明け、音のタブー も解除さ裁て
通常の生活 に戻 る。死霊は、夜の あいだの喧噪の うちに村を離れ、 自分の クラ
ンのふ るさとである山の霊界 に向か うと言 われ る。
ワヘイの霊界認識は、人び との間 に広 く伝 わる一つの説話 を通 して形成 され
ている。それは、かつて霊界に迷 いこんでふ たたび人間界に戻 ってきた老女 の
体験談か らなる。 ワヘイが まだボブグ トスに住んでいた遠い昔の出来事で あ る、.
老女はバイシュメイに属 していた、両親 もバギセイの夫 もすでに亡 く、ただ
.、.唖 人残った息子 と二人で紐 蕉と暮 ち しで遺たa一体は衰え、サゴヤ シと りは もう.一:
無理だったが、まだ魚 と りに行 くぐらいはで ぎた。一ある日の午後、彼女は、ボ ー一 …
ブグ トスの東側 にあるバイシ ョゴダニ山の裏手の池 に手網 をもって出かけた、
岸 にしば っておいた小 さなカヌーに乗 り、岸 ぞいの水面 を手網です くっては小
(3)死者の妻 はこの とき泥 を洗い落 とす だけで、 センネンボクの腰みのは、補修
を しなが らそのまま1～3カ月間着続ける。 そのあ と今度はサ ゴの若い葉で作 っ
た腰みの(ojashuwis)に着替え、数週間 してそれがやぶれ るとスカー トには
きか える。 それで彼女の喪は ようや く明ける。
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魚 をつか まえた。やがて あた りが薄暗 くな ってきたので老女は岸 に上が り、 と
った魚を編み袋 にいれて山道 を歩 きは じめた。だが家までの道の りは、老女 に
は長すぎた0途 中休み休み歩 くうちに、山の 中は真 っ暗にな り、老女はす っか
り道 に迷 って しまった。途方 にくれて木 の根元に座 りこんだ彼女は、疲れか ら
うとうと眠 りこんだ0ど れ ほ ど眠っただろ うか、 まだ暗い中、キ ジバ ンケン(
kushuq:Centropusphasianinus)のな き声で 目を覚 ました彼女は、 その声 を頼
りにまた歩 きは じめた。そ して鳥に導かれ るように して、彼女は死霊たちの通
る道に足 を踏みいれた。道は山の地中の霊界 につながっていた。
「霊の村(yabosgasuxoomtogoq>」には高床式の家がた くさん並んで いた。
死霊たちの家だ った0サ ゴヤ シの葉 をふ いた屋根、サ ゴの葉柄の壁、硬い椰 子
の表皮を並べた床 な ど、すべて人 間の家 と同 じ作 りだ った。老女 もは じめ は ど
こか知 らない人間たちの村に迷い こんだのだ と思 った。 まだ薄暗い中をうろ う
ろ歩 き回 っていると、一軒 の家の中かち男の声が した。 「誰 だ?」 おび える
老女の前 に、 もうず いぶん前に死んだ長 男が姿を現 した。 「母さんなのか い?
母 さんも死んで しまったのかい?」 驚 いた老女は泣きなが らわけを話 した。
息子は母親 を家の中に招 き入れ、そこが死霊たちの棲む 「地 中の村 〈boboja
o匝しogoの」であることを説 明 しは じめた。'「母 さんは人間なんだか ら、 まだ こ
こに来ち ゃいけないんだ。それ にここはおれたちバギセ イの村だ。母さんの い
く村 は肘のところにあるんだ。 も うす ぐ明 るくな るか ら、 また夜 にな った ら送
って行 ってやろう。 」 息子の姿は、死んだ ときと外観上は まった く同 じに見
えた。だが その身体は、彼の霊が霊界で得た新たな身体(tabogas>であ り、傷
や欠陥はな く、老化 もしないとい うもので あった。
家の中には、キ ジバ ンケンの羽衣(tujaj:原義は 「皮 」)が たくさん 吊され
ていた。それは、死霊たちが人間界にさまよい出て行 くときに身 につける もの
だ った。鳥に化身 した死霊は、夜になると霊界と人周界の境界 にある大 きな穴
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か ら外界 に飛び 出 していき、暗い うちにまた霊界に戻 って くる。老女が山でな
き声 を聞いたキジバ ンケンは、そ うや って霊界 に帰る途中の一羽だ った。 この
「(霊界への)道 の 口(yajatufauis)」は、昼間は閉ざされていて決 して人
間に見つか ることはない。死霊たちが活動す るのは闇の中に限 られ、穴 も暗 く
なるとひ とりでに開 くのだ'と言 う。
霊界に も豚、ヒクイ ドリ、カスカ ス、ワラビー、野ネズ ミな ど、人間界 にい
る動物がすべて同 じ外観 を して存在 していた。 それ らは皆、人間に殺 されて食
べ られて しまった動物たちの死霊だった。彼 らも夜になる と食べ物 をさが しに
人 聞界に出て行 く。時お り人間に見つか ることもあるが、決 して捕 らえちれ る
ことはない。人 間が夜中に林で姿 を認め、弓矢 を放ち、た しかに手 ごたえが あ
った と思って も逃げ られ ることがあ るのは、実在す る動物ではな く、動物の死
霊なのである。 盞
やがて霊界にふたたび夜が訪れた。息子はキジバンケンの羽衣 を身 にま とい、
母親 を連れて 「道あ 口」までや って きた。 「母 さん、夜明け前のまだ暗いあ ち
にキジバ ンケンの 『ク ィー ン、ク ィーンdと い うなき声 を耳 にす ることがあれ
ば、おれたち死 霊が霊界 に戻 って行って るんだって思 って くれ。おれたちは鳥
の姿で人間たちの様子を見守 ってい るんだ。 もし誰かが悪 いことをすれば、 そ
いつ を殺す ことだってできる。 あんたたちが平穏 に暮 ち していれ ば、おれた ち
は ミミズや小魚 を葱 っ契ミー ,また霊界に戻ってヌ るだけなんだ。1ヨ そ う言 うと ご 一一乱
一 息子 は飛び立 ちくそのなき声 を追 って、老女は無事に自分の村に帰 りつ くこと 一
ができた。 こ うして、死後の世界や死霊たちにつ いての知識が人間界 にもた ら
された。
今 日では、霊界の在処につ いて誰に尋ねて も、クランごとには っき りと違 う
山の名が挙げ られ る。それ は次に示すよ うに、各 クランの始祖たちに縁の ある
モ ンブゴ トゥス川やウェイサス川の近 くの山 々である(地 図4参 照)0
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地図4霊 界の位置
(1)ヌングワセ:ボ ブグ トスのす ぐ東側にあるバ ガナ トス(Ba,oanatos)山。
(2)フォゴセイ:ボ ブグ トスの少 し下流にある、三人の始祖がオデイフォか らも
らい受けたババ トス(Babatos)山。
〈3)オグファイヨ:オ グファス川 の源流があ り、始祖た ちが長 く暮 らした と言 わ
れ るオ トスグ(Otosuj>山。
(4)バギセイ:ボ ブグ トスの東にある、祖先た ちが長 く暮 らしたバイシ ョゴダニ
(Baishojodaniq)山。
(5)バイシxメ イ:始 祖たちが発生 あるいは通過 した、 モンブゴ トゥス川の源の
あるヤンブゲファス(Yamhujefas)山。
(6)ハイシ ョミル:始 祖が生 まれた、ウェイサス川上流 の北にあるベイナ トゥウ
ォリス(Beinatuworis)山。
(7)ヨミセイ:始 祖たちが長 く暮 らした とい う、 ウェイサ ス川の上流にあるウ ィ
デ ィオホ(慣diOXO)山。
(8)ゲセイ:始 祖がやって きて定住 した、ウェイサス川 とコロサメ リ川の間セ あ
るオ ゴトゥウォリ 〈Ogotuwori)山0
(9)カビンデイ:始 祖発生の地 ドビグモファス のそば にあ るウボグガグ(Uba-
jujaj)山。
(10)ウェサ ヨム:始 祖伝来 の地であるウバ ダニ 〈Ubadaniq)山。
死 霊たちは蒹一と うむ た由潔の地下で暮 らしで いる と考 え られてお一り一、r地 中 一ガ
の者たち(bobojasojofum)」とも呼ば九る。養子に出た者の死霊は、実父の ク 一ー
ランの山に戻 る。 「クランの根(imasangimuna:s)」の生 えて いる山、す な
わち生来 のクランの山こそが、始 ま りの地であると同時に、最終的 に帰着す る
場所で もある。
説話によれば、死霊は夜中に、羽 衣をまとってキジバ ンケンに化身 して人間
界を訪れ る。現実の村の生活では、 この鳥のなき声は朝 と夕方に耳 にすること
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が多 い。 「ク ィー ン、 ク ィーン」 「クー、 クー 」 「ボー、ボー 」 「トゥル ルル
ル 」とい ったいろいろなな き方 をす るが、いずれ も低 く太い声で下行す る点 に
特徴があ る。だが、 まだ明 るいときに聞かれ るな き声は、死霊ではな く本物の
鳥の声だ と受けとめ られ る。それが時お り深夜や夜明け前 に、ガマグチヨタカ
やツカツ ク リに交 じって聞 こえて くるとき、彼 ちは死霊の到来を感 じとるのだ
と言 う。
しか し、死霊が化身す ると考え られているのはキ ジバ ンケンだ けではな い。
先 に示 した シンビたちの体験の ように、 ヒクイ ドリもよく死霊 と同一視され る
鳥の二つ で、他に も、オウギバ ト(duwis:Gouravictoria)、パプアシワコブ
サ イチ ョウ(bajiq:Rhytic_er_os_plicatus)、ゴクラクバ ト(obej:Otidi-
phapsnobilis)、ナキカラス フウチ ョウ(kouq:Phonygammuskeraudrenii)
な どが よ く挙げ られ る。キジバンケンはむ しろ霊界 と人間界 とを媒介す る、死
霊の転移の象徴 として捉 えるべきで、 自在な化身や移動、出没 といった霊 の一
般的性質 は、死霊 にも当然あてはまる。ただ、そ うした鳥た ちへの化身の様態
に、いくっ かの共通性がみ られ るこ とは重要である。た とえばいずれの鳥 も、
そのなき声 が他の多 くの鳥た ちと比べ並みはずれ て低い音域 にあ り、人間の荒
い息づかいや咳払 いの音、 あるいは震 え声や うな り声に似 ている点である。霊
の現れは、聴覚的にはあくまで も 「低い呼吸音」として知覚 され る。 また どの
,鳥も、ふ だんはほ乏ん ど姿 を見せな い夜 に現れた ときにだけ、.死霊 との強 い関
連が指摘 され る。男たち之夜中に話 をして いるとき、彼 らがふ と黙 りこんで し
ま うことが何度 かあったが、 それ は彼 ちが、普通な らば聞 こえるはずのな い鳥
のな き声 を敏感に感 じとって、暗闇に現れ た霊の出現におび えていたか らであ
る。 さちに これ ちの鳥の羽毛が、黒色、濃紫色、焦茶色 といった濃色であ るこ
とも重要 である.霊 はよく 「影(xojofas)」のように現れ るとも言われ、誰か
が薄暗が りの中で木 立のあいだに見 えか くれす る影(の よ うな何か)を 目撃 し
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て、霊が 出たと叫び声 をあげ るこ とは よくあることである。 「霊の影(yabos-
gaxojofas)」は、人間や物体の影 とはちが って、平面上への何かの投影では
な く、基点 ももたない。それはフ ッと現れ、ゆるやかに動 いてはす ぐに消 える。
こ うした鳥たちの外観は、視覚的にそうした影 との連想 を、 したがって霊 のイ
メージを引 き起 こしやすいものなのである。
また、人間 と死霊 との接触が意 図的であった り、 より直接的であるような場
合、死霊は ことさち人格化され、人間 との連続性が強調 され る傾向にある。竹
に死霊の憑依を誘 う際、床下 にカヌーの断片 をおき、それ に乗って死霊がや っ
て来やす いようにと配慮 した り、殺人霊がカヌーに乗って人問のあ とをつ けて
きて襲 うといった考 え方 をす ることなどがそれにあたる。 こ うしたカヌーは 「
霊の乗 り物(yabosgasuxoaisojofim}」と呼ばれ、明 らかに霊の移動や輻 移の
ための道具 と見なされてい る。 それ は、キジバンケンの姿でひとまず霊界 滯 ら
飛び出 した死霊 が、人間の間近 までや って来てζ憑依した り人間 を殺傷 した り
す るのにふ さわ しい乗 り物なのであ る。 橡
死霊は、人間の喉であ り生命であるヨゴックが転化 した存在で、ひ とりの人
間のヨゴ ックの本質は生前 も死後 も変わ ちない。ヨゴックとい う概念は、 しば
しば 「考 え」や 「思考 」と同義 にも用いらお、死霊は生前 と同 じ考 え方 を保持
しているとも考 えられている。だか らワヘイにとって、生者 と死者 とは本来 的
二.一.に 連続 しているの癰 桜 繭 者を単純に区分す るζ とはで きな いP一生者 も死 者 ニコ壷
も、 同 じような理由で人 に恨みをいだ鉄 報復 を企て る。 だがくその報復 を現 一
実の もの と しうるのは、実質的には霊だ けである。生者が殺人を犯 した場合、
その彼ない し彼女は一時的 に 「霊 になって しまった(bejsakisaotojoja/o-
tojosayabosgas)」と言われ るが、人 を殺す ことができるほ どの 「力(ya-
bosgas)」は霊だけが備えて いるのであ り、ワヘイの用語法 と意昧論か らす れ
ば、霊 と力 とは まったく同義語なのである4)。しか もこの力、霊の生命は不死
一191一
不滅であ り、人間は絶 えず その力の脅威におびやかされ るほかない。だが、老
女の説話の最後 にみ ちれた ような倫理的な規制が現実 には何 ら効力 をもっては
いないことは、前章で考察 した憑依霊 とのや りとりに も端的に現れている。人
の悪行、恨みの継承、報復、死、新たな恨みの発生、ふたたび報復、 そして ま
た死 といったサ イクルは、生者 と死霊のあいだで永遠に循環 しつづ けるのであ
る。
2.邪術霊
邪術霊 ソク ィス(sokwiβ:sokwiyabosgasの縮約形)は 人為的に生起させ ら
れて、め ざす相手の ところに送 り込 まれ、 その者 を殺 した り病気 に した りす る
超 自然霊 の一種である。ソク ィム(sokwim:多数形)と も総称 され る。 ソク ィ
スを生起 させ る人間の方 を指す呼称 は特にな く、強 いて呼ぶ な らば 「霊 を使 う
者(yabosgastexoinjunafum)」とい う表現 が使われ る。彼ない し彼女は、 自
らが 「霊 にな る」代 りに 「霊 を使 って 」報復 を遂げ るのであ る。この邪術は、
ワヘイの10のクランがまだボブグ トスに集結する前 に、オゴ トゥウォ リ山に住
むゲセイのひと りの男が創始 した ものだ と伝 えられている,。
彼は別 のゲセイの男の妻 と姦通 を くり返 していた。その うちに女は夫 と分か
れ て彼 と聴緒 にな りたいと言 いは じめ蔦 夫 は激怒 しで、石斧で妻の頭 をたた ・ 一
き割 って殺 した。男は女の夫 に対 して復讐 を誓い、西隣のオ シヨゴテイス(0-一 一
siyojoteis)山の奥 に入 りこんだ。 そこにはスゴイス(SllJOIS)の木がた くさ
ん生 えて いた。男は、その木の実(SUJOIyukwaj)を一つ とり、深 い悲 しみ と
強 い怒 りのことばを木の実 に唱 えか けてか ら、それ をそばの地面 に埋めた。 こ
(4)いわば精神的な力がヤボスガスであ るのに対 し、肉体 的な力はゴ ドゥック(
goduq)と呼ばれ る。
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とばは、木の実 に宿 る霊に向けられた もので、女 を殺 した男 を呪 って報復 を祈
願す るものだった。
やがて夜にな ると、地中の木の実か らソク ィスが現れ た。 ソク ィスは小型の
コウモ リ(owas)の姿 を していた。 コウモ リは一 目散にめ ざす男の家に飛んで
いき、中に飛び こんで男の腹 を鋭い歯で噛み ちぎった。男は死んだ。 コウモ リ
はす ぐさまオシヨゴテイス山に飛び帰 り、 スゴイスの木 の枝 に足でぶ らさが る
と木の葉(SUjOItuwas)に化身 した。男の復 讐はこうして達成 された。
男が木 の実に唱えかけた ことばは、スゴイの呪文(3UJOlwindiogom)として
男の息子たち、さ ちに孫息子たちへ と伝え られた。彼 らは、殺 した いほ ど憎む
相手が出て くるとオシヨゴテイス山に出向 き、 スゴイスの木 の実に呪文を唱 え
て、 ソク ィスを殺人のエー ジェン トとして派遣 した。 そのためオゴ トゥウ ォリ
山のゲセイたちの村では、何人 もの不審な死 を遂げ るものが出たが、村入}には
どうす ることもで きなか った。やがてゲセイ もボブグ トスに移住す るよケにな
り、この邪術はワヘ イのあいだで秘密裡 に伝 えられ ることとなった。 診
ソク ィスは現在 もスゴイスの木 に宿ると信 じられている。地面に埋め ら糶た
木の実か ら発生 させ られたソク ィスは、小型のコウモ リだ けでな く、毒ムカデ
(inis>にも化身す ると言 う。 コウモ リは腹に噛みついて肝臓を喰いちぎ り、
ムカデは肝臓の ところに針 を突 き刺 して毒 を注入す るので ある0そ して役 目を
終淀 たコウモ リやム カデ は、ふたたびスゴ イスの木 にもどって その葉 とな る。
木の実か らコウモ リ、ム カデ、一そ して本の葉へ とい う化身 の流れであ る.人 び
とは、家 の内外で小型コウモ リやムカデを見つけたなら、ただちにたたき殺 し、
焼 いて川 に捨てて しまう。放 ってお くと自分がや られ るか も知れないか らであ
る。
ソク ィスはまた、人間の姿 をとって、村 の家の中 まで入 りこんで くることが
あ るとも言 う。家 の入口の方で人の気配が したので振 り向 くと見た こともな い
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人間が立 っていて、近づ いて いくとフッと姿が消 えて しまった といった体験話
は、 よく耳 にす ることがある。そ うした人 間は例外な く薄汚れた格好 をした老
人で、なかには胸の両わきが血の色で真 っ赤 に光 っていた という場合 もあ る。
人への化 身は超 自然霊の一般 的性質 でもあ るが、人間の家の間近 まできて中に
侵入 しようとさえす るのは、 ソク ィスの他にはいない。そんな とき彼 らは、身
の危険を強 く感 じて家の中に引きこもり、決 して一人 き りなろ うとは しな い。
ソク ィス をコン トロールす るため にはス ゴイの呪文の知識が必要である。 ま
た、スゴイスの木はオシヨゴテイス山に しか生えていな いため、 この邪術 を使
お うとすればそこまで出か けて行かなければな らない。ス ゴイの呪文 を今 も保
持 していて、それ を行使す る者がワヘイの 中にい るか どうか につ いては不 明の
部分が多い.誰 も自分がそ うだ とは言わない し、誰かがそ うだ とい うことも他
人にはわか らないか ちであ る。それ に、 も し誰かが死んで、 その死が憑依 霊の
託宣 によってソク ィスの仕業 であ ることがわかった として も、誰が呪いをか け
たかが明 らかにされ ることはない。 この10年以内に邪徳 による殺人の例はな い
ちしいが、 まだ ワタカタウイにいた頃、邪術が行使 された とい う託宣が何度か
あったと記憶 して いる者 はいる。人び との意識 もさまざまで、呪文 を知る者 は
もういない と信 じている者 もいれば、いや まだ残 っていると断言す る者 もい る。
だが邪術 を否定す る者で さえ、.小型の コウモ リや ムカデ を目にすれ ば、狂 った
ように襲 いかかつてたたき殺すのがふつ うの反応である。 ソク ィスに対す る人
び との恐怖感は、少なくとも潜在的には今 も広 くはびこっているのである。
3.超 自然霊
超 自然霊は基本的 にその棲み処 によって分類 されているが、人 間に及ぼす 力
の強 さによって大 まかな序列があ る。以 下では、力が強い とされ る順 にそれぞ
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れの霊の性質 を見ていくこ とにす る。
〈1)サガイク/サ ガイ シ
川や湖の底やほ と りにある岩、あるいは川のそばの木や竹や草 に棲む霊は、
サガ イム(sagaim:多数形)と 総称 され る。他の超 自然霊 と同様 にサガイム も
擬人化されて捉 えちれてお り、男性 と女性の 区別がはっき りとつ けられて、男
性霊はサガイク、女性霊はサガイシと呼ばれ る。この霊 は、すべての超自然霊
の中で最 も力が強 く、最 も広範囲に存在す ると考 えちれてお り、超 自然霊の話
題 になる と誰もがその名 をまっさきに挙 げて、彼 らの分類体系の筆頭に位置づ
けるものである。
サガイクとサガイ シには、 それ ぞれ固有の名称をもつ いくつかの霊が含 まれ、
下位分類項 目を構成 してい る。それ らは各 々の棲み処によって分類 されて いる
が、 その うちワヘ イがよく口にす るサガイム には次のよ うな ものが ある(地 図
5参照)。.ぞ
サ ガイク 一ー一一 鍛
デ ィヤ ウングヌク(diyaunjunuq):グトフ ァグ(Gutofaj)(ウェイサ簗川
上流の二つの支流 一一一 クヤ ファス川 とア シス川 一一一の合流点の名)近 く
の水底の岩 に棲む。
トゥマイショヌク(tumaishonuq>:グトフ ァグの下流の入 り江に突 き出た岩
に棲 む。 ・ 一
… サムグ タグ(Sc3.iRlloUt,:1,」〉;ウ ェイサス川 とモ ンブゴ トゥス川の合流点の近 く 一
の水底の岩に棲む。
マングダイグ(mangudaij>:ウェイサス川のすぐ近 くまで張 り出 した シュヌ
ク山(ボ ブグ トスの北西 〉のふ もとの岩に棲む。




ノグ トゥス川の岸か ら川底に張 り出 した岩に棲む。前章で登場 したウ ィソ
フ ィの子供 を襲 った とい う霊 である。
アンクェバ グ(ankwebaj):シュノグ トゥス川の西側 にあるアンクェバ ゲス
湖の水 底の岩 に棲む。
シュゲイ クバ グ(shujeikubaj):アンクェバ ゲス湖の西のメスカ側 にあるシ
sゲバゲス湖の水底の岩 に棲 む。
シュモヌボ トゥグ(shumonubotuj):シュノグ トゥス川の河口か ら少 し下 っ
た ところ 〈シュゲバゲス湖の真南)の ウェイサ ス川 の中央部に突 き出た小
島の岩 に棲 む。
ガムインデ ィオグ(jamuindioj):ウェイサス川の河 口(メ スカのす ぐ上流)
にある小島の岩 に棲む。
ゲイナマグ(jeinamaj):コロサメ リ川 をメスカか ら少 し下 った ところにあ
る入 り江の水底 に棲む。
バギ フォカグ(bajifogaj>:ビソ リオ簡易飛行場の真北す ぐ、 コロサ凶 リ川
の中央 に突き出た小 島の岩 に棲む。
ヤ フテフガグ(yaftefujaj):ビソリオの少 し上流、コロサメ リ川の入 り江
に突 き出た小島の岩 に棲む、
サガイシー一一
邸 ト:ウマイ.ショヌ.ボス.(加競aisho煎bo&ケ。:.グト,フン グの下流の入一り江に突 き出 .一
一　　 た岩に棲む
。 …
クナタス(kunatas>:ワタカタウイの少 し上流の浅瀬 の岩 に棲む。
アンクェファス(ankwefas):シュノグ トゥス川の西側 にあるアンクェバ ゲ
ス湖の水底の岩に棲む。
シsゲ イファス(shujeifas):アンクェバゲス湖の西のメスカ側 にあ るシュ
ゲバ ゲス湖の水底の岩 に棲む。
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ガメイ ファス(jameifas):ウェイサス川の河 口(メ スカのす ぐ上流)に あ
る小 島の岩に棲む。
人間がサ ガイム をいかなる もの として感知 し、サ ガイム とどの ような接 触 を
もってきたか とい うことにつ いては、さまざまな体験談や説話の形 で伝 えちれ
ている。サ ガイムはいろいろな現れ方をす るが、私が聞 いた最近の 目撃談のな
かには、人の姿を して川岸 に現れた とい うゲイナマグの話 がある。1988年8月は
じめ のこ とだった。 ウェサ ヨムめ ブンゴとい う男が、 自分 の畑のあるメスカの
ず っと下流 の方か ら、 コロサ メリ川 を一人でカヌーを漕 いで村 に戻 ろ うと して
いた。す でに 日は沈み、夕方 から降 りつづいていた雨はい っそ う強 さを増 して
いた。 も うあと三つほど蛇行 を越 えればメスカに着 くとい うところで、彼 は左
岸に人影 を見つ けた。それはた しかに裸の男の姿で、犬 を一 匹連れ、肩には獲
物とみられる隊をかついで上流に向かって歩いていた。ブンゴは村の誰かだろ
うと思 い、 カヌーにのせ てや ろ うと川の対岸 ぞいか ら男に近づ いていった。す
る と男が こち らを見た。男の 目は、異様 に大きく火のよ うに赤 く光 って いた。
ブンゴが息 をのんだ瞬間、男は低 く鋭い口笛のよ うな風切 り音のよ うな音 を発
す ると、犬 もろ とも川に飛び こんで しまった。大急 ぎで近寄 ってみると、川面
には無数 の泡が浮かび、やがて一面 に水底 の泥が巻 き上が って きた。 「ゲ イナ
マ グだ!」 ブンゴは死物狂 いでカヌー を漕 ぎ、メ スカ に戻 って きた。人び と
は、,彼熱 ゲ 孟士マグに遭遇 した こ とに驚 くよ りもべ よく無事で戻 っで きた とそ
れ ばか り口に しあった。
ブ ンゴが ゲイナマ グを目撃 した ところは ち ょうど入 り江 にな っていて、その
底 にある岩 にサガイクは棲 んでい ると言 う。彼 らは、ふだんカヌーで行 き来す
る際には、 入 り江 を避 けて反対側の岸のそば を通 るように している。サガ イク
に限 らず 、超 自然霊が棲む と考 えられて いる地点や木々の そばに、彼 らは決 し
て近づ こ うとは しない。
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ブンゴの体験には、超 自然霊の出現に関す る典型的な様相 がい くつ かみて と
れ る。 まず、状況が黄昏時の薄暗が りか夜の闇のなかで あること。 ブ ンゴの場
合は雨 までふ っていたため、視認は いっそ う不確か ものであった。次 に、超 自
然霊が人間の姿 をとるときは、必ず全裸で あるこ と。彼 らの漆黒の肌 は容易に
闇に まぎれ、ほ とん ど 「影 」の ようにも知覚 され る。あるいは逆に、 もわ っと
した影(た とえば雲霞の ごとき虫の群れ)は 人間の体の よ うにも見 える。 また、
霊は しば しば低 い口笛音や風切 り音 に似た音 を発す ること。風は霊の呼吸であ
、
り、低 く呼吸す るような音の現れ は、霊の生命の現れだ と感 じとられ る。 さら
に、体の一部が火の ような赤い色 として知覚 され ること。サガイ クの場合、そ
れは 目であ り、ときには体か ち遊離 して火の玉のよ うに浮遊す るこ ともあ ると
言 う。そ して最後 に、猟犬 とい うエ ージェン トをもって いること。 「霊犬(_
yabosugayuj)」あ るいは 「サガイク犬(sagaiyuj)」と呼ばれ るこの猟犬は 繁
超 自然霊の分身で もあ り、霊の発す る低い口笛音によって コン トロール され て、
人間や豚 をかみ殺す力をもつ と考 えられている。 鏖
サガイムはいつ も人間の姿で現れ るわけではない。少 し古い遭遇体験のなか 慰
には、不可視のまま人び とを襲った という話 もあ る。現在の長老たちがまだ子
供の頃、おそらくは1930年代 と推定 され る時代の出来事で ある。 当時ワヘイは
シガム トックとい うモンブゴ トゥス川ぞいの村 に暮 らしていた、あ る時、大型
.・ のカヌニを作 るためにζ ウエーイサス 凋の最土流(ク ヤフ ァス川)に あるベイナ ∴:
トゥウォリス山に大勢で 出かけて いった。二 ヶ月ほ どして寿 ヌーは完成 し、皆 一
はたくさんの小型カ ヌーに分乗 して、それ をシガム トックまで引 っ張 って帰ろ
うとした。 クヤフ ァス川 とアシス川が合流す るグ トファグの地点 にさ しかか っ
た ときである。休憩 をとろ うと、先頭のカヌーの舳先にいた者が櫂 を川の浅瀬
に突 きさ して、カヌーを岸 に寄せよ うとした。流れが急 だったので、かな り力
をこめなければカヌーの向きは変わ らなか った。櫂は水底 にあった岩に強 くあ
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た り、岩は割れ て しまった。だが彼 らは気 に もとめずに上陸 し、 しば らく休憩
したあ と、 また川 を下 りは じめた。少 し下 った ところで突然先頭のカヌーが空
中にはね上が った。水が猛烈な勢いでココヤ シの高 さほ どに も噴 きあがってい
た。カヌーは水面に打ちつけ られ、乗 っていた者の手足はバ ラバ ラに飛び散 っ
た。後続 のカヌー も次 々に転覆 させ られた。新 しいカヌーは両側か ち押 しつぶ
され、中にいた者はその まま圧死 した。川面に多くの死体 とその断片や内臓が
浮かんだ。やがて それ らは ごぼごぼ と音 を立てなが ら、引 きず り込 まれ るよう
に して水 中に没 した。後尾 にいた三隻だけは危 うく難を逃れた。彼 ぢはほ うほ
うの態で シガム トックに逃げ帰った。
この惨事は、棲 み処の岩 を壊されて怒 ったデ ィヤ ウングヌクとい うサガイ ク
の仕業だ と考 えられてい る。 グ トフ ァグの近 くにサ ガイクがいることは昔か ら
知 られてはいたが、 この とき彼 らはつい うっか りその場所 に近づ いて しまい、
おまけに偶然 とはい え、岩に櫂 をつ いて割 って しまったのである。超 自然霊の
出現は この ように、人間側の不注意 による接 触によって も引 き起 こされ る。 そ
の場合、霊の現れは不可視であることが多 く、霊の逆襲 も強大で しば しば人間
の死につながる。 ウ ィソフ ィの赤ん坊 の場合 も同様である。 また、この ときデ
ィヤウングヌクは、水申で 自分の割れ 目太鼓 をたたき、 トゥマ イシ ョヌク、 ト
ゥマイシ ョヌボス、サムグタグといった近 くに棲むサガイム を呼び寄せ、結束
して人び どを襲 った とも言 われてい る。そ して彼 らは、死体 を水 中に引きず り...
こんで食べ て しまった。姿 は 目に見 えないけれ ども、存在 自体はやは り擬人化
して捉 えられてい るのであ る。
また、別の説話の中には、サガイ クが ワニ に化身 して人間 を飲 みこみ、その
まま遠 くに運び去 って しまった とい うもの もある。 ワヘ イが まだボブグ トスに
いた頃の話である。 このサガイクは遠 くブラ ックウォーター川に棲む霊で あっ
た と言 う。サガイクは ウコンの根 を一つ か じり、まわ りの水 に唾 を吐きか けた。
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す るとその 「息 」が体 を離れ、川面 を進んで コロサメ リ川 とサルメイ川の合流
点 まで来 ると、 また元の体 に戻 って行 った。一つでは足 りない と、 ウコンをも
う一つ噛んで唾 を吐 くと、息は今度はメスカ あた りまで届いた。 さらにもう一
つ噛んで唾 を吐 きかけると、息はウェイサ ス川に入 り、 どん どん進んでモンブ
ゴトゥス川 までや ってきた。サガイクはワニに姿 を変え、 この息が通 った道筋
を辿 りは じめた。 ボブグ トスの近 くまで来 た とき、少年た ちが水浴び してい る
のを見つ けたサ ガイクは、ただちに 自分の歯 を全部抜き、一人の少年に 目星 を
つ けると、水中をゆっくり近づいて行 った。 そして 口を大 きくあけていきな り
飛びかか り、少年 を飲み こむ と、す ぐに川 を下 って行 った。他の少年たちは、
ヌングワセの子がワニに襲われて しまった と大騒 ぎした。村人たち も総出であ
た りを捜索 したが、 ワニの姿は もうどこに も見 えなかった。だが少年は殺 され
たわけではなか った。ワニの腹の中で生 きた ままブラックウ ォー ター川 まで連
れてこられ、川岸に仰向けになって大口をあけて昼寝 をは じめたワニの 口か ら 　
うまく脱 出することができた彼は、付近に住むカプ リマ ンの ところに逃げ込ん
だ。そ して彼 ちに火のおこ し方 と火 を使 った調理法 を教 える ことで取 り入 り、
そこで終生暮 らす ようになった と言 う。
こ うしたサガイク認識の原像の ような ものは、グハ とい う神話的存在 にみる
ことがで きる。詳 しくは第四章で考察す るが、グハは、ワニ に似た姿を して川
.=かち:大澗 界に現れζ 少年た ちの背 中仁傷 を入 れ る煮.とで 彼:らG'人前の男 とし.ン 蒙ー
一 てのカ をー与 えるイニ シエー シ ョンの手法 をもたち した、一超 自然霊サガイクの原 …
初的存在 である。グハは男たちに、 自ちを想起 させる歌 と割れ 目太鼓の打奏 を
教 え、 自らの姿 を象 った木彫 を残 し、また強力な治療呪術 を伝 えた。デ ィヤウ
ングヌクが割れ 目太鼓 をもっていて、他のサガイム を呼び寄せ るのにそれ を打
ちな らした とい うエ ピソー ドは、明 らかにこのグハの割れ 目太鼓打奏 との関連
か ら解釈 された結果であ り、 また、少年 を傷つけないよ うに歯 を抜いてか ち飲
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み込 んだ とい う話は、グハの少年た ちへの傷入れのモチー フが反転 した陰画 と
考 えられ る。
グハは、二人 の少年をかみ殺 して しまった ことが原因で人間界 を逐われ、遠
くの川 に逃れて石に化身 し、 アイクマグ(aikumaj)とい う秘密の名前で呼ばれ
るようにな った。アイクマ グは霊分類上 は、特定 の場所 に棲むサ ガイクの一種
であ る。 しか し、その本来の姿であるグハの名は一般化 されて、サガ イクとい
う稱称 とほ とん ど同義に も用 いられ る。あるいはグハは、 際立 った超越性 を備
えた 「サ ガイクの根(sagaiquxo皿una:s)」、つ ま りサ ガイクの根源 的存在 と
も見な されてい る。前章の人 に憑依 した霊の語 りにみられ たよ うに、 それはモ
ンブゴ トゥス川やウェイサ ス川のあちこち をさまよい、川 ぞいにあるタゲヤの
木や ノミの草な どに宿 った り、 さまざまな動物に 自在に化身 した りもす る。 そ
してすべ てのサガイクに対 して、その現れ方や人間の殺傷の仕方な どを支配す
る。すべ てのサガイクは、 グハ によってあやつ られ るグハの分身であると も言
える。人び とが ワニに襲われたとき、 それ をサガ イクの、 したが ってグハの仕
業 と考 える背後 には、神話 においてグハが化身 したワニの ような姿 とのイメー
ジ上明確なつなが りがある。
憑依霊が語った ように、グハは また、あらゆる死霊を も支配 して凶暴 な殺人
を誘発す る。憑依霊 との対話の申で、グハは 「アファイヨゴス(afaiyogos>」
_,と も呼ばれていた靉、一蓄れは 譱死霊の生命(ヨ ゴ ック〉をえた.(アフ ァイ)霊
(ヤボス ガス)」一、一つ ま りグハが死霊の生命 としての力を取 り込んで いること
を意味 して いる。死霊は いわば人間界の監視役で あ り、人間社会 に うず まく恨
み と報復の象徴 的存在で あるが、殺人者 としての その邪悪な性質 は、全面的に
グハ に帰属す るもの として捉 えられている。た とえば死霊がバダコエ をモ ンブ
ゴ トゥス川 におび きよせ、腹 を槍 で突いて殺 して しまった とい う託宣は、グハ
が少年た ちを男の家 に誘 い込んで背 中に傷 をいれ、 あげ くは その うちの二人 を
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殺 して しまった という神話 の示す光景 とはっき り二重写 しになるか ら、人び と
はその話 におび えつつ も納得す るのである。 こ うした点 でグハは 「死霊の根(
nuxuiyabosgasuxomuna:s)」とも呼ばれ る。
グハがサガイクの根と考 えられているよ うに、サガ イシに も同 じよ うな根 と
しての存在 がいる。 「サガイ シの根(sagaisixomuna:s)」もしくは 「真のサ
ガイシ(sagaimafus)」と呼ばれる女性霊であ る。 これ については第五章で詳
しく考察す ることになるが、元 々は遠 くカ ラワ リ川の方か らや ってきて、人間
の女に化身 して ワヘ イの女たちに竹笛 を与 えたとす る神話が、 その認識の源泉
とな って いる。 このサガイシの根 としての霊(特 に呼称はな く、単にサガイシ
と呼ばれ る)は カ ラワ リ川 の支流 に棲み、 その分身は付近の川ぞいに生 えてい
るタイバムス(taibamus)の竹に宿 っていた。ワヘ イの地 にやっで きたこの霊
は、そこで タイバムスを発生 させ、竹 を切 り刻んで何本 もの短い竹笛 を偽 て、
女たちに与 えた。女たちが それに息 を吹 きこむと、一サガ イシの霊が竹筒の冲 に
入 りこんで歌いは じめ、演 奏が終 るとまた川 に戻 って行 った。現在、川のあ ち
こちに棲 む と考 え られているサガイ シは、 このサガイシの根の分身だ と言あ れ
る。後に竹笛は男たちの手に渡 ることにな るが、彼 らも同 じように息 を吹 き込
んではサ ガイシの霊 を喚び よせ、その語 りを感 じとることを現在 も続 けている。
サガイシの霊は、この ときばか りは穏やかな現れ をみせて、人を傷つ けること
一一.は ない。二七 力瘋 その性登は鯔 〕とも:潜在的には邪悪な もので あ り、その攻_: .
撃力がいつ人間 に向けちれ るかはわか らな い。竹笛の演奏は、サガ イシとい う ・ 一
超 自然霊 に対す る畏怖心 の反映 として、霊 と平和的 にコ ミュニケー トしてそれ
を宥め るための独特な手段なのである。
(2>ウ ィングフグ/ウ ィングフス
ウ ィングフム(多 数形)は 山の岩穴に棲む と考 え られて いる超 自然 霊の総称
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であ る。た いていの山には どこか に岩穴が あ り、そこには必ずウ ィングフムが
いると信 じられている。洞窟はただで さえ不気昧である。 そこは、岩や石 とい
う彼 らに とって最 も硬い物質で囲まれた閉塞空間であ り、 その暗闇の 中には、
コウモ リや ムカデな どの忌 み嫌われ る動物 がおびただ しく棲息 している。人び
とは 中に足 を踏み入れ ることはおろか、そばにす ら近づ こうと1さしない。だが
それは、洞 窟とい う場 その ものを気 味悪 く思って いるか らとい うよ りもむ しろ、
そこに棲む といわれ るウ ィングフムの存在 を何 よ りも恐れているため であ る。
あちこちの岩穴 に遍在す るウ ィングフムの うち、神話の形でその固有名や性
格、行為な どが伝 えられてい るものがい くつかある。以下では、ウェイサス川
とモ ンブゴ トゥス川 ぞいの 山々をさまよい歩いて上流の山に定着 したマンバル
グ(皿ambaruj)とい う霊 と、オゴ トゥウ ォリ山の岩穴に棲む といわれ るウ ン ド
ゥブグ(undubuj)の例 を引いて、ウ ィングフムにつ いて人び とが抱いてい るイ
メー ジを示す ことに したい(以 下、霊に関連す る地名につ いては地 図6参 照)。
マ ンバル グは、ウ ェイサ ス川中流 の東にあるバ ゴイマ リ山の岩穴で生 まれた
といわれ る男性霊である。人 間の姿に化身 した彼は、木の皮 を噛んで唾といっ
しょに吐 き出す ことで道 を拓 きなが ら、放浪 をは じめた と言 う。 ウェイサ ス川
を越 え、 ウ ィヨコファス山の麓まで来た ときだった。山の上の方か ら、誰 かが
木 を切る音が聞こえてきた。音をた よりに登 って いくと、ひ と りの男が石斧 で
一∫.薪 を割 って いるところだった。マ ン域ル グの姿に気づ いた男は驚 いて家に走 り 一㌃
こみ、弓 矢を構 えなが ら出て きた。マンバル グは、 「怪 しい者ではな い、少 し
休憩 させ て くれ 」とことば巧みに男を丸め こみ、そばの作業小屋に入 って座 っ
たO
小屋の外には木の棚台があ り、その上には二 日前 に病死 したばか りの男の友
人の死体 が安置 されていた。 あた りに腐臭が漂 い、死体か らは人脂が垂れ落 ち
ていた。マ ンバル グは男の家 に行 き、腹がへ ったので焼 きサ ゴと貝の匙を くれ
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地図6霊 出現の地
ないか と頼んだ。 男の妻 は しぶ しぶ与 えた。マ ンバルグは死体のそばに近寄 る
と、垂れ落 ちる脂 を貝の匙 で受け とめ、 ピチ ャピチャと音を立てなが ちなめ て
は、焼 きサゴをか じって食べは じめ た。中で様子 を見ていた男 と妻 は、それ を
見て震 え上がった。長 い時間をかけてサ ゴを食べ終えたマンバルグは、 もっと
焼 きサ ゴをくれ と要求 した0た だただ恐が っていた二人に拒め るはず もなか っ
た。サ ゴを受けとったマ ンバノセグは、死体 を肩 にかつ いで立ち去 って行 った。
マ ンバル グはウ ィヨコファス山 を越え、南に進んだ。途 中、水がわ りに脂 を
なめては、サ ゴを食べた。モ ンブゴ トゥス川 に注 ぐオグファス川 まで来た とき、
死体か ら睾丸が落 ち、大 きな石に変わ った。オグフ ァス川の 中流 には、今 も川
の中ほ どに二つ 並ぶ この石 があ り、水が まわ りを取 りまいて流れて いると言 う。
マ ンバルグは、い くつ もの山なみを越 えなが ちさらに南進 した。死体の腐敗が
進み、肉 も柔 らか く食べごろにな っていた。 マンバルグは肉をか じり、骨 をあ
た りに投げ捨てなが ら歩 き続けた。森 に捨て られた骨はやがてカスカスにな り、
川 に捨て られた骨は亀に変わ った。髪の毛や体毛は 自然 に抜け落ちていき、 そ
れ らはヒクイ ドリにな った。食べずに捨て られた 内臓はヘ ビに姿 を変 えた 。
やがてモンブゴ トゥス川の最上流 にあ るヤ ンブゲファス山の麓 まで来たマン
バル グは、 そこで巨大な岩 を見つ け、鋭利 に した硬 い石で岩 を穿 ちは じめた。
中に広い空間ができ ると、捨てず に もって きた頭蓋骨 を吊した。す ると頭蓋骨
はたく さん のコウモ リに化身 した。マ ンバ ルグは この岩穴を終の棲み処 と決め、
近づ く人間 を殺 しては食糧にす るようにな った。 この霊は今 もそこに棲 む と語
りつがれて いる。
一方ウン ドゥブグは、ボブグ トスの西 にあるオゴ トゥウォ リ山が生 じた とき
に、 同時 にその中腹の岩穴で生まれた と言 われ る男性霊であ る。彼 は人間の姿
をして、た くさんの犬(=霊 犬)と 一緒 に洞穴で暮 らして いた。そ して犬たち
を連れては、ひ っき りな しに豚、 ヒクイ ドリ、 ワラビー をっか まえに出か けた。
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捕 ってきた獲物は関節 を石斧で切 り離 し、 そのまま蒸焼きに して は、骨ごとつ
ぎつ ぎと飲みこんでいった。人間の姿を していた とはい え、 ウン ドゥブグには
尿道 も肛門 もな く、放尿 も排便 もす ることはなか った。だか らウン ドゥブグの
腹は異様 に大 きく膨 らんでいた。 ㍉一… 一τr'¶
オ ゴトゥウォ リ山の峰続 きのシxヌ ク山には当時ゲセイたちが暮 らしていた。
ある日一人の男が タバ コを植 えるために頂上近 くの畑に出かけた とき、オゴ ト
ゥウォリ山か ら大 きな煙が上がって いるの を見つ けた。ウン ドゥブグが ヒクイ
ドリを蒸 し焼きに している煙だ った。オ ゴ トゥウ ォリ山には もう人 は住んで い
ないはずだ と誘 しく思 った男は村 に戻 り、誰か狩 りに行 った者がい るかどうか
聞いて回った。 だが誰 も行 ってはいなか った。不気味に感 じた男たちは、翌 日
偵察 に行 くことに した。9晶
翌朝早 く、手 に手 に槍 と弓矢 をもって オゴ トゥウォリ山に向か った男たち は、
中腹で人間 と犬 とヒクイ ドリの足跡を見つ けた。 まわ りには格闘 した痕跡 もあ
った。人の足跡を追 って行 くと、や がて大 きな岩穴の入 口に着いた.男 だ鶏 が
様子をうかがっていると、 ウンドゥブグの犬が一匹、森か ら岩穴に戻 って 藩た。
犬は、穴の中にいるのはウン ドゥブグとい う男だ と説明 し、会わせてや ると言
って彼 らを中に導き入れた。奥の方で、 ウン ドゥブグは大の字にな って眠 って
いた。腹は天井に とどくほど膨 らみ、手足は両側の壁 を突 っ張るよ うに伸ば さ
一 一 一れで糠た。.一犬に起 こされ たウノ 忙ウブグ に、:男#'ちはシュヌク山の村 にきて一 こ..『ニー
緒に暮 らす ようもちかけた0ウ ンドゥブグは同意 し、皆 は一列にな ってシュヌ 一ー 一一
ク山に向かった。
途 中、一行の最後尾を歩いていた男に、一 匹の犬が話 しかけてきた。犬は、
ウン ドゥブグが豚や ヒクイ ドリを骨 ごと食べて しまうこと、で も肛 門がないの
で排便で きないこと、 自分 らにはカスカスか袋ネズ ミの ような小 さな獲物 しか
分 けてくれないこ とな どを話 して きかせた。やがて一行は村に着き、 ウン ドゥ
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ブグ と犬たちには一軒の家が与 えられた。犬 から話 をきいた男は皆 を集め、 ウ
ン ドゥブ グの尻 に穴 をあけてやろ うと密談 した。 そ して夜の うちに、かた い若
木で先の とがった杭 を何本 もつ くり、その うちの四本を長方形の 四隅に くるよ
う地面に打 ち込んでおいた。丈夫な籐の蔓 も準備 した。
翌朝まだ暗い頃、男たちは ウン ドゥブグを呼び 出 して、 四本の杭のあいだに
仰 向けに寝 るよう言 った。 ウγ ドゥブグは逆 ちわず に横 にな った。男たちはす
ぐさま籐 の蔓でその手足 を杭 に縛 りつける と、ひ とりの男が鋭い棒で ウン ドゥ
ブグの尻 を力いっぱい突いた。ウン ドゥブグは痛みで大 きな うな り声 をあげた。
だが尻は石 のように固か った。何度 も何度 も突いたが、穴 があく前 に棒の方が
折れ てしまった。突 き手が何人も交替 したがだめだった。残 った棒 は一本だけ
になった。長老がこれで最後 とばか りに渾身 の力 をこめて突 くと、つ いに穴が
あいた。 と同時に、穴か らおびただ しい量の糞便が噴き出 した。豚 とヒクイ ド
リとワラビーの骨が、頭蓋骨 も肋骨 も大腿骨 もその ままとび出 して きた。 ウン
ドゥブグの腹はす っか りへ こんで しまった。男た ちが蔓 を切 ると、 ウン ド ゥブ
グは犬た ちを連れて一 目散に村から逃げだ し、オ ゴ トゥウォリ山の岩穴に戻 っ
て行 った。
ウン ドゥブグは、 この出来事がきっかけで人間 に恨みを抱 くよ うにな り、大
きな動物 だけでな く、岩穴 に近づ いて きた人間 も殺 して食べ るよ うにな った と
考 えちれ ているび、だか疹人び と:は決 してそこに近づ こうとは しない。霊に見つ 一
か ると、豚 と同 じよ うに骨ご と食べ られて しまうと恐れているのである。 また、
ウ ンドゥブグの方 も二度 と人 間の姿 をとるこ とはな くな った とも言 われ る。た
だ、遠 くか らその叫び声 一一一 「ウ ィー、アー 」と低 くうな るよ うな声 一一 を
耳に した者はいる。 「痛みに耐えるよ うな(sakisatanenixaxutuja)」と形
容 され るその声は、人び とにこの神話的出来事を想い起 こさせ、 もはや 目には
見 えなくな った霊か ちの報復のメ ッセー ジと して聞 きとちれ ているのであ る。
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(3)ウ ングフォ トゥス
山間 を流れ る川のそばには、 ところどころにクバ イムス(kubaimus>とい う
大木が生 えている.太 い幹か ら白い樹液 を出 し、空に伸び るた くさんの小枝に
小 さな葉が鬱蒼 と生 い茂 っている木 である。 ウングフォトゥスは、 このクバ イ
ムスの木の中に棲むと考 えられている女性霊 の総称である。 この霊の性質につ
いては、次のような神話的エピソー ドによって説明され る0
モンブ ゴ トゥス川の中流にあったバ グロ トスに、かつてバイシュメイの一派
が暮 ちして㍉、た。その中にワグヌマギとい う男がいた。ある日彼は豚狩 りに出
か けたが獲物は見つか らず、暗くなって州 ぞいの道をとぼとぼと村に引き返す
ところだ った。ち ょうどクバ イムスの木のそばを通 りかか った とき、中かちひ
と りの女が出て きて彼をつかまえ、無理や り木の中に引 っ張 りこんだ。それが
ウングフォ トゥスだ った。ウングフォ トゥスは クバイムスの木の皮 を噛み,唾
とともに幹の下部に吐きかけて穴 を作 って、 そこから出入 りしていた。 蠡
木の中は広い空間 にな っていた。 そこには若い女か ら老女 まで、大勢の麦た
ち(ウ ングフォ トゥム)だ けがいた。やがて彼女 らは体 中に赤土 と黒土 を塗 り
た くり、 「ワグヌマギー、ワグヌマギー、エー、ヨー 」と男の名 を呼びなが ら
歌 を うたいは じめた。そ して歌が続 けられ るなか、 ワグヌマギを連れ込んだ女
が まず、彼 の男根をつかんで 自分 の方に引き寄せ、強引 に性交 した。 それが終
ると今度は別の女が挑みかかった。 そ うして女たちは次 々に男を犯 した。狂宴
は夜通 し続 き、男はすっか り精気 を奪われ て骨抜きにされていた。夜が明ける
前に、女たちは男を連れてそばの川 に行 き、土 と体液で どろ どろに汚れた体 を
きれいに洗 った。
一方、村 の人間たちは、夜 中 じゅう聞こえて くる歌声でワグヌマギに何か異
変が起 こったことを知った。 男たちは槍 と盾で武装 し、声の聞こえてくる方角
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をめ ざ して川 ぞいの道 を進んだ。 クバ イムスの木の近 くまで来た とき、大 勢の
女 たちが川で水浴 してい るのが見 えた。川べ りには ぐった りとした ワグヌマギ
が横た えちれていた。男たちはいっせいに槍 を放 った。だが、た しかに突 き刺
さったと思 った瞬間、女たちの姿はすっと消 え、槍はむな しく空 を切 るばか り
だ った。やがてウングフォ トゥスた ちは影 も形 も見 えな くな った。男たちは ワ
グヌマギを背負 って村 に戻 ったが、手当の 甲斐な く二 日後 に彼は息 を引き取 っ
た。
ウング フォトゥスは、こ うした神話 を背景 として、特 に男性に恐れ られ るよ
うにな った霊である。 クバ イムスの木は建築資材に もカヌー作 りに もいっさい
用 いられ ることはない。それは、材質が柔 らかす ぎることや小枝ばか り多 くて
使 いにくい とい う実用上 の理 由もあ るが、 む しろ、その 白い樹液 が、 ウング フ
ォトゥスに吸いとられた男たちの精液が滲み 出て きたもの として忌 み嫌われて
いるためである。 また、夜行性のカスカスや袋 ネズ ミは昼のあいだ、この木の
た くさんの葉を隠れ蓑 に して潜んでいることがあるちしいが、男たちは真 っ昼
間で もそこに近寄 ることは躊躇す る。1960年代 にメスカ に移住を決 めたの も、
ワタカタウイと比べて交通の便が よいこともさることなが ち、メスカ付近 に ク
バ イムスの木がまった く生 えていなか った ことが大 きい と言 う。今で もクバ イ
ムスの木 の近 くには決 して 出作 り小屋 を作 ろ うとは しない。
(4)シ ュウォバニガ トゥグ
シュウ ォバニガ トゥグは、森や山のなかに生 えている大木 に棲む といわれ る
男性霊の総称であ る。 この霊 は、 ウングフォ トゥス とは対照的に、 お もに女た
ちに恐れ られて いる。その性質 を物語 る神話 には次のよ うな ものがある。
オグフ ァイヨの祖先たちがオ トスグ山で暮 らしていた頃の ことであ る。ひ と
りの若 い女がヤ フォ ドゥム ク(yafodumuq)の木の実(食 用)を とりに出かけた。
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木の下に立 って見上げて いると、木 の実がひ とつ落 ちてきた。それは瞬く間に
人間の赤ん坊の姿に変わ り、女の乳房に張 りついた、赤 ん坊は歯で しっか りと
乳首 にかみついていて、引 き離そ うとして もだめだった。女は急 いで村 に帰 り、
両親に見せた。父親は飼 い豚 を一頭殺 し、その脂身を火 であぶって娘の乳首 と
赤ん坊の 口のまわ りをこす った。脂ですべ らせて引き離すつ も りだ ったが、 う
まくいかなかった.や がて乳首か ら流れ 出てきた血を、赤 ん坊は飲みは じめ た。
乳房はみ るみる うちに萎み、 まもな く血 を吸いつ くした赤 ん坊は、一瞬の うち
にもう片方の乳房に跳び移 った。そ して乳首をかみなが ら、真っ赤な血の色を
した大小便 を垂れ流 した。父親は焦 って力い っぱい赤ん坊 を引 っ張 ってみたが、
どうして も離れない。女は痛みに耐 えかねて泣 き じゃくるばか りだ った。父親
は、 ヒクイ ドリの大腿骨で作 ったナイフを二本 もってきて、赤ん坊 の口の両わ
きか ら突 っ込んで こ じあけよ うとした0だ が、赤ん坊はやすやす とそのナ彗 フ
をかみ割 って しまった。両親は考 えあぐねた。やがて一計 を案 じた二人はぎサ
ゴ地虫を とってきて椰子の皮で包 み、蒸 し焼 きをは じめた。骨ナイフを伶 り、
石斧 もこ っそ り準備 した。 も うあた りはす っか り暗 くな っていた。
サ ゴ地 虫が焼 き上がると、 それ を赤ん坊の 口のそばにもってい った。香ば し
い匂 いにつ られた赤ん坊は、つ い口をあけて食べ よ うと した。その瞬間、両親
は赤 ん坊 をつかんで乳房か ら引き離 し、地面 においた。 そ して骨ナイフと石斧
で体をめ2た 突 きに した。赤ん坊の体か らはおびただ しい量の血が流れ出た。 .
その血だ らけの体を両親は地面に埋めた.だ が赤ん坊は死んではいなかった。
真夜中にな ると、地 中の体か ら抜け出 した霊は小さなコウモ リ(idej)に化身
し、ヤ フォ ドゥム クの木 に飛んでいって、女の乳首 をかんだ ように枝を歯でか
んでぶ ち下がった。コウモ リの鼻は、長 い間女の乳房に張 りついた ままだ った
ので、す っか りつぶれていた。コウモ リはそのままの姿勢でやがてヤフォ ドゥ
ムクの木の実に姿 を変 えた。 これが、ヤ フォ ドゥムクの木 に棲む といわれ るヤ
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フォ ドゥク ワグ(yafodukwaj)とい う霊で ある。
ヤフォ ドゥクワグにはまた、バ ン ドゥゴカグ(bandugoqaj)とい う名の弟霊
がいると考 えられ ている。 この霊は イガイグクとい う別種の大木 に棲んでお り、
その性質 については、ババ トスの下流、ウ ェイサ ス川ぞいの シxヌ ク山で暮 ら
していた ゲセイの女の体験話 として語 り継 がれている。
その女性 はあ る日の夕方、林の申の産み小屋(munjujaunuj)で女の子 を出
産 した。母 親がす ぐにへその緒 を切 りとって地面 に埋南 、女 と赤ん坊の体 を7h
で洗 った。 翌日、初産の祝宴 をひ らくため に、村 の人び とは総 出で山や川 に食
糧調達に出かけ、女 と赤ん坊だけが産み小 屋に残 った。その ときシュヌク山の
イガ イグ クの木か らバ ン ドゥゴカグが現れ、人間の姿 に化身 して村 に入 って き
た。バン ドゥゴカグが低 く大 きな声 で 「ハ ーイ!ハ ーイ!」 と叫ぶ と、女は
誰か戻 って きたのか と思い、林の方から 「ワーイ!ワ ーイ!」 と答 えた。バ
ン ドゥゴカ グは産み小屋に近づ いて、中 を覗 きこんだ。鼻のつぶれたその顔は、
まったく女の見知 らぬ ものだった。言われ るままに恐る恐 る赤ん坊 を差 し出す
と、バ ン ドゥゴカグは大 きな手のひ らにのせて じっと見や った。そ して赤 ん坊
の大便は あるか と尋ねた。女は、パ ンノキ の葉に包んで小屋の隅においてあ っ
た便 を渡 した。彼は うまそ うに葉 もろとも大便を食べる と、赤ん坊 を手に もっ
た まま一 目散に駆 け出した。そ して イガ イグクの木の ところに戻 る と、赤 ん坊
を連れて 中に入 って行った。.
夕方になって村人たちが帰 って きた。女か ら赤ん坊が連れ去 ちれ た話 を聞 き、
男たちはす ぐに捜索 に向か った.だ が夜 中 まであちこち捜 しまわ った あげ く、
何の手が か りも得 られなか った。疲れはて て皆が寝入 った頃、山の上の方か ら
赤ん坊の泣 き声 が聞 こえて きた。それ とともに大勢の者 たちの歌声 も響いて き
た。 「バ ン ドゥゴカグ、お まえは赤ん坊 を さらって来た(Bandujogaj,onu
xunakutaneyonuxombos)」と歌 う、霊 たちの 「人間狩 りの歌(imategate
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windiogom)」だ った。男たちは起き出 し、手 に手に石 斧をもって声のす る方角
へ と向かった。
歌声 と泣 き声は、一本 のイガイグクの木の中か ら聞こえてきていた。男た ち
はその木 を取 り囲み、石斧 で根の ところを切 りは じめた。やがて木が切 り倒 さ
れた瞬間、 中か らた くさんのコウモ リが飛び出 して山の裏側へ飛び去 って行 っ
た。男たちは倒れた木のあちこちを切ってみた。幹の申は空洞になっていたが、
赤ん坊の姿は見 えなかった。男たちは疲れて地面 に座 りこんだ。す る と、コウ
モ リが飛 んで行 った方 向か ら、 また歌声 と泣 き声 が聞こえてきた。皆、重た い
足 を引 きず るよ うにして、声 のす る方へ と向か った。声は また別のイガイグク
の木の申か ら発 していた。男たちが木 を切 り倒す と大勢の コウモ リが飛び立 ち、
今度は近 くのイガイグクの枝にぶ ち下がった。そ して男たちが幹 を切 って赤 ん
坊 を探す のを じっと見ていた。赤ん坊は空洞の上の方で、骨だけの姿 にな島 て
発見 された。棲 み処の木 を切 り倒 された霊た ちが、怒って食べて しまっため だ
った。一緒 につ いて来て いた母親は大声で泣 き叫んだ。その声 をか き消ず勢 の
よ うに、 コウモ リたちは翼の音を低 く響かせなが ら、 どこかに飛び去って衢 っ
た、
シxウ ォバニガ トゥグは こ うして女性 を襲 った り、赤 ん坊 を連れ去 った りす
る霊 として、 と りわけ女た ちに今 も恐れ られて いる。 シンビの妻のアナスの話
では、つい1⑪年ほ ど前にもシュウォバニガ ト ゥグによって赤ん坊が殺 された事
件が起こったと言 う。ワ タカ タウイの近 くの山で、ある女性が、赤ん坊 を入れ
た編み袋 をそばの木の枝 に掛 けて畑仕事 をしていた。夕方家に戻 ると、赤ん坊
は大人のよ うな低い声で狂 ったよ うに泣 き出 し、や がて ぐった りと して夜中の
うちに死んで しまった。彼女が編み袋を掛けたのは、 どうや らヤ フォ ドゥムク
の木だった らしい。人び とはこの出来事 につ いて、 シュウ ォバニガ トゥグが人
間の赤ん坊 を霊の赤ん坊(yabosgayonuxombos>とこっそ り交換 したのだと比
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愉的 に表現す る。人間の赤 ん坊 も霊 の赤ん坊 も見た 目では区別で きない。ただ、
その泣き声 が低 く気 味の悪い ものに変わ るか らわかるのだ と言 う。
(5)マヤ モ トゥグ/マ ヤモ トゥス
マヤモ トゥム(多 数形)は もともとウェイサス川の上流にあるベイナ トゥウ
ォリス山の地中で生 まれ、地下水脈 を通 ってあちこちの湖や池や沼地の水の 中
に棲みつ くようにな った といわれ る霊であ る。 その中に、ヤムス(yamus)とボ
、
ブス(bobus)とい う姉妹の霊が いた.ヤ ムスは生まれてす ぐにウォグプメ リ川
に行き、 中流ぞいの沼地でヘ ビといっしょに棲 んで いた。 また、ボブスはウェ
イサス川上流の湿地帯に棲み、男の子(マ ヤモ トゥグ)を 一人生んで いた。
あるときボブスは子供 を編み袋 にいれ、 ウェイサス川 に貝をとりに出かけた。
編み袋を近 くの木 の枝に掛 け、川 にもぐっては貝 を集め、川岸に放 り投げてい
た。'子供は尻に大 きな腫れ物ができていたのでむずが った0そ こヘ ウング フォ
トゥスが人間の女に化身 して現れ、子供 をあや してや ると言って男の子 を抱い
て木陰に入 った。そ して子供 の尻の腫れ物 をかみ とって食べ て しまった。子供
は痛 くて激 しく泣いた。 その声 を聞いたボブスは、ウングフ ォ トゥスの手か ら
子供 を奪い とり、貝 をか き集め るい とまもな く急 いで沼地に帰 って行 った。 し
ば らくその後 ろ姿 を見つめていた ウングフォ トゥスもやがて姿を消 し、クバ イ
ムスの木の中に戻 って行 った。
一沼地 に戻 りなが らボブスはふ と、ウォグプメ リ川 に棲む という姉のヤムスに
会 いに行 こ うと思 い立った。子供 を連れた ままボブスは地下水路に潜 りこみ、
ウォグプメ リ川 まで来 ると川の中をどん どん進んで行 った。 中流 の川岸でカヌ
ーを作 って いるマヤモ トゥグ(男 性霊)を 見かけたボブスは、姉が どこにい る
か知 らな いか と尋 ねた。男が、ヤムスな ち近 くの沼に棲 んで いると話 してい る
ところに、遠 くの方か ら不気味な叫び声 が聞こえてきたO「 お一い、待つんだ
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あ一、お まえの子供 を食べてや るぞお一。 」 男の子をわが ものに しようとe
ボブスの後 を追って きた ウングフォ トゥスの声だ った。 ボブスはす ぐさま水 に
潜 り、沼に続 く小 さな水路 を奥へ奥へ と入 って行 ったO
残ったマヤモ トゥグの ところにウングフ ォ トゥスがや って きた。マヤモ トゥ
グはボブスの行方 を問いただす彼女 を騙 し、 カヌーにのせて全 く別の沼地へ と
連れて行 った。そ して沼の 中ほどでわざとカヌー を揺すぶ って転覆 させた。水
に弱いウングフォ トゥスはただ沈んでいくばか りだ った。マヤモ トゥグは水中
に潜 り、 ウングフォ トゥスの体を籘 の蔓で ぐるぐる巻 きに して、端 を川底か ら
生 えていた木の根元に しっか りとくくりつ けた。それでウングフ ォトゥスは ど
うにも身動 きが とれなくなった。
一方、ボブスは姉のヤムスに無事会 うことがで きた。夕方、薄暗 くなヴた頃、
遠 くの方か ら水音や水草のざわめ く音が聞 こえてきた。ヤムスが共棲 しで いる
ヘビたちが、カスカスや袋 ネズミの獲物 をとって戻 って くる音だった。ご甦の 菁
ヘ ビがボブスの体 に巻きつき、 くん くん と匂 いを嗅いだ。ヘビたちは獲物亀 牙 三
で噛みちぎると、 それをボブスに も与えた。 ウングフォトゥスに襲 われそ7に ・こ
な った話 をす るボブスに、ヤムスは、男の子 をこ こに残 し、 ウェイサス川 を離
れて安全なモンブゴ トゥス川に行 くよう勧めた。 まだ暗い うちに、ボブスはひ
と りで水中に潜 り、地下水路 を通 ってモンブゴ トゥス川へ と向か ったJ
-一・ モ ンブ ゴ トゥス川の下流の沼地で、一ボブスは槍 を削 一〉一て いるで人の男 に出会.
った。オンブ イグ(Ombuij>とい う名のマヤ モ トゥグだった。 ボブ スはこの男
と共棲す るようにな り、やがて男の子 と女 の子が一人ずつ生 まれ ると、彼 ちを
ウェイサス川の下流に送 りこんだ。 この二人はメスカの東側にあるシュゲバゲ
ス湖 に棲み、き ょうだい婚 によって男の子一人 と女の子一人 をもうけた。 この
二人の子供たちは シュゲバゲス湖のすぐ東 にあるアンクェバ ゲス湖に送ちれ て、
そこで同 じように男 と女の二人の子供をつ くった。できた二人の子供は、メス
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カの北にあるバ グイバゲス湖 に移 り棲み、 そこで生 まれた男の子 と女の子は、
コロサメ リ川に西か ち流れ こむ タファス川 ぞいの湿地帯 に棲むよ うになった。
一方、ボブスとオンブイグのあいだ には、男の子 と女の子が もう一人ずつ生 ま
れて いた0ボ ブスたちは、 この二人 をウェイサス川の中流か ら東 に伸びるヌモ
ファス川流域の沼地 に送 りこんだ。二人か ら生 まれた男の子 と女の子は、ワ タ
カ タウイの南にあ るウゴ トゥバグ湖 に移 り、 そこでできた二人の子供は、ウ ェ
イサス川の反対側 を流れ るイグファス川 の湿地帯に送 られた。彼 らもやは り二
人の子供 をもうけ、 その子 らはイグファス川 をさらに南西に進んだ ヨコフ ァス
川の沼地 に行った。そ してそ こで生 まれた男の子 と女の子 は、 ヨコファス川か
らコロサメ リ川 に出て上流に向かい、 ピソリオの近 くの湖沼に棲むよ うにな っ
た。 こうして、モ ンブゴ トゥス川、ウェイサス川、 コロサメ リ川の周辺の湖や
沼地に、多 くのマヤモ トゥムたちが散在す るようになった(地 図6参 照)。 こ
のボブス とオンブイグか ら派生 した霊は 「マヤモ トゥムの子孫たち(mayamotu
kokwam)」と呼ばれている。
この神話か らうかがえるよ うに、マヤモ トゥムが擬人化 されて受 けとめ ちれ
●
ている度 合いは強 い。他 の霊 による襲撃、逃走、き ょうだ い婚、そ して分散 と
い った様相 は、人 間の祖先神託にみ られ るエ ピソー ドをも彷彿 とさせ るもので
あ る。 とはいえマヤモ トゥムは、その性質 において も行 為において も、や は り
.一 邪悪な超 自然霊なのであり㍗ 人問 と接 触 して危害を加 えた という話 はいくつ も 三
伝 えちれている。 なかで も、 シxゲ バゲス湖 に送 りこまれた マヤモ トゥムの後
裔たちが人間を襲 った話は有名である。
かつて シュゲバゲス湖の近 くのボグゴイス山には、 トム トグ(Tomtoj)とい
う今は絶滅 した集団5)が暮 ち していた。あ るとき、一組の夫婦が男の母親 とい
(5)トム トグはワヘイに吸収合併 されたウ ォホ ゴ トの方言集団で、ワヘイ とも社
会的文化的な近親性が強か った といわれ る。 この説話は ウォホゴ ト経由でワヘ
イにもた らされた ものである。
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っ しょにウェイサス川下流 ぞいの出作 り小屋にや ってきた。 男は犬 を連れ て狩
りに出か け、母親は川 に魚をと りに行った。右足の太股 に大きな腫れ物ができ
ていた女は、歩 き回れないのでひ と り小屋 に残 っていた。そこに二人 の女 がカ
ヌーにの って近づ いてきた。 シュゲバゲス湖か らや って きたマヤモ トゥスたち
だった。二人は女の腫れ物を見 ると、手 当 してや ると言 って女 を外に運び 出 し
たe地 面 に椰子の幹の表皮 を敷いて女を寝かせ、太股の そばに椰子の葉柄の皮
でつ くったた らいを置 いた。マヤモ トゥスの一人が、石の破片で腫れ物に切れ
目を一筋入れると、大量の血がた らいに流れ こんだ。マヤモ トゥスはそれか ら
一気 に腫れ物を切 りとった。痛さの あま り、女が大声をあげて泣 き叫ぶ と、 も
う一人が 口を手 でお さえた0そ して腫れ物 ばか りか、足の肉 もどん どん切 りと
って いった。血 はとめ どもな くあふれ出 し、女は気 を失 い、やがて息を引き取
った。マヤモ トゥスたちは、豚 を解体す るよ うに女の死体 を切 り刻み、骨符 き
の肉片や 内臓を もっていた編み袋 に入れた。頭だけはその場 で火 をおこ して焼
き、顔肉や脳、眼球 を食べつ くして、残 った頭蓋骨 を小屋の軒先に籐 で吊した。
そ して編み袋か ちセ ンネンボクの葉 を一枚取 り出 し、結び 目をひ とつ作 っ遷耳
の穴か ち頭蓋骨 に差 しこんだ。それ は殺 人者 としての 自らの身元 を告げる印だ
った。二人は編 み袋 をカヌーに積み こみ、 「ウ ィーアー ッ!」 と大 きな叫び声
をあげなが ち、湖 に戻って行 った。
一魚 とりをしていた老母はぐそ の声 を聞いて女が呼んで いるのだ と思 った。急 ニ ー
一 いで出作 り小屋に戻 った彼女はヤ 軒 先に吊された頭蓋骨 を見つ けた。それが女 一
の ものだ とわか るのに時間はかか ちなか った。老母は頭蓋骨 を取 り外 して小 屋
のなかに置き、大声で女の名 を呼び なが ち泣 き叫んだ。 そこへ男が狩 りか ら戻
ってきた。妻が殺 されたことを聞いて、男 も号泣 した、やがて涙がお さまると、
ど うして一緒 にカヌーにのせて行かなか ったのか と母親 を詰 った りも した。 だ
が、すべて後の祭 りだ った。二人は頭蓋骨 をもって山の村に帰 って行 った。
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セ ンネ ンボクの葉 を見た村 の男たちは、 それがシュゲバ ゲス湖 に生 えている
もので、女 を殺 したのはそこに棲むマヤモ トゥムの仕業 だとす ぐに悟 った。女
の兄が まず 偵察に行 くことになった。暗闇のなかを湖に近づ いていった兄 の耳
に、湖の申から低 くとどろ く歌声が聞こえてきた。 マヤモ トゥムたちが人肉 を
えた祝いに うた う 「人間狩 りの歌 」だった。兄はす ぐさま村 に引き返す と、皆
に報告 した。男たちは槍 を研 ぎ、盾 を出 してきて、戦 いの準備 をは じめた。
翌朝早 く、男たちは武装 して湖 に向か った。先頭に立 った兄が、湖 のそばで
サ ゴ打 ちを して いる女 を見つ けた。マヤモ トゥス にちが いなかった。兄は そっ
と近づ く と、一気 に飛びかか って槍で突 いた。だが、た しかに手 ごたえは あっ
た ものの、女の体は一瞬の うちに消 えてな くなった。 と同時に、湖の方か ら強
い風が吹 いてきた。襲撃 を知 ったマヤモ トゥムた ちが、水の中か ら一斉 に息 を
吹 きかけたのだ。息は突風 とな り、低い音 を響かせなが ら男たちを襲 った。男
たちは 目もあけ られず、体は次第 に後ろに押 しや られ るよ うになった。 どうに
も太刀打 ちで きず、彼 らは逃 げ出す ほかなか った。だが風は、逃 げる男た ちを
執拗 に追 いかけてきた。村 までや っと逃げ帰 った とき、村 に残 っていた一 人の
長老がウ コンの根を持ち出 してきて、それ を噛んでは風に向けて唾を吐 きか け
た.す る とようや く風はおさまった。人び とはこれ以後、シュゲバ ゲス湖 に近
づ くことす ら恐れ るよ うになったO
トム トグかち伝 えあれ た この説話は、現在 シュゲバ ゲス湖 のす ぐ西側の 〆ス
カに住む ワヘ イにとって も、強い説得力 と規制力 をもつ話 として受 けとめ られ
てい る。ただ、ワヘイは この話について、殺 された女はひ と りぼ っちにな った
か ら霊 に狙われたのだ と解釈 してお り、人間が何人か集 まっていればマヤ モ ト
ゥムにそれ を殺すほ どの力はない と考えて いる。だか らワヘイの中には、 シュ
ゲバゲス湖 に魚 をと りに行 くのは極力避 けるけれ ど、一人でなければ大丈夫だ
と言 う者 もいる。マヤモ トゥムの性質を説明するこの説話は、一方で、孤立 し
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た状態 におかれ ることや一人 きりでの作業 を恐れ嫌 う彼 ら自身の性質 を示唆す
るもので もある。
(6)ソ ングク/ソ ングス
大 きな川の入 り江の水 の中に棲む霊は、 ソングム(多 数形)と 総称 され る。
その うち、男性霊はソングク、女性霊はソングス と呼ばれ、両者は兄妹 と考 え
られている。
ソングクが初めて姿 を現 したのは、ボブグ トスの少 し上流の入 り江である。
ヌングワセのひ とりの女がそこでサ ゴヤ シ澱粉 を洗い出 していた とき、得 沐の
知れない怪物が浮かび上が って きて、女の捨てたサ ゴの繊維 くず を食べは じめ
た0細 長い胴体 をしたその化 け物 の顔は人 間の ようでもあ り、下半身はワニ の
尻尾の ようにも見えた。驚いた女は村に とんで帰 り、男たち を呼んできた静 だ
が もう化け物の姿は消えていた。男たちは、女にサ ゴ洗 いを続 けるように言 う
と、林 に入って籐の蔓を取 ってきた。草む らに隠れて様子 を見守 っていると、
やがて また化 け物が浮上 して きた。'すぐさま四人の男が籘 をもって川に乗歡 込
み、化 け物の体に蔓 を巻 きつけた ところを、川岸の男たちが必死で引 っ張 った。
化 け物の抵抗は強 く、何度 も州に引 きず りこまれ そうにな りなが らも、男たち
はや っとの思いで川岸に引 き上げ ることがで きた。地上 にあがった化け物は、
一∴ 死んだよ うに動かな《なった0-一 … 一 ._二
疲れ はてた男たちに、化 け物を山の中腹 にある村 まで運ぶ力は残 っていなか
った。一計 を案 じた彼 らは林 に行 き、サゴ地虫をつかまえてきた。 そ してグ ネ
トゥムの繊維で長 い紐 を作 り、先 にサ ゴ地虫 をくくりつけて、それ を化け物の
鼻先 にもってい った、化け物 が匂いにつ られて 目を開き、 口をあけて地虫に食
いつ こうとす るところを、男たちはす っと紐 を引っ張った。す ると化 け物は這
いず りなが ら地虫を追って動いた。 男たちはまた紐 を引 っ張 り、化 け物はまた
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地虫めがけて動 いた。 これを繰 り返す ことで化 け物 自身に移動 させ 、首尾 よく
村 まで誘い こむ ことができた。
精霊堂の中に入れ ちれた化 け物は、また石 のよ うに動かな くな った。男たち
はそれ を柱に しっか りと縛 りつ け、 木の檻 を作 って まわ りを囲 うと、家に戻 っ
て寝た。す るとその夜、バイ シュメイのあ る長老の夢 に化け物が現れた。 そ し
て 自分が入 り江 に棲むソング クとい う名の霊であることや、川べ りに生 えて い
るノグス(nojus)の木で自分 を象 った木彫 を作 って大切 にすれば、今後 も人間
、
に危害 を加 えるつ もりはない ことな どを告げた。翌朝早 く目覚めた長老が精霊
堂に行 ってみ ると、化け物の姿は消 えていた。だが男たちは、 どうにか して逃
げ出 したんだろ うと高をくく り、長老か ら夢の話を聞いて もまった く取 り合わ
なか った.
しば らくして、ヨ ミセイの女が別の入 り江でサゴの洗 い出 しを している と、
ふたたび あの化 け物が現れた。化 け物は、今度はサ ゴくず も食べず に女に襲い
かか り、川 の中に引きず りこんで しまった。女は抵抗 もむな しく溺死 し、 その
まま川に流 されて行 った。 その時た また ま下流の方でカヌーを削 っていた男が、
川面 を浮 き沈み しながち進 む死体 を見つけて引き上げた。村人たちは、女が誤
って川に滑 り落 ちて溺れ死 んだのだろ うと思 った。一晩た って、死 体はいつ も
のよ うに村 はずれ に作 った棚 台の上 におかれた。やがて死体は腐 りは じめ、脂
が両脇か ら地面お 垂れ落ちて きて溜 った;∵す るとま もな≦ 山の頂上側に落 ちた
脂か らはサ ゴヤ シが、下の方に溜 った脂か らは竹が生えて きた。 どちらもこれ
まで見た ことのな い種類で、サゴはバイスギス(baisgis)、竹はカム ダゴス(
kamudajos)と名づけ られた。
ある夜、女の夫 の夢のなかにソングクの霊がふたたび現れた。そ して、女 を
殺 したのは 自分で あ り、それは男たちが木彫 を作 らなかったか らだ と告げ、す
ぐに木彫 を作 って血 を振 りかけるとともに、脂か ら生 えて きた竹で竹笛 を作 っ
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て息 を吹きこむよ う命 じた。夢の話 を聞いた男たちは、今度はソングクの こと
ばに従った。 まず川べ りに行 って ノグスの木の幹 を切って くると、精霊堂の申
で、皆で化 け物の姿 を懸命 に想 い起 こしなが ち木彫 を作 りは じめた。 また、カ
ムダゴスの竹 を切 ってきて節 をく り抜 き、吹 き口にする穴 をあけて二本の長 い
竹笛 も作 った。夜 までかかって木彫 を完成 させる と、林 に行 って コビタス(
kobitas)の枝、椰子の葉柄、ウコンの根 を取 ってきた。 そ して死んだ女の夫が
自分のペニスに細 い竹片 を突 っ'こみ、中で 回転させてか ら引 き抜 くと血が噴き
出した。その血を椰子皮のた らいに貯め、 コビタスの葉 を浸 し、ウコンの根 を
か じって唾 をその葉に吐 きかけては呪文を唱 え6)、血まみれにな った葉で木彫
全体 をたたいた。 そのそばでは、二人の男が竹笛 に息を吹 き込んだ。する と竹
笛か ち低い音が響 いてきて、木彫が独 りでに揺れ動 きは じめた。竹笛 にはソン
グスの霊が入 りこんで歌い、木彫に宿 ったソングクの霊が、妹の伴奏 に合わせ
て踊ってい るのだった。夜 明け近 くな り、吹 き疲れた男た ちが竹笛 を壁に塰て
かけると、木彫 もそのそばまで進み、 同 じよ うに壁 にもたれかか って動き篭 止
めた。そ して以後二度 と木彫 が動 くことはな くな った。 靉
あごの とがった長 い横顔、その下にある喉、 まっす ぐに伸び る背 骨 とそこか
ら突 き出 して折れ 曲がる手足、手足 には さまれた腹 と肝臓、そ して背骨か らっ
なが る長 い尻尾か らなるソングクの側面立像の製法は、今 もワヘイの男たちの
あいだに伝わるもので、頻繁に作成 しては 「男の家 」や 自分の家に設置 してい
る。 また、 ソングス と呼ばれ る二本の長い竹笛 く長さ190～220cm、口径約5cm)
も現在二組が残 されていて、 「男の家 」におかれている。彼 らの多 くは、この
木彫 と竹笛 を保持 している限 り、ソングクや ソングスが人間 に危害 を加 えるこ
とはなく、安心 して入 り江でサゴ洗いを した り水浴 した りで きるのだ と考 えて
















まず死霊は、 クランごとに特定 された山の地中の霊界 に棲み、夜 にな るとキ
ジバ ンケンの姿で人間界に飛来す る。そ してさまざまな鳥 に化身 した り、人間
の姿でカヌーを漕 ぎ まわ った りして、夜のあいだ人間界の周 囲をさまよい、夜
明け前に また霊界に帰 ってい く。人間に何か強い恨みを抱いたまま死んだ場合
や、 自分の係累 に何か新たな揉め事 が起 こった ときには、死 霊は報復のため に
現れて、人間を殺傷す る。 このとき死霊は、超 自然霊グハに支配 されてお り、
その力は、グハの超越的な力に由来すると考 えちれている。そ して人間のお膳
立てや求め に応 じて、死霊は人や竹への憑依 とい う形で出現 し、人び とへの語
りかけと対話 を通 して、殺人の理 由や経緯 を公表す る。だが、人 の死の原因が
そ うや って明 らかにされて も、人び との現実の生活 に根本的な変化が生 じるわ
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けではな い。死霊は、人間の不祥事 を露わにす る役 目をお う一方で、生きてい
る人間が決定的には傷つ かないよ うに死の責任 を引 き受けて もいる。つま り死
霊 は、逆説的な意味で、 自らの子孫たちを守 っていることに もなるのである。
次 に邪術霊は、基本的には超 自然霊の一種であ りなが ら、 その出現が特別の
呪文 を知 る人間 によって コン トロール され る特殊な霊であ る。起源神話による
と、 山の大木に宿 り、 その木の実 か ら発生 し、コウモ リに化身 して人間を襲 う
といった具合いに、超 自然霊ジュウォバニガ トゥグの性質 と似かよった ところ
も認め られ る。 しか し、 ワヘイの霊分類の原副である棲み処 による区分 とい う
点で、両者の棲む木はは っき り異なるもの として認識されてお り、 また化 身す
るコウモ リも、大 きさの ちが う別種 であ る。だか ら、両者が同類に位置づ け ら
れた り、同一視 された りす ることはない。 さらに、邪術霊の出現のき っかけを
握 ってい るのは、誰かに何 ちかの恨みをもつ人聞であるが、その動因はあ 《ま
で も人間同士の関係 に由来す る報復 にあ る。 この点で邪術霊は、人間にとって
死霊 と似たよ うな制裁力をもつ霊 と して受 け とめ られている。ただ、邪術霊 は、
死霊のように自発 的に動 くのではな く、人間のエージェン トとして動かされて、
同 じように恨み を晴 らす役 目をお うのであ る、 このように邪徳霊は、死霊 と超
自然霊の 中間に位置 し、両者の性質 を兼ね備 えている独特な存在 と見 ることが
できるO
最後に超 自然霊 とは、ワヘ イが暮 らす生態環境のあち らこちらに棲みついて、
随時現れては人び とを脅か し7そ の行動や考 え方や感受性忙強い規制や影響 を 一
及ぼ している邪悪な力の ことである。魚 をとる場所 としての川や湖や沼地、移
動のため の大切な通路であ る川、 日々の水浴の場であ り、カヌーを泊め、サ ゴ
洗いをす る入 り江、動植物 を狩猟採集す る場所で ある山や林、そ うした生活環
境の実に多 くの地点地点 に、超 自然霊は棲 んでいる。神話や体験談 に示された
霊の棲み処を地図の うえで大 ざっぱに確認す るだけで も、人び との生活の場が
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いかに濃 密に霊 によって取 り囲まれているかがよくわか る。生 きてい く以上、
霊 と接触す る可能性があることは、人間が どれだ け避 けようとした ところで、
ゼロにはな らな い。人び とは、その恐怖 を前提 と して、あ るいは潜在する霊の
不意の襲撃 にた えず怯えなが ら、生 きて いくほかない。 この点に、 ワヘイが超
自然霊を分類 し、 その性格 を描 く多 くの神話 を伝 え、遭遇体験を語 り合 うこ と
の社会的な意味が ある。 ,…
多様な超 自然霊 のなかで も、'「サガイクの根 」としての グハ と 「真のサ ガイ
シ 」として竹笛 に宿 る女性霊は特 に重要で ある。グハは、すべてのサガイ クの
みな らず、死霊 を も支配 して殺人 に向かわせ る。死霊の力はすなわちグハ が与
えた力で もある。 また真 のサガイシは、今 いるすべてのサ ガイシの根源であ り、
その象徴 的存在である、それ はグハの妻 であるともいわれ、 グハ と共 に、人び
との霊認 識 と霊 を畏怖す る社会的感情の根幹 に位置 している。
霊分類 に示 された さまざまな霊の性質にはそれぞれ違いがあるものの、 その
一方で、人び との霊認識のあ り方、特 に霊 をいか に感知す るかとい う知覚 レベ
ルにおいては、 いくつかの共 通性 を抽 出す ることもできる。そのキーワー ドと
な るのが、 「生命(y◎goq)」「考え(yogoq)」「影(xojofas)」「息(
gofshugaj>」「風(wifojgaj)」「低い呼吸音(yogoq)」「力(yabosgas)」
とい った概念で ある。霊 も 「生命 」ある存在で、邪悪な 「考 え」を もち、だか
ちこそ人間 を襲 った り殺 した りす る。霊の現れは、視覚的には暗闇 に揺 らぐ 「
影 」、触覚的には霊の 一「息 」がまきおこす緩やか な 「風 」、 そ して聴覚的には
「低い音 」として知覚 され る。この 「影 」と 「息 」と 「低 い音 」によって、人
び とは霊の 「生命 」、す なわち 「力 」を感 じとるのであ る。
こ うした さまざまな霊 のあ り方 についての認識や、霊はその よ うに して存在
す るとい う人び との想像力こそが、 ワヘイの現実生活 を決定づけている要因で

















る。ワヘイはこの両者 を表面上は区分 しているが、本質的 には両者は、同 じ核
をもっ連続 した ものなのである。た とえばほ とん どの始祖の来歴 には、不確 か
な発生の仕方、遠隔地への移動、分散、他人 との出会い、そ して定着 とい った
共通のパ タンが認め られ るが、それは言い換えるな らば超実在、さまよい、流
一 転、人間 との遭遇、一棲みつ きという、霊の存 在パ タンそのものと同一視でき る。 一 一
具体的には、ナマズか らコウモ リ、 そして人聞へ という化身の流れ(ヌ ングワ
セ)、 豚の足 をもつ姿か ら完全な人聞への変 化(フ ォゴセイ)、 人間かちキバ
タンへの化身(オ グ ファイヨ)、 インコの羽衣の着脱による鳥 と人間の姿 の 自
在な循環、ウか ら人間へ の化身、逆に人間か ちボ ラへの化身(バ イシュメ孝)、
ヒクイ ドリから生 まれた人間(ハ イ ショミル)、 サ ゴ地虫の人への変態(ゲ セ
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イ)、 人聞 とオウギワシのあいだの転移(カ ビンデイ)、 オオタカか ら生 まれ
た人間 とヒタキに変わった人間(ウ ェサヨム)と い った祖 先神話の中心的モチ
ーフをなす始祖たちのあ り方には、化身、変態、転移 とい った霊の本質的な性
質 を認め ることができる。 また、魚たちの水底の村 とい う描写(バ イシュメイ)
は、 山の地中にある 「死霊の村 」との対比 をうかがわせ るものである し、小型
コウモ リにそそのか されたオウギバ ト=人闘 の殺人行為(フ ォゴセイ)は 、人
間にあやつ られ る邪術霊=小 型 コウモ リとい う関係が反転 した もの と見 ること
がで きる。 さらに、岩の 申か ら出て きた男たち(ヨ ミセイ)は ウ ィングフグ、
大木の中に棲みつ いたサイチ ョウ=人 間(バ ギセ イ)は シェウォバニガ トゥグ、
人間の血 か ら生 まれた男た ちと風 によって妊娠 した とい うウバダニの女た ち(
ウェサヨム)は ソングクとマヤモ トゥム との関連 をそれ ぞれ強 く想起 させ る も
のである し、付帯 的には、人間 を襲 って移動 させ た とい うヘ ビと トカゲの霊(
オグファイヨ)は 命名 ・分類 され てはいな いが明 らかに超 自然霊の一種 として、
また岩の中か ら人間を掘 り出 した犬(ヨ ミセイ)や 女たち と暮 らした犬(ウ ェ
サ ヨム)は 霊犬 として捉 えることができ る。
要す るに、神話に登場す る始祖たちは、霊 的な存在と実質 的に区別す ること
はできな い。あるいは、神話 的存在 とい うものは、すべか らく霊的な存在なの
だ と言 って もよい。霊は 「影 」であ り 「力 」であ る。入び とに映 る太古の祖先
の姿 は、 まさに 「影 」の よ うな存在なのであ り、その霊 と しての 「力 」こそが、
'現 在生 きて いる人び とめ生存の源泉 として
、祖先の存在論的な価値 をにな って
いる。 そ して逆 に、霊が現実の うちに生 々 しい現れ として感知 され る限 り、神
話的存在 も現実存在 として立ち現れ ることになるのである。
人は死 に、死霊 となって霊界に暮 らしなが ち、人間界 とのつなが りを報復殺
人 と憑依 とい う形で保ち続 ける0だ がこの とき死者たちは、死の直後か らす で .
に 「祖先 」と化 している。つ ま り人間が畏怖する とともに忌み嫌 う死霊の行 為
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や思考は、 「祖先たち」とい うカテゴリーの中にすでに包含 されてお り、死霊
の 「力 」と認識されている ものは、実は祖先たちの 「カ 」と同義なのである。
この意味で、生 きている人間、死ん だばか りの人間、すでにある死霊たち、死
者の集合体 としての祖先たち、そ してその根源に位置す る始祖たちは実質的 に
連続 して いる。一言でい うな ちば、 いま死んだばか りの人間 と遠い昔 に死んだ
始祖たちの位置づ けは、認識論的には何の違 いもない。だか ら人び とは、誰か
の死 に直面す るたびに、時間め枠組 みの申での出来事 とい う捉 え方 を一気 にと
び越 えて、 自らの存在の根源た る始祖=神 話的存在の生 きる世界にまで軽 々と
跳躍するこ とができるのである.こ の脈絡 の うえに立てば、超 自然霊 と始祖た
ちのあ り方 を分 け隔てるものが何 もないこ とにも気づく。超 自然霊は、スタテ
ィックな分類の うえかちは、死霊 とは異なる棲み処 と異な る性格 をもっ存在 と
して差異化 され ては いる0だ が す でに見てきたように、 「影 」として 「蒼 」
の 「低い音 」を響かせなが ら現れ る とい う感知のな され方は、そ してそれが人
間に及ぼす 「力 」としての実体は、 表面上の分類 を越 えて、逆説的な 「生轡の
リア リテ ィをもた ちす点で死霊 と根本的には何 ち変わるところはない。超 自然
霊の 「力 」が人間に与える脅威は、 同時に 「生 」への執着 を人間に与 える。超
自然霊はだか ら、単に自然に対す る人び との畏怖心の産物 とい うのではな く、
カテ ゴリー化 された 自然に対応 しつつ、そのカテゴ リー を越 えて さまよう力な
のであ り、 それは まさに神話的存在 のあ り方 と共通するものなのである。・
したが って、霊の存在論的な基盤 や範型は神話にあ一り、一他方、'神話的存在は
霊 として現実に立ち現れ ると言 うことがで きる。そ して、 この神話的存在 とし
ての霊的存在、そ して霊的存在 と しての神話的存在 とい うあ り方は、ワヘ イが
「始 ま りの話」と呼ぶ神話そのものが、現実世界のモデル と して機能 している
ことを意味 して いる。神話 によって霊の存在は保証され、霊 を感知す るたび に
神話は蘇 る。この弁証法的関係によって世界は成立 して いる。人び とに世界認
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識の基礎 と行動の範型を提供する とい う神話の性格(HONKO1984:49)は、言
うまで もな く、人び との鋭敏な感受 性と想像力 によって支 えられてい るが、生
の根源 としての始祖たちのイメー ジを生み出 しているもの と死の源 泉 としての




グ パ と ・う た 、

1.グハの神話D
昔ウバ ダニ2)の一人の女が、グハ を手網でつか まえた。私 の女祖先が、彼女
がつかまえてきた。 ウォカ イボフ ァス、彼女 は私の祖先だ3)。今 の出来事 では
な い。 この名前は神話が与 えた ものだ。要す るに、私の祖先のウ ォカイボファ
スが、彼女 自身がグハ をつか まえたのだ。
「私は もうす ぐ行 くつ もりです。明 日サ ゴヤシを切 りに行 きます.サ ゴ澱粉
がな くな ったので、サ ゴヤ シを切 ってサ ゴ打 ちを します。サゴ打 ちを して 夕方
には戻 って きます.」 彼女 自身は太陽が いるあいだ、夕方まで(林 に)い て、
男たちは村に残 っていた。村 にいる男たちの ところに、女が(サ ゴ澱粉を入れ
た)編 み袋 をもって帰 ってきて言 った・ 喚1湖 日・手網 をもって魚 をとりに
行 くつ も りです。朝の うちに焼きサ ゴを作 って、夫たちのために準備 してお い
て、私一人で行 ってきます。 」
(自分用の焼きサ ゴを入れた)小 さな編み袋 と、(と れた魚 を入れ る)大 き
な編み袋 を手網にいれて、歩 いて山を下 ってい くと、ガイダガ ト4)の入 り江(
に出た)。 ガイダガ トか ら(さ らに歩いて)オ ム ヌガイヨゴスの入 り江5)(に
着 いた)。 この女はそこを一人で歩 いた。(オ ムヌガイヨゴスで 〉女はムナ イ
グとい う小 さな魚 をた くさん捕ろ うとした。で もだめだ。ムナイグはさっぱ り
捕れな い。.そこは終 わ りにして、一女抵 上流の方へ歩いてい った。そ してまた手
(1)この神話はワヘイ語 で語 られ た一つの ヴァー ジ ョンをできる限 り逐語的に翻
訳 したものである。意味のつ かみに くい部 分には、補足的説明 を括弧 内にいれ
ておいた。 ワヘ イ語の原テクス トは付録4に 掲げてある。文申の地名の位置 に
ついては、第一章に示 した地 図1と 地図2を 参照されたい。
(2)ウェ イサ ス川上流の北側 にあ る山の名。ウェサヨム ・クラン発祥の地 といわ
れ る。
(3)この神話 を語 ったのはヌングワセに属す るイマンとい う長老で、ウ ォカイボ
ファス もヌングワセに属す る。ボブグ トスに生 まれた彼女は、以前 か ら通婚関
係にあった ウバ ダニ山のウ ェサ ヨムの男(カ ワデ という名)と 結婚 していた。
(4)ウバ ダニ山か らウェイサス川に流れ込む小 さな川 にあ る入 り江の名。
(5)ガイダガ トよ り少 し下流 にあ る入 り江。
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網で水 をす くった。や っぱ りだめだ。また歩いて歩いて上流 に行 った。 グハだ。
グハが中に入ったa女 が手網 をす くい上げ ると、底 にいた。グハは手網の下の
方 にもぐりこんでいた。女は思 った0「 オ グ ック(口 の大 きい魚)が かか った
のか しら?そ れ ともムナイグか しら?」 女は(手 網 を)上 にか ざ してみた。
「ちが うわ!で も何か しら、 これ?わ けのわか らない ものだわ。 」 女 は じ
ろ じろとよく見た。 「この入 り江 に も手網 で魚 をつかまえようとして何度 もき
たけ ど、 こんな もの、 この川で今 まで見た こともないわ。いったい何なのか し
ら?何 か いい ものが 自分か ち 〈手網に)入 り込 んで きたのか しら?」 女は い
ろいろ と考 えをめ ぐらせて いるうちに、恐 ろ しくな って立ち上が った。
女は(グ ハの入った手網 を)か か えて、(村 につづ く)道 を上 って行った。
す るとグハが 「リブ、 リブ、 リブ … 」と音 を発 した。 「わ っ1何 、 これ?
しゃべ るわ!も う捨てて しまお うか しら。で もだめだわ 」 女 は(グ ハが逃
げ出さない ように)手 網 を何度 もひねって巻 き、 そうや って 自分の家 がある と
ころに上 って行 った。
(女の)夫 は 「男の家 」に座っていた、女は言 った。 「あなた、ち ょっ とき
て。外に出てきて、私がつか まえて きた ものをよく見てち ょうだい。 」 男は
一人で出てきて尋 ねた。 「どこでつか まえたんだ?」 そ して言 った。 「おれ
だ って何なのかわか らない。 こんな もの見た ことのある奴な んていないそ。 い
るわけな いさび そ うだろう?」 「そうよね え。私 だ って見たことなか った し、
みんなだ って同 じはずよね え。 」 「ところでおまえ、こいつは今 つか まえて き
たばか りなのか?い った いどこでつか まえたんだ?」 女は説明 した.「 魚
を捕 ろうとしたんだ けど全然だめ だったの。 そ した ら(上 流の)入 り江の とこ
ろで(代 わ りにグハ が 〉つ かまったの。それ からこいつ がひ とりでに 『リブ、
リブ、'リブ … 』って しゃべ りだ したの よ。 」 男は言った。 「もうい い、
わかった。 」(す るとその とたん)「 ワー ッ!」曁(とグハが声 を立てた。 〉(
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男は驚いて女 に言 った。)「 どけっ!お れが手 にとって よく見てみるか ち」
男は(グ ハ を)手 にとり、男の家の二階に持 って入 った。
(グハが)言 った。 「おれは今、 こうして男の家に座 っている。 おまえた ち、
下 にある割れ目太鼓 を全部ここの真ん中にもって こい0お れがその うえに上が
って、今か ち割れ 目太鼓 をたたいてやる。 よく聞 くんだぞ。 」 グハは(手 足
と尻尾で)た た きは じめ た。 「ボム、ボム、ボム … 」 体 を揺す りなが ら
割れ 目太鼓 をたた きは じめた。 「お まえたち、ちゃんと聞いているか?」 「は
い、聞いています。 」 男たち全員が 「は い」と答 えた。 「おれ は男の家にず
っと居座 ることに した0そ このお まえ、お まえの家に子供は いるか?子 供だ。
小 さい子供でもいいんだ、 いるのか?」 男たちは答 えた。 「われわれみんな
にいます。 」 男たちは口々に言 った。 丁私 に もいます。 」 「ぼ くにもいます。
」 「私だ っています。 」 「よ しわか った。 そいつらを夕方連れてこい。力女一
を半分に切 った ものを(男 の家のそばに)置 いてお くんだ。それ か ら歌を った
え。歌いながら子供たちを全員連れて くるんだ。 」 男たちは夕方 になるとカ
ヌー を切 って(男 の家に)置 いた.い くつ もい くつ も持って きて、 そ してその
数 をかぞえた。男の家に持 ち込まれたカ ヌーの断片を見て、グハは言 った。 「
よ し、いいそ。 」 カヌーを運び終 えた男たちは、歌いなが ら次 々と(男 の家
の囲いの 〉外 に出た。彼 らは歩いて子供たち を連れに行った。
男たちはやがて男の家 のそばの小丘に戻 ってきた。戻 って きて少年たち を(
男の家に置いたカヌーの ところに 〉連れて きた。そ してウォギノ6)、つ ま り親
族ではない男た ちの上に横たわ らせて、少年の体 に赤土を塗 った。(少 年たち
はそれぞれ)二 人のウォギノの胸の上に横たわった。す るとグハが二階か ら下
りて きて、少年(の 背中)を 噛んで傷をつけた。傷を入れ ちれた少年たちは男
(6)少年の父の友人 を指す。少年や父 とは親族関係にない男性である。少年 とそ
の男性 とは互 いにウ ォギノ(wojinoq)と呼び あ う。二人のウォギノが一人の少
年の世話 をす る。
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の家 の二階に上が って床の上 に寝た。 そ して朝 までず っと眠 り続けた。 その 日
は座 って休んだ。次の日に水浴び に行った。水浴びす るとまた(男 の家に)戻
って きて休息 をとった。 この少年た ちは水浴びに行 くと何度 も何度 も傷をこす
った。す るとグハが噛んだ あの傷が瘢痕 とな った。瘢痕 を洗 いに行 って戻 って
くるとき、(水 浴 を見守 って いた男たちが男の家 に残 っている者 に)も うす ぐ
洗 って戻 ってくると伝 えた。少年たちはグハがつ けた瘢 痕 を何度 も何度 もこす
ってか ら戻 って きた。 こす り終 えて男の家 に帰 って くると、座 って休んだ。
少年た ちが(男 の家で休むのを)終 えるとき、(グ ハが)彼 らに赤土 を塗 る
ように言 った。少年たちは赤土を塗 ってか ら、女たちに姿 を見せた。女た ちは
怒 った。少年たちが男の家の中に入 って、(傷 をつ けられて 〉出て きたと言 っ
て怒 った。少年 たちは林の奥深 くに入った。・とて も遠 くの林 に行 き、(川 をせ
き止めて魚 をとるために)水 をかき出し、サ ゴを蒸 し焼 きに した。蒸 し焼 きが
終 ると水 を飲んだ。 男の家 で休んでいた間、少年たちは水 を飲んでいなか った。
彼 らはサ ゴを蒸 し焼 きに し、水 をかき出 して(と れ た)魚 も蒸 し焼 きに して、
そ して水 を飲んだ。サ ゴ地 虫 を食べ、サ ゴの髄 を食べ、魚 を食べた。 男の家 に
いた とき、 こうした もの をまった く食べていなか った。水 も鯨 も豚 もサ ゴ地 虫
も口に して いなか った。彼 らは(林 に)行 き、(サ ゴや魚 を)蒸 し焼 きに し、
食べ終った。そ して女た ちにふたたび姿を見せた。女たちは(少 年の体を)よ
一 一く見回 してか ち言 った。 「大丈夫 だわ 」 ヌコムテ了)はそれか ち小 さな編 み
袋 を(少 年たちに)与 えた。 中に タバ コの葉 を入れ、 ビンロウジも入れた小 さ
な編み袋 を与えてか ち、(男 の家に)歩 いて行 った。
男たち と(傷 を受けた)少 年たちは(男 の家の)中 に入 って話 を していた。
(するとグハが口を開いた。)「 お まえたち。 」 中にいる男た ちと少年 たち
は話 を続 けていた。す るとまた(グ ハが)言 った。 「おまえたち、 もう一度 子
(7)ウォギ ノの別称。
-234一
供たちを連れて くるんだ。 」 男たちは(女 の家の)中 に入 って、(子 供たち
を)外 に連れ出 した。それか らまた男の家に連れて行った。父親 と(連 れて こ
られた)少 年たちは体を揺す り(歌 い)は じめた。彼 らは踊 りなが ら(男 の家
の)外 に出た。父親たちは男の家の まわ りで踊 り、少年 たちは女の家のまわ り
で(母 親 といっしょに)踊 った。こ うして楽 しそ うに歌 い踊 って いた少年 たち
は、 またあの小丘に向かった。
(男の家 のカヌーの上に横たわった少年 たちを〉ふた たびグハが噛んだ。 そ
の うちの一人の少年 をグハはかみ殺 して しまった。 ボフ ィヨカの子供だった。
男たちは叫んだ。 「や られた!ボ フ ィヨカの子供だ!母 親に見せ るん じゃ
ないそ。怒 るぞ。見せ るん じやない。絶対 にだめだ。 」 男たちは(少 年の死
体 を)か かえて男の家の床下に入 り、そこ の地面に(死 体 を)埋 めた。そLて
(死体が骨 だけになるのを)待 った。グハ は(割 れ 目太鼓 を)た た き続け:;rい
る。男たちはただ じっと待 った。 ,鱒
(やがて)一 人の男が呼びかけて、(死 んだ少年の)ウ ォギノが(男 め蒙 の)
中に入 った。(夕 年の)体 は腐 っていた。腐 って骨だけにな って いた。ぞ就 で
頭 を、頭蓋 骨を取 り出した。男たちは、男の家の(床 下 の)地 面で穴の中か ら
頭蓋骨 を取 り出 し、二階の床の上 に置いた。そ して(頭 蓋骨 に)き れいに赤 土
を塗 ってか ち、 また(床 の上に)置 いた。男たちは赤土を塗 り終 えると(ま わ
りに)座 って言 った。 「いい出来だo_これで充分だ。 」 す るとグハが言 った。 一
「いいそ。ではまた傷を入れ る子供たちを連れて くるんだ。 さあ行 ってこい。」
男たちは三たび(別 の少年たちを)連 れて きた。そ して三たび少年たちを(
囲いの申に)入 れた。少年 たちが(中 に)入 ると、(グ ハは 〉三たび少年たち
に傷 を入れ、ひ とりの少年を殺 して しまった。(殺 したのは 〉これ で二回目だ
った.グ ハは傷 を入れるときに 〈力 をいれす ぎて 〉かみち ぎって しまい、その
まま(死 体 を 〉放 り出した。 男たちはまた く死体 を)埋 め、 〈穴の中に)置 い
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た。
グハは、割れ 目太鼓 をたたき続けていた。 男が言った。 「おお、なんて こっ
た!も うたくさんだ。 」 〈死んだ少年の)父 親だった。 「グハの奴が殺 し
て しまった 」と父親は泣 きながら言 った。 「グハの奴、い ったい誰の子供 を殺
した と思 ってんだ?」 「お まえの(子 供)だ 。 」 父親はす ぐさま槍 をとって
きて、それでグハ を突 き刺 した。グハは起 き上が った。 「(逃が しては)だ め
だ!」 男の家 にいる者たち もす ぐに立ち上が り、グハ にむかってカ ンドビス
の槍8)を投げは じめた。グハ は槍 を投げ続 けられなが ら、(ま わ りにサゴヤ シ
の葉を垂 らした)階 下に逃げ込んだ。男たちは(階 下の)出 入口の外 に立 って、
まわ りか ら槍 を投げた。グハが別の 出入 口か ら走 って外 に出て くる と、男 たち
も走 って追 いかけた、(体 に刺 さった)槍 は(中 ほ どで)折 れ、その ままグハ
は逃げま どう。また別の 出入 口か らグハ が中に入る と、男た ちは さらに別 の出
入 口か ら槍 を投げた。たまちずグハが外に出てきた。槍 は投 げ続 け られ、(突
き刺 さっては)折 れた。男た ちは、ヤモスベスの槍9)やカン ドビスの槍、イグ
ゴグの槍to》で何度 も何度 も突 き刺 した。
グハは男の家 を離れ、ウバ ダニか ら外 に出て、(山 を 〉下 った。 ウバ ダニの
峰をグハ は歩いて下 り、や がて川に出ると、ヌゴテ ィの入 り江1Pか ら水 に もぐ
った。そ して、もぐった ままグハ ヌギ川12)をどん どん進 み、ウェイサス川にあ
るヌナの入 り江 に出た。 そこか らウェイサス川を下 り、ウェイサ スとモンブゴ 曹
トゥスの合流す るところを通 って、 さらに下 って行 った。 そ してここメスカで
ウェイサ スの河 口か ら川の外 に出て きた。外 に出た グハ は(サ ル メイ川ぞいの)
イナルへ と進み、 イナルか ちさらにセピック川の上流に行 った。そこか らなお
(8)先端部に返 し刃が交互に刻 まれた槍。
(9)先端が舟型 に鋭 く切 られ た槍。
(10)棒状 に尖 った先端 をもっ槍。
(11)グハ ヌギ川にある入 り江。
(12)ウェイサス川に流れ込む川の名。グハ の名が地名の由来 とな っている。
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も進んで グハはボンゴス13)(に着 き、 そこで石 とな った。 アイクマグだ。この
石がアイ クマグ とい う名前なのだt°》。
2.文 化の根源 としてのグハ
すでに述べたよ うに、グハは超 自然霊サ ガイクの象徴 的存在であ り、ワヘ イ
に男性のイニシエー ションをもた ら した と考 えちれている神話的存在である。
イニシエーシ ョンは今 日で も継承 されてお り、近年では1981年と1987年に実施
され てい る。その対象 とな るのは、だいたい14、5歳か ら25歳くちいの未婚男性
で、 「男の家 」に一週間ほ ど隔離 されて、肩胛骨にそって背 中に二本の傷が入
れ られ ることが儀礼の主眼 となっている。 ・
一今 日行われ るイニ シエーシ ョンの手順は、 グハ の神話で示 されたや り方優『ほ
ぼ従 う形 で行われ る。まず、修練者たち くskoim)が柵で囲われた男の家 謹入 っ
てい く前 に、割れ 目太鼓の伴奏で歌が うたわれる。 それが 「グハの うた(讐uxa
windiogom)」である。歌の 内容は神話の脈緕 を示唆す るもの になってい0夕
方、薄暗 くな った頃か ら、男たちは男の家の そばの小丘(直 径2m、高さ0.8mほ
どのマウ ン ド)の まわ りで、女や少年たちはそこか ら少 し離れた民家(「 女の
家 」と呼ばれ る)の まわ りで合唱 をは じめ、二～三時聞た って歌が終 ると、修
練者たちは小丘に集め られたあと、そろって男の家の階下 に入れ られ る。そ し
てそこに置 かれたカヌーの断片の上に二人 のウォギノ(修 練者の父の友人)が
仰向けにな って横 たわ り、 さちにその上に修練者が うつ伏せに寝か されて、全
身に赤土が塗 られ る。つ ま り二人のウォギノが一人 の修練者の体 を支 える形 に
13)セピック川上流の町 アンブンテ ィの北西に実 在す る地名。セ ピックの支流が
通 じてい る。
(14)アイクマグはグハの別名で もある。グハ とい う名前 が女性に も広 く知 られ
てい るの に対 し、このアイクマグ(Aikumaj)とい う別名は厳 しく秘密にされ て
いる。
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なる。傷 を入れ るのは修練者の父 のコグモ ック(姉 妹の夫)も しくはキフガグ
(父の姉妹 の夫)の うちの誰 かで、鋭 く研 いだ石で、左右の肩胛骨にそって対
称形になだ らかな 円弧 を描 くように一気に切 り込む。神話の中で、 グハが歯で
つけた傷の再現 である。 この 日の夜 と翌 日い っぱい、修練者はその まま男の家
の二階で休息 をと り、翌 々朝の夜明 け前 に水浴び に行 く。 そ して ウォギノが赤
土 を洗 い落 としてか ら、センネンボクの葉で傷 口を何度 もこすって洗 い、治療
用 にウコンの葉か ら絞 った汁 を塗 りこむ。 それが終 るとまた男の家 に戻 って休
む。食事 は修練者の母親が作 った ものが父親経由で与 えられ るが、 食べて よい
ものは限 られて いる。男の家 にいるあいだ じゅう、許 され る食べ物 は焼 きサ ゴ
とグネ トゥムの葉 と熱湯だ けである。翌朝になるとまた水浴び に行 き、で きか
か ったか さぶた はこす りとられて しまう。 これを五～六 日も繰 り返す うちに、
傷 口はやがて瘢 痕 となって定着す るようにな る。だ いた い一週間 目の朝、水浴
びか ら戻 った修練者たちは、全身 に赤土 をきれいに塗 り、サ ゴとセンネンボ ク
の葉で作 った腰みのを着け、首には三 日月型の貝飾 りをかけ、頭や腕輪にキバ
タンの 白い羽 をさして着飾 る。そ して男の家か ら外 に出て、母親たちにグハの
噛み傷が浮 かび上が った体 を披露す る。 この時点で食の タブーも解け、水、サ
ゴの髄、サ ゴ地虫、小魚、豚、ヒクイ ドリ、カスカス、ワ ラビーな どが 日をお
って順番 に与 えられ るよ うにな り、 またタバ コを吸 い、 ビンロウジを噛むこ と
も初めて公 に許 され るis)。
ワヘイのイニ シエー ションにおいて特徴的なのは、一人の男性が何度 もこう
した傷入れ を受け ることが奨励 されてい る点であ る。少年の時に一回 目の イニ
シエーシ ョンを終 えた男は、結婚 していない限 り、数年後に行われ る イニ シエ
ー ションでふたたび 傷を入れ てもらうことができる。 その ときは、肩胛骨 ぞい
(15)これ らの食物が イニシエーシ ョン期間 中だけの タブー食であるの に対 し、
ワニ、亀、 ウナ ギ、 トカゲの四種は、生 まれてか ら自分の子供ができる頃 まで
食べては な らない とされ る、長期間 にわた るタブー食で ある。
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にすでにある傷の下部 に、や は り左右対称 に二本 の短めの円弧が切 り込 まれる。
三回 目な らば、さ らにその下側に傷 を入れ られ る。 そして、その一回一 回に同
じ食 のタブーが課せ られ るOイ ニシエーシ ョンを受 けるたびに修練者の両親は、
修練者のヤ ンダム ク(父 の姉妹の息子)、 キ フガグ 〈父の姉妹の夫)、 コグモ
ク(姉 妹 の夫)、 イニ トゥグ(兄 の娘の夫)た ちに相応の食事 を振舞わなけれ
ばな らないので、付随す る負担は大 きい。単 に傷 を入れ てもらうだ けではす ま
な いのである。だが、それに もかかわちず、 ワヘイの既婚男性の 多くは背中に
二～ 三組の傷 をもっている。 この点が、ワヘ イにとってイニ シエー シ ョンの も
つ意 義、つ ま り儀礼的にグハの嗜み傷 を再現す ることの意味 を考察す るうえで
重要なもの とな る。
イニシエーシ ョンが、放血 をともな う象徴 的な 「死 と再生 」一のモチーフで構
成 されて いることを示す事例は多い(cf.エリアーデ1971)。それ ちは轟 的
には、母親から受け継いだ血の一部 を切開手 術な どで体外 に流 し出す こと泛 よ
って象徴的な 「死 」を演 出 し、以後 女性か ち隔離 された秘密結社 的な男程 世
界 に生きる自己と して 「再生Jす るとい う考 え方 に基づいている。 たとえ薯 、
セ ピック州本流 ぞいに住むイア トモ イのイニ シエー ションな どは、 その典型的
な例 と見 ることがで きる(山 田1986:146-148)。イア トモイの場合、胸 には
じまって肩、背 中、尻、大腿部 まで広い範囲 にわた って切開 し、大量の血 を流
して ユニの表皮に似た瘢痕文身 を作 り上げ るo一そLて 流 れ出 る血 を修練者 の母 一 二:
方のオジの体が受けとめ ることで、彼が男を擬似的に出産 したと見な され、以
後彼が男性世界における修練者の母親代わ りとして後見人的役割 をつ とめ るこ
とになる。 これに対 しワヘ イの場合、瘢痕は細 い二本の線 にす ぎず、流 される
血の量 も出産になぞ らえられ るほ ど多 くはない。'また、修練者の体 を支 える二
人の ウォギ ノも、その血を受 けとめて擬似出産 を行 うとい うのではな く、単な
る介添人 と見な されている。 ワヘ イのイニ シエー シ ョンにお いては、 「死 と再
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生 」とい うモチーフの現れ方は、イア トモイ と比べればかな り希薄 であるよう
に見 える。
しか しワヘ イの修練者 も、イア トモイとは異な る意味合いにおいて、やは り
「死 と再生 」を体験 して いると言 える。彼 の死は、母親か ら得た血 を捨て るこ
とに よって女性世界に生 きて きた 自分 を象徴 的に殺す とい うのではな く、神話
のなかで偶然グハ に殺され ることになった少年の立場を追体験す ることによっ
て、神話 的な死 に限 りな く近 い死 を擬似的 に体験す るものである。 そ して彼は、
新たな 自己 として男性世界 に再生す るとい うよ りはむ しろ、グハ に噛 まれ なが
らも死なない自分を発見す ることによって、 かつて もち えなか った力、グハ に
立 ち向か う力を我が ものに して、強い男 とい う自覚のもとに生 きていけるよ う
になるのである。
神話の脈絡にお いて も実際上の位置づ けにおいて も、グハは死の象徴で あ り、
力の源泉で ある。 その死の撮源は神話に表わ され た少年た ちの死 にあ り、その
神話的な 力が 「根 」としてサガイクや死霊 を支配す るに至 っている0ワ ヘ イの
イニ シエ ーシ ョンは、そ うしたグハ との遭遇 を儀礼的に演 出す るこ とを通 して、
神話的な死 の恐怖 を乗 り越 え、グハの超越 的な力 を象徴的に取 り込むことを目
的 として いる。だか らそれは、 「死 と再生 」とい うモチー フの一度の現れ には
収斂 されな い。神話の儀礼的再生 としての イニシエー ションを何度 も反復す る
.こ とによ って、男 たちはそのたび に自らの力 を増 すことがで きると信 じられ て
いるか らである。
一方、女たちに とってのイニシエー シ ョンの意味は、男たちの場合 とは もち
ろん異な るis)。グハの神話 とイニシエーシ ョンの実践の仕方には、男性 と女性
の対立関 係や女性 を排 除 しよ うとす る意識が明 らか にうかが える。神話におい














て いると しても、知 らないふ りを し続けるほかない。だか ら男性 と女性 とあ対
立は、ことグハの秘密 に関 しては表面的な ものであって、根本的にはむ し耄一
種の協調関係にす らあると見ることができる。つ ま り互 いに欺 きあいなが毫、
それ ぞれが見えな い演技者 と見 るはずのない観客 としての矛盾 した役割 を演 じ
ることによって、 イニシエーシ ョン とい う社会的な ドラマ を作 り上げてい ると
も考 えられ るのであるO
グハの神話か ら引き出され るもう一つの重要な様相は、 「揺れ 」の概念であ
る。」 クン通、とい 弖語 は、禎話釣 存在をあ ちわす固有名詞か ら派生 して、霊の
「揺 らぎ 」や 「移 ろい」や 「さまよい 」といった動態的な観念 をさす名詞(
guxaj)および動詞語幹(guxa-)として用 い られ る18)。これは、グハが まさに
根源的な霊 と認知 されてい る所以で もあ り、影 としての霊が、一点に とどまる
(17)名前は出せないが、ある女性は神話の概略や傷入れの方法 について夫か ら
教 えて もらった と私 にはっき り語 ったことがある。
(18>「移 ろい」と 「さまよい」につ いては、 それ ぞれ 「カ フネイ(kaxunei>」
と 「ホ ト(xoto)」とい う固有の表現があ るが、いずれ も上位概念 としての 「
グハ 」に包含され る.)
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ことな くたゆた う、捉え どころのない姿 として一般 に考 えられてい ることを示
してい る。 この語はまた、霊 の棲み処であ る川の 「〈水の)流 れ 」や 「〈波 の)
動 き 」、大木の木の葉の 「ざわめ き」や 「揺れ 」、岩穴に棲 むおびただ しい数
の コウモ リの 「蠢 き」な どを表わすのにも使 われ る。霊は、 自身の様態だ けで
な く、その棲み処 さえもが、動態的なイメージをともな う共通の ことばで描写
され るのである。 そして さらに 「グハ 」とい う語は、体 を 「揺 さぶ り」、地面
を 「踏みな らし」ながら 「踊 る」ことを指す のに も用いちれ る。神話のなかで
男たちが歌 い踊る光景は、 しば しば この動詞の省 略形(guxa)によって描写 さ
れてお り、実際の歌唱にお いて も、人び とは左右 に体を揺す り、床や地面 を強
く踏みつ けなが ら、一地点 に とどまって踊 った り、反時計回 りにゆ っく り動き
なが ら歌 った りす る。また、 この用法か ち派生 した表現 で、 「ヌングハ(nun-
guxa-)」と言えば 「体 を揺 す りなが ら(割 れ 目太鼓 を)打 奏す る」ことや 「床
や地面 を踏みつけて音 を立 て る」ことを指 して いる。神話において、グハ が数
台の割れ 目太鼓の上にの って手足や尻尾 を使 って打奏 した光景や、 男たち に う
たを教 えた ときの動作が原イメージとな っている表現で ある。さらに 「バ グハ
(xaguxa-)」とい うのは 「楽 しそうに踊 る」ことや 「躍動す る」ことを指す動
詞表 現、 「ファグハ(faguxa>」は 「幸福である 」状態 を示す形容表現で、 ど
ちらも 「グハ 」とい う語 を語源 と し、 「グハ 」のあ り方か ら連想 され るイメー
.ジが土台 となっている。つ ま り、グハ 自体 は死の象徴であ りなが ら、一グ ハの噛
み傷 をえるイニ シエー シ ョンは力の獲得 に向けられた喜ば しい体験なので あ り、
それ を祝 って体 を揺す りなが ち踊 り歌 うことはまさに幸福な快楽なのである。
要約す るな らば、 ワヘ イに とっての 「グハ 」は、聖な る神話的存在、社 会制
度の創始者、死の象徴 、超越的な力の根源、水の流れや波の動きの よ うに揺れ
動 きさまよ う霊、歌 と踊 りの意味の源泉 といった 多層的、多次元 的な相貌 をも
っている。 それ は一言でい うな らば、文化の根源 的存在に他な らな い。そ して、
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その ような グハが 「川 」か ちや って きた ことは含蓄深いこ とだ と言 える。それ
は、 ワヘ イにとって文化 とい うものが、水の流れのように本質的に とりとめの
な い、揺 らぎ移 ろ う性質 を備 えて いるか らで ある。 この ことをこれ から 「うた 」
の考察を通 して萌 らかに していくつ も りであ る。 「うた 」は、ワヘ イがそこに
揺 らぎや移ろいを感 じとるとともに それ を体現 しよ うとす る典型的な文化事象
なのであ る。
3.グハ の 「うた 」
神話のなかで グハ が男たちに教 えたといわれる歌が、 「グハの うた 」と総称
され る音楽 的レパー トリーの源 となっている。 それはイニシエーシ ョンを受 け
る少年をは じめ として、女や子供 たちに も披露 され、全 員の合唱形態 とL定
着す るよ うにな ったが、その 内奥の意味の総体は、依然 として女や子供た ちに'
は隠 されて いる。 グハの神話や傷入れ をめ ぐる秘密の知識な しに、女たち蟲唱
和す ることはで きるが、イニ シエー シ ョンを受け、背中の傷 に象徴 される譲ハ
の力の秘密 を悟 った者だけが、 うたの核心に迫 ることがで きる。 とはいえ、特
に女たちの 甲高い歌声は、グハの うたの実現 にとって欠 くことの できない要素
で もある。
今 日、グハの うたは、イニ シエー シ ョンをは じめ として、家 を新築 した とき、
大型カヌー を作 った ときくそ してカヌーのモー ター を取得 したときの祝宴で歌
われ る。いずれの場合も、主 催者(修 練者の両親、家 ・カヌー ・モー ターの所
有者)が 自分の親族に食事 を振舞 い、親族の側はお返 しに現金を差 し出す こと
が義務づけ られて いる。 この双方にかか る大 きな負担 に加 えて、 イニ シエー シ
ョンが行われ るのは5～6年に一度、家の新築や大型カヌーの新造は一家族 につ
き5～10年の周期、モー ターの取得 とな ると村全体で10年に一台あるかな いか と
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いった具合いなので、グハの うたが歌われ る機会は決 して多 くはない。それ で
も幸運な ことに私は、1986年10月に自分の家が完成 した ときと1988年8月に友人
のシンビが大型 カヌーを作 った ときの二 回、 うたの実演に立 ち会 うことがで き
た し、また1987年4月に行われたイニシエーシ ョンの ときの話 も詳 しく聞 くこ と
ができた。 これ ら三 回の グハの うたについて、 うたが生起 した脈絡 はそれ ぞれ
異な るが、 うたの作法や歌われた曲目、 そ して何 よ りもうたが表わす意味は共
通 している。以下では、1988年8月に行われたパフォーマンスを申心 に して、グ
ハの うた の様態 と意味を探 ってい くことに したい。
i越 盜 〆
シンビのカヌーは、彼 の三人のヤ ンダム ク(父 の姉妹の息子)が 、ウェイサ
ス川 ぞいの 山の中で、一年がか りでこつ こつ と完成 させた。 シンビが それ を頼
んだわけで はな く、三人が 自発的に作 りは じめた もので、カヌーは母方い とこ
にあた るシンビへ の贈 り物だ った。 こうしたヤ ンダム クか ちガフ ック(母 の兄
弟の息子)へ の贈与や労力の提供は、逆にガ フックからヤ ンダムクに対 して社
会的 に義務づけ られた庇護や後見の見返 りと して、よ く行われ るこ とであ る。
7月中旬か ら続 いた豪雨によって川の水か さが増 し、 それ を利用 してカヌーは山
か ら村へ と引っ張ってこ られた。 そ して まず行われたのがカ ヌーの焼き入れ、
すなわち、内側と外側に積んだサ ゴヤシの葉 を燃や しそヵヌーの表面 を焦が し、
灰 と煤をこす りこんで防水力 と耐久性 を高め る作業だった。 これには シン ビと
その妻のアナス、父親の ゴヌタのヤンダムク、 コグモ ック(姉 妹の夫)、 キ フ
ガグ(父 の姉妹の夫)、 イニ トゥグ(娘 の夫)の うち、総勢16名の男たちが加
わ った。焼 き入れが終 ると、 シンビの側が準 備 しておいた食糧がカヌーの 中に
置かれ、 その量 を確認 したヤ ンダムクや コグモ ックたちが次 々と、 ビンロウ樹
の枝に差 した貨幣や ピンロウジ、衣類、鍋 を食糧の そば に置いてい く。 この と
一244一
き放出された食糧は、テ ィンブンケか ら買ってきた米67kgとサバの缶詰112缶、
山でつかまえて きた野豚2頭(大 型オス1と小型メス1)、それに 自己所有のニワ
トリ3羽とココヤ シ32個で、通貨 に換算すれば約150キナ(約23,il!")に相 当
す る分量であった、 これに対 し、豁勢25人のヤンダムクたちが差 し出 した現金
は合計で約135キナ、それに中古の衣服4枚と鍋1個、 ビンロウジ2束が約10キナ
に換算 されて、合計約145キナ ξなった、つ ま り、主催者側が準備 した食糧に対
して、親族側はだ いたいそれ に見合 うよ うに現金等 を積んでいくのであるis>。
こ うした交換は、 うたや 竹笛演奏が行われ る機会 には必ず伴 うものだが、 とき
お り両者の釣合が どうして もとれな いこ とも起こる。 その場合、拠 出量の少な
かった側 は相手 に対 して負債 をお うことにな り、それはで きる限 り早 い時期 に
差額分を払 って解消 されなければな らない。いつ までもそのままに してお くと、
身 内に不幸が起 こる、すなわち相手側の死霊がいつか必ず報復 して くると言わ
れ る。
食糧 と金の交換が終 るとカヌーを進水 させ、暗くなるまで待 っていよいよグ
ハの うたの始ま りである。人び とはナイデ ィヨグム(naidiyojum)と総称 され
る装飾晶を身につ け、 「男の家 」の近 くに集 まる。女た ちの装飾が、サゴヤ シ
の若芽の繊維で作 って赤土で染めた腰みの くshuwis)をつけ、体 に赤土を塗 る
程度であるのに対 し、男たちの装飾はよ り華美で凝 った もの となっている。 ま
ず頭 にはカスカスの毛皮 を巻 き、そこに委バ タンとサイチ ョウの自い羽、 インー
コの赤い羽、極楽鳥の黄色の羽、オウギバ トの頭飾 りの青紫色の羽 を差 しこむ。
首には、サ イチ ョウの黒 と白の羽や インコの赤い羽 を付 けた編み袋 をかけて背
中側 に垂 らす一方、胸の方には大 きな三 日月型の真珠母貝のネックレスをぶ ら
下 げる。また、センネンボ クの葉二枚に切れ 目を入れて輪 を作 り、それを両肩
(19)貨幣が流入す る以前 には、交易でえた真珠母 貝、緑巻 き貝、子安貝、紫貝
な どが用い られていた。
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か ら両脇へ斜め十字にかけ る。 さちに二の腕 と膝上には籐 で編んだ輪飾 りをつ
け、そこに子安貝を縫 いこんで、黄緑色のハワギス 〈xawajis)の葉や独特の匂
いのす るケガグ(kejaj)の葉 を差す。 男の腰みのは、 コウモ リの皮 とグネ トゥ
ムの繊維で作 ったふん どしの まわ りにセンネンボクの葉 を垂 らした もので、腰
の後ろ側 に差 しこまれたユグガス(yujugas)の長い葉が少 し上に跳ねてか ら垂
れ下がる形 にな って いる。 そ して顔か ら足 まで、全身には赤土が塗 られる。
男たちは小丘の まわ りを円形に取 り囲み、ゆ っくりと反時計回 りに動きは じ
め る。両 手 をだ ら りと下 げ、体 をわずかに左右 に揺 らしなが ら、一 歩一歩 しっ
か り地面 を踏みな らして声を張 り上 げる。女た ちはそのまわ りをさらに大 きく
取 り囲んだ り、少 し離れた ところに立った りして、軽 く飛び跳ね るよ うなステ
ップ を踏む。その際、腰 を大 げさに左右 に振 ることで腰みのが揺れ、 「ザ ッ、
ザ ッ」と音 を立 てる。
うたの伴奏には、 「男の家 」の階下におかれた一台の割れ 目太鼓(長 さ約17
0cm、高 さ約50cm>が用 いられ2臼)、そばにひ と りの長老が座 って、一本の木 の
棒 でス リ ットの申ほ どの脇 を垂直 に打奏す る。 うたが始め られ ると、だいたい
1フレーズほ ど遅れて打奏が始 ま り、基本的にはパルスがず っと刻 まれたあ と、
うたの終わ りの部分で細かい連打に変わ る.そ のパルスは、 うたのテンポ と人
び とのス テ ップに対応 した ものであ る。 また近年では、割れ 目太鼓の他に、石
灰入れの2t)も 伴奏用の発音具 として使用 されるよ うにな って きた。二～三_.
人の男たちがそれぞれの腋の下に瓢箪をはさみ、足踏みの動作に合 わせて、 中
に差 し込んだ金属棒を片手で勢いよ く上下 させ る。瓢箪 の口にはナ ットがはめ
込 まれてお り、棒 とこすれ 合 うことによって 厂キ ュッ、キ ュッ」とい う音 を立
(20)参加人数が少なかった り雨天の場合な どは、 うたは民家の中で歌われ るが、
その際には割れ 目太鼓の代 りに砂時計型片面太鼓が用いられ る。




グハの うたは三十曲あ まりの楽 曲で構成 されてお り、それ ちが聞欠的に次 々
と歌いつがれて いく。一曲にかかる所要時間は1～2分程度 と短いが、 同 じ曲を
続 けて何度 も歌 った り、時間 をおいてまた繰 り返 した りす るため、歌唱はかな
り長い時間 にわたって持続 される。 イニシエーシ ョンの ときが最 も短 くて2～3
時間、 その他の場 合はふつ う夜7時頃 に始 まって翌朝5時頃まで続 けられる。
グハの うたの場合、泣 き歌 とは異な り、 それぞれの楽曲には必ず 「ビッタガ
ス(bitta,,as)」と呼ばれ る 「曲名 」が付 けちれている。 ビ ッタガスは、人や
事物の 「名前(ufas)」とは明確 に区別 して用いられ る独特な音楽的概念であ
り、曲ごとの 「歌詞 」や歌詞が うたわれ る 「最初の楽節 」、あるいは歌詞か ら
連想 され る 「神話的イメージ」を指す複合概念で もある。
各楽 曲は、誰か一人の先唱 によって始め られる。このrう たを始め る者 ・(
windiogogwatinyakuj)」だ けが ことばを発 し、 それが一 曲の中で聞かれ る唯
一の歌詞であると同時に、曲名として曲の区別や同定に用いられるビッタ勢ス




一 .一バ ダンか らな り、...の中で それが1a回程度 くり返 して歌 われ るo._._この楽節単
　 位 を指す ことばはないが
、楽節の切れ 目どな る部分は特に 「ソンゴカグ(son-一 一 一
goqaj)」と呼ばれている。ソンゴカグはふつ う、急速に上行 ・下行す る2～4音
の後 に長音が持続す る形 として明確 に知覚す ることができる。一 曲の終わ りは
必ず楽節 の終止部 と重な るのであ るか ら、 曲の進行にあたっては特 にソンゴカ
グの部分 に注意す る必要がある、
楽節を何 回くり返 して歌 ったあ とで曲を終 えるかは、あらか じめ厳密に決め
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られてい るわけではない。歌 い手たちは皆、経験的に望 ま しい反復 回数つ ま り
は 曲の長 さをおおむね把握 しているものの、 うたが うまくまとまらない場合(
「悪い うた 〈windiogodukos)」と形容 され る)は 早 く打ち切るこ とがある し、
逆 にいい具合いに進んだ とき(「 よいうた(windiogowades)」と評価 され る)
にはかな り長 い間歌 い続けることもある。 その際、 曲を終 えるため の合図 を出
す のが、割れ 目太鼓の奏者である。彼は、終結 させたい ソンゴカグが近づ くと、
それまでパルス を刻んで いたのを、ソンゴカグの少 し前あ るいは ソンゴカ グの
途中で、急速な連打に変 える。 その変化 を敏感に聞 き取 った歌 い手たちは、 そ
れ以後の合唱を くり返す ことな く、曲を終 えるのである。 これは、神話の 中で
割れ 目太鼓 をたた くグハ が男たちの うたを支配、制御 した光景の反映であ ると
言われ、その打奏音 に特別な象徴力が備 わっていることを示す もの で もあ る。
'たの 浩
グハの うたは、女性が二声、男性 が二声の四声部で構成 されて いる。声域 を
表わすの に、 「高 い声(yabangubuseis)」と 「低 い声(buseiyogoq>」とい
う二分法 がよく用い られ、 これが男声 と女声のそれ ぞれ に対 して相対的に適用
され る0つ ま り、女性の二声 は 「高 い声 」と 「低い声 」、 男性の二声 も 「高い
声 」と 「低い声 」か らな ると評定され る。 ワヘイがこれ ら四声の音域 を同一尺
.度 で比較す ることは稀だが、ふ つ う女性の 「一高 い声 」は男性の[高 い声 」よ り.
も高い音域 にあ り22)、年老 いた女性な どの 「低い声 」は男性の 「高 い声 」と 「
低 い声 」の両域 にまたがって いると言 うことはで きる。
ワヘイ語で 「声部 」もしくは 「旋律 」に相 当す る ものに、 「フxゴ フカグ(
fyugoxqaj)」という概念があ る。その原義はあ らゆ る 「音 」を指 してい るが、
(22)両者 を強いて比べ るとすれば、女性の高 い声 を 「真に高 い声(yabangu
mafebuseis)」、男性の高い声 を 「やや高 い声(iniyabangubuseis)」と呼
んで区別す ることはできる。
,・
すべての音は特定の運動性 をともな っていると認識され ていることか ら派生 し
て、 うた を構成す る 「声の動 き」や 「音の線的な運動 」を指す概念 として頻 繁
に用いちれ る0
実際の歌唱において、女性の 「低い声 」が独立 した旋律 を受け持つ ことも時
お り見受 けられ るものの、多 くの場合、それは男性が うた う旋律 に同化す る。
そのため、グハの うたの声部組織は、女性の 「高い声 」と男性の 「高 い声 」、
そ して男性の 「低い声 」の三声部組織を基本形態 とし、それに女性 の 「低 い声 」
が加わった もの を展開形態 と見るのが適切 である。 これ ら三ない し四声部 がポ
リフォニ ックに組織化 され ることによって、 グハ の種々の曲 目はできあが る。
以下では、その さまざまな組み合せの様態 について、ソンゴカグの担 当声部 も
考慮 に入れた うえで、代表的 ・明示 的な曲 を例に とりなが ら類型化 を試み るこ
とに したい23>。
まず、最 も基本的なパ タンが、男性の 「高 い声 」と 「低い声 」とが交互 に進
行 し、その上に女性の 「高い声 」がかぶ さる形である。女声 は、男の 「低 い声」 謝
に対 して1オ クターブ上で並進行 し、男の 「高い声 」と重なる場合はユニゾ ン 慧
となる(譜 例1～3参 照)。 このパ タンでは、 ワヘイが 「大 きな旋律(Hugo
fygofgaj)」と呼ぶ主旋律 を形成す るのは男性の二声部であ り、女性声部は 「
小 さな旋律(kujeifygofgaj)」として、主旋律 に対 して装飾的に絡む形にな
る㌃ワヘ イ藷 には、こづ した意味で の従旋律看い しほ副旋律 を指す 「飾 りの旋 一.一
律(naidiofyugofgaj)」とい う表現 もある。 また、 とくに譜例2の ※印で示 τ
した箇所 のように、女性声部 と男性声部 とが反進行によってぶつか る形は、 う
たの旋律組織の基本的な特徴 を示 している。反進行については、譜例1に 示 し
た楽節の冒頭のよ うに、男性上声部が さらに二つの 「小 さな旋律 」に分離 して、
(23)特に言及のな い場合、 女性の 「低い声 」は男性の 「低い声 」とユニゾ ンで
進行 している。声部組織 を考察す る上で、 そうした同体をあえて 区別すること
は煩雑にな るだけなので、以下では省略す る。
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互いに反進 行を行 う場合 もある。さ らに、 曲が男の 「高 い声 」で始め られ よ う
とも 「低 い声 」で始め られ よ うとも、 ソンゴカグは一定 して男性の 「高い声 」
によって受け持たれ る。 こうした基本的パ タンに よる曲は、だいたい うた の始
ま りの部分で歌 われ ることが多い。




うたが進むにつれて、男性の 「高 い声 」と 「低 い声 」とが一部重複 しあいな
が らも交替進行 をとる展開形が現れ る。 これが第二のパ タンである(譜 例4～
6参照)。 このパ タンで もやは り、主旋律 を形成するのは男性の二声部であ り、
女性声部 は、男性低声部の1オ クターブ上で並進行す る。 またソンゴカグ も男
性の 「高 い声 」が担 当す る。男性の二声が重複す る箇所 では、それが異音の場
合(譜 例4※ 印 〉は言 うまで もなく、同音の場合(譜 例4～6*印)で す ら、
響きとしては融和 しなが らも、ふたつの異な る声部が、音の線 としてはいわば
.一 衝突するこ とにな る。 これ は実際に歌ってL?一る人び とには韓 に意識 さ血 てbゐ 一 二
事柄で、 うた を習 った り、 うたの分析を手伝 って もらった りするときによく指
(24)以下 の譜例ではすべて、歌詞(ビ ッタガス)が うたわれ る最初の楽節 は省
略 し、母音唱法による反復楽節だけを示 している。音高 はすべて実音であ り、
譜表の第一段は女声部、第二段は男声部(上 向きの符尾 は 「高い声 」、下 向き
の符尾は 「低 い声 」)、 第三段は割れ 目太鼓の伴奏パ タンを表わ している。女
声 も二声 部に分かれ る場合には、その 「高 い声 」を上向きの符尾、 「低い声 」
を下 向きの符尾で示す。 また、第一段 と第二段の間には母音唱法の例 を示 し、
譜表の左側 には一楽節あた りの所要時間(単 位:秒)の 例、右側 には典型的な
反復 回数 を掲げてある。)
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摘 され る問題である。 とい うの も、彼 ちは男性の二声部それ ぞれにつ いて も、
ふたつの 「小 さな旋律 」として独立的にとらえてお り、二声部の重複 とは、ふ
たつの線 として 自立 した声の動きが接近(xaitobi)、あ るいは収束(nunumba)
、あるいは交差(nuxutagwaxuta)して、要するに 「ぶつか る(nutofunafa:
二者の場合)」 ことだ と見な しているか らで ある。 こ うした衝突 のよ り複雑 な






'譜例5〈 バ ブグ ・マテ ィグ〉
譜例6〈 ボ クワ ・ヤ デ ィグ〉
第二のパ タンに、女性の 「低い声 」のあ る程度独立的な進行が加わって、 四
声部組織 とな った ものが第三のパ タンであ る(譜 例7、8参 照)。 譜例7で は、

















第四のパ タンは、第ニパ タンに基づきなが らも、各声部の独立性が高 くな っ
ている点 とソンゴカグが複数の声部で歌われ る点で、他 とは区別 され る二～三
声部組織である(譜 例9～13参 照)。 譜例9は 、 ソンゴカグを担 当す るのが
男の 「高い声 」ではな く、女の 「高い声 」と男の 「低い声 」であることと、ふ
つ うならオ クターブで並進行す る後 二者が全面的には一致 して進行 しない点 に
特徴がある。この曲では数カ所 に反進行 と斜進行 がみ られ、それが うたの流れ
に複雑な うね りやぶつか り効果を生 じさせている。 ※印の部分では、女の 「高
い声 」と男の 「低 い声 」とが反進行 し、それ と同時に両 者は男の 「高い声 」に
対 して斜進行す るとい う微妙 な絡みをみせでいるδま た*印 の部分は、楽節を
終止 させ る明確な徴 とな るべきソンゴカグであ りなが ら、女の 「高 い声 」と男
の 「低い声 」とが反進行 して、ある種不安定な響 きを聞かせている。
譜例9〈 ケガグ ・オ ・マギグ ・オ〉
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三声部の こうした絡み合 いは、譜例10に なる といっそ う微妙で複雑な形 を
とるようになる。 まず男性二声部 は、 「低 い声 」の進行 を基礎 として、その上
に随時 「高い声 ⊥が重複 しなが ら進行 してい るが、両者のあいだに一体的な動
きは少ない。一む じろ両者は、一多くの 箇所で細かな逆行形 く+印)や 斜進行(*
印)を と りなが ら微妙にぶつか り合い、 また揺 らぎ合ってい る。一方、女声の
方 はといえば、そ うした男声 と数カ所で 同音で重な るものの、やは りあちこち
で男声の いずれか と反進行(※ 印)や 逆行形(+印)を とることによって、微
妙 な衝突 をみせている。さ らにこの曲では、 ソンゴカグは三声部すべてに よっ
て受け持たれて いるが、そのそれ ぞれが逆行形の複雑な組み合せか らな る互い
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に異なった音型 を歌 っている。つ ま り全体 としてみれば、三声部 は互いに進行
や音型や リズム型 を変 えることによって、 随所で細かな衝突や小 さな うね りを
巻 き起こ してい るのである。
譜例10〈 コンブホマギ ック〉
こうした様相がよ り明確な形で現れ るのが譜例11で あ る。 この曲では、男
の 「高い声 」は女の 「高 い声 」とユニゾンで進み、 それ に男の 「低 い声 」が対
峙す る二声部構成 をとって いるので、旋律のぶつ か り合 いや揺れが よりは っき
りと知覚で きる。譜例の※印での二声部の反進行 と*印 での斜進行の部分が そ
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れにあた り、これ以外の部分 は両声部がオク ターブ間隔で並進行す る。つ ま り
全体 としてみれば、 「ぶつか り」と 「融和 」とが交互 に現れ ることにな り、そ
の結果、 うたは大 きな うね りとして感 じられ るのである。
譜例11〈 ユグガ ・シュウ ィック〉
譜例12で は、反進行 による声の衝突が、 より大規模な形で顕著に現れて い
る。三声 部によるこの曲では、楽節の大部分 において、男性二声部が明確 な反
進行 をお こなっている(※ 印)。 一方女声 は、ほ とんどの部分で男の 「低 い声 」
のオクターブ上 を並進行す ることによって男の 「高い声 」と反進行 し、 ソンゴ
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カグでは今度は男の 「低い声 」と反進行 している。 また、 これ ちの反進行の間
で も、女声 と男の 「高い声 」とが交差 して小 さな衝突 をみせている(× 印)。
この曲は、特にテンポが速 く(xanongwai)躍動的な(xaguxa)曲として、 こ と
のほか人び とに好まれて いるものだが、その躍動感 を生み出す源 とな ってい る




譜例13で はv男 声の二声部はほ とん ど重複 して進行 しながらも同 じ旋律を
うだうことはな く∵全 体的 にそれ ぞれ独立 した動きを保 うてい翫 これに対 し
女声 も、楽節前半においては、 それ 自体が二手 に分かれて互いに反進行 しなが
ら、同時 に男声のいずれか とも交互に反進行す るという、複雑だが明確な 自己
主張 をお こなっている(※ 印)。 また後半 では、男の 「高い声 」との微妙な接
近 と離反 を繰 り返 しなが ら(+印)、 「低 い声 」とも反進行す る(*印)な ど
して、男のいずれ の声部 とも異な る旋律 をうたって いる。 さらに、 ソンゴカグ
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を担 当す るのは女声 と男の 「低い声 」だが、 ここで も両者は異な る音型 と リズ
ム型 をとっている。つ ま りこの曲では、三声部それ ぞれがかな り高い独立性 を
保 ってい ると言 え、 それ は、ふつ うな らば男声に対 して多かれ少 なかれ従属 的
に進行す る女声が、 ここではほぼ全面的に反融和 的な動 きを固守 して いるため
なのであ る。
譜例13〈 ウ ィス ・オ ・ダフガス ・オ〉
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譜例12や13に 示 した よ うな 曲では、 もはや男性二声部だけが 「大 きな旋
律 」を作 っているとは表現 されな い。そ うではな くて、三つの声部それ ぞれ が
「小 さな旋律 」と呼ばれ、 それ らが個別性 を保ちなが ら複雑に絡み合 った総体
が、一つ の 「大 きな旋律 」を形成 していることにな る。 ここに、 グハの うたの
声部組織の最 も複雑な様相 を見ることがで きるのであ り、実際こ うした曲が歌
われ るのは、皆が うたに慣れて くる夜半近 くになってか らの ことであ る。
こうしてグハの うたの類型化を行 った 目的は、さまざまな曲の様態 を分析 的
、
に把握す ると同時 にうたの全体像 をつかむためであって、明確な形では表現 さ
れないワヘイの うたの分類学 を推論 してみせ るためではな い。ここでむ しろ重
要なのは、グハの うたとい うものが、異な る声がぶつかった り離れた りしなが
ら進んで いく過程 と してワヘ イの人び とに理解 され、また実際その ように声が
親織化 されていることである。分析 を要約す るな らば、 うたの基本は、 「濤 い 」
声 」である 「ヤバ ング」と 「低い声 」である 「ヨゴ ック」とが交替や重複 をく
り返 しなが ら進行 し、その過程で両者が接 近 した り離反 した りしなが ら、振 進
行や斜進行 によって声の 「ぶつか り」や 「揺れ 」を作 り出 してい くことにあ る0
そ して、この 「高 い声 」と 「低い声 」とい うのは、男性 の二声部で あろうが、
男声 と女声であろ うがか まわない。 とにか く 「高い声 」と 「低い声 」とい う二
つの異種の声が、ぶつか っては離れ、絡み合っては揺れ 動 くことよって、 グハ
ー の1うたは生み出され るのであ る
。-3-一 。一
うたの意 味
次 に、こ うして概観されたグハの うたの音の構造 と切 り離す ことのできな い
様相が、声の組織 に封入 された うたの意味の問題である、 この問題 を考察す る
手がか りと しては、グハの うたの 「ビッタガス 」の総 目録 を吟味す ることが不
可欠 とな る。先に も述べた ように、 ビッタガスとは うたの 「曲名 」で あ り、各
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楽曲の最初の楽節で うたわれ る 「歌詞 」で もあるが、そのほ とん どは動植物や
事物の名前、あ るいは地名で構成 されている。そ して、 それ らは 「うたの外側
(windiogobidio)」にある名称 と考 えられてお り、 うたの いわば 「表示 的意
味 」として機能 している。 これに対 し、 「うたの内側(windiogoyogoq)」と
い う考え方 が存在す る。 「ヨゴ ック」とい うことばで表現 されていることか ら
わか るよ うに、 「内側 」は うたの 「生命 」であ り 「内奥 の意味 」を指 してい る。
それ は、明示され る歌詞(ビ ヅタガス)が きっかけ とな って連想 され るグハの
神話 の脈絡 にほかな らず、神話が表面的 にではあれ女たちに秘密に されてい る
ように、 「内奥の意昧」も巧妙に隠蔽されている。 ワヘイはよく、 「うたの根
し)こは神話 にある(windiogomyna:sindisbujosusuxajma)」とい う言 い方
で このことを指摘す る。 ビッタガス とは、単なる名称 と しての指示機能を越 え
て、 神話的世界 とい う隠 された 「内側 」を隠崘的 に指 し示す鍵であ り、死のモ
チーフで彩 どられた生々 しい神話的イメー ジを惹 き起こす核なのであ る。
カヌーの完成 祝いの際 にうたわれた曲 目は、全部で26曲であった。 これ は別
の機会(私 の家 の完成祝 い)で の実演 と比べれば、二倍近 い曲数 にあたる。 こ
の時、 うたの主催者(カ ヌーの所有者)が 充分な食糧 を準備 したため、皆 が腹
を減 らさず に長時間にわた って うた い続けることができたのである。 この26曲
と他の実演 で うたわれた曲目を比べ合わせ、 また、何人かの男性に依頼 して ビ
ッタガスだけを挙げてもらった もの とも照合 した結果、グハ の うたのレパ ー ト
リー総数 は30曲余 りに達す ることがわか った。他に もまだ潜在的な レパー トリ
ーが少 し残 って いると思われ るが、多くの人び とが共有 している主要 な曲 目は、
この時ほぼ出尽 くしていた と言 える。
これ ちの曲が ど うい う順番 で歌われ るかについて、は っき りと した決 ま りが
あるわけではな い0た だ、先にまとめた うたの類型に従 って言えば、第1パ タ
ンに属す る曲に始 まって第4パ タンの曲へ と進んでいく流 れ、すなわち比較的
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単純な構造の曲か ら複雑な曲へ とい う流れが大 まかには認め ちれ る。 とはいえ、
同 じ曲が時間をおいて何度 か くり返 して歌 われ るこ ともよくあることで、この
傾 向も規則的な もの とは言 えない。 ここでは、グハの うたの ビ ッタガスがグハ
の神話の 内容 と対応 していることを示す のが 目的なのであるか ら、以下では神
話の脈絡 に したが って曲 目を並べかえた上で、 うたの 「外側 」にある表示的意
味 と 「内側 」に秘め ちれた内奥の意 味の双方 を考 察 していくことにす る。
(1)〈マサ ・ヨギス(masayojis)〉
この語が直接 に指 しているのは、マサ スの木の枝で作 った、先の とが った棒
(ヨギス)で ある。これは今 日で も、サ ゴ澱粉 を抽 出す るときに繊維質をほ ぐ
すのに使われる道具である。 この曲の旋律 と リズムが表 わ しているのは、そ の
ときの木の棒の動きだ と説明 され る。だが、実際の うたにお いて、 その葎 が呼
ばれ、その動きが音によって描写 される とき、人び とはよくある日常的な光景
を想い起 こすヌbけではない。 そうではな くて、グハの神話の 冒頭で ウォカ薯 ボ
ファスがサ ゴ打ちに出かけた とい う話、まだグハ が現れ る前の平穏な生活凝 示
唆す る導入部を、この曲は指 し示 しているのだ と言 う。細か くみれば、サ ゴ打
ちの作業 とサゴ繊維 をほ ぐす作業 とは別の ものである0専 罵の石斧でサゴヤ シ
の 内部繊維 をたたき出す のがサ ゴ打 ちで、 その後 にマサ ・ヨギスを使 ってほ ぐ
。 す作業が続 く、・サゴ掻ちは実 にたいへんな仕事だ滅 それに比べてほ ぐし作業 ..、一;
… は時間的 にも労力 的にも軽微な ものである。つま りマサ ・ヨギスはサゴ澱粉 と 一 一
りを代表す るほ どの重要な道具ではないのであるが、む しろそ うだか らこそ、
神話の冒頭の出来事 をぼんや りと暗示す るの にはふ さわ しいものなのである。
(2)〈タスホ イグ(tasxoij>>(譜例8>
この語は、魚 をとるための細長い仕掛 かごを指 している。 それは、円錐形の
大 きなか ご(「 母かご」と呼ばれ る)の 申にやや短 い 「子か ご」を組み込んだ
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二重構造 になっている。子か ごの広 い口か ち入 り込んだ魚 が、その先 の小 さな
口 を通 り抜 けて母かごの中に入 り込むと、 先にも進めず子かごにも後戻 りで き
ない とい う仕掛 けである。この曲は、 そうや ってつかまった魚が立て る水音や
か ごとぶつ かる音のパタン、 あるいはか ごが揺れ る動きを表わ して いると言わ
れ る。だが男た ちの解釈の上では、仕掛か ごとい うことばか ら連想 され るの は、
む しろウォカイボファスがグハ をつかまえた手網の方で ある。 そ して音の表 わ
す意味 も、魚の立てる音やか ごの動 きではな く、手網の底でグハが立てた音や
もが く姿 と して理解 されて いる。
(3)〈ノウグ(nouj)〉(譜例2)
「ノウグ 」とい うのはヘ ビの総称であ り、 この曲はヘ ビの尻尾の動 きを描写
している とい うのが表向 きに与 えられ る説 明であ る。だが、 内奥の指示内容は、
グハ 自身 の姿 に他な らない。 グハ はワニに似 た姿で、 自在 に体の大 きさを変 え
るこ とがで きた と言われているが、それ をワニ と表現 したのでは直接的す ぎる。
また、ワニはサガ イクー般がよく化身す ると考 えられて いる動物で あ り、 そ う
した霊的存在 との連想 も働 きやすい。グハの姿を暗示す るため には、特徴的な
長い尻尾 とい う共通点をもちなが ら、本質的には似て非な るヘビがふ さわ しい
のである。 また、尻尾が特 に強調 されている点は注 目に値す る。 とい うの も、
尻尾はグハが割れ 目太鼓 を打奏 した ときの主要な部位で あ り、尻尾 の動き と打
奏パ タン とは密接な関係 にあるか らであ る。項 の二とは萸の親織化 に も現れ て
お り、この 曲で、男性二声部の交替 とい う基本的パ タンが生み出す きわめ て明
白なパル ス的律動は、グハの尻尾 による打奏 がそのまま表わされた 「根 」すな
わち原型の よ うな ものだ とよく評 され る。
(4)〈ケガグ ・オ ・マギグ ♪オ(kejajomajijo)〉(譜例9)
「ケガグ 」は ある木の名前 であ り、 「マギグ」はその同 じ木の別称である。
また 「オ 」は、曲の最初で歌詞が うたわれ るときに間投詞的に挿入 される母音
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で、 それがその まま曲名 にも用い ちれて いる.こ のようにビッタガスは木の名
を指 してい るが、 この曲が実際にコノー トす るのは、独特な よい匂いを発す る
木 の葉 っぱの方である。その葉は、 うた うときの身体装飾 として、現在で もよ
く腕輪や足輪に差 し込まれ る。それは、もともとグハが男たちの歓心 を買 うた
め に もた らした ものだ と言 う。先 に示 した神話には表わされていないが、 「ケ
ガグの匂いがお まえたちをいい気持 ちにさせ るの だ(kejajuxomosxajuya
xundujiyom》」と言 って、 グハは葉 を与 えたのだ と描写 され ることもある。葉
の よい香 りで男たちをつ って、 うた うこ との楽 しさを教 えたのである。
(5)〈ユ グガ ・シュウ ィック(yujujashuwiq)〉(譜例11>
これは、ユグガスとい う名の長 い葉を付 けた、男性の歌唱用の特別 な腰みの
(シXウ ィック)を 指 して いるO直 接的に指示されているのは腰みのだが、意
味の力点はむ しろユ グガスの葉の方 にある。 この葉は腰みのの背中側 に差記 込
まれ、上に少 し跳 ねてか ら垂れ下が る。男た ちが うたいなが ら体 を揺 さぶ ると、
葉 も左右 にうね りなが ら揺れ動 くわけだが、 この体 を揺 らす仕草はグハ 自身 め
体の揺れ を模倣 した ものだ と言われ る。そ してその揺れはユグガスの葉の動 き
に最 も顕著に表わされて、葉がグハの揺れ を象徴す るにいた って いるのであ る。
また、曲 自体もこの葉の運動 を表わ している と説 明され、 「高い声 」と 「低い
声 」が絡み合って衝突 と融和 とが交互に出現す る様相は、確かに うね りや揺れ
の表一現 と してふ さわ1しいものである。.._
〈6)〈ギ ゴフモ イ ・マテ ィグ(JIJOXIImO1紐atij)〉
これは、直接にはギゴフモイス という硬木の枝 で作 った杖 くマテ ィグ)を 指
している。今 日で も、 この杖 を両手で持って地面や床に立て、それ を支えに し
て上体を左右に揺す りなが らうた う者(特 に老人たち)を 見かけることが ある。
しか し、隠 された指示内容はそれ とは異なる。ギゴフモイスは非常に丈夫な木
で、 よく家の筋交い(や は りマテ ィグと呼ばれ る)に 用 いられるが、その交差
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した二本の木の あ りようは、修練者 を下で支 える二人の ウォギノの姿 と二重写
しになる。 つま り、 この ことばか ら連想 され るのは、一人前の大人である屈強
な ウォギ ノたちが並んで横たわ り、未熟な修練者 を待つ光景なのであ る。
(7)〈バブグ ・マテ ィグ(babujumatij)〉(譜例5)
バブグス もや は り丈夫な木で、バブグ ・マテ ィグはそれか ら作 った杖や筋交
いを指す。 ことばの 内奥の意味は(6)のギ ゴフモイ ・マ テ ィグ とだいたい同 じだ
が、 曲の旋律構造 とことばの うたい方が異な るため、想起され る状況 はよ り具
体 的な もの とな る。つ ま り、(6)では 「jijoxumohatijWOmatijwo:」とただ
母音を挿 入す るだけであ ったのが、この曲では 「babujcoatijWO:wamatij
wo:」と変形 された うたい方 をされ るa「wamatij」というのは 「筋交 いを入れ
よ」とい う意味の動詞命令形 であ り、これはグハが二人の ウォギ ノに対 して 「
横 になって修練者 を支えよ」と命 じている情景 を指す もの と解釈 されている。
こ うした、旋律 は違 うが 同 じような神話的光景 を表わす複数の曲は、特に 「ゲ
クフタイス(gekuxutais)」と呼ばれ る。 あえて翻訳すれ ば 「同一素材か らな
る異 曲」とで もいえるゲクフタイスは、実 際の歌唱の際には、あ る程度の間隔
をおいて うたわれ る。そ うす ることによって、神話の情景は反復 的に、 しか も
そのたびに異な る相貌の もとで立 ち現れ ることにな る、
(8)〈グゲ イバス(gujeibas)〉
この語は、直接 にはキンマの若い実を指 している。そ して曲が描写するのは、.
木の上にのぼ ってキ ンマの蔓か ら実 をと り、 それ を次々 と地面に放 り投げた と
きにする 「ブフッ、 ブフ ッ」とい うぶつ か り音の連続だ と言われ る.だ が、そ
れが表向 きの説明であるのは言 うまで もない。キ ンマの実 は、内奥 においては、
イニ シエ ーシ ョンを受けるために 「男の家 」に連れてこられた少 年た ちのイメ
ージにつながってい る。若いキンマの実は人間が食べ るのにふ さわ しく、未熟
な少年たちはグハが食べ るのにふ さわしい。 この 曲が真に描写 してい るのは、
-266一
これか ら何 が起 こるのかわか ちず に不安 と緊張で いっぱ いの少年たちの気持 ち
の揺れであ り、 もっと生 々 しくは、 その心臓の鼓動なのである。
(9)〈マサ ・ヨギス(masayojis)〉
これは、(1)ですでに説明 した ように、マサスの木の枝で作 った先 の鋭 い棒 を
指 している。 〈1)とは同名だが旋律構造は異な り、 こ うした曲 もやは りゲクフタ
イス(同 名異曲 〉と呼ばれ る。そ して、旋律が異な るとい うことは、そ こかち
連想 され る内容 も変わ って くるOこ こでは、先の とがった木の棒 とい う表示的
意 味の背後 に、少年の背 中に傷を入れたグハ の鋭い歯のイメー ジが潜んで いる
のであ り、旋律 は次 々に傷 を切 り込んでい く歯の動 きを彷彿 とさせ るものなの
である。
(10)<スフイユ グ(svxviyuj)>1厂
これは、スフイグの木の大 きな真 っ赤な花 を指 している。歌 うときに、 とく
に女たちが その花 を頭飾 りに使 う0だ か ら、一見この歌詞は その花飾 りを賛美
しているよ うに も受けとちれ る。 しか し男た ちは、 ことばの 「内側 」は蓮もあ
だと言 う。花の赤色の内側に秘め られてい るのは、 グハの傷入れ によって流流
出る血のイメー ジである。
(11)<カウヤス(kauyas>〉
これは、スマ リウ ップ語で 「傷 」を指す語である。ワヘイ語では傷はフヌス
._ .(xunus)一と呼ばれ 惹.ズ マ⊇屮ウ誑 プ語て:あ惹たぬに、。之 の語の意味は、女たち. ...
には、一サ ゴヤシの針 を踏元で できた足の裏の傷だ とごまか して説明 されている。
また旋律 も、足の裏 を傷つ けた男がび っこを引きなが ら歩 く様子 を表 わ してい
ると言われている。だが、男たちに とって、 この語か ら少年たちの受 けた背 中
の傷その ものを連想す ることは難 しいこ とではない。この曲 も当然グハ 自身が
創 ったものだ と言われているが、一度私は、 グハ はスマ リウ ップ語 も知 ってい
るのかと尋ねて、皆から失笑 を買ったこ とが ある0人 に憑依 した死霊がピジン
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語やイナル語 も使 ったよ うに、超越的な力 としての霊にとって、ことばを 自在
にあやつ る くらいわけな いことなのである。
(12)〈ケイヤグ(keiyaj)〉(譜例4)
この語 は、一般には高床式の民家 にかけ ちれた昇降用 の梯子 を指 してい るが、
そこか ら連想 され る真の意 味は、 「男の家 」の二階に上 が るため の梯子で ある。
後者 はふつ う 「ウング ワタグ(ungwataj)」とい う別の名前で呼ばれているた
め、 ケイヤ グとい うことばは比崘的な隠蔽用語 とな る。 この曲は、グハ に噛 ま
れて傷を入れ られた少年た ちが 「男の家 」の二階 に上が って休息す るとい う神
話の脈絡 と対応 して いる。
(13)〈クガス(kujas)〉
これは、 山ぞいに棲むチ ャエ リツカック リ(Taleまalla.iobiensis>を指 して
いる。この鳥は、夜明け前 になく一番鳥 として知 られ る。名称 自体が鳴 き声の
擬声表現であるが、 この曲は、互いに呼応す るように鳴 きあ う雄 と雌 の二羽の
交 唱を描写 してい ると言われ る。 この鳥か ら想起 され る神話の光景は、少年た
ちの水浴で ある。彼 らは夜明け前に、まだ女たちが起きない うちにこっそ りと
水浴び に出かける。 ツカ ツクリの鳴 き声は、少年た ちが起 きる合図 となって い
るのである。
(14)〈コブ ・クガ(lobukuja)〉(譜例3)
「コブ(kotrux)_」一はr朝 」と £ク4」.はクグスすなわちツカツクリを指 して
お り、全体では 「朝に鳴 くツカツ クリ」とい う意味にな る。 この曲は、(13>の
くクガス 〉と旋律構造は異なるものの、連想 され る情景や意 味は全 く同 じで あ
り、その ゲクフタイス(同 一素材か らな る異曲)と なっているJ
〈15)〈ヤ グ ック ・テ ィニ ック(yajuqtiniq)〉(譜例1)
「ヤ グ ック」はシ ョウガ科の多年草で あるウコ ンを指 してお り、 「テ ィニ ッ
ク 」はその別名である。その大きな葉はよ く、サ ゴや魚や動物の肉を包んで蒸
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し焼き料 理にす るのに使われ、この 曲も、 その葉が風にそよぐ様子 を描写 して
いると説明 され る。だが内奥の意 味は、そ うした日常的な光景ではな く、や は
り神話に示 された状況 と関連 している。少年たちが水浴 に行 った とき、 ウォギ
ノがヤグ ックの葉をよく揉んで汁 を出し、 それを少年の傷に擦 り込む という情
景である。ヤグ ックは一種の薬草で あ り、 その汁 によって傷の乾燥 と治癒が速
く進むと考 えられ ている。
(16)<パフテ ィファス(baftifas>>
この語は、太め の籐(mouwofuj>を裂 いて作 った鞭 を指 してい る。神話 では
具体的には示 され ていないが、今 日のイニ シエー シ ョンで も行われて いる慣習
と して、長老たちによる少年の鞭打ちがある。少年たちの傷が癒 え、 「男の家 」
か ら出て女たちに着飾った姿 を披露する前の 日に、長老が少年たちを追いか け
回 し、その体 を籐 の鞭でひ っぱた こ うとす るのであ る。少年たちはせ っか契 治
った傷を打 たれ るのは嫌なのでr男 の家 」の申を本気で逃げ回る。 これはζ少
年たちに与 えちれ る最後の試練 とい うよ りもむ しろ、神話 のなかで逃げ ま彎 う
グハ とそれ を追いか ける男たち とい う光景 を儀礼的に再現 した ものと見 る是 と
ができる。傷 をえた少年たちはグハの力をえたわけで、グハ となかば 同一視 さ
れてその役割 を負 うのである。パ フテ ィファスは よく子供 たちの遊び道具 と し
て も使われ るので、 その名 を挙げただけでは こうした内奥の意味まではわか ら
ないようになっている。
(17>〈クガスヤ ・ダゴギ(kujasuyadagoji)〉(譜例7>
「クガス 」は前 出のツカツ クリ、 「ダゴギ 」は鳥が羽ばた く動作 を指 して い
る。 ツカツク リはよ く体の上で両翼 を強 くたたき合わせ、 ワヘイの擬声表現に
よれば 「プフ ッ、 プ フッ」とい う騒 々しい音 を立てる。この曲は、 その音のパ
タンを描写 した ものだ と説明 され る。だが男たちの想像 は、音の即物的な知覚
を越 えて、(16)で示 した少年たちの鞭打 ち騒 ぎにまで達す るJつ ま り、ツカツ
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ク リのにぎやかな羽ばたき音か ら、籐が打 ち鳴 らされる音や皆の騒 ぎ声が連想
され るのである。この曲 とく16)とはやは りゲクフ タイス(類 似素材 を扱 った異
曲)の 関係 にあ る。
(18)〈ハ フス ・ワ トゥ・ムナイグ ・ワ トゥ(xafuswatumunaijwatu)〉
「ハ フス 」と 「ムナイグ 」とは別種だが同 じくらいの大 きさ(約7～8cm)の
小魚で、 「ワ トゥ」は 「焼 け 」とい う意味の動詞命令形であ る。つ ま り 「小魚
を焼 け」と言って いるわけで、 これは日常的にもよく用い られ る表現 であ るe
このピ ッタガスの解釈 としては、神話の 冒頭で手網にグハがかか った とき、ハ
フスやムナ イグ もいっしょに中に入 って いた ことを示 してい ると言 う者 もいる。
だが大勢 を 占め ているのは、 「男の家 」か ら出て きた少年た ちの食の タブーが
解禁 された ことを表わ してい るとい う意見で ある。ハフスもムナイグもイニシ
エー ション中の タブー食であ り、その名 を挙げるこ とでイニ シエーシ ョンその
ものの総結 が示唆され るとい うわけであ る。 タブー食につ いては、修練者 に課
せ られた試練 とい う見方 に加 えて、魚や動植物 を食べれば傷の治 りが遅 くな る
か らだ とも考 えられてい る。
(19)〈フモホグ(xumoxoj)〉
これはハ フスやムナイグよ りもさらに小 さく、骨が非常に細いので、 その ま
ま丸ごと食べ られ る魚の名前 である。旋律が描写す るのは、この魚がたくさん
仕掛かごにかかって立て る水音だ と言われ る。だが、この 曲か ら男たちが感 じ
とるのは、神話のなかで殺 された少年の イメージで ある。弱 々しい小 さな魚 は、
グハの力 に対抗で きずに無抵 抗のまま噛み殺 されて しまった少年 の比喩 とな っ
て いる。少年は、簡単に骨 を噛みちぎるこ とので きるフモホ グのよ うに、グハ
に骨 を断たれて死んだので ある。
(20)〈ボク ワ ・ヤ デ ィグ(bokwayadij)〉(譜例6)
「ボク ワス(bokwas>」は 白土 が石のよ うに固まった もので、 これ を削 って
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水 で溶き、喪中に女性が顔や手是に塗 った り、盾や木彫の彩色 に使 った りす る。
また 「ヤ デ ィグ 」は地中に棲む長 さlmほどに も達す る巨大な ミミズで ある、ヤ
デ ィグは地表に露 出 したボ クワスの下 によく棲んでお り、 この曲は、石 をは ぐ
った ときに現れた ミミズの蠢 きを表 わ していると言われ る。 この白い石 と細長
い ミミズ とは、いずれもグハ に殺 されて地 中に埋め られ た少年の死体のイメー
ジと結びつ けられている。1つま り、石の 白い色は 白骨化 した死体 を、 また、地
中に棲む ミミズは地面の下 で細い骨 とな った体 を連想 させ るのである25)。
(21)〈ユ ブユク ワ ・マデ ィク(yubuyukwamadiq)〉
「ユブユ クワ」はユブク椰子(yubuq>の実(yukwaj)、 「マデ ィク」は木の
実や木の葉が地面 に堆積 して腐 りか けている状態を指 して いる。その旋律 構造
は、ユブク椰子の実が自然 に連続 して落 ち、地面 にあた って立て る音の連な り
を表わ していると言われる。 この木の実はビンロウジの ようにか じって食載 ち
れ るが、男たちはむ しろそれ をグハ に噛み殺 された少年の頭蓋骨の比喩 として
捉 えているOと い うのも、後 に続 く 「マデ ィク」とい うことばの もつ腐敗勤 イ
メージが、神話に表 わされた少年の肉が腐敗 していく光景 と重な るか ちである。
〈22)〈ワダス(wadas)〉
これは高い山に棲む全身黒色のカスカス を指 している。ワヘイが生活 してい
る地域 には棲息 していない種で、狩猟に出かけることのない女性にとってはま
った く未知の動物である。 ところが山奥で実 際に見かけた り話 を聞いた りした
ことのあ る男たちに とって、 その黒 い毛皮は特別な意味 をもっている。それは、
かつて 自分たちや祖先たちが他の集団 と戦 ったときに全身に塗 った、黒 い消炭
の色 を想い起 こさせ るものなである、つま り、 ワダスの姿は敵 と戦 う自分た ち
(25)ちなみに女性が喪中に白い彩色 をす るのは、身体の内部 にあってふつ うは
見 えな い骨の白色 を外部に描 き出す ことに よって、骨 と結びつけ られ る死の イ
メージを演 出 し、 自らもいわば仮の死者 となって悲哀 を表現す るためだと考 え
られ る。
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や祖先たちの姿 と同一視 され る。そ してその連想は さらに広がって、神話 にお
いて少年 を殺 したグハと戦 った男たちの姿 を彷彿 とさせ るのである。
(23)<デイダ ・ホマギ(deidaxomaji>〉(譜例12)
「デイダス(de三das)」は戦闘用の大 きな盾(長 さ約150～180cm、幅約50～
60cm)、「ホマギ 」は盾の裏側にある取 っ手 に腕 を差 しこんで しっか りと握 る
動作 を指 している。 〈「ホ マギ 」は合成語 で、 「(盾に腕 を)与 える」こ とを
指す 「ホ(xo)」と、 「握 る 」ことを意 味す る 「マギ(maji)」か らな る。)
躍動的な曲の典型 と評 され るこの曲は、盾 をしっか りと構 え、軽 く跳 躍 した り
体 を揺 さぶ った りしなが ら敵 を,…ニ;r,:する様子 を描写 してい ると言われ る。女た
ちに とっては、過 ぎ し日の戦闘を想い起 こ し、,男たちの勇猛 さを称 える曲 とし
て受けとめ られ ている。だが、常 に神話 を参照 し、 ピッタガスの意味の源泉 を
神話 に求め る男たちが連想す るのは、祖先た ちが勇敢に もグハに戦 いを挑 み、
追 い立て られたグハが 「男の家 」の階下 を出た り入 った りして逃 げまどう光 景
である。盾 は、 このグハ との戦い を象徴 している0そ して男たちに とって、 こ
の曲の躍動 感は、め まぐるしいグハの動 きとそれ を必死に追 いか ける男た ちの
動 きのイメージか ち生み出 され るもので ある。この曲が とくに人気 を博 して い
る理由は、 そうした どたばた騒ぎの醸 し出す一種ユーモラスな雰囲気 と、そ し
て グハと戦 ってグハ を追い出すの に成功 した とい う武勇談 とが、曲の背後 に存
在 しているかちである。
(24)〈コンブホマギ ック(Kombuxomajiq)〉(譜例10)
これは、 ウォグプメ リ川(カ ラワ リ川の支流で、 ウェイサス川の東南 を流れ
ている)の 北側 にある山の名前であ る。グハ が超 自然霊サガイクの一種で あ り、
とくに強 い力を もつ霊であ ることは女たち にもよく知 られている。彼女らは、
それがもともとカラワ リ川の方か らワヘ イの土地へやって きた と信 じてお り、
コンブホマギ ック山はグハの出生の地 と教 え られてい る。 その知識は男性 も共
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有す る正 しいものなのだが、 この曲ではそれ を逆手にとった隠蔽 が図られてい
る。つ ま りコンブホマギ ック山は、神話のなかでグハが逃げて行 った とされ る
サルメイ川やセピック川 とは逆方向にあ り、 グハ と関連づ け ちれた この有名 な
地名 を挙 げることに よって、真の逃走経路や神話の脈絡 は隠され るのであ る。
〈25)〈ヌケガ ・ワブ ック(nukejawabuq}〉
「ヌケガ 」は 「隠れてい る」とい う意味の動詞で、 「ワブ ック」は焦げ茶色
のカスカスを指 している。 この曲は、人間や犬に追われて木の上や草む ちに逃
、
げこんだカスカスが、 まわ りの木の葉や草 を揺 らす様子 を描写 して いると説明
され る。だが内奥 にある意 味は、遠 くボ ンゴス まで逃げて石 にな った とい うグ
ハの姿を隠喩的に表わ してい る。男たちが想像す るその石 は、草 む らに身 を潜
め るカスカスのよ うに、川の中に隠れてい る。それはワニのように細長い形 を
している とも、黒 っぽい色 を してい るとも考 えられてい る。 グハ は死 んで薨 ま
ったのでは なく、 その石 を棲み処の一つ として永遠に生 き続 けているわけで、
姿 を隠 したカスカスのイメー ジは、川の中の石の イメー ジを媒介 として、謙申出
鬼没の影 としての グハのイメージと重な り合 うのである。 蕊
〈26)〈ウ ィス ・オ ・ダフガス ・オ(wisodaxujaso)〉(譜例13>
「ウ ィス 」はオ トメズグロインコ(Loriuslory)、 「ダフガス 」はパパイヤ
に似た葉 をもつ木(測 ぞいや湖沼の そば によく生 えていて、その柔 らかい実 は
..ウィスの好物である.Lを指 してお 蟻罫了オ華 は闇投 詞的に歌われ る母 音である。 一 一、
この曲は、ダフガスの木 にとまって鴫いてい る二羽のウ ィスの交唱を表わ した
もの と言われる。 ウ ィスは グハが化身す ると考 え られて いる鳥の一種 であ り、
と りわけ二羽の鳴き声が重な り合 うように して響 き合 うパ タンか ら、人び とは
グハ の現れ を聴覚的に感 じとる。この曲は、神話 的光景 に対応 しているとい う
よ りはむ しろ、 これ まで述べて きた ような神話の脈絡を映 し出す うたの流れ の
あち こち に挿入 されて、グハ についての心象 を音 によって強化す る働きをもっ
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て い る。 こ う した 曲、 つ ま りグハ を聴 覚 的 に想 起 させ る よ うな 曲は 他 に も存 在
す る。 た と えば シ ラボ シカサ サ ギ ヒ タキ(gujombuq:Monarcha齣ttula)、コ
フ ウチ ョウ(koj:Paradisaeaminor)、ナ キカ ラス フ ウチ ョウ(kouq:Manu-
codiakeraudrenii)、パプ アマ ルハ シ 〈kowoq:Pomatostomvsisidorei)、カ
ンム リオ ウチ ョウ(matasiax:Dicrurushottentottus)とい った鳥 の 名 前 が 、
その まま ビ ッタガ ス と して 用 い ちれ て い る 曲で あ る。 その いず れ の 場 合 も、 二
羽 の 交唱 が 模 倣 され るこ とに よ'って グハ の イメ ー ジが聴 覚 的 に演 出 され 、神 話
、
を隠喩的 に指示す る曲の合い間に時お りうた われ るのである。
雌
以上見 てきた ように、グハの うたは 「内側 」で神話 とほぼ全面 的に対応 しな
が らも、その関係は巧妙にカモフラージュされてい る。 ピッタガスの表示す る
意 味 と内奥 にある神話的意 味 とをつないでいるのは、視覚 ・聴覚 ・嗅覚領域で
の類似性、隣接性、包含関係、誇張、置換に基づ いた多彩なレ トリックの技法
であ るが、神話 に関す る知識のない者 にとって、 そのレ トリックは まった く理
解す ることので きないもの となっている26}。しか もそれぞれの曲にお いて、ビ
ッタガスが歌詞 として表 明されるのは最初の一回限 りで あるのがふつ うであ り、
ビ ッタガスは何かの説明や描写 とはほ ど遠 い、いわばキー ワー ドとしての示唆
性 を保 って いるにす ぎない。苓 らにご弖 し左隠蔽の策略は、各曲壼神話の脈絡
通 りには歌わない という故意の操作 によって、い っそう念の入 った ものとな っ
ている。
(26)神話 を素材に した歌唱において、モ チーフの断片化 と省略 によって神話の
全体像の隠蔽 を図 るや り方は、セピ ック本流 ぞいに住むイア トモイ もおこな っ
ている。イア トモイの場合、神話的モチー フはすべて名前の体系 と して凝縮化
され てお り、その名前 をさらに断片化 した り省略 した りす ることに よって、女
性や子供 に対 して神話 自体の秘密性 を保持す ることがで きる。cf.STANEK198
4:18-Z2、山田1987a:28-29。
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男たちのこ うした策略がどれだけ効 を奏 しているのか、実の ところはわか ら
ない。女 たちに とって、グハの神話はいわばパン ドラの箱の中に入 っているよ
うな ものであ り、少な くとも公には蓋をあけるこ とは許 されない。それは私に
とって も同 じことで、神話の存在 をほのめか した り、それ を前提 に して彼女た
ちに質問 した りす ることはで きな い。 しか も、男た ちが 同席 して いる場では率
直な答 えを引き出すのは難 しい し、女たちだ けを引 き離 して話をす ることがで 一
きた として も、お互 いが牽制 しあった りす るので うまくいかない。いわんや一
人 の女性 を隔離 して話を聞 くな どもっての ほかで ある。 そ うした栽況 の中で、
それ ぞれ夫 の同席の もとで二人の女性にグハの うたの録音 を10曲ほ ど聞いて も
らい、個 々の曲が何 を表わ していて、それ について どう思 うかと尋ねたことが
あ る。その ときの応答か ら類 推す る限 りでは、女 たちは概 してピ ッタガス龍 は
無頓着であ り、曲名や歌詞 を表示的意味の ままに受 け取 っているような日触 を
受 けた。ただ、鳥の交唱を模 した 曲や地名 を うた った曲が、超 自然霊 とじての
グハ と関係 した ものであることは両者か らは っき りと指摘 された。つ ま 瘢 女
たちにとってグハの うたが、畏怖の対象で ある霊の ことをさまざまに描写糺 た
ものと理解 され ていることだけは確かで ある。
それに対 し男たちは、説明の巧拙の差 はあれ、誰 に聞いて もうた と神話の関
係 を具体 的に指摘す る。 うたは常に神話 の観点かち解釈 され、 その際、 ビッタ
ー .ジ 寒ースが解釈 の手 だて を与え で くれ る鍵 とな る極そ して,.._:a.としての うた と意 味 一 一..義
ど しての神話のあ いだ をつなぐ 巻のが7彼 ちの 感浸 性と想像力であ る、言い換 一 一
えるな らばビ ッタガスは、男たちの神話 的想像力が作動 して生 々 しい神話的イ
メージが引き起 こされ るための 「核 」のよ うな もの と見 ることがで きる。それ
は、神話 に示 され た出来事や光景 と隠喩的 に対応す る断片的な概念であ り、曲
名や歌詞 として うた の流れの随所 に散 りばめ られて いる。そ うしたひ とつひ と
つの神話 的概念 を想像の糸で結んでゆ くこ とによって、文化 の根源にあるグハ
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の神話の脈 絡が浮かび上が って くるのであ る。
神話 に通 じている男た ちにとって、ビ ッタガスは、グハの 「力 」と、その 力
が引 き起 こ した 「死 」と、カに対抗 した 「戦 い」とい う一連の神話的モチー フ
を想起 させ る意 味の源泉で ある0男 たちが、グハの もた らした死の儀式をイニ
シエーシ ョンとして制度化 したのは、グハの 「力 」を社会象徴的に取 り込 もう
と したか らであ り、 さま ざまな機 会にグハの うたを歌 お うとす るのは、歌 うた
び に 「力 」が音のなかに現 出ぜ しめ られ て蘇 ると考 えて いるか らである。そ し
、
て、女たちに対 して神話 と儀 礼とうたの意 味を隠そ うとす るのは、 そ うした 「
力 」を専有す ることによって、社会的な優位性 を保 とうと しているか らに他な
らない。男は、た とえ見せかけにす ぎな くとも、常に強 くあろ うとす るので あ
る。
グハは聖なる神話的存在で あると同時 に、今 も人び とを脅かす霊的存在で あ
る。 また、神話に示 された グハの 「力 」はヤ ボスガス(=霊)と しての 「力 」
と同義である。だか ら、イニ シエー シ ョンや うたによってグハ とい う神話 的存
在の 「力 」を求め ることと、 グハ という霊の 「力 」を畏怖す ることとは、表裏
一体の連続 した意識に基づ いている27》。
うたにおいて、 この 「力 」はまさに動態的に表現 され る。 ここで動態的 と言
うのは、 うたの声部組織の分析か ち引き出された よ うな、 「高 い声 」と 「低 い
一 声 ∫の絡みが生 み出すfぶ っが りヨ」や[揺 れ 謹,や』う鉛 り」。の効果の ζとで あf`_
り、ビ ッタガスの解説で触れたよ うな 、曲の表示的意味 としてのさま ざまな事
物の 「動 き 」や 連続する音の 「重な り合い 」を指 してい る。っ ま り、 これ まで
うたの動態 として記述 して きた様相は、すべてグハ とい う神話的e霊 的存在 の
様態、 とくにその 「力 」の様態が、声の運動 と組織 のパ タンによって表現 され
(27)これ は、本質的には男 も女 も変 わ りはな く、ただ女性の場合、前 者の様相
は括弧の中に封 じ込め られ 、後者の態度が社会的 に強調 されているだけの こ と
と見 ることもで きる。
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た ものだ ったのである。そ してその声の複雑な組織化の仕方には、グハの超越
性が反映 されてい る。なぜな ら、 うたの組織は、人間が再現 しよ うとすれば、
必ず複数 の者が集 まって、 「高い声 」と 「低 い声 」の交替 と重複 による高度 な
協力関係 を築かなければな らないが、グハ によれば、 それは 「個 」によって実
現 されてい るか らであ り、それこそがグハの多義的で超越的な 「力 」の現れ と
考 えられ るか らである。
グハの うたは、 こうした 「ガ 」を もつ神話的存在が創 り出 した もので あ り、
、
神話によってすでに与 えられた ものである。人び とは、神話的世界にお いて開
示 された うたを、神話 とい う物語 その ものや儀礼行為 とともに、そのままの形
で伝承 し、実践 しようとす るのであ り、新 たに作 曲をおこな って レパー トリー
を増やす ことはない。 このことにつ いてワヘ イは、 「うたの ビッタガスを創 り
出 したのはグハで、おれたちはそのグハの声 を真似 しているだけだ(gux翻ya
bejafaigwatinyawindio(10ユbittagam,igonumeyasakisato}oaifoteyanei
muxaguxajuxobuseis)」と明言す る。要す るに人間が行 うのは、 うたと榊 話
に封入 されたグハの多彩な声すなわち多義 的な力を、 「高 い声 」と 「低 し軸b」
の分担 によって 「ぶ つか り」や 「揺 らぎ」として模倣す ることなのである。 そ
うして表 出された うたは、 グハ とい う存在 がいかに してあるのか、 そして人び
とがその性質や様態 をいかに捉 えているのか を如実 に表 わ している。それゆ え
1義魁 弍 神 話的世界 の単なる再 現ではな ぐ 弐 びfと、の 　f1一的丸能動的な力の希 一 。譲≧
求である と共に怖れの表明なのであ 一り一で神 話的=霊 的存在 についての人び との 一 一
意識が顕著 に反映 された もの と見 るべ きであ る。
4.「 うた 」の原理
「うた 」はワヘ イ語の 「ウ ィンデ ィオ コム(windiogom)」28》の訳語 と して
用 いてい る。 これは、ワヘイの音楽的認識 を構成す る諸概念の うち、最も基本
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的で重要 と考 えられ るもので、肉声 による歌唱だけでな く、竹笛(指 穴のな い
横笛)の 吹奏な どに対 して も適用 され る。
現在、ワヘイのあいだには、三種類の集 団歌唱 と三種類の竹笛吹奏が、伝統
的な 「うた 」として伝 えられてい る。 「伝統 的」と言 うのは、 これ らのうた が、
ワヘ イ独 自の霊の認識 ・分類体系 と対応 し、ワヘイ固有の神話 とも明確なつ な
が りをもっているとい う意味であ る。
集団歌唱の一つが 「グハの うた 」である。 これ まで見て きたよ うに、それ は
、
超 自然霊サガイクを象徴す るグハが生み出 した もので、グハの力が表現され た
うたである。他 の二つは、 「イマテガテの うた(imategatewindi。qom)」と
「アグ リの うた(agrimindiogom)」であ・る。 「イマテガテの うた 」は直訳 す
れば 「人 間狩 りの うた 」と い う意 味にな り、 とくにカビンデイ ・クランの祖 先
神話(オ ウギワシに化身 した ドピの話)に 起源 をもつ と考 えられ ているうたで
ある。その レパー トリーには、超 自然霊の シsウ ォバニガ トゥグやマヤモ トゥ
ムが人間 を殺 した祝いに うたった曲 も取 りこまれている。 また 「アグ リの うた 」
は、山の岩穴に棲む超 自然霊 ウ ィングフグの一態であるアグ リ(agriq)が創始
した と言われる うたである。 これ については、人間の姿 に化身 した アグ リが 多
彩な声 を使 って うた を歌 い、近隣 に住む女性 を誘惑 して 引き寄せては、殺 して
食べて しまった とい う神話が残されている29》。
.。三種類 の伝統的な竹笛 吹奏 とい う一のは_「 サガ、イシの うた(sagaiwindio-.。..,
qom)」、 「イゴフネ ミ又の う一た　(i-gofne皿ISwindiogom)」、 「ソングスの う
た(songuswindiogom)」を指 している。 「サガ イシの うた 」は、10本前後の
(28)これは基本的 には三数以上 を指 す形だが、一つ一つの 「うた 」の ジャンル
を指す ときにも、中に多 くの曲が含 まれているとい う意味 をこめて、この語が
よ く用い られる。 「一種類の うた 」とい う意 味をとくに強調 したい場合には、
単数形の 「ウィンデ ィオ コス 〈windiogos)」が用いられる。 また 「ウ ィンデ ィ
オコ(windiogo)」という集合名詞形 もあるが、これは 「うた 」一般 を抽象的
に指す場合 に用 い られる。
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竹笛(長 さ約50～90cm)のア ンサ ンブル によるもので、川底の岩や川辺の竹に
棲む超 自然 霊サガイシが生み出す うた として捉 えちれて いる。その背景 にあ る
起源神話 と演奏の原理につ いては、第五章で詳 しく扱 うことにな る。 「イゴフ
ネミスの うた」もやは り10本前後の短い竹笛(長 さ約40～85cm)の合奏に よる
ものだが、サガイシとは竹笛 の組織の仕方や うたの構造が異 なる。イゴフネ ミ
スは超 自然霊アグ リの妻 と考 えられてお り、山の岩穴か ら喚び招かれた霊が竹
の中に入 りこんで発するのが、その うたであ る。 また 「ソングスの うた 」は、
2本の長 い竹笛(長 さ約190～220cm)の二重奏 によるもので、竹笛 に憑依 した超
自然霊ソングスが兄のソング クの踊 りの伴奏 をおこなった とい う神話 によって、
演奏の起源や背景が説明されている。
これ らの うたにっ いて ワヘイは、それぞれ別の 「根(muna:s)」から生 じた
「木"(miy。q}」のよ うな ものだ と表現する。 この 「根 」とい うのは、六種類の
うたがそれ ぞれ関連づけちれ ている霊や起源神話 を指 してお り30)、霊の物語 と
しての神話が、まさにうたの根源 にあるもの として明確 に認 識され てい 畿 と
を意味 している。 そ して彼 らは、 うたの 「根 」が生 えている 「大地(bub識aj)」
は同 じものであるとも言 う。すなわち、霊の認識や神話の体系 とはいわばそ う
した大地 のような ものであ り、一つ一つの うたは、 その大地 において相互 につ
なが って いるので ある。
1ξ 個 夕の .「本f二にぽ 数多 く.の一〔枝 く継 σts.)ぞがあ りひそれか うたの楽曲に 憂 び
(29)集団歌唱には、 この他に も、 ピジン語による喪明けの歌、スマ リウップ語
による 「レフェン(lefen)」とい う歌 、そ して泣 き歌 の三種類 がある。喪明け
の歌は1950年代 にプ ランテーシ ョン労働 に出かけた者がマダンか ら持ち帰 った
もので、レフェンは1960年代 にスマ リウ ップかちもた ちされた ものである。 い
ずれ もワヘ イ語以外のことばがその まま用い られてお り、派生的に 「うた 」と
は呼ばれ る ものの、霊や神話 との関わ りもな く、伝統的な歌唱 とは明 らかに異
なる位置づ けがな されてい る。 また泣 き歌は、 ワヘイ語で歌われ、霊 との関連
も認め ちれ るものの、やは りグハの うたな どとは明確に一隷が画 されている。
これにつ いては後 に述べ る、
(30)起源神話 とは、 ワヘイ語 で言 えば文字通 り 「根の物語 」であ る。
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相当す るもの と見な されてい る。 ピッタガス とは、その 「枝 」を区別 ・同定す
るための指標である。 また、 「枝 」の基部は 「ナ ンバセス(nambases)」と呼
ばれ、同 じ基部 か ら分岐 した枝同士が、ゲクフタイス、すなわち類似 した神話
素材 を扱 った異曲にあた る。そ して、こ うした うたの形態的側面は、木の形や
枝ぶ りを意昧す る 「スベム(subem)」(原義 は 「骨組み 」)と いう概念で まと
め られている。
これに対 し、実際に 「うた う'」こ と、すなわち肉声による歌唱行為や竹 笛に
、
息 を吹 き込む吹奏行為 を、ワヘイは、蛇行す る川 をカヌーに乗 って進む行 為 に
なぞ らえて説明す る。 このた とえのまさに要点 とな るのが 「ソンゴカグ」の概
念である。楽曲が分節 され る箇所 を指す ソンゴカ グとい う語の原義は、人間の
腕の肘(の 外側の部分)で あ り、そ こか ら派生 して川の蛇行の屈 曲部分を指す
の にも用 いられ る。 ワヘ イに言わせれば、い くつ ものソンゴカグ(屈 曲部分)
を通過 しなが ち川 を進んで行 くこ とと、 くり返 しソンゴカ グ(楽 節の終結部分)
を経由 して うたを歌 っていくこととほ同 じよ うな行為なので ある。川のソ γゴ
カグが、 目的地 までの距離 をはかる ときの大切な指標 となるよ うに、 うたの ソ
ンゴカグ も、楽節の反復や 曲の終止 の目印 とな る重要な箇所であ る。 また川の
ソンゴカグが、複雑 な水の流れの中で、カヌーをうまく操 って進行方 向を変 え
なければな らな い地点であ るよ うに、 うたの ソンゴカグも、独特な音型(急 速
な上下得 士長音持続 レを明瞭に示 して 新たな楽節への移 行(も レくは 曲の終 齟
止)を 準備 しな ければな らない部分である。
ソンゴカ グが 「現れ(gwatinya)」、そこを 「きちん とお さえて(aimainai)
」、先 に 「進んで いく(ane)」とい う言 い回 しは、川 を進む ときに もうた を歌
うときに も用い られ る動詞表現であるが、 それ らと並んで、 「ソンゴカグに気
をつけろ(songogajwasuketawade)」とか 「ソンゴカグをきちん とお さえろ
(songogajweaimainai)」といった命令表現 もよく耳 にす ることがある。た と
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えば増水 して流れの速 くな った川や夜中の川 を進む とき、あるいは歌 い手の声
の絡みがかみ合わず にうたが 「バ ラバラにな った(teidobina)」ときな どであ
る。 こうした表現は、 ソンゴカグが安全な通行 とよ りよい うたの実現 にとって
要 となる地点であることを顕著に示 してい る。
うたの各 曲は、形態的にみれ ば、ほとん ど同一の楽節の反復で構成 されてお
り、 それ ぞれの楽節の最後 にソンゴカグが配置されている。 「反復 」とい う捉
え方はワヘ イにもあ り、 「ユ ゴユ コ(yukoyuko)」という擬態語で表現 され る。
、
,
だが、反復 され る楽節を彼 らは真 に 「同一の もの(dubas)」とは見な していな
い、 あるいは同 じで あるのは音の 「外側 」であって、 「内側 」は微妙 に違 うと
も言 う。一少 なくとも彼 らの意識の上では、 ソンゴカグを経 由す ることにようて
反復 され る音の内容は一様ではな くなるのである。このこ とを説明す るのに も、
や は り川 をカヌーで進むこととの類比が用い られ る。つ まり、ソンゴカグ麩 い
う突 出 した地点 に達す るたび にカ ヌーは新 たな方向に向けられ るが、カヌ,1ま
それ以後、 「同 じ川の流れではあ りなが ら、それ までとは違 う景色の 中攤 む
こ とになる(naicaisuyaitidubaotojosa,igodojoquyaaneomiomit蘭o-
fotusma)」と言 うのである。川 を進んで いて変わるのは太陽 と山の位置 くらい
で、 どこまで行 って も熱帯雨林のひたす ら単調な風景が続 くだけだ と感 じて い
た私 にとって、これはなかなか理解 しにくい説明であった。だが、彼 らといっ
一_ .しょに カヌゴ鑓乗 っヱ何度悲測 を姓 復むな が ら、州ぞいの木 タの名前 を尋ねた 、一_.
り、小 さな水路の名前を確かめた りしてい くうちに計壱 の説明 も次第 に納得の
い くものにな って いった。要す るに、川ぞいのあ らゆる光景、た とえばまわ り
の木 々の種類、水路や入 り江の位置、鳥の棲息場所、魚 をとるポ イン ト、回避
すべ き霊の棲み処、あるいは土地 ごとの所有者な どに精通 している彼 らに とっ
て、川の進路の中に一カ所 と して 同 じ景色に映るところなどないのである。っ
まり川のあ り方は本質的 に不均質なのであ り、む しろソンゴカグが、川の均一
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でない風景 を分節す ることによって、彼 らの知覚 に一種の秩序を与 えている と
言 えよう。
この意味で、 うたの中で知覚 しやすいソンゴカグは鋭角的な川 の蛇行に、 ま
た知覚 しにくいソンゴカグはゆ るやかな蛇行 になぞちえ られ る。 どの うたの ど
の 曲にもソンゴカグはあ るが、知覚 しやす いのは曲のテンポが比較 的遅 く、急
速 な上下行 と長音持続が明瞭匿示 され る場合 で、曲のテンポが速 く音が充分に
伸ば されない場合な どは、彼 らに とって もソンゴカグを感 じとるこ とは難 しい。
前者は、鋭 い蛇行が続 く川では水 も速 くは流れず、ソンゴカグの ところで複雑
な水流が巻 き起 こされ ることに、 また後者 は、ゆ るやかに蛇行す る川では水の
流 れ も速 く、ソンゴカグの地点で も水流に大 きな変化が見 られない ことに、 そ
れぞれ対応 している。 うたのテンポが速 いことを表わす 「ハ ノング ワイ(xa-
nongwai)」、 テンポが遅いことを指す 「ソブ ゴフェ(sobugofe)」は、 いず れ.
も川の流れの形容表現か ら派生 した もので ある。
うたが川の流れ と類比的に論 じちれ るのは、こ うしたソンゴカグによる分節
的側面につ いてだけではない。ソンゴカグによって分節 され るうたの構造全体
や構造 を作 り上げ る音の組織化の様態 につ いて も、水の流れ の比崘に よって説
明がなされ る。た とえば、 うたの声部組織 を分析 した箇所で、 うたには 「大 き
な旋律 」と 「小 さな旋律 」があると述べた。言 い換 えるな ちば、それは うたの
..も つ二重の構造 的ンベ4レを示 して い慰 ・匚大 きな旋律 ⊥垈 複0)声 部 粧交替%一..
重複 して絡み合 いなが ら生み出す うたの全体旋律の ことで あ り、 「小 さな旋律 」 一 一
はそれを構成す るひとつひ とつの声部旋律 を指 して いる0ワ ヘイによれば、 こ
の 「大きな旋律 」というのは川全体の水の流れのよ うな ものであ り、 「小 さな
旋律 」は川の部分部分によって異な る水の流れにた とえちれ る。川の 中ほ どと
川 ぞいとで、あ るいは水面 近 くと底の方 とで、水の流れ の様態は微妙 に異な る




各種の声部進行の形態 に適用 され た隠崘表現である。 まず、複数の声部がユ ニ
ゾンで進行することは 「ヌヌンバ(nunumba)」と呼ばれ る0こ の語の原義は 「
集 まる」ことや 「融け合 う」ことを指 してお り、それは川 の流れや水の基本 的
な様態に 由来 してい る。川は、い くつ もの水路が合流す ることに よって形成 さ
れ るもので、 もともと違 うところか ら流 れて きた水、 しか も溶けこんだ土の粒
～
子の違いでひ とつひ とつ微妙 に色が異な る水 が融け合いなが ち流れ ていくもの
である0だ か らうたの声部の同一進行 も、は じめか ら 「ひ とつの もの(dubas)」
なのではな く、本質的には異質の ものが融合 した結果 と受 けとめ られて いる。
次 に、並進行については 「コスコス(koskns)」と形容 され る。 「コス 」老 い
うのはもともと川岸 を指す語 であ り、それ が二度繰 り返され ることによウで、
川岸が平行状態で続 いて いることや川岸にそ って平行 して流れ る水 の様態が表
現 される。 そしてその隠喩的転移 によ り、オ クターブ平行で進む二つの声鞠 の
あ り方が示 され る。 また、反進行 を指す ことばは 「セデ ィヨセデ ィヨ 〈sexy。-
sedyo)」で ある。この語は、人が離れ ばなれ になった り道が別 々の方 向に分 か
れた りす る状態 を指すの にも用い ちれ るが、 その語義 を説明す るときによく引
き合いに出され るのが、川の中にある小島や 川底に突 き刺 さって川面 に飛び 出
.一した流 木のせBて監 瘡うiた毒 二聿に分かれ1ではまた 合流す る水の様子であ る。 一一
『 島の場合だ と分離 ピでい寿 状態は長 ぐ続 き
でそ れは善塗の比較的大 きな反進行 一 一
に対応す る。 また、木の場合だと水 はす ぐに合流するが、川の上流や浅瀬 な ど
でよく見 られ る、流木が並んで突 き出て いるところでは、合流 した水は何度 も
続 いて分離 と集合 を繰 り返す。 うたによく見 られ る小 さな反進行の連続形がな
ぞ らえちれ るのは、 この流れ の様態 であ る。 さらに、斜進行 につ いて適用され
るのが 「ハ ネホタ(xanexota)」とい う表現である。 これ は 「跳 ね る」ことを
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意味する 「バネ(xane)」と 「とどまる」ことを指す 「ホタ(xota)」か らな
る複合語 であ り、川の随所で本流 に小 さな水路が流れ込んで きて はまたいろい
ろな方向に流れ出ていく状態 を表 わ している。 この一定 した本流 とそれにぶ つ
か っては離れてい く動 きをとる水 路の関係が、一音の持続に対す る他の音の異
なる動 きとい う斜進行に対応 してい るのである。
うたの声部組織の分析の とζろですでに述べた ように、 こうした音のさまざ
まな進行形態が複雑に組み合ぜ られ ることに よって、 「揺れ 」や 「うね り」と
い う、 うたの性質 を決定づ ける動態的な様相は生み 出され る。 ワヘイは、 そ う
した うたの動態 に対 して、 「ボムブ ゴグカグ(bombugojgaj>」と擬態語で表現
され る 「波 」の概念 を適用す る。 「うたは、川の水がぶつか ってで きる波 のよ
うな ものだ(windiogomitiojojomsakisanakaisuxabombugojgaj,ojgwa-
tinyaitisakajuyab。mbugo∫)」とい う彼 らの言述は、明 らか に、 うたが波の
よ.うに揺れ動 くもの と感知 されていることを示 している。川の波 が、異な る水
の流れの絶 え間ないぶつ か り合い(=「 ボムブゴグ(bombujoj)」)によって
生 じるよ うに、 うたの揺 れや うね りも、異種 の音が衝突や反発 を繰 り返す こと
によって生み出され るものなのであ る。
こうして うたの構造は、川の流れの構造の隠喩 によって説明され る。川 がす
でにそこにあるよ うに、 うた も神話 によって与え られた もの として人び との意
識の中に存在する。あるいは うたは 川か らもた らされ た ものであると言2て
もよい。川 は、そこに棲 むといわれ る超越霊 グハ と同様に、 ワヘ イの文化 の根
源 に位置 しているのである。 そ して、川をカヌーで進む ことにた とえ られ る う
た う行為は、すでにある川 の様態 を、 いわば音に よってなぞってい くことにあ
たる。 うた うことは、川 の流れ を隠喩的に体験す ることで もある。
川 とい うものが多様な水 の流れの衝突や 融合に よって構成 されてい るよ うに、
うたの構造 を作 り上げる うえで、複数の音のぶつか り合 いや絡み合 いは必須の
.,
要因 とな る。 うたの場合、 この複数 の音は 「高い声 」と 「低 い声 」(あ るいは
「高い声部旋律(yabangubuseifyugoxgaj)」と 「低 い声部旋律(buseiyo-
gofyvgoxgaj)」)の二種類に還元 される。すなわ ち、 「高 い声 」と 「低 い声」
とい う二 つの異質な音の接近、衝突、融和、離反 によって揺れや うね りが生 み
出され るとき、それ は 「うた 」として認め られ るのである。 この観点はさまざ
まな音事象の知覚 と評価に取 り入 れ られて、 ワヘ イの音楽的概念 の根幹 を形作
るものとな って いる。以下でば、ワヘイを とりまく音事象 を、(1)自然音や動物
、
の発す る音、(2)人間の身体や 肉声 を用 いた音表現、 〈3)楽器による音に大 きく
分類 した うえで、そのそれ ぞれに対 して 「うた 」の概念が どの ように適用 され
て いるか を考察することに したい。
(1)自然音や動物音 曽 轟
自然音 の申で、音 自体 に名前がつ けられて いるものは今の ところ七種類ほ ど
引 き出され てお り、 いずれ も擬音表現によるものである0ま ず、風の音 讖 わ
すのが 「ウ ィフォグ(wifoj)」で、 とくに低 くうな るよ うに響 く風音は鑾の現
れ と強 く関連づけ られる。 また、雨音や川の水音、風 による葉 つれの音な ど、
連続的で小 さく弱 い音について用 いちれ るのが 「アスサ(asusa)」であ り、そ
れ とは対照 的に、雷の音な ど爆発的で強 く大 きな音 を表わす のが 「バ グソフ(
bagusof)」であるOさ ら仁 ξ風で木の枝がこすれ合 う音は 「ハ イ(xai)」、
-1一 強廊 εよって木の枝が折れ るときの音ば 「テ トゥナデ(セtunate>=」一、草木が 一 冨〒1
燃 える音 は 「イバムバギ(ibambaji)」、竹が燃 える音は 「イビユ(ibiyu)」
と表現され る。これ ら以外の 自然音は、単に 「音(fyugoxgaj)」と呼ばれるか、
あるいは発音 ソースの明 らかではない 「雑音 」として 「ボゴナ タ(bogonata)」
とくくちれ る。
こうした 自然の音事象は、 ひとつひとつ響 く場合はもとよ り、た とえいくつ
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かが 同時に重な って聞 こえた として も、決 して 「うた」と見な され ることはな
い。 自然 音はそれぞれ単一で別個の音のパ タンと して知覚 されているので ある。
また、川の連続的な水音 自体 が 「うた」とは考 えちれていないことは、 「うた」
の説 明に用い られた川の流れ と波の隠喩が聴覚的な転移 によるものではな いこ
とを示 している。
動物の発す る音の中で命名 されて いるものに、ネズ ミが家の中を走 り回る音
やカスカ スやワラビーが草む らを走 り抜 ける音を示す 「アシヤフテ ィ(asiya-
Xlltl)」、バ ッタや 甲虫の羽音 を表わす 「タタ(tata)」な どがあるが、 とく
に細か く類別 されているのが犬 と鳥のなき声であ る。その うち犬のな き声 は、
噫 り声の 「ハハグ(xaxajq>」、遠吠 えす る声の 「オウ ォグ(owojの」、獲
物 を見つ けて吠 えたてる声 の 「ソフハ(sofuxa)」'が区別 されている。 また、
100種近 くいると推定 され る鳥の名前のほ とん どは、その鳴き声の擬声表現 に
もとつ いてお り、鳥の数だけ鳴き声が区別 ・命名 されて いることになる。 その
なかには、鳴き声が聞こえればそれが特定の出来事 を通知 していると受け取 ら
れ るお告げ鳥、鳴き声が特定のワヘ イ語 として聴 きなされ る鳥、そ して 自由に
ワヘイ語 を話す鳥 が含まれて いる。お告げ鳥 として有名なのは、 もうす ぐ雨 が
降 ること を知 らせ るマ タシア(matasiax:カンム リオウチ ョウ)、 来訪者 があ
ることを告 げるタスサグ(tasusaj:カギハ シシ ョウ ビンMelidoramacror-
rhina)、パ ンダナスの実が熟れ たことを知 らせ るベ イナ トゥケイス(being-
tukeis:未同定)、 ブタが罠 にかか った ことを知 らせるフォゴウス(fogous:
未同定)、 近い うちに死者が出ることを告げ るオベ ッグ(obej:ミナ ミオ オク
イナRallinatricolor)などである。 また、聴 きな しがおこなわれ る鳥には、
「お しまい、お しまい(bidiyo,bidiyo)」と鳴 くことの あるマタシア、 「さ
あ、顔 を見 に行 くそ(toq,tokwaitum。j)」と聴き とられるコワキヨ(kowa-
kiyoq:パプアマルハ シPomatostomusisidoreiの別名)が いる。そ して ワヘイ
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語 を使 い こなす と言 われ るの は 、 「山田が も うす ぐ来 る ぞ(Yamadauxasya-
dajuja)」とか 「ブ タが近 く にい る ぞ(fogoqxaitobiotojuja)」とか さま ざ
まな表 現 をお こな うヌ ングワ ウ ィス(nnnguwawis:タカ ネパ プ アチ メ ドリ
Ptilorrhoaleucosticta>の一種 だ けで あ る。
こ う した動 物 の な き声 は す べ て、 動物 が 「しゃべ って い る 〈abujo)」と表 現
され る。 この表現は人間の発請に も用い られ るものであるが、基本的な意味は`∫ ∴
む しろ 「発声 している」といった程度の ものである。そ してふつ うは、複数 の
、
動物 が吠 えあ った り、 な き声 を交 わ した り して も、 それ を 「うた って い る(
windiogo-)」とは見 な さな い。 ところが 、 あ る特定 の 鳥 につ いては 、 二羽 が 応
答 しあ うよ うに鳴 い てい る場 合 に 限 り、 そ の鳴 き声 は 「うた って い る 」 と表現
され る。 それが 、 グハの うた の とこ ろで解 説 した ウ ィス(W15:オ トメ ズ グ ロイ
ン コ)、 グ ゴンブ ク(gujombuq:シラボ シ カササ ギ ヒ タキ)、 コ グ(koj懿コ フ
ウチ ョウ)、 コ ウ ック(kouq:ナキ カ ラス フ ウチ ョウ 〉、 コ ウ ォ ック(kowoq
パ プ アマ ル ハ シ)、 マ タ シアで あ り、 他 の うた に現 れ て い る鳥 も挙 げ れ ば鑒 マ
ホ ック(maxoq:フジボ ウ シヒ メ アオバ トPtilinopuscoronulatus)、シ笥 ゴ
イ(siyogoiq:ゴシキ ヒメ ア オバ トPtilinopusornatus)、ヤ ガ ック(yaga璽
:ゴ シキ セ イガ イイ ンコ 〉、 ムム ンダス(mumundas:パプ アガ マ グチ ヨタカ)、
ク シsッ ク(kushuqキ ジバ ン ケ ン)な どが含 まれ る。 ワヘ イは よ く、雄 と雌
の 二 羽が 交 一Lてい るか ら 「うた 」にな るの だ と言 うが、 心 の奥 底 で 感 じと っ へ'
一一 一て いるの は戛実 縁 霊 の多彩な 声 で あ る。一これ ち の鳥 には どき どき超 自然霊 や 死 一一
霊 が 化身 す る こ とが あ り、 そ うす る と鳴 き声 がふ だ ん とは微 妙 に違 って 聞 こ え
る と言 う、 それ が、 神話 や霊 の存 在 を反 映 した種 々の うた に、 これ らの鳥 の 鳴
き声 が取 り込 まれ て い る所以 で も あ る。
(2)人為 音
人 間の 身 体器 宮 を用 いた 音 、 とくに唇 、 口腔 、 喉 を使 った 音 は実 に多様 に擬
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声 表 現 され る。 その主 な もの を挙 げ るな らば、 口笛音 は 「ホ ゴ ウ ォ フ ェ(XO-
jowofe)」、 舌 打 ち 音は 「ト ゥコ(tuko)」、 もの を食 べ る ときの ピチャ ピチ
ャい う音 は 「タム タゲ(tamtage)」、 もの を吐 き出す 音 は 「クス ワ ゲ(kus-
waje)」、 唾 を 吐 く音は 「ト ゥフ ォ(tufo)」、吐 息は 「ゴ フシ ュ(gofshu)」
、荒 い息 づ か い の音 は 「ヨホ フグナ(yoxoxujuna)」、 ワヘ イ語 特 有 の 口蓋 垂
摩 擦音 や 破 裂 音 は 「フグナ(xujuna)」 い び きり音 昼 「フ ング グ(x蛎ujの 丁
、寝 息は 「ホ ス マ セ(xosmase}」、痛 み に耐 え る時 の うん うん 唸 る音 は 「グ グ
、
フ ァ(gujufa)」、 あ くび の 音 は 「アフ スナ(afsuna)」、 く しゃみ の音 は 「
ア クスナ(aksuna)」、ハ ミングの 音 は 「ム ム ガ ン グ(mumuganju)」、 咳 の 音
は 「オ タ(ota)」 、 咳払 いす る音 は 「ム クギ ナ(mukujina).」、 げ っぷ は 「グ
モ グナ(gumoguna)」、 しゃ っ く りの音 は 「ム ト ゥ(mute)」と呼 ばれ る。 ま
た、 この他 の 身 体 器官 に よ る音 と して 、 鼻 を軽 く鳴 らす 音 は 「ホ ス マ セ(XOS-
mace)」、鼻 を強 く鳴 ちす 音 は 「グ シ ュマ ゲ(gushumaje)」、鼻 をか む音 は 「
ス ン グム ム(sungumumu)」、 指 打 ち 音 は 「タバ ス コ ト ゥ(tabaskotu)」、 指
や首 の 開 節 を鳴 らす 音は 「トグナ(toguna)」、 指 で何 か をたた く音 は 「コ コ
ナ タ(kokonata)」、空 腹 で腹 が 鳴 る音 は 「イ ブ ブ ゴ(ibubugo)」、 放屍 の音
は 「フス グ(fusugu)」と名 付 け られて い る。 こ う した 音 は いず れ も、知 覚 さ
れ る音 の 様 態 が その まま擬 声 表現 された もの で 、 自然音 と同様 に、 そ れ らが 「
うた 」の 様 相 を呈 す るこ とは な い。
…人 間の 声 は 「ブ セ イス(buseis)'∫(原義 は 一「日 」)と 呼 ばれ るが 、 これ は
肉声 だ けで な く、 虫の葉 音 や 鳥 を含 む動 物 の な き声 、竹 笛 の音 に も適 用 され る
概 念 で あ る。 ち な み に、 口笛 の音 は 「声 」で は な い。 また、 人 の 呼び 声や 叫び
声 は と くに 「ナ ガ シ ョウ(najashou)」と呼ば れ、 発 話や 語 りは 「ブ ゴ フカ グ
(bujofgaj)」と表 現 され る。後 者 は 、 こ とば や話 を意 味す る 「ブ ゴ ム(bu-
jom)」か ら派 生 した概 念 で あ る0こ う した声 や 語 りが、 特 定 の脈 絡 に お いて 特
..
定の構造化がな された場会、 「うた 」が生起す る。
第二章 で考察 した 「泣 き」は、基本的には 「うた 」ではない。 しか し、何人
かの泣きが偶然交錯 して、た とえば女の 「高 い声 」と男の 「低い声 」とが絡み
合 いなが ら続け られた とき、 それは 「うた 」に近い もの となる。これ に対 し、
「泣 きことば 」は本質的に単独のメ ッセー ジ表出であ り、複数の声が重複す る
こ とがあって も、 それは 「う窄 」とは見な されない。解釈が難 しいのが 「泣 き
歌 」で、これにつ いてはワヘ イめ あいだで も意見が分かれ る。つ ま り、泣 き歌
、
は明 らか に 「高 い声 」 と 「低 い声 」の二つ の声 で 成 り立 って い るの だ か ら 「う
た 」と呼べ る(「 ノ グ ・ウ ィンデ ィオ コム(nojuwindiogom}」と呼 ぶ)と 言
う者 もいれ ば 、確 か にそ うで は あ って もグハ の うたや 竹笛 の うた とは や は り違
う もの だ(だ か ら 「ノグ ・フ ァイ タム(nojufaitam)」とい う特別 な 呼 称を も
って いる)31)と主張 す る者 も い る。後 者 の意 見 は、泣 き歌 に は ビ ッタ ガ鳧 のな
い ものが 多 い し、 二 つ の声 もほ とん ど 「並 ん で(koskos)」進 むだ けだ とい う
のが 根拠 にな って い る。 また 、泣 き歌 に は 「根 が な い(mbaindismuna:轟」
と指 摘す る者 もい る。 こ う した意 見 の相 違 を調べ て い く うち に、彼 らがf:'<うた 」 一
を 「本 当の うた(windiogomafum)」と 「擬 似 的 な うた(windiogomumujan-
jum)」に 区別 して考 えて い る こ とが わ か って きた。結 局 の とこ ろ泣 き歌 くお よ
び 前 述 の複 数 の 「泣 き 」の 重 な り)は 、 「うた 」 と呼ぶ こ とは で きて も、 あ く
㌃ まで{∫L∫擬似 的な3た ゴであ り一f本当の うた一に似 た一(fotuf。tewindiogo皿a一二`一一L
-fujomte)鹵 」右 の で しか な いの で一あ る。 つ ま り、一女の 「高 い 声 」・と男の 「低 い声 」
の二 つ の声 の響 きあ い とい う 「うた 」の 基本 的要 件 は満 た しな が ち も、 その 二
声 の 粗織 は ほ とん どオ クター ブの 並 進行 か らな って いて、 肝 心 の 「波 」 と して
の 「揺れ 」があ ま り感 じられ な い。 また 、泣 き歌 に は 「根 が な い 」とい う指 摘
く31)「フ ァイ タム 」は泣 き歌 にだ け用 い られ る特 殊 な こ とば で 、固 有 名詞 の よ
うな もの と考 え られ る。
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は、泣き歌が死霊 とは密接 に関連 しなが ちも、神話 とい う意味の源泉 をもって
いないこ とを指 している。言 い換 えるな らば、泣 き歌は神話 によって創 られた
ものではないのであ り、だか らこそ ピッタガスのない曲があった り、新た に曲
を作 ることがで きた りす るのであ る。A
この辺の事情は、喪明 けの ピジン語の歌や スマ リウ ップか らもた らされた レ
フェンとい う歌 にも共通す るところがあるeど ち らも二声部で歌われ るもので
あ りなが ら、 「本 当の うた 」とは見なされていない。前者は、 もともと単旋律＼
であった 曲に、ワヘ イが オクターブ平行で 「小さな旋律 」を付 け加 えた もの と
考 えられ る。また後者は、構造的にはグハの うたに似てお り、声の衝突や離反
による 「揺れ 」す らは らんでいる。だが、外来の歌であるため、その成立 の背
景や神話 的意味な どは まった くわかってお らず、なかには用 いられ ていること
ばの意味す ら明 らかでない曲 もあ る。つ ま りこれ らは、神話や霊によって与 え
られ たのではな く、他の地域 に住む人間によ って与 えられたのであ り、それゆ
え 「本 当の うた 」と評価 され ることはないのである32}。
「うた 」の成立 にとって、神話や霊 とい う根源的存在が必要不可欠であるこ
とは、種 々の呪文が 「うた 」と呼ばれることにも現れて いる。バ ダコエが伝承
していた ピンロウジを用 いるグハの呪文、女たち も知って いる病気治療の ため
のムガギスの呪文、邪術霊 を呼び起 こす スゴイの呪文、超 自然霊 ソングクを木
彫 に招 くためのワイ ドゥグの呪文 などは{い ずれも一人の人間が一種類の声 を
『 使ってお こな う発話であ り語 りであ OYら は、声の組織化の点 で とうてい 監 一
「本 当の うた」ではあ りえない し、 また、泣 き歌のよ うな 「擬似的な うた 」と
も異な る。にもかかわらず 呪文が 「うた 」と呼ばれ るのは、 その背後 に神話や
(32)同様の評価は、私が村にテープ を持ち込んで聴いていた種 々の音楽に対 し
て も与 えられた。 しか しなかには、 日本の コーラス ・グループであ るハ イフ ァ
イセ ットの曲の ように、人気 を博 したもの もある。 その女性一人 と男性二人 に
よる絶妙な声の絡みは、新奇な音楽への好奇心を越 えて、 「本 当の うた 」によ
く似たもの として高 く評価 された。
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霊的存在 との関わ りがあるか らに他な らない。ワヘイに言わせれば、こうした
用語法は 「引っ張 ってきた言い方(itiyoxojai。jojabujofgaj)」すなわち
明 白な借用表現なのであ り、 まさに 「うたの根(windiogomuna:s)」だけを引
きず った ものであ る。
「うた 」が成 り立つため に重要な もう一つ の側面は、複数の人間が集 まって
複数の声 を響かせ る共 同行為 と,いう性質 であ る。ワヘイには、独唱のための特
別な音楽的 レパー トリー(作 業歌や子守歌な ど)は 存在 しない。畑仕事の合い
間や林 を歩 いている ときに、一人で何かの旋律 を口ずさむ こともな くはな いが、
それ はうたの 「小 さな旋律 」を単 に 「なぞっている(aifoteyanei-)」にす ぎ
ず、 「本当の うた 」はおろか 「擬似的な うた 」とも見な され ない。 また、私が
村でよく聴 いていた高橋真梨子の曲 も、小 さなスピーか 一か らソロ ・ヴ ォーカ
ルだけが浮かび上が って聞こえたせいか、 「うた 」とは評価 されなかった事 「
うた 」は一人では決 して生み 出す ことがで きないものなのである。'
こ うして見て くる と、人為的な音事象の うち、は じめに伝統的 と述べた王種
類 の集団歌唱だけが 「本 当の うた 」として認知されているこ とになる。ぞ筑 ら
に共通 して あるのは、共 同性、 「高い声 」と 「低 い声 」、 ビ ッタガ スとソンゴ
カグ、 「波 」としての 「揺れ 」が生 じる音の構造、意味の源泉 として の神話、
そ して霊の 「力 」の イメー ジなどで、 これ らの要因がすべ て備わった とき、音
.一 事象は真のfう た 」となるのである。
(3)楽器音
最後にいかな る楽器音が 「うた 」と考 えられているかを簡単に整理 してお き





まず、割れ 目太鼓の打奏音は、クラン成 員を呼んだ り何かの合図 を送 る信号
打 奏の音 と、 うたの伴奏 に用 いられ る音 とに大別 され る。 この うち信号打奏音
は、 「呼ぶ 」とい う意味で 「ウタ(uta>」と表現 された り、あ るいは呼び声や
叫び声 と同等視 されて 「ナガ ショウ」と言われた りする33)。その多 くは、祖先
神話 に由来す る鳥の鳴き声や羽ばた き音、 そ して魚の尾の動 きのパ タンを模 し
た ものであるが(図 表3参 照)、、すべて一種類の打奏音 で構成 され てお り34)、
「うた」と見な され ることはない。 また、 うたの伴奏の打奏音は、 とくに 「グ
ギスマイス(jujismais)」と呼ばれて、信号 打奏音 とは区別 されて いる。 その
パルスと連打の親み合わせ による音のパ タンは、 うたの進行の指標 となってお
り、川を進むカヌーにあた る波の音のパ タンを表わ して いると説明 される。つ
ま り、そのパ タンは 「うた 」といわば一体化 して捉 えられて いるので あるが、
打奏音だけを抽 出 して 「うた 」と呼ぶこ とはない。
屋 内で うたの伴奏 に用い ちれ るのが砂時計型片面太鼓である。打奏面には ト
カゲの皮が使われている。その音 もやは り 「グギスマイス 」と呼ばれ ることか
ら、割れ 目太鼓の場合と同 じ意味 と役割 を担 ってい ることがわか る。 ワヘ イは、
どち らを用 いて も大 した違 いはな いと言 う。 しか し、片面太鼓にまつわる神話
は存在 しな いし、楽器 として重用 されている様子 もない。 ワヘイ.には比較 的新
しく<お そ らくはカプ リマンとの交易ル ー トにのって)流 入 してきた もの と考
えられ る。
口琴は、振動弁の基部に付 けた紐を引 っ張 りなが ら弁 をたたくタイプの もの
で、舌の位置や 口腔の形、息の強 さなどを調節 しなが ら、 口腔内で弁の振動音
(33)信号パ タン 自体は、 「割れ 目太鼓による名前 」とい う意味で 「ノグ ・ウ フ
ァム(nojuofam>」、 あるいは 「生命の名前 」とい う意味で 「ヨゴ ・ウファム
(yogoufam)」と呼ばれ る。 「ヨゴ 」は 「ヨゴ ック」の ことで あ り、 クラン ・
シンボル としての鳥や魚 が、 クランの生命の根源 と考 えられているこ とがわか
る。
(34)ワヘ イは、イア トモイのよ うにス リットにそ って打奏点 を変 えることで音
高変化 をつけるこ とは しない。
-292一
を増幅させ る。ワヘイが 口琴 を使 って出す音は、 「高 い音 」か 「低い音 」のい
ずれか一種類で あ り、た えず一定 の低 い基音 を響かせなが ち高 い倍音で旋律 を
奏で るとい った奏法はとらない。(た また ま両方の音が響 いた と して も、演奏
者の意識は その いずれか一方 に集 申 してい る。)ど ち らの音 にせよ、その連
続的で小 さな音は 「アスサJと 呼ばれ る。 口琴で演奏す るのは、鳥の鳴 き声 の
模倣か特定の歌(レ フェン)の 模倣 であ る。前者の場合、演奏のポイン トとな
るのは、割れ 目太鼓の信号打奏 と同様に、音の高低の変化ではな く、鳴 き声の
、
リズムパ タンで ある。 また後者の場 合は、 うたの高い声部旋律 と低 い声部旋律
の交替パ タンを再現 しなが ち、可能 な限 り音高変化をつける。グハ の うたのよ
うに 「本 当の うた 」を模倣す ることはで きず、唯一可能 と言われ るレフェ ンの
なかで も模倣で きる曲目は限 られている。それは、声部交替が明確で、音の動
きが少な く、 しか もソンゴカグのない曲で ある。 こうした口琴 による演奏な、
後者の場合 にのみ、 「擬似的な うた 」の範疇に含め られるこ とがある。 とはい
え、元の歌がすで に擬似的で しかないので あるか ら、 このカテ ゴリー化礁き し
たる重要性は もっていない。 窒
残 る三種類の竹笛アンサ ンブルは、すべて 「本 当の うた 」と見な されている。
サガイシとイゴフネミスのセ ットはいずれ も10本前後の竹笛か らな り、それ ぞ
れ異なる四種類 の長 さに切 りそろ えちれて、 「高 い音 」を出す笛 と 「低い音 」
を出す笛の二群を構成 して述 る。 また、。,ソン グスは長短二本の 竹笛 か らな るが、
それで 「高 い音 」と 「低 い音 」を表 出するための最少条件億 満た されてい る。 一
これ ら三種の竹笛合奏の音の構造、 ビッタガス とソンゴカグ、神話 的背景、霊
との関係は それぞれ異な るものの、先に述べた 「うた」の要件はすべて兼ね備
えている。次章では、そのなかで もワヘ イが と りわけ重要視 しているサガイシ





サ ガ イ シ と 「語 り 」

1.サ ガイ シの神話D
ウバダニに一人 の女がいた21。このウバ ダニの女が夜、賑 っていた。眠 って
いると夜、サガイシの霊が現れた。眠 っている女 に(サ ガイ シが)言 った。 「
明 日の朝、私が待 っている渓流の河 口まで くるのです。そ して二人で話 をしま
しょう。私 はサガイシとい う名前です。私 も(河 口に 〉きて、あなた と話 をし
ます。今は男たち とは話 を しません。だめです。男たちが(私 の姿 を)見 るこ
丶
どは あ りません0女 性だ けに話が あるのです。私は今か ら夜の うちに く河 口に)
行っておきます、 明日です よ、明 日かな らず来るのです よ、私は待 って ますか
ら。 あなた と話 をす るために、私 はや って きたのです。いいです ね、 男たちに
このことを言 ってはだめです よO男 たちにす る話 じゃな くて、私たち女だけの
話なのよ。私o名 前はサガイシです。サ ガイシとい うのが私 の名前。サガイシ
です。私 はブナイテ ィヤ ゴク3)から峰づた いにや ってきま した。ブナ イテ ィヤ
ゴクが私 の住み処 なんです0私 、サガイシはそこか らや ってきました。私の霊
がそこか ら来たんです。私の霊は竹です。私の霊は竹に、竹の中に棲んでいる
んです 。女性 としての私、サガイシは川 に棲んでいます。 」
女は(夢 の中でサガイシの話 を)聞 き、朝 まで眠 って 目を覚 ました。起 きて
か ら女は(山 の)上 の方 に行 こうとした。女は近 くにいた他の女たちにこ う話
した。一[これか ら薪 をとり一に行 って くふ わ。(山 の)上 の渓 流の河 口まで行 こ
うと思 うの、 」=女 は渓流の河口に歩いて行 き、(そ こに)立 っ てつぶや いた。
「何が音 を立てているのか しち?」 女は歩みを進めなが ら、 まわ りを見渡 し
た。 「わ っ!見 たことのない女だわ。(私 たちとは)別 の顔 をした女がや っ
(1)この神話 も、 グハと同様 に、一人の男性が ワヘイ語で連続 して語った ヴァー
ジョンの全訳である。原テ クス トについては付録5を 、 また地名 につ いては第
一章の地図1と 地図2を 参照 された い。
(2)この女性はウェサ ヨム ・クランの女性 といわれている。
(3)ウェイサス川の最上流にある山の名6ウ バ ダニ山の北東にあた る、
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て くるわ。 あの女、 いったい何者 か しら?」 女は思案顔でつぶやいた。そ こ
に立 って いたのは、 あの夢 に出て きた女だ った、
女(の 姿 をしたサガイシ)は 河 口に下 りて きて言 った。 「ねえ、恐がること
はな いの よ。私 よ、サガ イシが来たのよ。 もっとこっちにきて私の話 を聞 きな
さい。 」 〈ウバ ダニの)女 は(落 ち着かな い様子で)う ろ うろ歩 き回って い
たが、や がて二人で腰 をお ろ レた。 まもな くサガイシが立 ち上が ると、女 も立
った。サガ イシが言 った。 「あな たに聞 くけ ど、男たちは近 くにい るの?」
女は 「いいえ、男たちは遠 くの村に残 してきま した 」と答 えた。 「じゃあ、 あ
なたの ところに竹はある?」 女は 「はい、竹だ ったらあ ります 」と返事 を し
た。 「その竹を見てみたいA/e」 サガイシは(近 くの林 に生えて いる竹 を)
見て言 った。 「ああ、.この竹は(私 の ところの竹 と)同 じじゃないわ。私のす
んでいるところだ と、ち ょっとあた りを歩 き回れ ばす ぐに(節 の間隔が)と て
も長い竹が見つか るの。こんな短 いの じゃな いわ。 あなたの ところにあるのは、
ガ ヌス(と い う竹)と トグ タイス(と い う竹)だ けね。 」 女は言 った。 「私
の ところにはこれだけです。竹は これ しかあ りません。 」
＼ サガイ シは言 った。 「ああ、(こ の竹では)だ めだわ。 いい?よ く見てな
さい。 」 サガイシがそ う言い終わ るや いなや、瞬 く間 に一本の長 い長い竹 が
生 えてきた。 とて も背の高 い竹だった。サ ガイシは言 った。 「あなた、見 たで
.し ょう?、 私の棲んでいる と.ころには、ブ ナイテ ィヤ ゴクには這 これ と同 じ竹
が生 えて いて、私の霊がそ こに棲んでいるのよ。あなた下へ行って、その枯れ
た ものを、枯れた竹 を抜いてきな さい。引 き抜 いたな ら、 それを持 ってきな さ
い。 」 女は(命 じられた通 り)そ の竹 を、枯れた竹を(抜 いて)持 って きた。
サガイシは その一本の竹 を切 った。女の筒、男の筒 とい う具合いに切 り出 しな
が らサガ イシは言った。 「女の筒 を五本 と男の筒 を五本作 るか ら、あなたが(
竹筒に)息 を吹 き込 むの。 そ うす ると、(男 の)低 い声 の語 りと、女 の小 さい
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語 り、つ まり高い声の語 りが生まれ るの よ。低 くて大きい(音 が出 る)の は男
(の筒)で 、高い(音 が出る)の は女(の 筒)な の。 」(サ ガイシは)そ れ
か ち頭(の 筒)を 手 にとった。頭(の 筒)を 切ってからサガイ シは言 った。 「
これはサガ イシの頭、私の頭なの。 この頭は私、サガイシ 自身なのよ。 じゃあ
今度はあなたが端(の 筒)を 切ってみな さい。(端 の筒を加 えるこ とで)う た
をよくす るの よ。 さあ切 ってみな さい。 」 女は、(端の筒 を)切 り終 える と、
(それに)息 を吹 き込んでみた。
サガイシは言 った。 「いいわ。1」 そ して端の筒 を受 け取 った。 「(今教 え
たとお りに)き ちん と切 るのよ。私はもうこれ以上 ここにい ることはできな い
の。(で も)私 の霊がこのサガイシの竹 筒に戻 ってきて、その中に入 るわ。私
(の霊)が 竹筒の中に入 るの。私(の 霊)が 戻 ってきて 中に入ると、語 りが生
まれて くるはず よ。あなたた ちワヘ イが 男の筒に大 きく、女 の筒 にも大 きく息 譲
を吹 き込むのよ。あなたは(村 に)下 りて、女たちに説明 しなさい。私サガイ
シが、霊が こうい うふ うに話 した って伝 えな さい。私はそろそろブナイテ ィヤ
ゴクに帰 ります。 もう戻 っては きません。(で も)私 の霊が戻 ってきます。 あ
なたのサガイシが(竹 を)切 って、 あな た も(竹 を〉切 った ってい う話 を(女
たちに)し てや りなさい。(で も)私 が話 したことはいっさい男たちに話 して
はいけません。男た ちには絶対に話 して聞かせてははだめ。サガイシは男の も
一一.の 一ではな くてマ 私ーた ち女のものなの よ;さ あ 行きな さいo一そ七 て私 が河 口でひ ,二 〒こ瓜
と りの女 の姿を一して あなた に話 した ことを彼女たちに伝 えな さい♂ どこに棲ん 一 一
でいるのか(と 聞かれた ら)、 ブナ イテ ィヤ ゴクに棲んでいて、(そ こか ら)
や って きた と(答 えな さい)。 いいわね。 この竹筒 を吹 きま しょうって呼びか
け るの よ。女たち と女の子 を集めてね。彼女たちがサガイシ(の 竹筒)を 見 に
や って きて、そ してサガイシを(吹 きなが ら)踊 るの.男 の子は絶対に連れて
来 てはだめ。(た とえ子供で も)男 の子は私サガイシが歌い踊るところを見て
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は いけな いの。女 たちが(竹 筒を)吹 きに行 くこ とや、サガ イシを(吹 きなが
ら)踊 るこ とを父親 に話す といけな いか らね。(も しそれ を知 った ら〉男たち
は、人間の女の姿 をした本 当のサ ガイシのことを、 あれ これ想像す るで しょう
しね。 」
女は村 に歩いて帰 った。女たちは それ ぞれ 自分の家にいた。女 はその一軒一
軒 をまわ って呼びかけた。 「みんな集 まって!み んなに話があ るの。 」(
集 まった女 たち に)彼 女は言6た 。 「い ま、上の河 口の ところでび とりの女性
、
と会 って きたの.あ なたたち、 こうい うものを、サ ガイ シ(の 竹筒)な んて持
ってないで しょう?私 はその話 をしに帰 って きたの0あ なたたち女がサガイ
シを手 にいれることにな るの よ。男たちはだめ。女だけがサガイシを持つの。
あなたた ちがサ ガイシを所有す ることで、サ ガイシはこの村にとどまるこ とに
な るわ。 」 女た ちは口々に言った。 「いいわね。夕方 にな った らそのサガ イ
シの ところに行 きま しょう。 」
サガイシに教 え られた通 りのこ とを女は伝 えた。 「まずサガイシの最初 の う
た、本当の始 ま りを演奏す るの。サガイシの初め はくタゲヤの葉(タ ゲヤ ・ト
ゥワス>〉 よ。まず 〈タゲヤの葉 〉を吹 くの よ。その うたは(こ んな具合 いな
の。)『 タゲヤ ・トゥワスウ ォ ・トゥワースウォ、 タゲヤ ・トゥワス ウォ ・ト
ゥワースウ ォ、 トゥワスウ ォ ・トゥワスウ ォ ・トゥワースウ ォ、 ププ
一ー.プ プ』 頭 《筒}が 『フ プ゜ププ』つて音 を出すの」 ζれがサガ イシの始ぽ ワの
うたよ。 」 ウバダニに住 む女は、 こう していろいろなこ とを説明 しなが ら、
初めの うた を女たちに教 えた。女は言 った。 「さあ、 うたを始め ま しょう。 」
まず彼女がサガイ シの うたを始め ると、他の女たち もす ぐに続 いた。 みんなで
足踏み しなが らサガイシを(持 って)踊 り、演奏 した。最初の日の夜 、(女 た
ちは 〉夜明けまで踊 りつづけ、演奏 しつづけた。二 日目の夜 も踊 りつづけた。
そ してさ らに次の演奏の とき、つ ま り三 回目の演奏の ときだ った。
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三回 目の演奏が行なわれて いるとき、男たちは 「男の家 」に集 まって話 し合
っていた。 「腹がへ って腹がへ って死 にそ うだ。何か食お うにも焼 きサゴもな
い。女た ちはいったいどこに行 ってるんだ?」 「ほん とに どこに行 ってるんだ
ろ う?」 「サガ イシとかい う女 に会いに行 った と聞 いて るぞ。 」 そのとき近
くを通 りかか った女たちが言 った。 「そ うよ。そのサガイシに会いに行 って る
の。サガ イシが上流の方にきて るのよ。 」 別の女が続 いて言 った。 「そのサ
ガイシって いう名前の女は、遠 くにあるホグウォギ ってい う川4)で生 まれたん
、
です って。 」 この女は(男 たちに)言 った。 「あんたた ち、ち ょっと来て。
ここに住んでるおばさんねえ、 この家の申年のおば さんが くサガイシに会いに)
行 ったの よ。彼女言ってたわ。 『夢 で見たの。ひ とりの女が出てきて私 にこう
言 ったわ。上の渓流の河 口でひ と りで待 ってるから棄な さい、いろいろ話 した
いことがあ るか らって。dそ れで彼女はそのサガ イシに会いに出かけた ちし
いの。 そ した らサガイシが 『この村 には大切な ものがない』とか言 って、 自分
の話 を私たちにす るよ うに言 ったんです って。彼女が戻 って きて私たちにその
話 をしたので、みんなそのサガイ シに会いに行 ったのよ。 」 女は言った。 「
(サガイシに会 いに)行 った彼女たちが何 を しているかなんて、私にはまった
くわかちな いわ。 」 他の女たち も言 った。 「サガ イシってい う女が本 当の人
間なのか どうなのか知 らないけど、 とにか く他の女たちはそのサガ イシに会い
に行 ったの よ礁コ}ミ.す敷と男 たち が諱 瓜たo-.、「よ しいよ し、一も.うこいい。おれた.二 二 』
一一 ちは怒 って いるわけ じゃあな いんだ;一た だ腹がへ って死 にそ うなので、 〈おま …『一
えたちに食 い物 を)頼 みたいんだ。 」 女 たちは答 えた。 「いいわ、わか った
わ。 どうせ男の子のいる私た ちはサ ガイシに会いには行 けないの。女の子だけ
いる人たちが行 って しまったの よ。 だか ら女の子の父親たちがこ うしてお腹 を
すかせてい るの よね。 」男た ちが言った。 「そうだ、その通 りだ。おれたちの
(4>カラワ リ川 を指す ワヘ イ語呼称。
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女房 どもは、そのサガイシとや らに会いにみんな行 っちまいや がったのさ。畜
生!」
男たちは また男の家に戻 った。自分の家に残っていた者 も男の家 に集まって、
みんなで話 し合った、 「女たちを どうして くれよ う?Jひ と りの長老が言 っ
た。 「よ し、戦 いに行 くそ。女たちがいったい何 を しているのか見届 けてや る
んだ。 どんな奴が話 をして いるのか はわか らない。誰か知 らない奴が、上流 の
小 島のあるあた りで うまい話 をしているにちがいな い。 」 男たちは言 った。
「どんな話 がされているのか、われ われ にはわか らないなんて(と んで もな い
こ とだ)。 」 こ うして男た ちは(戦 いに)行 くこ とに した。男の家 に座 って
いた男たちは声 をあげた。 「さあ、飾 りをつ けるんだ!ヒ クイ ドリの羽の頭
飾 りをっ け、消炭 を体 申に塗 って、あの女 どもをや っつ けるんだ!女 た ちを
や っつけて、そいつがいったい何 ものなのか を見届けるんだ!そ いつが もし
いい女だ った ら、おれたちが掠奪 してや る。女たち と戦 って戦って、そ うして
奪い取 ってや る。おれたちは怒 りに怒って いるんだ。そいつ を何 としてで もお
れたちの ものにす るぞ。 」 男た ちは言 った。 「そ うだ、 そ うだ。 」 彼 らは
(壁にか けてあ る)い ろいろな飾 りのところに行 き、雄 の ヒクイ ドリの羽 、雌
の ヒクイ ドリの羽、サイチ ョウの尾羽 をきれ いに整 えた。そ して炭 を焼いて冷
ま してお いた。
.彼ちは ひ とりの男に言 った。 「お まえ行7で ζい ,一行ご)てよ≦ 確かめて くる 一
んだ。 まわ りか ら見 えるよ うなところを進んではだめだ ぞ。木の幹 に隠れ なが
ち歩 いて行 き、そ してよく確 かめ るんだ0(サ ガ イシが)本 当の人間か どうか、
よく見 るんだ。ちゃん と見届けてか ら帰 って こい、 いいか、わかったな?」
男は言 った。 「心配 いちな い。あんたた ちはただ男の家 に座 っていればいい。
座 っておれが戻 って くるのを待 って いて くれ。 」
(やがて偵察か ら帰 ってきた男が言 った。)「 いま戻 ってきた。見て きた こ
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とを説明す るか らな。おまえの女房がこ うや って踊 って いるのを見たぞ。 そっ
ちのおまえの女房 もこんな風 にして踊っていたぞ。 」(言 われた)男 が言 っ
た。 「そ うだったのか。」(偵 察 に行 った)男 は木の幹に身 を隠 しなが ら歩
いた。 「さあ見てや るぞ。 」 男は進んでい った。 「あっ!」 女たちがた く
さんの竹筒 を持 ってサガイ シを踊 っていたO男 筒 と女筒、そ して頭(筒)と 端
(筒)。 「いったいどこに行?た のかと話 していた女どもだ。 こんなことをし
.て いたのか。ああ、おれたちが死 にそ うなほ ど腹 をへち して、捜 しまわってい
、
た というのに。おれたちを騙 して、いったい どこに行 ったんだ って話 し合 って
いたんだ。 こいつ ら、このサ ガイシのところに踊 りにきてたのか。 」 男はこ
うして盗み見す ると、男の家に戻 って男たちに言 った。 「おまえた ちの女房 ど
もは、サ ガイシの竹筒を吹きなが ら、踊 りま くっていたぞ0こ うや ってサガ イ
シの竹筒 を両手で構えなが らな。男筒を持ち、女筒 も持ち、奴 ら、 この」耋もな
く幸せそ うだ ったぞ。地面 を強 く踏みな らしなが ら、それは それは楽 しぞうに
踊 っていたんだeほ ら、 〈頂上の)ち ょっ と下に平地があるだろ う?癖 り空
き地にな っているところだ。 あそ こをきれ いに片づ けてな、ち っちゃい木な ん
かぜんぶ抜 いてな、 そこで踊 ってたんだ。 」
男たちは 口々に言 ったJ-「よし、これ でわか ったぞ。さあ(戦 いに)行 くそ!
」 「います ぐ行 くそ!」 「さあ行 くそ!」 男たちは決起 した。立ち上が って
..`.ヒ 蕉イ ト度の羽の頭 飾 蜘 けご槍を持 ち"進 んで.一 た♂(女 たち の 〉近一く ⊇ ∬r-一
まで行 ぐど;男た ちは三手に分かれ た。一踊り でいる女たち を挟み撃ちにす るつ
も りだった。一方は下か ち、 もう一方は上の方か ち挟むよ うに して取 り囲んだ。
ひ と りの長老が言 った。 「おれが まず出て行 って、奴 らを驚かせてや る。合図
を した らみんな一斉 に飛び 出すんだ。 」(長 老の合図で)男 た ちは立 ち上が
った。 「ワー ッ!ワ ー ッ!ワ ー ッ!ワ ー ッ!」 「お まえらい っ
たい何 して るんだ?」 「何や って るんだ?」 「おれたち腹がへ って死
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にそ うなんだ。 」 「女たちはいったいどこに行 ったのか って話 してたんだ。 」
「サガイ シを踊 りにきてたのか、 」 「サガイ シを踊 りにきてたんだな。 」……
…… 「ワー ッ!」 彼 らは女たちと戦いを始めた。女た ちはサガ イシの竹筒 を
地面にお いて戦 った。男 と女は戦 った。戦 いは続 いた。長 く長く戦 い続けた。
男たちが攻め込む と、女た ちがそれ を追 い払 った。払って も払 って も切 りがな
か った。やがて男たちがサガ そシの(竹 筒の)包 みを奪 い取 った。奪 い取 って
か ら、後 ろから来 る者たちに渡 し、 「もって逃げろ!」 と叫んだ。後続の者 た
ちは く竹筒 を受 け取 ると)す ぐさま走 りだ し、 まっしぐらに(村 に)向 か った。
林の中の道 を進みながち、彼 らは(な お も追 って くる女たち と)戦 い続け、 よ
うや く村 にた どりついた。村 でもまだ戦 いは続いた。男たちはとうとうサガ イ
シの包み を男の家の中に持 って入 った。 中に入 った男た ちは(竹 筒 を二階 に)
置 いた。 女たちは自分 の家 に向か った。(竹 筒 を奪われた ことを)悲 しみな
が ら歩いて行 った。 「私 たちのいいものを男たちに とられて しまったわ。男た
ちはああ して戦 って戦 って奪 い取 ってい ったの よ。 」 ひ と りの中年女、(サ
ガイシと会 った)彼 女が言 った。 「いい じゃないの。 よくぞ奪い取 った ものだ
わ。立派 な もの よ、あれ を、サガイシの包み を手 にいれて く男の家の)中 にさ
っさと持 って入 るなんて。 」 男たちは じっと(男 の家に)座 っていた、(仕
返 しが)恐 くて、す ぐには女たちの家に行 けなかったのだ。彼 らは こう思 って 一
いた。∴「女 たちはまたおれたち と戦 うか 叡しれな込塗`女 たち辺 もの を、この...
竹筒 を奪 い取 って、 こうして(男 の家に)偲 しているんだか らな。 」 一一
男たちは午後になってよ うや く自分の家 に戻 って行 った。す ると女 たちは異
口同音に言 った。 「私たちのことを恐が らな くて もいいのよ。私たちが秘密 に
しておいた もの を、 もうあんたたちは手 にいれて しまったんだか ち。サガ イシ
を手にいれたの よ。いいことだわ。 よく奪 い取ったわ。 その ことで 今さらあん
たたちの ことを怒 った りしないわ。 どうして怒った りす るもんですか。あんた
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たちは、私たち と戦 って、 そ うしてあの ギ、いものを手にいれたの よ。 もう争 い
なんて しないか ら。 いいわね。サガ イシは あんたたちの男の家に置いてお きな
さい。 」
男たちは男の家に集 まって座 って いた。 タ方になって、 あの(サ ガイシと会
った)中 年女がや ってきて言 った。 「あんたたち、 そこにいたままで聞いて ち
ょうだい。サガイ シ(の 竹 筒)が あんたた ちの男の家にや ってきたわね。 それ
をもって遠 くの林 に歩いて行 って、 そこで(吹 き)は じめな さい。下流のず っ
、
と奥の方 よ。そこまで歩 いて行ったなら、 まず 〈タゲヤの葉 〉とい ううたか ら
は じめなさい。そ うす るとサガイシが現れ て語 りは じめ るわ。本 当に現れ るの
よ。(サ ガイシを 〉感 じとったな ら、〈タゲヤの葉〉を吹きなが ら男の家の 中
に入 りな さい。そ した ら(サ ガイシが語 りを)終 えるわ。 このくタゲヤの秦 〉
で、あんたたちな本 当の うた を手 にいれ ることにな るの よ。私の言 うこ夢をよ
く聞きな さい。本物の うたなのよ。 」 「朝、犬を連れて豚狩 りに行 きな さい。
そ して男の家の中に入 って、みんなで食べな さい。 とって きた豚や ヒクイjA.Yリ
やカスカスや ワラビーの肉 を、あんたたち全員で食べるの よ。私たちのこを を
考 える必要はないわ。私たちは欲 しくはな いか ら。私たちが肉を土器で煮た り、
蒸焼 きに した りして、それ をあんたたちにあげるわ。私た ちが料理 してあげ る 一一
か ら、それ をあんたたち男が、男の家にい る者たちが食べ るの。私たち女は食
縞_べ まぜ.ん。食べた」くな いわ詳一欲む ぐ懃い駕 登私たちが秘 密にtて お いた もの を、 謠
rあ んたたちが怒 って奪 い取ぢ たんだけど{一その話は もういいわ。 どにか く肉を へ一




きに して、男たちにや りな さい。男たちは 自分でそれ を男の家に持 って行 って、
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(二階に)置 いて、 そしてみんなで食べ るで しょう。サガイシのため の(料 理
をのせ る)椰 子の枝の皮 を二枚、別 々の ところに置いてお くの。ヤ ンダム ック
たち5》が(そ の うちの一枚にのった)サ ガイ シの料理 を食べ ます。 もう一枚の
椰子皮に も蒸焼 き料理 をのせて、家の床に置いてお きます。 それはあ とで別の
男たちが、(演 奏の)手 伝 いをす る者たちが(ヤ ンダム ックたち とは)別 々に
食べ るで しょう0私 たち もサガイシを一緒 に踊 りに行 くの よ。(男 た ちと)一
緒 には踊 るけど、食べるのは男た ちだけ。サガイシに捧げ る食べ物は、ヤ ンダ
ム ックた ちと(演 奏 を)手 伝 う男だけが食べて もいいの。私たちはサガイ シと
一緒 にただ踊 るだけ。夜 も昼 も、そのまた次の夜 も昼 も、何 も食べず にひたす
ら踊るだけなの よ。男たちは手ぶ らで く家 に)や ってきて、食べ物 を く男の家
に持って行 って)別 々に食べ るの。サガイシの料理はヤ ンダム ックたちが食べ
るのよ。 」
(女はふ たたび男たち に言 った0)「 あんたた ちに言 っておくわ。 この話は
前 にサガ イシが私に して くれた ものなの。やがて あのサ ガイシの霊があんたた
ちの ところにや って くることにな るわ。サガイ シの霊が くるのよ。 そ してサ ガ
イシが語 るのよ。今す ぐに じゃないわ。あんたたちは、私たち女性の霊 を手 に
いれたのよ。サガイシの霊は男の家 にや って きて、語 りは じめるわ。 あんたた
ちだ ってきっと感 じるはず よ、サ ガイシの竹筒が語ってい るんだって.男 筒が
二.語 ゆ.女筒 潮譜 りご頭(筒 》こが讃 り、端.〈箇 〉が語プて獄 るんだ って・ それ鉢
サ ガイシの霊が語 っているのよ。あんたたちは大 きく息 を吹き込むだけなの。
サガイシの霊 自身が語 るの よ。私はあんたたちには っき り言 うわ。その竹筒 を
受け取 りな さい。私たちは も う、サガイシが現れ るところを見るこ とはないわ。
私たちはすでに林の中で それ を見 ましたか ちね。これか らはあんたた ちの男の
(5)姉妹の息子、 あるいは父の姉妹の息子 を指す親族用語。ガギ ック(gajiq)
もしくはヤ ンダム ・ガギ ック(yanda.mugajiq)とも言 う。
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齒耳
家 にサガイ シはや ってくるのよ。私たちはそれ を見た りしな い0あ んたたちも
隠 しなさい。サガ イシを秘 密にす るのです。 」
(女はふたたび他の女たちに言った。)「 あんたたちみんな も見てはいけな
いの よ。 それか ら子供たち も、 まだお乳 をや っている子供た ちで も、見てはだ
め。 してはいけない ことだか らね。 これは必ず守 らな くちゃいけないよ。私た
ちはもう(サ ガ イシを)見 ることはないの よ。 」
2.霊 ・夢 ・竹
この神話 に描かれているサガイシが、現 在、あちこちの川底の岩や川ぞいの
竹 に棲む と考え られている女性霊サ ガイシの根源的存在である。その意昧驚、
「サガイシの根 」とか 「真のサガイ シ」と呼ばれている。神話においても大 ま
かには示 されているように、サガイ シの根 と してのこの霊 は、 もともとカラ ワ
リ川の方か ちや って きて6冫、ウバダニの上流にあるブナイテ ィヤ ゴク山をILれ
る小川に棲みつ くよ うにな ったと言われて いる。サガイシは、 ウバダニの欽 の
前に姿 を現 した ときの ように、人間の女性 に化身す ることもできる し、その分
身は川の近 くに生 えているタイバムスとい う竹にも宿っている。 さちに、 こう
した超 自然霊 と しての一般的性質だ けでな く、夢 のなか に現れ、女 をあやつ り、
.竹 を瞬時ゐ書 ぢに生護笛 む:音 を倉¢り出す 力 も備込て 騒る。ド甦おぼ神話が保証
す るこ う七 た多彩 な能方こ ぞこ:サガ イクを 並び称ぜ られ るサ ガイシの強い力の
源泉であ り、サガ イシの竹笛 が社会 的に よ り重視 されている理由 とな って いる。
ここでは、 この神話か ら、サ ガイ シの 「語 り」を考察す る うえで前提 となるよ
(6)サガ イシの出自については諸説があ り、カ ラワ リ川の西にあるモ ゴマギ(M
ogolDaji)山か ら流れ 出る川がその発生 の地だ と説明す る者 もいれば、ウ ォグプ
メ リ川の北 にあ るウソンファリット(Usonfarit)山の渓流で生 まれた と言 う者
もいる。
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うな様相 を抽出 して、簡単 に説明を加 えてお くことにす る。
まず重要 なのは、サガイシが女の 「夢 」のなかに現れて、 いわば 「お告げ 」
をお こな い、それ がきっかけ とな って女 はサ ガイ シと接触 した ことである。サ
ガ イシは、男たちには内緒の話だ と何度 も念 を押 しなが ら、女に渓流 まで くる
よ う命 じ、 自分の名 を名乗 り、棲み処 を告げた うえで、霊 としての身元 を明か
した。女 は、サガ イシの ことば、すなわち霊 の語 りに したが って、命 じられ る
まま翌朝す ぐに山の上の方にある渓流 に出かけた。霊にあやつ られた とも言 え
、,
る女のこの行動は、 ワヘ イにとっては不可解 なことで も何で もない。たとえば
第二章で示 した憑依霊の ことばの解釈(「 バ ダコエは死霊 におび き寄せ られて
ケサガイを迎えに行 った 」)に も現れて いるように、ワヘ イはよく、人間 の行
動 とい うものが奥底では霊 によって制御 されているとい う考 え方 を見せ るこ と
があ る。霊、 とりわけ強 い恨み をもつ霊や、サガイシのよ うに強 い力 を備 えて
い る霊に とって、人間を意の ままにあやつ ることな どわけな いので ある。
その際、霊は よく夢のなかに現れて指示 を与 える。あ るいは、夢のなかで感'
じとるこ とばの多 くは、霊が発す る もの として受 け とめ られてい ると言 って も
よい。ワヘ イの説明によれば、夢のなかに現れ る霊は何や ら人聞のよ うな姿 を
して、 自分 に話 しかけて くる。だがその姿 はおぼろげで、それがた しかに人間
で あるのか どうかはっき りと識別す ることはで きない。夢 自体は何かの 「影 」
一 .の よ うな状態量あ蓄 とも表現 され るがこ そ もそも彩 鞴 在寮蚤 霊豊、霊が
出現す る場 としでの夢 どを明確 に分離す ることはで きな いのである。それゆ え、
霊の現れは聴覚的に より鮮明に感 じとられ、 それが ことば を発す ることで擬人
化 して受 けとめ られ る。人間 にとって、夢のなかで感知す ることば、い くら考
えてみて もどこか ら生 じたのかわか ちな いことばの源泉は、 こうして霊に帰せ
られ るので ある。
ワヘイは、 「夢 」とい う概念 をかな り広 い意味で使 って いる。た とえば、夜
1'
眠 った ときや昼 固 うとうとした ときに見 る、われわれの概念 と共通す る夢 は も
ちろんの こ と、意識 は目覚めているのだがふ とぼんや りした ときに脳裏 にいろ
いろな考 えが浮かぶ状態や、道を歩 いているときに何かの旋律が浮かんで くる
状態、あ るいはわれ われで あればお そらく空想 とかひ らめ きとか呼ぶ独特な感
覚の状態 さえも、夢 と表現 される。 そして、 そうした 「あらゆる夢 」を総称す
るのに 「シヨフス(siyoxus>」とい う語が用 い られ、 とくに 「睡眠状態で見 る
夢 」につ いては、 「眠 り」を意味す る 「ハ イ(xai)」とい う接頭辞 をつけて 「
、
ハ イシヨフス 」と呼ぶ。
夢はさまざまな現れ方 をす るが、 ワヘイに とって、あ らゆ る夢 は基本的 に霊
によって コン トロールされている.あ るいは、霊が夢 を作 り出す のだ と言われ
ることす らある。夢は、霊が人間 とコミュニケー トす るための格好の場であ る。
なぜな ら、 いかな る場合であれ夢の状態 にあ るとき、人間の意識や思考ぽどこ
かをさまよっているのであ り、 それは、永遠に世界 を移 ろい続け る霊に どって、
基本的に親和的な様相だか らで ある。一方、そ うした夢に対す る人間の黐 ナと
め方は受動 的で しか ありえない。神話の 冒頭で女の見た夢 は、 「ハ イシゴフス 」
と表現 され ている。つ まり女は完全な睡眠状態にあ り、 そのなかにサガイシの
霊が入 りこんで語ったのであ るが、ハイシヨフスの場合、霊の制御力は と りわ
け強 く働 くと言われ る。賑 りにあ る者は霊 に とって夢の状態を引 き起 こ しやす 一
一.団.い 、、つま詠、三そ の意識を:よ珍一制御一し範す憤 ものな⑳鷙灘翫 女はだか ら、ただ_.一 ㌶
一一 受動 的に霊の ご とばを感知 し
、その指 示に したがっで行動 をどっ允 にす ぎない。 一憲一 　
それは、霊が夢 を通 して人間 を支配す る際の典型的なや り方である。
こ うした霊による制御が最 も顕著な形で現れているのが、死 霊が人に憑依す
る場合で ある。死霊は必ず、賑 りにおちい った誰かの夢のなかに入 り込む。そ
して、その人間の身体と口を使 って大きな物音を立て、託宣 をおこない、人び
とと対話す る。その間 じゅう、憑依 された人間は霊の完全な支配下 にあ り、主
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体的な意識 も、記憶 も失 われた ままである。 それはいわば異常な夢の持続状態
であ り、霊 と接触 していることす ら知覚 されない、霊による最 も極端な支配の
形 である。 霊は、ひ とりの人間の夢の領域 を越 え、他者 に直接語 りかける。異
常な夢のなかにある人間は、 自らが霊 と交流するのではな く、霊の媒体 とな っ
て 自在に操 られて いるだけである。人び とが、夢か ら醒めた人間に霊が憑依 し
た ことを決 して教 えないのは、憑依現象 を一種の社会的虚構 として ドラマ化 し
よ うとす るためではな く、む しろ、 自分た ち と同 じ人間が 目の前 で霊に支配 さ
れ、異常な夢の状態 に陥 って霊 と同体化 したことを、心の底か ら恐れ、忌 み嫌
っているか らだ とも言 える。
この憑依 霊の語 りが よ り緩やかな様態 をとった ものが、夢 のなかでのサガ イ
シの語 りである。そこでは霊 は、眠 ってい る女の夢に憑依 して、 ことばを使 っ
て女 に対 してだけ語 りかけている。そ して、その夢における霊の語 りのさ らに
延長纏上 にあるのが、竹笛にサガ イシの霊が入 り込んでおこなった とい う 「語
り」である。そ こでサガイシは、女たち とい うよ りはむ しろ竹笛の方に憑依 し、
ことばで はな く竹笛の音によって彼女たちに語 りかけてい る。だが、 その場 合
も女たちは、一種の夢の状態、シヨフス としてのいわば擬似的な夢 の状態 にあ
った と考 え られ る。神話のなかで女たちは、家事 も子供の世話 も放 り出 して竹
笛の吹奏 に熱 中 し、 「この上 もな く幸せそ う(faguxajommba)」に地面 を強 く
一 踏みな ら しなヵミら 「踊 殳まくっていた くoguxama,oguxamo峯g9堅amα)」と表現..,..
齟 されてい るが7)
、 それは明 らかにサガイシが誘導 した 日常か らの遊離であ り、 ～
恍惚 とした忘我の状態で ある。彼女たちはまさに夢見心地のなかで、サガ イシ
が発す る語 りに魅了 されて いたので ある。
サガイシの神話か ら抽 出される もう一つの重要な トピックは、男性 と女性の
(7)この 「ファグハ(faguxa-)」も 「オグハ(oguxa-)」も、 ワヘイにとって
根源的な表現モー ドである 「揺れ動 き」としての 「グハ 」の様態か ら派生 した










サガイシの竹笛 にまつわ るこの男女対立の構図は、グハの うたの場合 とはか
な り様相 を異に して いる。グハの うたは、イニシエーシ ョンの方法や食のタブ
ーの課 し方などと共 に、は じめか ら男性 にだけ伝授 された。 そもそ もグハ をつ
か まえたのは女性だが、それが何 の抵抗 もな く男性に譲渡 されてか らは、1{女性
はグハの秘密の核心か ら遠 ざけちれ るよ うになった、グハの うたはやがて駿 性
にも披露 され、男女共に うた うことになるが、 うたの真の意味は相変 わら1ず隠
されたままである。つ ま り、 グハの神話にあっては、女性は終始わ き役(勤 る
いは見ることを許 されていな い観客)と して しか描かれ ていない。 叭
だが、男性が真 に対立 した相手 を考 えてみれば、 グハの神話 もサガイシの神
話 も、実 は同じ様相 を表わ していることがわかる。つ ま り、一見 して明自な神
話的な男女対立の背後にあるのは、両者 とも同 じように、人間 と霊 との対立関
、_..係 なのである彝グ益の纏話で 男姓が戦った相手が_女 牲 ではなくグハの霊で あ一,......一
ったことは明ちか で一あるが 評 それ と同様仁 、サ ガイ シの神話で対決 した相手 も
見かけの上では女性だが、 それはサ ガイシの霊に支配されて夢 に陥 った女性、
しか も彼女たち自らがなかば霊であるような存在なのである。 とい うのも、 男
性 に隠れて不可解な行動 をとり、 まさに得体が知れない存在 と化 した女たちは、
ウバ ダニ を本拠地 とす るウェサ ヨムの祖先神話に も示 されて いるよ うに(第 一










配 されたマヤモ トゥム」あ るいは 「サガ イシと共 にある女性霊 」とい う意昧で、
「サ ガイ ・マヤモ トゥム(sagaimayamotum)」と坪 ばれている。男たちは、 し
たがって、このマヤモ トゥム としての女たち と対決 したのであ り、 さらにその
背後には、マヤ モ トゥムをあやつ ることので きる強力な超 自然霊サガイシ との
対立が潜んでいるのである。
竹笛 を奪い取 って以来、女たちに竹笛 を見せ ることを しな くなったのは、彼
女 らが竹笛 に触れ ることでサガイシに支配 され、ふたたびマヤモ トゥム とい う
邪悪な霊的存在に戻 って しま うのを恐れ ているか らだ と、長老のイマンが打 ち
明けて くれた ことが ある。 それに対 し、グハ の力 をもつ 自分たちは、サガイ シ
を喚び出 し、その語 りに耳 を傾け、食事 を捧 げ、霊 を宥め ることで、逆 にサガ
イシを制御で きると信 じてい る。つ まり、神 話の中の女たちのよ うにサガ イシ
...に ただ支配 され制御 きれ るのではな く;逆 にサだそ ンを積極 的に招喚 して 「本 埀,一
当の うた 」を手 にいれるため に、竹笛を吹 くのだ と言 うのである。 一
この考 え方 は明 らかに、 「うた 」を通 してサガイシの力 を専有 し、女性 に対
して社会的な優位性 を確保 しようとする意識 に基づいて いる。神話の終わ りの
方で中年 女が言 った ように、 「本 当の うた 」にはサガイシの語 りが現れ るので
(8)マヤモ トゥムの発生の地 といわれ るベ イナ トゥウ ォリス山(第 三章参照)が
ウバダニ 山のす ぐ近 くにあることは、霊認識 と祖先神話 との不可分 の関係 を示
す もので もある。
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あ り、その語 りに耳 を傾けることはサガイシの力 を取 り込む ことと同義なので
あ る。その意味で、 グハの うた を歌 うこととサガ イシの竹笛 を吹 くこととは、
本質的に共通 した土壌 をもつ行為 と見ることがで きる。
とはいえ、グハの うた とサガイシの うたが決定的 にちが う点は、サガイシの
うたには竹笛 とい う特別の道具が必要 とされ るこ とである。竹笛 は、 ワヘ イの
用語法にな らえば 「竹筒(kunubogonim)」であ り、 「竹 〈kunuj)」を分断 し
た 「筒(bogonim)」に、息 を吹き込むための 「口(buseis>」を開けた もので
あ る。 この竹筒 こそ、サガ イシの力 としての音や語 りを引 き出す ため に欠 くこ
とのできない装置であ り、次のよ うな意 味で、サ ガイシとい う霊的存在 を象徴
す るものであると言 える0
まず、神話のなかでサガ イシが女たちに与 えた竹は、 自然 に発生 した竹で は
な く、みず から申に入 り込むため にサガイシが生み出 した特別の竹 と考 さられ
て いる。 タイバムスの竹 はもともとはウェイサス川 の上流付近(ウ バ ダニ山や
ブナ イテ ィヤゴク山の近 く)に しか生えていなか ったものら しく、後 に勘 カ
タウイに移植され、 さらに一部がメスカの奥にも植 えられ るようにな っOこ
の竹は節の間隔が長 いだけでな く肉 も薄 くて弱いため、竹笛の他 に用 途はない。
それは、サガイシが女たちを支配 し制御す るため に作 り出 した、いわば神話的
な竹 なので ある。
:1一 しかもサガイシが憑依 して語 ることがで きるのは、地面 に生 えて いる竹では
な く、分断されて筒状とな った竹筒に限 られ る。節 ごとに闘 じている竹は、 あ
くまでも霊の棲み処 となる容れ物であ り、 それ 自体が音 を立て るこ とはない。
竹の音が霊の発する音 として知覚 されることがあ るのは、そこに棲む霊の息が
風 となって引き起こす葉つれの音 くらいの ものであ り、それ は単に霊の現れの
しる しとして受け とめ られ るだけである。 だからワヘ イは竹笛、す なわち霊が
入 り込んで意味あ る語 りをお こな うための竹筒 を指すのに、比喩的にす ら竹 と
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い うことば を用いることはな い。
さらに、 この竹筒 という形態は、 ワヘ イに とって伝統 的 ともい える化身 と憑
依のため の仕掛 けである。た とえば、姉 か ら魚の分け前 をもらえなか った ウェ
サ ヨムの少年が、悲 しみのあ まりヒタキに化身 した ときに くぐり抜 けて行 った
のが中空の短い竹筒であった9}。少年の皮膚は、竹筒を通過す るにつれて鳥の
羽毛に変わ っていったのであ る。 また今 日、死霊の憑依 を招いて、信号打奏 を
聞き出すの に用い られている道具 もやは り竹筒である。これは3mほどの長 い も
、
のだが、単 に竹 と呼ばれ ることはな く、 「邪悪な竹棒(swonikumaj)」とか 「
邪悪な筒(swonibogonis)」という別の呼称 を もっている。床下に集 まった死
霊たちが次 々とこの竹筒のなかに入 り込んで、 ことば を語るかわ りに信号 を打
奏 して語 るので ある。
竹筒と しての竹笛は、こ うして二重三重 の象徴過程 を含みなが ら、サガ イシ
の力が宿 り、音 として発現 し、語 りをお こな うための霊 的な装置 と して位置づ
け られる。 そして、竹笛 はまた、それを所有する者だけがサガイシの力 と 「本
当の うた 」とを享受で きるという、 いわば社会的特権 を象徴す る装置で もあ る。
だが、社 会的特権 とはい って も、それは実 に危 うい状態で しか保持 されてはい
ない。 とい うの も、竹笛の所有権が戦い を経 て男たちの手に渡 った ことはサ ガ
イシの神話 によって正当化 されてはいるものの、 その神話 自体、男たちにとっ
で一ゴ 『て都合の よい解釈の現れ で しかな いとも言 えるか らであ り、 また、実際に所有 一 二:
して いる竹笛 も、それ 自体 に本質的な価値があ るのではな く、そこに霊が憑依
した うえで、その力が語 りとして表 出されな いかぎ りは、単な る 「もの(aisO
jofim)」にす ぎないか ちであ る。男たちにす れば、だか らこそ竹笛 を隠 し、神




サガイシの竹笛 を用いて表出されるサガイ シの 「うた 」は、こ うして霊 と夢
と竹の織 りなす神話的 ・象徴的相互関係 を背景に して、サガ イシの 「語 り」と
して解釈 されている。それは、ワヘ イが 「うた」と呼ぶ音の様相の一般的な特
徴 を保持す る一方で、霊 からの語 りかけ とい う独特な コミxニ ケー シ ョン ・モ
ー ドとして意味づ けられて いる。以下では、サガイシの うたが生起す る脈絡や
うたの様態 と構造、 そ して うたと して備 えている神話的意味な どを記述す ると 一
共に、竹笛への霊の憑依、竹笛 を吹 くことと夢の関係、霊の語 りと して現れ る
竹笛 の音 といったサガイシ固有の問題に とくに注 目しなが ら、サガイシの 「語
り」のもつ社会文化的意味の深層 を探 ってい くことにしたい。
3.サ ガイシの 「語 り」
數
現在、ワヘイが保有 しているサガイシの竹笛セ ットは全部で六組 ある。いず
れも別々の男性がここ十年以内に作成したもので＼一組ずつ椰子の葉柄瘢 で
包んで 「男の家」の屋根裏に隠し置いている。竹笛の所有権は基本的に帽齢成
者たる個 々人にあるが、 同時に作成者のクランに も帰属す ると見なされている。
六組の竹笛の所有者の所属 クランは、ヌングワセ、オグファイヨ、バ イシュメ
イ、ハイシ ョミル、 ゲセイ、ウェサ ヨムであ り、残 りの 四クランの誰かが竹笛
を使用 したいどきにはミ各 々の近親 クラン,X久サ イム.)の竹笛 を借用す るか、
自分で新たに作成す るしかない。
サガイシの竹笛が演奏 される機会は、今 日では、新たに竹笛 を作 った とき、
〈10)パプアニx一 ギニアにおいてペアの竹製横笛 が男性 に秘密保持され ること
については、グーレイが多 くの民族誌 を比較参照 して、その社会的機能や意味
を論 じてい る(GOURLAY1975)。また、二x一 ギニア高地の諸社会 に伝わる竹
笛の神話 を分析 した フ ィンチ も、竹笛によ って男性の文化的優越性は象徴 され
てい るものの、'その象徴構造が本質 的に不 安定であることを指摘 して いる。彼
によれば、 「男性 は、女性への依存か ちしょせん逃れることはできな いので あ










演奏は、主催者 も含めて当事者全 員が交替で行 う。 また、 自分の クランの竹笛
を使 うにせ よ、近親 クラ ンの竹笛 を借 りるにせ よ、 自己所有以外 の竹笛を用 い
た場合は、親族たちか らお返 しに戻 って くる現金の一部 を借用料 として所有 者
に支払わなければな ちない。.
竹笛演奏 にともな う食事 と現金の交換義務 は、特に主催者側に とって大 きな
負担であ り、そのために演奏のお こなわれ る機会 自体がかな り制約 されて いる
こ とは事実であ る。 この交換の もつ意味は、むやみ に竹笛 を演奏す ることを社
会 的に規制す ることによって、竹笛の秘密が露呈す るこ とを防いだ り、あ るい.
は演奏 を通 して求め られ るサガイ シの力をいっそ う神聖 化 した りす るため であ
るとも考 えられ る。 だが、基本的にはむ しろ、神話に明示 されているよ うに、
この食事が 「サガ イシに捧げ る食事 」と考 えちれていることに理由があるよ う
に思われ る。つ ま り、主催者側にとってはサガイシの力 に触れ、それ を取 り込.一
む ことが演奏 を主催する第一の 目的なのであ るか ら、準備す る食事がサガ イシ
を宥め るために捧げ られ るのは 当然である。その場合、演奏 を手伝 う親族 たち
は、形式上 、サガイシの代 りに食事 を分割 して受 け取 り、 それを消費する。 そ
(11)かつては喪明けの祭儀(水 浴す る前 日)で も吹奏 され ていた ちしい。その
ときはサガイシの憑 依を招 くのではな く、男たちが ノグ ・フ ァイ タム(悲 しみ
の歌)を 模倣 して演奏 した と言われ る。だがピジン語の歌が流入 して以来、そ










ることに もつながるため、皆、何 とか して竹笛を作 って演奏を主催 しようとす
る。 とい うのも、竹笛を作成す ることによ って、自分に食事 を準備できるだけ
の財力や統率力があることが示 され るため と、よ り重要な ことには、皆 にサガ
イ シの語 りを受け取 るチャ ンス を提供ず ることがで きるか らであ る。
竹笛 を作 る際、磨ず一人の男が一組 を単独で作 り上げ る。 そこには、艪 が 一
もともとサ ガイシの根とい う 「個 」としての霊によって創 り出され たもδだか
らという考 え方が反映されている。 男は林 に入 りこみ、できるだけまっ燕"で
長いタイバムスの竹 を探 し出す。神話にある通 り、10本前後か らなる一麟 ま
一本の竹か ら切 りとられ る方が よい。竹笛 は本来、サガイシ と同一視 され る一
本 の竹か ち分化 した ものであるか らで、その数の多 さがサ ガイシとい う霊o多
義性 を表わ しているとも言 える。 °
π…-1ゴ 難 を兌っ 伽 を男簿ま轟まず根元近 くの 節 の下の ところで切一な倒ず。τそ して 自分 ㌃.』
一 一の腕と指の長 さを基準に七デで 四種 類の長 さの筒 を切 りとウでい く
0ど れ も一r温 一…
端に節を残 し、 もう一方の節はすべて くり抜かれ る0残 された節 の近 くの側面
には、あ とで 口径2.5cmほどの吹き口が あけられ る。竹の どの部分か らどの長 さ
の筒 を切 りとるかは神話に示 され たや り方 に従ってお り、 それぞれの呼称 もサ




そ して先 の部分か ら最 も短 い 「端筒(jemxaidaibogoniq}」(約50cm)が一本
切 り出され る12》。
竹笛 を作 る過程で、吹 き口に唇 をつけ、強 く息 を吹き込んで試 し吹きをす る
ようなことは決 して しな い。 それは、音高 を決定す る竹笛の長さが、は じめ に
切 りとる段階で注意深 くチ ェ ッタ されて いて正確なためで もあるが、それ よ り
も重 要な ことは、神話にあるよう に、人間が一人では竹笛の音を生み出す こ と
丶
はで きな い と考 えられているか らで ある。だか ら、作成者が長 さの確認をお こ
な う唯一 の方法は、吹き口か ら唇 を5～6cm離して軽 く息 を吹 き込 み、生 じて く
るかすか な響 きに耳 を傾けることである。 この響 きは 「竹笛の音 」ではな く、
竹 という自然物か ら生 じる小 さく弱 い音 として 「アスサ 」と表現 され る。
私 のメスカ滞在中にサガイシの竹 笛が演奏 され る機会は二 回あ った。一度は
1986年11月に私が友人の シンビに頼んで竹笛 を作 ってもらったとき、 もう一度
は1987年1月に ドクターボーイのウォンボガイが 自発的に竹笛演奏 を主催 した と
きであった。シンピの場合、食糧調達にかか る費用はすべて私が負担 し、彼 を
名 目上の所有者 としてその親族や友人たちに演奏 を手伝 って もらった。で きあ
が った竹笛 は、彼の クラン、ハイシ ョミルの シンボルで あるヤシオウムの別名
「ホ フハ イス(xofxais)」にちなんで、 「ホフハインダ(xofxainda)」と命
.各きれお。上 嶋鑾げた竹笛の 長さはマ この ホヲハ インダの桝であ 登。一シンζは__
11月終わ りに予定 された村長選挙1鍵に立候補 してお り、竹笛演奏の主催 は村人"一
(12)ここに示 した竹笛の長 さは一例 であ り、すべてのセ ッ トの標準的な長 さを
表 わ して いるわ けではない。 ちなみに最 も長 いセ ットの長 さは、頭筒が約120
CID、男筒が約100cm、女筒が約80cm、端筒が約60cmであ る。
(13)正確 にはコロサメ リ ・サルメイ地方行政 区評議員で、メスカ、ワイニ ム、
ピソ リオ(ガ イデ ィオの村)、 ム グムテ(カ プ リマ ンの村)、 タンバ ン(イ ナ
ル=バ ヒネモの村)の 五村か ら一人が選 出され る。投票が行われ るのは最 も人
口の多いメスカであ り、他村の人び とが遠 くか らわ ざわざ選挙のために出かけ
て くるこ とは しな いため、ほ とん どメスカ内部での村長選挙 と変わ らな くなる、
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の気持ち を引きつ けることのできる絶好の機会で もあったため、喜んで協力 し
て くれた。そ してそれが効 を奏 したのか、彼 は首尾よく村長 となった。これ に
対 しウォンボガイの場合、竹笛を用いるきっかけ とな ったのは第二章で示 した
憑依霊バダ コエの恨みことばだと見 られている0バ ダコエの死霊か ら強 く非難
されたことで、彼は少なか らぬシ ョックを受 けた らしい。 また、村人の間か ら
も、 きちん と診療 を しない、薬が効かない といった不満 が表 に出て くるよ うに
もな った。そ うしたわだか ま りを払拭す るために、彼は 自分で食事 を準備 し、
前か ら所有 していた 「クン トゥワス(kuntuwas)」冖〈「竹の葉 」とい う意味 〉 一
という名の竹笛 を持 ち出 して、お祭 り騒 ぎを主催 した。彼は、 自らの社会的威








竹笛演奏が開始 され るのは、あた りがす っか り暗 くな った午後八時頃である。
一 .男 た ちはタ方.;男の家の屋根裏に隠 しL:〉_た竹笛のセ ッニトを取 り出 し{て いね 町 、
いに水で洗 つてお く。　これはζ竹笛のなかの くもの 巣やほこ りを取 り除 くため
で もあるが、水で全体 を濡 らして、川の霊であるサガイシを迎 えやす くす ると
い う理由の方が第一に挙げ られ る。 また、男の家の二階の壁 もサ ゴヤ シの葉柄
で念入 りに隙間をふ さぎ、外か ち内部が見 えないように しておく。時間 と労力
に余裕があれば、サゴの葉で編んだ 目隠 し用の柵で男の家の周囲を囲 うこ とも










男の家に向か って歩 き始め る。夜陰 に乗 じて男の家の二階 に入 り込 んだ男 たち
は、床を強 く踏みな らしなが らその まま吹奏 を続 けるOし ば らくして、一人 の
男が ドン とひ ときわ強い足音 を立 てると、 それ を合図に頭筒の低い音だけが 「
ププププ…… 」と鳴 らされ、 〈タゲヤの葉 〉の一回 目の演奏 は終 る。
少 しの間 をお いて、男たちはふたたび竹筒に息 を吹き込みは じめ る。曲はや
は りくタゲヤの葉 〉である。 この曲は、サガイシの霊 を喚び招 き、竹筒への憑
依 を誘 うためのメ ッセー ジと考 えられて いる。サガイシは、男た ちの発信す る
メ ッセー ジを聞 きつ けると、川からメスカ にや って きて竹筒 に入 り込む。 この
川 というのは、使用 している竹笛の所属 クランの土地にある川である。だが、
イゴフネ ミスや ソングス と比べて、サガイシの霊 を喚起す るのはこ とのほか難
しいと男 たちは言 う。二回 目の吹奏 が終 って も、彼 ちの表情 はかたい。 「だめ
　 ,だ、 まだや ウで こ.なVi_(mb{琢一.g&uyambaaf.ayususa.)」妃 「もうす く1くるさ(、.∫ π
`uxasyadaxusa)」。 「タゲヤの葉 をキャ ッチすれば いいのにな(osuyatage-・…
yatuwasfisa,wade)」。 「待っ しかないんだ(numbedyumuyangwatu-
num)」。男た ちは口々につぶや く14)。
短い休憩 をは さみなが ら、彼 らは辛抱強 く何度 もくタゲヤの葉 〉をく り返す。
男たちが言 うには、サガイシが現れ るとき、ゆ るやかな空気の動き としての微
かな 「風 」が感 じとられる。 それはサガイシの 「息 」で もあ り、その息が竹筒
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の申に入 り込んで 「低い音 」を発す るので ある。やがて五回 目の吹奏 を終 えた
とき、一人の男が小 さな 口笛 のような音を発 して、他の者たちに大 まかな音高
の上下行 とリズムパ タンを示 しは じめ る。 それははっき りとした口笛音ではな
く、気音が多く混 ざった弱 々しい音である。 このサ インは、彼がサ ガイシの現
れ をいち早 く感 じとった ことを表わ してお り、そのことを皆に知 ちせ るととも
に、次の曲への移行 をうなが しでい るのである。
男たちはくタゲヤの葉 〉とはちが う順序 と組み合 わせ によって、竹筒に息 を
吹 き込みは じめ る。 そうして表出され る曲が〈ヨゴ ック〉である。 「生命 」や
「低い音 」を意味す るこの ビッタガスにおいて、サガイシの現れは確実 に認知
され ることにな る。 あるいは くヨゴ ック〉は、サガイシが 自らの出現 を人び と
にアピールす る曲だ と言 って もよい。男たちは、〈 ヨゴック〉が正 しく発現 し
た こ とに よ って、 「ザ ガ イ シの生 命 が確 か に現 れ て(sagaisuxoyogoquy轟ej
gwatinya)」、 「そ の 息 が 竹 筒 の 中 に 入 り込 み(osuxogofshugajxujeinei
kunubogonisma)」、 「低 い 呼 吸 音 と して う た い は じめ た くig。osuxog灘一
shuyogoquyawindiogogwatinya)」ことを確認す るのである。'羅
こ うして、ひ とたびくヨゴ ック〉によってサガ イシの出現 と憑依 とが表明 さ
れたな ちば、あとはサガイシが次々と 「語 り」を続けてい くだけである。竹笛
か ら発せ られる音はサガイシ自身の発す る音なのであ り、人間が竹笛 を吹 く行
一 一 為は、.そうした超越 的な音の実現のための きっか けにすぎな い。 このこ とにつ ㌦.、
　1い て 男だぢはぐ 「盲分たちは竹 筒に息 を吹 き込んで いるだけで
、 うた ってい る … 一…
のはサガイシなのだ(numbedyumuyag。fshujkunubogonisma,igosagaisi-
(14>このよ うにサガイシの霊がなかなか現れないとき、男た ちは竹笛 の調律 を
行 うこともある。調律とは言 って も、竹笛の端を部分的に少 しだけ切 りとった
り吹き口を削 った りす るだけで、本体の長 さを大 きく変 えるような ことは しな
い。 しか もそれは、新たに竹笛 を作 って、初めて一斉に息を吹き込 んだ ときだ
けに限られ る。竹笛へのサガイシの憑依が いったん感知 されたな らば、以後二
度 と竹笛 に手 を加 えることはな い。
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yawindiogosa)」と明快に論評 してみせ る。
だかち、次に どの ピッタガスを演奏す るのかを決め るのは人間ではない。霊
の 「語 り」の内容 と しての ビ ッタガスは、霊 自身が人間 に 「示 し(naxatusa)」
「与 えて くれ る(ofaxousa)」ものであ り、 そのよ うな もの としてただ 「現れ
る(gwatinya)」ものなので ある。サガイシの霊 は、誰かの 「考 え(sketa)」
の中に入 り込んで、次に吹 くべきビ ッタガスをそっ と教 えて くれ る と言 う。 そ
れは演奏者の一人である場合が多いが、まわ りにいる男たちの うちの誰かの こ
ともある。一つの曲が養 ると、男たちは タバ コを吸った りピンロウ ジを噛んだ
りしなが ら休息す るが、その とき彼 らは このサガ イシか らのメ ッセージを受 け
取 ることに意識 を向けτ いる。誰の考えにもサガイシの教唆が浮 かばず に、長
い間沈黙が続 くとき、長老が誰にともな く 「サガイシの示す ピ ッタガスの こ と
をよく考 えろ(wasketayomwadebittagassagaisiyanaxatusa)」と苛立た し
げに口走 ることもある。
ビッタガスは、いつか必ず誰かの考 えに現れ る。男たちはその ときの状態 を、
「うたの音が聞 こえた気がす る(itiojoyaokwatewindiogofyugoxgaj)」と
表現す る。つ ま りビッタガスはことばと して現れ るのではな く、漠然 とした も
のではあれ、 うた を構成す る音のパ タンと して聴覚的に感 じとられ る。 そ して
このサガ イシの示すサインを敏感に受 信 した者は、そのパ タンを口笛のよ うな
.弱い気音で皆に知 らせる6""「うたの音 」はサガイシによって しか与 えられな い
のであるか ら、この気音 も実体的な音では あ りえな い。 ち ょうど竹筒 に息 を吹
き込むよ うに、感知 した音 の上下行 とリズムパ タンの輪郭だ けを 「吹 いて(
gofshuj)」示 し、それ によって 池の 男た ちに、 どの竹筒に どうい う順序で息 を
吹 き込むべ きか を知 らせ るのであ る。
この よ うに、霊が誰かの考 えの中に入 って、 きたるべき音のパ タンを予示す
るといった とらえ方は、 ワヘイの特異な認識方法 を示 しているのではない。 そ
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れは、何 かの旋律がふ と脳裏 に浮かんだ り、気がつ いた ら何か歌 を口ず さんで
いた といった、われわれ にも覚 えのあるあの状態 を指 しているのである。考 え
てみれば、そうして思 い浮 かんだ旋律の出所が どこなのか、われ われ にはわか
らない。 だが、それ をワヘイは、サガイシという霊が人間の考 えの申に入 り込
んで教えて くれてい るのだ と、 きわめて明快 に解釈 しているわけである。その
とき、人 はシヨフス、すなわち広 い意昧での夢見の状態にあると彼 らは言 う。
意識ははっきりしているもの の1そ の意識は もっぱ ら霊に対 して開かれている
のである。あるいは、パフ ォーマンスが行われて いる全過程 にわた って、霊 自
身が人び との意識 を引きつ けて独特な精神状態 を作 り出 して いる とも言えるだ
ろ う。そ して周囲の暗闇、 眠 りを誘 う夜 とい う時間、閉 ざされた男の家の空間、
タバ コや ビンロウ ジによる刺激 といった背景 もまた、男た ちのこの擬似的な 夢
見 を持続 させる要 因 となって いる。 影
男たちは、 こ うして脳裏 に浮かんだビ ッタガス、サガイシが示 した ビッタガ
スをいわばモデルとして、竹筒に息を吹き込んでいく、すると男たちの息融サ
ガイシの息と融け合い、音の実体として立ち現れる。それがサガイシの黐 る
音なのであ り、音は うた として、 あるいは語 りと して構造化 され、表出され る。
神話にお いて女たちがそ うで あった ように、サガイシの霊は、夢の状態 に導 き
かれた男たちに向けて、その語 りと しての うたを展開して いくのであ る。そ し
て 一っの語 り逢終 える際にも、一並ガイシは演奏者の誰かの考 えの中に入 り込ん ∴ .一
一 で終結 を告げる0一そのサ インを感 じとった者が、床を一度澄け特に強 く踏みな 一 一
らす と、それ を合 図に他の奏者は息の吹 き込み をやめるのである。
こ うして男たちは、 ときどき吹き手 を交替 しなが ら、夢 中にな って竹筒に息
を吹 き込みつづける。円陣 を組み、曲のテ ンポに合わせて床 を強 く踏みな らし
なが ら、反時計回 りにゆ っくりと進む。その足踏み音は、神話の冒頭でサ ガイ










とは違 い、竹笛 を吹 くときの閉鎖 された秘密の空間の中では、それは無用の も
の とも言 える。また、他 の楽器や発音具が用い られ るこ ともな く、 その結果、
男の家か ら響いて くるのは、竹笛の音 と足踏みの音、そ して それ に時お り混 ざ
る男たちの掛け声やは しゃぎ声だけとい う状態になる。
吹奏が開始 されて二時間 もたつ と、男の家の まわ りには女たち も集 まって く
る.腰 みの をつ けた彼女たちは思い思いの場所 に立ち、曲のテンポに合わせて、
ステ ップは踏まずに、ただ腰 を規則的に大 きく左右に振 る。す ると腰みの も揺
れ動いて、サ ッ、サ ッとい う音を立てる。誰一人 として声 を発す ることな く、
女たちは黙 々と腰 を揺す りなが ら竹笛の音 に聴 きいる。彼女 らは、た とえサ ガ
イシの神話は知 らな くとも、男の家か ら響 いて くる音がサガ イシの声であるこ
とは承知 している。神話 と竹笛の秘密に接近す ることは社会的に禁 じられ ては
いるが 冒サ ガ イ　_発 す る音にう蕩と りとしなが ち.霊 の声 に合わせ て身体 を
一 揺 ちすとい う体験はぐ男 たぢ と共通七 たも のなのである。それゆ え竹笛 を通 し
てサガ イシの語 りが表 出され る場は、社会的な共有体験の場 として捉 えられな
ければな ちない。
竹笛の演奏は、 こうして夜通 し続けられ る。 それが最終的にいつ終 えられ る
かは、実は そのとき提供された食事の量 による。演奏者たちは交替で休憩 して










つ いてきた と判断 され みと、食事 を受け どった者たち くe演奏者たち)は お返
しの現金 を集め、布でくるんで頭筒の端 に紐で吊す。食事は本来サガイシに捧
げ られた もρ なのであるか ら、それ を形 の うえで受け取 った人間がお返 しに差
し出す現金 もまた、形式上サガイシに捧 げ られなければな ちない。男たちは、
そ うして最後の曲である〈シガフス(Slg8」CllS)〉(「セ ミ」という意味 弊を演;
奏 しは じめ る。この曲は最初のくタゲヤの葉〉 とよく似た旋律構造 をも詳(お
り、 その短 いパ タンが何度 もゆ っくりと反復 され る。神話では明示 され戡 、な
いが、それはくタゲヤの葉 〉と共 にサガイシが中年女 に教 えた ものだ と言黠 。
竹笛演奏の始 ま りと終 りだけは、あ らか じめサガイシか ら与 えられたパタンに
則 ることによって、人聞がコン トロール できるようにな って いるのである。
〈シガフス〉がだいたい五～六回 も繰 り返 された頃、準備 しておいたサ ゴヤ
ゴ ンの葉柄 をゴ人 の長老が持ち 出 じで き薫鵠 演 奏 して昏る男だ ちに近 づ総 一そ し 一 、。
『'て彼が葉柄 で床 を打ち鳴ち じた瞬間、男 たちは手 に していた竹笛 をいっせ いに 一 ・
床に置いて、男の家の州側の出口の方にすべ らせ る。葉柄の打音によってサガ
イ シの語 りは打ち切 られ、竹筒の動きに誘導 されてサガ イシの霊は本来の棲み
処である川 に帰 って行 くのである。 これ で竹筒は霊的な装置 としての役割 を終
え、また元 の 「もの(aisojofim)」に戻 る。男たちはそれ をまとめ て椰子皮で
包み、屋根裏に片付ける。そ うして男たち も、 また外でず っと踊 っていた女た
一325一
ち も、それ ぞれの家に戻 って いく0
証 り,の櫨造 、
す でに述べた ように、竹筒 を通 して現れ るサガイシの 「語 り」は、 「本 当の
うた 」と見な されて いる。 それゆえ、独立 した楽 曲単位、曲名 としてのピ ッタ
ガス、ソンゴカグによって分箪され る楽節 の反復、 「高 い音 」と 「低 い音 」か
らな る声部組織、そ してそれ らめ絡 みによる 「揺れ 」の現れ とい った 「うた 」
、
の構造的特 徴はすべて備 えて いる。 ここでは、そ うした一般的様態 を前提 とし
た うえで、 サガ イシの うたが もつ独特な様 相 を特に抽 出 して考察す ることにす
る。
サ ガイ シの うた を構成する音は、長さの異なる四種類の竹笛 によって表 出さ
れ る。神話 にも示 されて いるように、竹筒 には 「強 く(maitate)」息が吹き込
まれ るため、一本の竹笛か ら鳴 り響 くのは、基本的 には第2倍 音の一音で ある。
したがって、肉声 による うた とは違 って、音組織の構成 音は 四音でほぼ一定 し
て いる。 それ をホフハインダの竹笛 セッ トの例で挙げ るな らば、高 い方か ち順
に、端筒 のE音 、女筒のDb音、男筒 のBb音、頭筒のGb音 となる(い ずれ も実
音)15)。これ ら四音の うち、端筒 と女筒の二音 は 「高 い音 」、男筒 と頭筒の二
音 は 「低 い音 」と見な されてお り、竹笛に よる うたの場合 もやは り、高低二つ
7の 音域戳 Σしは薫部が う1たの 基本的な構成要素 と
.なっで いることがわかる。.
置その申で もき女 」'のryOい音 」と男筒の 「低い音丁 とは、サガイ シの うたの 一 一
「骨組み(subem)」ない しは木 としての うたの 「枝ぶ り」を作 り上げてい る音
として、特 に重要な意昧 を与 えられている。 「骨組み 」は丈夫でな ければな ら
(15)竹笛の長 さは相対的 に決め られ るため、セ ッ トによって実音は異な る。 だ
が、いずれ も場合 も音程関係は基本的に変わ らない。ただ、端筒だ けは別 の長
さの比率 で切 りとられ ることがあ り、その場合、音高 も変化す る。 た とえば ク
ン トゥワスのセ ッ トの実音は、端筒がDb音、女筒がAb音、男筒がF音 、頭 筒
が端筒の1オ クターブ下 のDb音 とな って いる。
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ず、それゆ え女筒 と男筒はそれぞれ 四～五本ずつ用 いられて、厚みの ある 「大
きな音(bugofyugoxqaj)」が表 出され るよ うになって いる。 うたの構造は、
この男筒 と女筒 による交互進行(nunugonunugofa>や同時進行(dabusnefa>を
基軸 とした ものであ る。それ に対 し、一本ずつの端筒 と頭筒はそれ ぞれ異 なる
役割 を果 たす。 「端 」と訳 した 「ゲムハ イダイ(jemxaidai)」とい う語は本来
「他 と違 うこと」や 「他か ちはずれ るこ と」を指 しているがis》、た しかに、最
も高 い端筒 の音は鋭 く浮かび上が って聞こえ、旋律構造の うえで も、他の音 の
、
動きを分節 した りア グセ ン トを加 えた りす る役割 を負ってい る。神話 の中でサ
ガイシが端筒は 「うたをよくす る(windiogomaimainai)」もの と言 ったのは、
端筒の こうした働 きを指 している。 また、竹の根元の方か ら切 りとちれた頭筒
は、サガイ シの頭 とも同一視 され、竹 としてのサ ガイシの存在を支 えるもの と
意味づけ られているが、それ は音の働 きに も明 白に現れてい る。つ まり、嶺 筒
の最 も低 い音こそ真の 「ヨゴックe低 い音 」であ り、それが不断に鳴 り響 くこ
とによって旋律構造に真の 「生命」が与えられる、すなわち、サガイシ躔 き
生 きとした力が現れ ると考 えられてお り、頭筒 自体 がサガ イシの存在 を支曳 て
いるように、頭筒の音 もサガイシの うた を支 える基音 として働いているのであ
る。神話 においてサガイシが粗織 づけた竹笛の構成は、こ うして音の構造に反
映 されて旋律を生み出して いる。
.雌ガイ。シ鍵 魏 の構造ほこ男 筒 と女筒の 音 の進行力咬 互的である菊重 複的で 三一試
あるかによっ一て、大き く二種 類に分 けることがで昏 る(譜 例寸～4参 照)。 譜
例1に 示 したくタゲヤの葉 〉は、その うちの交互進行の典型的な例である17)。
この 曲では、端筒の音が女筒の音 と重ね られ ることによって その交互進行 を分
節す ると同時に、 アクセ ン トを生 み出して いる。 また、頭筒 の音 も端筒の音 と
(16)この語 は、人 と違 うカヌーの漕 ぎ方、た とえば一人だけ斜めに進んだ り、






(17)以下 に掲げる譜例は いずれ も、 ソンゴカグで終 る反復楽節を示 している。
音高はすぺて実音である。譜表上段には端筒(上 向 きの符尾)と 女筒(下 向き
の符尾)、 譜表下段には男筒(上 向 きの符尾)と 頭筒(下 向きの符尾)の 音 を
配置 してあ る。また、譜表の冒頭には一楽節あた りの大体の所要時間(単 位:
秒)、 最後 には典型的な反復 回数 を示 してい る。
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同時進行 して、低い音域でそのアクセン トを強化 している。譜例2の くヨゴ ッ
ク〉も基本 的にはくタゲヤの葉〉と同 じパ タンをとっているが、 この曲の場合、
頭筒 が1オ クターブ下の基音 も響かせてい るのが特徴的であ る。それ は、曲名
に示 されている 「低い音 」そのものであ り、 まさにサガイシの 「生命 」の現れ
を顕著に表わ してい るのであ る。 さらに、 こうした交互進行パ タンのよ り複雑
な展開形は、譜例3に 示 したく トゴイグス(tojoijus)〉(「死んだ亀 」を意
味す る)と い う曲にみ られ る。'ここでは、 男筒 と女筒がほぼ一音ずっで交替 し、
、
端筒 と頭筒 は女筒 に重な った り、男筒と女筒の進行の間に入った りす る形 をと
っている。 また、男筒 と女筒が重複進行す るパ タンの基本的な例は、譜例4の
くヤデ ィグ(yadij)〉(「大 きな ミミズ 」を指す)と い う曲に示 され ている。
この曲の特 に前半は、同時に鳴 り響 く女筒 と男筒 の音 を基軸 として、 その間に
端筒 と頭筒 の音が入 る形 をとってお り、重 複パ タンの典型的な進行 を表わ して
いる。結局 のところ、サガイ シの うたのすべての曲は、こうした交互パ タンと
重複パ タンのいずれかの形か、 あるいは一曲の中で両者 を混 合 した形 に還元 さ
れ、曲種の違いは、竹筒 に息 を吹 き込む組 み合せ と順序の違い、そ してその結
果生 じるリズムパ タンの細かな違 いによって区別 され る。
また、サ ガイ シの うた にもやは りrれ(guxaj)」はあると男たちは言 う。
それは、グハの うた と同 じよ うに、 「高い音 」と 「低い音 」の進行上の相互関
係 によつて生 じるものであ」峯がき竹笛の場沓荘馨の柑互辭 とな ζぞP高一暗 下
1どじての端筒:と女筒の二音が作 り丗 す一材 丶さな旋律 」毛 、二「低い音 」『としての
男筒 と頭筒の二音による別の 「小 さな旋律 」の組み合わせ ちれ方 を指 してい る。
た とえば譜例1と 譜例2の 場合だ と、 「高い音 」である二音はかな りの程度一
体的に進行 してお り、その高 い旋律の安定 した動 きに対 して、 「低い音 」であ
る二音の旋律が小さな斜進行 をくり返す形 になっている。 また、譜例3の よう







な うことに よって、 いくつ もの微妙な うね りが生 み出されて いる。 さらに譜例
4で は、いずれ も二音の交互進行 によって作 り出 されている高低二つ の小旋律
が、互 いに鏡像のよ うに反進行を続けることで、二つの旋律の接近 と離反に よ
る うね りが生 じているOこ のよ うに、各曲の構造パタンによって様態 はさまざ
まだが、サガイシの うたについて指摘 され る 「揺れ 」の現象 も、や は り 「高い
音 」と 「低い音 」の絡みによって生み出 されてい ることがわかる。
最後に、サガイシの うたの構造 について最 も重要な側面は、それが単に音の
、
構造 としてだけでな く、 「語 り」の構造 として も知覚 され理解され ている点で
ある。 「語 り」とい うのは 「ブゴフカグ(bujofgaj)」の訳語であ るが、それ
は 「ことば に置 き換 えることので きる了解可能な概念内容 をもつ発声 」とで も
定義づ けられる抽象概念であ る。ブゴフカグは、広 い意昧での 「ことば」を指漏
す 「ブゴム 〈bujom)」とい う同根語 とは明確 に区別 して用いちれ、サガイシの
うたにブゴムはないがブゴフカグはあるとい った具合いに表現され る0つ ま り、
サガイシの霊は、ことばその もの を発 してい るのではな く、意味あ る概念 を音
の構造に織 り込んで発声 しているのであ る。人間はそれ を知覚 し、そこか ち概
念 内容を引 き出 して言語的に解釈 し、ビッタガス として理解する。 この過程に
つ いてワヘ イは、サ ガイシの生み出す音が 自分の 「考 え(sketa>」の中に入 り
込んできて、それで ビッタガスを 「感 じとる くosketame)」ことができるのだ
と言 う。堂ガィーシの語 りに聴 きいると、き◎ 人び とが擬似釣な夢の状態 にあると
い う所以で ある。
この 「語 り」の構造は、 いろいろなレベルで分節 されている。その一つが、
ビッタガスとして まとめ られ る楽曲単位の レベルであ り、霊の一連の語 りは、
個別の概念 内容 を表わす ビッタガスの連鎖 と して成立 している。また、個 々の
ビッタガスの内部 において、語 りは、ソンゴカグで終る楽節単位の反復と して
分節化 されている。竹笛によるうたの場合、歌唱 による うた と比べてソンゴカ
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・グでの音の持続が短 く、それが霊の語 りの特徴だ といわれ る。霊 の語 りは、霊
の力の直接 的な現れで もあ るため、 「躍動 的(xaguxa)1で「テ ンポが琳 、(
xan。ngwai)」ものなのである、 そ してさ らに個 々の楽節単位の中で、語 りは、
とくに端筒の音 によって細か く分節 され る。 その様態は、あたか も語の切れ 目
を示 した り言語ア クセン トを表わ した りしているようで もあ り、端筒の鋭 い音
が加わることによって語 りは よ.くな る、すなわち 「明瞭にな る(aimainai)」
ので ある。
＼
サガイ シの うたが 「語 り」として認知 されてい ることは、 こうした抽象 的な
観点 からだけではな く、表出され る竹筒の音 のパ タンに合わせて、男たちが実 ・
際にことば を付 けて歌 うことがあ るとい う演奏慣習 からも確認で きる。夜 通 し
鳴 りひび く竹笛の響 きに対 して男たちは、始 めの うちは一人二人が小声で断片
的に、やがて興 がの って くると大勢で長 いフレーズ を唱和 しは じめ ることが あ
る.そ の とき付加 されることばが、 いわば歌詞 としての ビ ッタガスであ り、 そ
れは、霊 によって与 えられ、男た ちによって解釈 された語 りの概念 内容を表 わ
して いる。
サ ガイ シの語 りと共に男たちが歌 ってみせ るのは、語 りの構造 か ら抽出 され
た単旋律である。抽出の仕方は構造の様態に よって さまざまだが、男筒、女筒、
そ して頭筒の音の 中か らだいたい次のよ うに選択 される(譜 例5～8参 照)。
まず:一=タゲヤの 葉〉⑳よ.うに男筒と女筒の交互進行が顕著で、頭筒 もそのい
ずれ かに重複 している曲の場合、男筒 と女筒の織 りなす旋律が選び とられ る。
譜例5は 、 その歌われ る単旋律 と付加 され ることばを示 して いる。 また、 〈ヨ
ゴック〉の場合 も基本的にはくタゲヤの葉 〉 と同様だが、 この曲では特に 「低
い音 」であ る頭筒の音が選ばれて、男筒の音 と共に単旋律 として歌われ ること
もある。つ まり、女筒 と男筒 の組み合わせか、頭筒 と男筒 の組み合わせの いず
れか とな る。譜例6は 、 その両方の旋律 とことばの付け方 を示 して いる。次 に、
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〈 トゴイグス〉のよ うに男筒 と女筒が頻繁に交替する曲の場合、男筒 と女筒の
音が連結 されて、 それにさらに頭筒の音が結びつけ られ る。 もっとも、 その結
果出来上がる旋律は音の動きが非常に細か くな るため、ピ ッタガスのことばが
そのまま当てはめ られた り、長いフレーズにわた って歌われた りす ることは稀
である。譜例7は 、その旋律 と母音唱法の例 を示 している。 さらに、 〈ヤ デ ィ
グ〉のよ うに男筒 と女筒の重複進行 を基本 とした曲の場合、その うちのいずれ
かの音が選択 され て、頭筒の音 と連結 され る。その際、音高 関係か らみて、男
筒の低い音が選 ばれ ることが多い。譜例8は 、その旋律 とビッタガスおよび母
音 を示 して いる。 こ うしてサ ガイシの語 りか ら抽 出された旋律 を歌 うことは、
それが単旋律であるため 「うた 」とは見な されて いない。だが、その 「根 」が
霊の 「うた 」にあることは明 白で あ り、 「うたに似た(fotufotewindiogom)」










サガイシが竹筒 に憑依 して 「語 り」を行 うとい うワヘ イの説明は、彼 らの抽
象化の結果でも想像の産物でもないOぞおミとば 勇だちあ影εなざ旋律あ抽 …
出とことばの付加 というかた ちで何 よ りも具体的 に示されている。だが実 は、
霊の語 りは、 まさに異様 な霊 の声 として現実 に知覚す るこ とができるのであ る。
霊の声は人間の声によく似てはいる。だが、 その押 しつぶ された ような細 い音
質は、 肉声 とも、 また語 りを構成す る竹笛 の音(四 種類の第2倍 音)と も明 ら
か に異質の ものである。霊の語 りに意識 を集申 し、一心 に耳 を傾 けて いれ ば、
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その声が うたの構造から遊離 して、 さまようような響きと して聴 こえて くると
きがある。 それ は、構造の単純な曲ほどはっき りと知覚で きる。た とえばく タ
ゲヤの葉 〉の場合、女筒 と男筒の織 りなす旋律をなぞるように して、 その背後
で低 く共鳴 しなが ら響 く。 しか もそれは、最初か ら聴 こえるのではなく、この
曲が何度 もくり返 され るうちに、最後の方で ようや く聴 こえて くるよ うになる0
それこそ、待ちに待 ったサガイシの現れ を示す 「息 」なのである、 また、霊の
現れがは っき りと示され るとWう 〈ヨゴ ック〉では、霊 の声 もよ り明確 に響 い
て くる。霊 の出現 を感 じとった男た ちも喜 々として唱和す るが、その声 とも竹
笛の旋律構成音 とも異質な細 くつぶれた ような音が 「ウェー ウェー ウォー 」と
響 く。あ るいは 「ヨゴラ ・ヨゴラ ・ヨー 」 〈「ヨゴ ック」の音韻変化 した もの)
とビッタガスをその まま歌 ってい るように も聴 こえる。それは、まさに霊が歌
っている声なのである。 鷹
繋
霊の声は、 うたの構造 とまわ りの状況の違 いによって、知覚す る難易あ差 は
あれ、霊が竹筒の申に入 り込んで語 ってい る限 りは いつで も聴こえて く劔 まず
の もので ある。人び とは現実 にこの霊の声 を知覚す ることで、いっそ う蠖 奮し
て集団的な夢の状態が持続 され る0音 響学 的にみれば、彼 らが霊の声だ と感 じ
ている音はおそ ちく、種々の竹笛 の基音 と倍音、そして どうして も洩れ出る気
音 とが複雑 に緕み合った結果生 じる共鳴音 として分析す るこ とができるであろ
う0竹 筒の長 さは厳密にnで はな く署 同.じ種類の 竹籥 ではあ づで む基音は微
妙 にずれてお り、倍音成分 もまちまちで ある。そ うした さまざまな竹筒の音が
混合 した結果、複雑な波形か らなる異質な響 きが表出され るのである。実際、
複数本か らなる男筒 と女筒か らは、特によく霊の声が浮 かび上がって くる。
この現象が偶然の ものであれ、意図的 に生み出された ものであれ、重要なの
は、こ うして霊の声 を現実に聴き とることができるかちこそ、人び とは霊の語









サガイ シが何 を語 っているかは、ピッタガス として理解 されている。つ ま り
ビ ッタガスは、人び とが霊の語 りか ら引き出 した概念内容 を表わ している。一ゴ
晩の演奏 でい くつのビッタガスが示 され るかは まちまちだが、私 の二度あ体 験
では、いずれ も25曲前後であった。一.サガイシの場合、グハの うた と違 って、 同
じ曲が時間 をおいて繰 り返 し現れ ることは まずない。それは、 曲の決定 を人問
が行 うか霊が行 うかの違 いによるもので ある。だが、新 しい曲を人間が勝手 に
生み出す こ とができないのは、グハの うた と同様である。 「うた 」としてのサ
ガ イシの語 りも、全面的に霊 と神話 によって与 えられ るものなので ある。
現在までに私が録音 して、男たちからビ ッタガスの説 明 を受けた曲は、全部
で36曲あ る。これ以外に も知 ってい る曲があるか といくら尋ねて も、彼 らは困
惑 した表 情 を示すばか りであ る。 ビッタガスは、サガイシの語 りとい う実体的
な音の構造ど老志 に立ち現れるものであ。り¢それを頭の申急単に想起する.ζζ
は きわめて難 しいこ一となのである。一だがζビ ッタガスの意味 を概観す るうえで
は、この36曲で充分である。 それ らは大 きく分けて、サ ガイシの神話の脈絡 を
示唆する もの(22曲)と、霊 としてのサガイシの存在に関連す るもの(14曲)
の二つに分類す るこ とがで きる。いずれの場合 も、 ビ ッタガスはやは り隠蔽の
策略によ って象徴性を帯び てお り、表面的に示され るのは字義通 りの解釈(表
示的意味)で あるが、その背後では神話や 霊認識に照 らし合わせた解釈(神 話
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的意味 もしくは霊的意味)も 行われ る。以下では36のビ ッタガス を大 まかに分
類 した うえで、その両方の意味につ いて簡潔 に示すことに したい。なお、実際
の演奏にお いてビ ッタガスが出現す る順序は、一曲 目の 〈タゲヤの葉〉、二 曲
目の 〈ヨゴ ック〉、そして最後のくシガフス〉の三曲が常に一定 しているほか
は順不同であ り、 ここに示す曲 目の順序 も実際に現れた順序 とは一致 して いな
い。
まず、神話の脈絡を想起 さぜ るビ ッタガスについて、主だ った神話的 トピ ッ
、
クごとにまとめてみれば次の ようになる。
サガイシはカ ラワ リ川の方 からウバ ダニへや ってきた と言われ るが、 〈コン
ブホマギ ック(Kombnxomajiq)〉とい うビッタガスはその とき通過 した 山の名
前 を指 している。この山はグハの発生の地 とも考 えられてお り、サガイグどし
てのグハ とサガイシとの根源 的なつ なが りが示唆される、 また、 「山の稜線 」
を意 味す る〈ダニ ック(daniの〉は、サ ガイシが棲みついた ウェイサ ス川上流
の地ブナイティヤゴクを間接的に指している。そこはウバダニから稜線伝瓢に
進んだ ところにある。さちにノファグとい う木を意味す る〈ノファ ・ノブ嚀(
nofanofa)〉が示 しているの も、やは りブナ イテ ィヤ ゴクである。この木はブ
ナイテ ィヤゴクに特にた くさん生 えている と言われ、木の名前 によって特定の
土地が想起 され る。そ して、 これ と似たよ うな連想 を引 き起 こすのが 〈ダガ イ
の葉{.daj、ai一加waの 〉とケ丶う.曲である 。冒ダガニ ゜:子はウ芯 ダニ、に　しか生 えてお
らずrそ の葉が呼ばれることで、神話の舞 台七 なったウバダニが思 い起こ され
るのである。
次 に、サ ガイ シが生み出 した竹 を暗示す る曲にくクンダイの葉 〈kundaitu-
was)〉とい うビッタガスがある。 クンダ イ椰子は非常に背の高 い木で、その姿
は タイバ ムスの竹 とよく似て いるという。 また、体長1mほどもある細長い ミミ




巨大な ミ ミズが うごめ く様子が、神話の中で竹が見るまにに ょきに ょきと生 え
て きた動 きと対応 させ られている.さ らに、竹が分断されてできた竹筒 を示唆
す るのが、 〈ノウグ ・ファス(noujfas)〉とい う曲で ある。ノウグはヘ ビの
総称、 フ ァスは断片 を指 してお り、ヘビを食べるときに切 り刻む行為が、竹筒
の製法 に擬せ られている。 そ して、で きあがった竹筒その ものを連想 させ るの
が、 〈クク ッ(kukux>>とい う曲である。 これ はサ ゴの繊維質 を打ち砕 くとき
に使われ る木の棒 を指 してお へ その長 さと太 さがち ょうど竹筒 と同 じくらい
＼
なのであ る。
サガイ シが女 に教 えた とい うく タゲヤの葉〉だけは、 その内奥の意味がすで
に神話 に明示 されている。つ まり、サガ イシの霊 を喚び招 くための始 まりの う
た とい う意味である。一方、 これ と同 じ神話的意味 を示唆 しているのが〈バ イ
デ ンの葉(baidentuwas)〉とい う曲で、 このつ る植物 の葉は形態的 にタゲヤ
の葉 と類似 してお り、葉の揺れ動 きを表 わす とい う両者 の旋律構造 もよく似 て
いる。そ してサガイシの出現は、低 い音や生命 を意味す る〈ヨゴック〉におい
て実際に音 として示 され るが、邪悪 な女性霊 を意味す るくスウォヌス(swonus>
>と い う曲 もまた、現れたサ ガイシがその力 を誇示す るように自分のことを語
っていると解釈 されている。 さらに、 「自分は考 える」とい う意味のくス ケタ
ヤ(sketaya>〉は、サガイシ自身が あれ これ考 えなが らビッタガスを語 ってい
.る様子を表おすと一と1もに壷その磊陰1が人間の考えの塾に入りこんでうたが峨立
しで赫 る状況 をも示 して いる。
神話において女たちは、 山の上 にある小 さな空き地に集 まって竹筒 を吹 き鳴
らした と描写 されている。 その場所 を象徴 的に表わ してい るのが、鳥 たち(i-
gofum)がた くさん集 まる木(miyoq)とい う意味のくイゴ フ ・ミヨック(igo-
fumiyoq)〉で ある。集 まった鳥たちが盛んにさえず る音の様態が、たくさん
の竹筒か ちさまざまな曲が表 出され る光景 に結びつけられ るので ある。そ して、
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女たちが夢中になって竹筒 に息を吹 き込みながら踊 った様子 は、い くつ ものビ
ッタガスに よって示 され る。 まず、 「ワラビーが跳ねる」という意 味のくコグ
ウェイス ・ゲイ トゥナ(kogweisgeituna)〉では、彼女 らはワラビーになぞ ら
えられて、その躍動 的な動 きが表現 され る。 また、 「足の裏 」を指す 〈ウガス
(ujas)〉からは、 とくに地面を強 く踏み鳴 らしながら踊 る情景が想起 され る。
さらに、女たちがその とき着けそ いた腰みの を指すくシュウ ィス(shuwis)〉
は、彼女 らの身体の動 きにつれて腰みのが左右に揺れ る様子 を彷彿 とさせ るも
、
のである。 また、バ ッタの名前で あるくヤ ングス(yangus)〉とい う曲はバ ッ'
タの羽音 を表わ してお り、 それによって腰みのが こすれ合 って立て る音が連想
され る。ヤ ングスはサ ゴヤ シの若芽 を好んで食べ るといわれ るが、女たちの腰
みの もその若芽の纎維か ら作 られてお り、その点か らもバ ッタの羽音 と腰みの
の音とは結びつけられている。そして、その腰みのに差し込まれていた棄鸛 り
を示す の が、 〈ケ ガ グ ・マ ギ グ(kejajmajij)〉と〈ユ グ ガの 葉(yujuja
tuwas)〉であ る。 どち らの曲も、よい匂いのするケガグ(マ ギグはその騎名)
の葉やユグガ椰子の葉が、踊 りに合わせて揺れ動 く様子を表わ して いると転 釈
されている。 とくにくケガグ ・マギグ〉につ いては、 「揺れ 」の根源 的表現で
ある 「グハ 」が歌詞 として付け ちれて、 「ケガグが揺れ、マ ギグが揺れる(
kejajuyaguxaguxa,majijuyaguxagUX1)」と歌われ る。
,∴ご⇒も て幸せ糞 う拠 踊 りに激 二嵐 した女 だちに対七 、　男 たち巌腹 を空がせて不
一=満をつの らせていたξ焼 ぎサ ゴを意味す るくナグ夭(nakus>>:とい う曲は
、男
たちの求めた食べ物 の代表で あり、 そこには彼 らの空腹感 と怒 りが象徴的に込
め られて いる。 そこで男たちはひ とりの男 を偵察 に送った。 「恐が るワラビー」
を指す〈コグウェイス ・トゥブガ(kogweistubuja)〉は、偵察 に出かけたそ
の男が、こわごわ と女たちの狂宴 をのぞき見 る様子、特にその心の動揺を表わ
して いるといわれ る。そ して男たちは戦 いを決意 したのであるが、 その攻撃 を
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連想 させ るビッタガスが、小型 コウモ リを意味す るくオ ワス(owas)〉で ある。
オワスは邪術霊が人間 を襲 うときに化身す ると考 えられてい る動物であ り、強
い恨みを抱 いた男た ちの攻撃力が、 その翼音のパ タンによって生 々 しく想起 さ
れ るので ある。
次 に、サ ガイ シの霊 としてのあ り方 を表 わす と解釈 されて いるピ ッタガスは、
およそ以下 のよ うにまとめ られ る。
まず、サ ガイシの棲み処である 川 とそこに現れ るサガイ シの姿 を強 く想 起 さ
丶
せ る曲に、 〈ムナイグ〉、 〈 ドゥバハイ(dubaxai)〉、〈オワセイス 〈ova-
seis)〉、 〈シガ フス〉があ る。ムナイグは、川のあちこちに棲んでいるサ ガ
イシと同様 に、ワヘ イの周囲の川 に遍在 して いる小魚で あ り、それが群れ をな
して泳 ぐさまは、時 にサガイシの影の現れ と同一視 され ることが ある。また、
川べ りでサ ゴヤ シ澱粉 を洗 い出す行 為を指 して いる ドゥバハ イにつ いては、 曲
が表 わす水音のパ タンに よって、川を流れ る水のイメー ジと特にサガイシが現
れ るときの波の イメージが引 き起 こされ るとい う。 さらにオワセイス とは アメ
ンボのことで、それが水上 をすべ った り飛び回った りす る様子は、川 をさまよ
うサガイシの姿 を連想させ るもので ある。 そ してシガフスは、よく川 ぞいの木
にとまって鳴いているセ ミを指 してお り、川面や木 々に反響 して共鳴 しあ うそ
の鳴 き声 は、竹筒 を通 して聴 こえて くるサ ガイシの声 と実によく似ている。 こ
の曲に誘 れれてΨ,サ蝉誰シは本来 の棲み処 で馮る測.聿 ミ¢鳴 き声 が響爵 わた
る川へ と帰 って いくのであ る。
また、サガイシもグハ と同様に、 さまざまな鳥 に化身 して鳴き声 を響かせ る
ことがあると言 われ る。 そ してその鳴き声は、必ず二羽の交唱パ タンとして感
知 される。サガイシの うたの ピッタガス として鳥 の名前が挙げ られ るとき、人
び とは鳥 に化身 したサガイシの現れ を想 い起 こしている。 そ うした 曲に、 〈ヌ
ング トク ワム(nungutokwam)〉(ムム ンダスの別名:パ プアガマグチ ヨタカ)、
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〈グゴンブ ク〉(シ ラボシカササギ ヒタキ)、 〈ウ ィス〉(オ トメズグロイン
コ)、 〈コウック〉(ナ キカ ラス フウチ ョウ) 、そ してくマホ ック〉(フ ジボ
ウシヒメアオバ ト)が ある。
そ して最後に挙げ られ るのが、人間 を殺傷す る強 い力をもった超 自然霊 と し
ての性質が、サ ガイシみずか らの語 りによって浮 き彫 りにされ る曲である。 な
かで も直接的なのが、r悪 霊 が母 さんを食べて しまった 」とい う意味の〈ヤカ
ス ・スウォヌス ・アファ(yakasswonusofa)〉である。この ピ ッタガスは、
丶
サガイシに母親 を殺 された子供の悲哀 を表 わす と考 えられてお り、男たちはこ
の曲に子供の泣 きことば を付 けて歌 ってみせ る。ここでサガイシは、子供の泣
きを示す ことで、 自分の力を誇示す るかの よ うに語 っているのである。また、
豚の前足の骨 と皮 を鐔 しているくナク ・トゥガス(nakutujas)〉も、サガ イ
シの力が露わに表現 された曲である。言 うまで もな く骨 も皮 も豚のそれぞ侮 な
く、サガイシに殺 されて丿1緬に浮かんだ人間の屍体 を比喩的 に表 わ して画る。
こうした関連の仕方 は、死んだ亀 を意味す るく トゴイグス〉も同様だが、箋 の
曲の場合、手足 をばたつかせなが ち死んで いく亀の動きが表現されてい發 い
われ、それは もが き苦 しんで死んだ人間の生 々しいイメー ジと結びつけ られて
いる。さらに、草地 にすむ小 さなバ ッタを指すくフ ィガス(figas)〉とい う曲
では、間接的に人間殺 しが示唆されている。 このバ ッタは魚 をとる餌にされ る
むので;ラkのなが で魚カミ鷹 撚タ粧灘 き黛 く療 子が ら辷・坦龍 棲細サ ガ イシが人間
を襲 う情景が連想 される。 またぐそ れと類 似 していていっそう具体的なのが〈
カフギ ・ボム ック(kafjibomuq}〉とい う曲である。カ フギは全身黒色のヒメ
カワウ(Phalacrocoraxsulcirostris>を指 してお り、ボム ックは 「波 」を表
わす 「ボンボカグ 」の省略形である。つ ま り、男たちがこの曲か ち感 じとるの
は、 ウが水中にもぐって魚 をつか まえるときに立てる波の動 きであ り、 それ は














4.「 語 り」の 原理
最後 に、 「語 り」とい う概念が、 さまざまな音事象に対 してどの ように適用
されているか を考察す ることに したい。 そ うや って 「語 り」をよ り広い視野 の
もとにお くことで、サガイシの 「語 り」がワヘイの音の知覚 と認識の体系 のな
かで どう位置づけ られてい るかが、 よ り明確 に示 され ることにな るで あろ う。
また、それ ととともに、 「語 り」を とくに 「うた 」との関係か ら見直す ことも
必要 と.なってくる毒-一すで に述蝶で きな諏 う¢、.サ7i7aの「語 り丁 は 「うた 」
とも見な されで いるが、ワヘ イの音表現の根源的な意味は、 「うた 」と 「語 り」
とがそ うや って統合 されてい る様態にこそ求 め られ るか らである。
まず、 自然の音事象には、 「ことば(ブ ゴム)」 もな ければ 「語 り(ブ ゴ フ
カグ)」 もない と考 えられて いる。 それ らは単なる 「音のパ タン(フ ユゴ フカ
グ)」 で しかない。 それ に対 し、鳥や獣や虫の声(ブ セイス)に は、すべ て広
い意味でのことばが存在す ると考えちれて いる。つ ま り動物の発声 は、人間が
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その意味 を理解できるできないにかかわ らず、動物が何 かを 「しゃべ ってい る
(アブゴ)」 状態ととらえられている。そ して、そのなき声か ら人間が何が し
かの概念 内容 を引き出す ことがで きる場合、 「語 り」の存在が認め られ る。 そ
れが、ワヘ イ語 として聴 きな しが行 われる鳥の鳴き声、 自由にワヘ イ語 を話す
とい う鳥の声、そ して特定の二羽 が応答 しあ うように鳴 きかわす声である。前
二者か らは ワヘイ語の概念が直接聴 きとちれ、二羽の交唱か らは鳥に化身 した
霊の語 りが感 じとられるので ある。 また、 いわゆるお告げ鳥 の鳴 き声 に語 りが
、
認め られて いないことは注意 を要す る。お告げ鳥の場合、鳴き声が発せ られた
こ とで特定の出来事の発生が通知 されるわけで、それは語 っているのではな く、
名前 を呼ぶ ことや割れ目太鼓の信号打奏 と同 じよ うに、音標 としての ことばや
信号 を発 しているだけだ と受け とめ られて いる。
次 に、人間の身体音は どれ も、ことばで もなければ語 りで もない。狩 りに出
かけて犬 を呼び寄せ るときな どに用 いる口笛音 も、単な る音の合図であって、
ことばに匹敵す るような信号 とは見なされていない。 また、痛みを感 じた どき
に発す る 「イシ ッ」や感嘆 を表わす'「アイ ッ」とい った発声 も、ことばの龜躊
には含まれない。それ に対 し、誰か に 「オーイ 」と呼び かける声や相手の名前
を呼ぶ声は、ことばは発 しているのであるが語 っているのではないと表現 され
る。死者が出た ときに表出される 「泣き」もこれ と同 じで、 その独特な動 きを
_もつ声 のパ 夂劉 ま達乏 ばめ 表出乏一伺 干視 されている、一さちに窃私のラジオかちー
聞こ一えで ぐる日本語や英語の放送 も丶 それがことばであること怯 わかるがく意
味が理解で きないので語 りとは見な されない。彼 らにとって それは、動物の声
と同 じよ うに何かを しゃべ っているにす ぎない。だが、私 にとってはブゴフカ
グがあるだろ うとは指摘す る。そ して、 ことばで もあ り語 りで もあるのが、彼
ら自身の発話である。 これには 「独 り言(towaniabujo)」や 「泣 きことば 」
も含まれ る。 また、擬似的な ものであれ真正の ものであれ、彼 らが 「うた 」と
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見なす声 の構造 にも、 ことば と語 りの両方 が存在す る。つ ま り、 さまざまな呪
文、泣 き歌 、すべての集団歌 唱が それ にあたる。
楽器音の うち、 うたの伴奏 をす る割れ 目太鼓 と砂時計型片面太鼓の音のパ タ
ンには、 ことば も語 りもない と考 えられてい る。 それ らは うたの進行 を制御す
る指標では あるが、そこか らことばや概念が引き出され ることはない。 それ に
対 し、割れ 目太鼓の信号打奏はこ とばと同等視されている。だが、 それ も一種














ごるのであ鬯り:、=それゆ戈 それ は擬似的な霊の語 りと見なされ るのである。そ して、
三種類の竹笛の うた(サ ガイシ、イゴフネ ミス、ソングス 〉にも、 ことばはな
いが語 りはあると表現 され る。 その語 りとは、サガイシな どの霊が 「考 え(
sketa)」や 「知識(imabujomsketakuj>」を音の構造 にこめ て与 えて くれ る
発声行為 を指 してい る。人間は、その音のパ タンを 「解釈 して くsketawade)」
、霊 の 「考 え」を理解す る。そ うや って理解 された内容が、語 りの意味 として
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のビ ッタガスなのであ り、 それは神話 と霊 自体を象徴す る力のイメージに他な
ちな い。
こうして見て くると、 「語 り」と考えちれている音事象がすべて 「うた 」と
見な されているわけではな いが、逆 に、すべての 「うた 」には 「語 り」があ る
ことがわか る。つま り、伝統的な集団歌唱 と竹笛演奏 といった 「うた 」は同時
に 「語 り」でもある。言い換 えるな らば、 「うた 」とい うのは、声や音が特定
のや り方で 一一必ず 「高い音Jと 「低い音 」の絡み と して ～一組織化 され た
「語 り」のことなのである。
しか し、サガイシの うたの 「語 り」とグハ のうたの 「語 り」とでは、音の表
出モー ドが異な るとい う指摘があ るかも しれない。確か に、サガ イシの 「語 り」
は霊 自身が直接行 うものであ り、グハの 「語 り」は人間が表 出す るものである。
だが、前章で述べたよ うに、 グハ の うたを通 して人び とは、神話に示 さ繊 グ
ハ の多彩な声を忠実 に模倣 し、グハ とい う霊がお こなった神話的な語 りを再現
しよ うとしているのであ る。つま り彼 らは、いわば霊の代 りに語 りをお三陰 っ
ているのであ り、 うた って いる彼 らは、霊の力を自らの内に取 り込むごどセ よ
って霊と一体化 していると見 るこ とがで きる。 そしてそれ を可能 に してい るの
が、霊の身元と力 とを保証 している神話であ るOそ の意昧で、人間がお こな う
グハの 厂語 り」の源泉 も、本質的 には神話的存在 としての霊その ものにあ る。
サガイシの 「譜 り」.とグ/1の∫語 り、皿の表 出モ豪 ドの違威 叢 、。結 局は8霊 の声
π が露わに現 れる1か人びとの声の背 後に潜んで騨る二か とV}う・、一霊の 位相の違 いに
す ぎないのであ る。
人び とが 「本 当の う噛た 」と認めている音の表現行為は、このように顕在的 に
であれ潜 在的にであれ、霊の 「語 り」をは らんでお り、根本 的に霊 と関連づ け
られて理解 されて いる。 うた うことは、霊 の 「語 り」を出現 させ る発音行為で









ワ ヘ イ に と っ て 「う た 」 と は 何 か?

本書で私が描 き出そ うとしたのは、ワヘイの精神生活 の底流 にある、川 の流
れの ように際限のない 「揺 らぎ」や 「移ろい 」の様相である。 「グハ 」と して
表現される揺れ は、霊の 「語 り」としての 「うた 」とい う音のモー ドと、 その
表出 と知覚の次元 に最 も端的に現れていた。 だが、音楽 とい うものが常に人間
の感情 と認識の反映であるように、 ワヘ イの うたも、死、憑依、生、霊、神話
に関する社会的感情や社会的認識の次元 と互 いに緒み合 って いる.そ の意 味で
揺 らぎの様相は、ワヘ イ文化に通底する社会的コー ドを構成 して いるとも言 え
る。 これ までお こなってきた民族誌的記述は、そうした種 々の次元の相互関係
を背景として、文化の根源 にある、いかに も不確かな揺 らぎの析 出を目指 した
ものであ った。ここで最後 に、各章 を整理 してその相互関係 を明確に示 した う
えで、本書 の主題であ る音表現の社会的意 味の問題 をグハの コー ドに したが っ
て読み といてい くことで結び としたい。
第一章で示 した ワヘイの環境 と生活に関 して、外なる自然 と内なる文化 とい
った区分 をすることは適切ではない。人び との生活はむ しろ環境 と一体的であ
り、両者は山や川のあちこちに霊の存在 を読みとる彼 らの感受性 によって結び
つ けられている。彼 ちにとって、木 々や岩や入 り江や永の流れ といった自然の
織 りなす風景は、 その まま霊の認識地図 を構成す る ものであ る。 日々の生活 の
なかで、カヌー を漕 いで川 を上 り下 りし、山に入 りこんで狩猟採集 をおこな う
幽ど鬣'彼 ら億霊 の影や息を感
1じ_それにおび える、 官然環境 に生 ぎるごとほ蠱
的環境 を生一きることに等Yの である。 一
生活環境はまた、人び とがそこかち 「うた 」の説明原理 を引き出す源泉で も
あ る。 「うた 」の成 り立ちは、周 囲に群生す る樹木の形態の隠喩によって説明
され、 「うた う」ことは、重要な交通路 である蛇行す る川 をカヌー に乗って進
む行為にな ぞらえられ る0つ ま り、 自然 は文化的に解釈 され、 また文化は 自然
によ って与 えられ る。 自然 と文化 とは、切 り離す ことので きない本 質的な連続
一349一
性 を保って いるのである。
そ うした関係は、ワヘイの社会組織 と祖 先神話に も現れている。 クランの始
祖たちの由来はさまざまな動植物 に求め られ、人び とは 自然物 としてのクラン
・シンボルの もとに統合 され、組織づけられている。神話が説明 してみせ るの
は、人間 が もともと動植物か ら生 まれ、霊 的存在 として放浪 し、 自在な化身に
よって超越 的な力 を発揮 した と,いう、人間 と自然 と霊 とが渾然一体 とな った始
源 の様態である。それは、あ らゆ る存在の根源は霊であ り影であるとい うワヘ
イの存在論の源泉 ともいえる認識なので ある。ワヘ イの歴史 を祖先神話の集積
によって再構築 しよ うとした試み も、 この意味で、単 に過去の出来事 を通 時的
に整理 したこ とに とどまるものではない。彼 らが 「根の話 」と呼ぶ神話は、過
去に関す る認識の現れであ るとともに、人び との 「存在の根 」を保証す る説明
体系である。つ ま り神話は、彼 らの現在 をも根拠づ けているので ある。
この点で、神話の世界が、かな りおぞま しい状況 として描かれ ているのは興
味深 いこ とで ある。祖先神話 には、欺 き、盗 み、横恋慕、姦通、邪術、騙 し討
ち、強姦、戦 い、殺戮、報復、食人 といった出来事や、怒 り、嘆 き悲 しみ、屈
辱 、恨み、おび え、恐怖 といったモチー フが充ち溢れている。神話が人び との
存在論を映 し出す鏡である とすれ ば、 こうした様相 は、神話的祖先た ちが織 り
なす霊的世界の断面 とともに、人間社会の縮図やモデル を表現 してい る。 それ
ば 麹ちる ん理想 ヒ転ての冠 会像ではな《試 そ3で し塑あ りえない とい う意味で
のモデルであo神 話に表わ された何 どもや るせな い出来事の くり返 しや 切な
い人間関係や憎悪の感情 の交錯 こそ、人び とが生 きる現実 というもの を如実 に
反映 してい るのである。
第二章で示 そ うとしたのは、ワヘイが生 きるそ うした現在の様相であ り、生
々しい現実生活の断面で ある。そこでまず描写 した泣き と泣 きこ とばは、表面












夜暗 くな ってか ら集団的に表出 される泣 き歌では、様相は少なか ちず変化 し、
感情の直接的な表現は希薄 になる。泣 き歌は、基本的には固定 したレパー トリ
ーか ち選択 して歌われ るもので、その曲目には親族呼称や人名、鳥の名、地名
をは じめ として、死のイメー ジを喚起す るさまざまな表現が盛 り込 まれている。
人び とは、泣き歌 を通 して、死 と死霊に関す る社会的イメージを聞接的に表明
していき、薄暗が りのなかで一種 の集団的な夢の状態が次第 に作 り上げられて
いく。泣 き歌は、死霊の憑依 を招 くために社 会的に設定 された序 曲なのであ り、
男声 と女声 とが響き合 う音場 において、霊の出現は導かれ るのである0
死霊は深い夢の状態に入 った人間 に憑依す る。霊 との交流は常に夢の状態で
生 じるものだが、夢 にはさまざまな レベルがある。霊に完全 に制御 された人間
ま享 いあば異常な夢の状態織 珍亭:突発的に強 ロ足氤 ∫すなわち 「グハ 」の覗 .
を 示 じば じめ'翫 そ荘 が憑 依分鮮 の指標であ るが▽審 どに続く語 りにも、『
依 を表わす一般的な特徴がいくつか見 られ る。た とえばアーヴァインも指摘
しているような高め られた声 調、知 ってい るはず のない言語の使用、霊 を示 唆
す ることばや象徴表現の多用などである(cf.IRVINE1982>。だが ここで、憑





ではない(ル イス1985:43-44)。だか ら、 ある人間が憑依状態にあると説 明
され るとき、 その社会文化的意味 を引き出す最善の手段は、憑依の状況 とそれ
につ いての人び との注釈 を、 できるだけ忠実に記録 して再現す ることであ る。
私が第二章で人び とと霊 との対話 を長々と記述 したの も、 この考 えに基づ いて
いる。
霊は、人間の身体 を通 して語る。 それは、竹に憑依 した霊が竹 の打奏 を通 し





















もなお、彼 らは泣き歌の場か ら引 き続く憑依のため の舞台をセ ットす る。 しか
も念の入 ったことに、人への憑依霊の語 りに納得 できなければ、竹 を用意 して
新たな霊の憑依 を招 くこ とす ち慣習化され ている。人び とは執拗 に、あえて言
えば 自虐的なまでに死の決着 をつ けようとす るのである。
竹に憑依 した霊 とのコ ミュニケー ションにおいては、人間の側が主導権 を握
って聞き出 しをおこなえるたゆ、比較的明確 に霊 か らのメ ッセー ジを受信す る






肯定 ・否定の答 えや怒 りを表わす強い連打 にも、明確な 「語 り」、?ま り襯 み
とるべ き霊 の意志が込め られ てい ると言 う、竹への憑依霊は打奏音によつて人
び とに語 るのである。 蕪
人び とが霊に問いかける多 くの質問は、死の原因や殺人霊に関す る彼 崢な り
の解釈 を表わ している。人び とは、過去の 出来事 についての記憶 と知識を総動
員 して、恨 みの原因 と推測 され る事例 をもとに人名やクラン名 を霊に尋ねるJ
彼 らは 「霊はよく嘘 をつ く(yabosgasuyasabuyakusa)」と言 うが、 それ で も
泊讖 たあの 鯑 既を憑 依霊 に評定 しでもらうこと薫午 死の背景 を紬得す るほかな
一い。 その推測が否定 され ることが多いのは、恨みを買 って殺大沙汰 に結びつ い
て も不思議でないよ うな 出来事がそれだけ存在す ることを示 している。また彼
らに とっては、そ うした霊の否定 によって質問 を再構築 し、いずれ は最終 的な
合意へ とつなぐことがで きる。その合意 とは、彼 ら自身の社会的合意であ り、
憑依 霊との間での合意で もあ る。
要す るに彼 ちの質問内容は、すでに起 こった社会的出来事 からの抜粋なので
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あ り、彼 らはその解釈を霊に追認 して もら うため に憑依 を招 いて いるとも言 え
る。その 意味では、デュヴ ィニ ョーが指摘す るよ うに、憑依は 「既存のモ デル
の模倣の うちに完了す る」(1983:46)のである.結 局、赤ん坊 の死 も、姦 通、
性病死、結婚話の破談、不 当な結婚、婚資 の独 り占め といった出来事 に恨 み を
抱いた多 くの死霊 が もた らした ものであるこ とがわか った。 そのなかには逆恨






































怖感 として体験 され る。こ うした社会的感情の揺れを根本的 におさえる手だて
はな く、一人び とは絶 えず死霊か ちの報復や邪衛霊、超 自然霊による攻撃 を恐れ
なが ら生 きていくほかない。彼 らが霊の存在 を細か く分類 し、その性質 を説明
冒翼 る神話庵 体驥談 を語 り巍蟄
貿'鴇蔭。のは;:1ひと強 超 はマー霊 と的不可・避の接触に
よ男 て揺れ動きつづ審ナる社会的感情を、理性的に保護 しよう老す る■方策 とも考
えちれ る。 霊の正体 を少 なくとも概念的に見定め ることで、漠然 と した不安感
は多少な りとも軽減 され るか らである。
さらに霊 の認識 は、 より深いレベルでワヘ イの存在論 その もの とも関わ って
いる。人間の生の根源は神話に求め られ るが、神話 は霊認識の基盤で もあ り、
神話的存在 と霊的存在 とは同一視 され る。 それゆえ生は、霊によって逆説的に
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保証 されて いることにな る。 自然のカテ ゴリーを越 えて さまよ う霊の多様な力
は、人び との生存 を脅かす とともに、その生 にリアリテ ィを与 えるものな ので
ある。そ もそも霊が超越的で あ り多義的で あると位置づ けられていることは、
霊 というものが、心理的に も認識的にも不安定で不確かな様態 として捉 えられ
ているこ とを意味 している。つ まり霊 とい うものは、本質的 に揺れ ているので
あ る。そ してその霊によって実在性を与え られ る人間の生 もまた、揺れ ざるを
えない。霊は人の影のよ うな存在であ り、人 もまた霊の影のように揺 らぎ、 さ
、
まよい、 さす らうのである。
こ うした霊 と人の存在論の基盤が神話にあ ることは、強調 されて しかるべ き
で あろう0神 話は認識の源泉であ り、現実世界のモデルで もある。人び とが影
としての霊の力 を認め、その低い息の音 を感知 し、霊の語 りを社会的 に受 容す
るこ とができるのは、神話 的思考 と感受性、 そ して神話的想像力によるもので
あ る。そ して、その同 じ思考 と感受性 と想像 力とが人び との生 を支 え、霊 との
音 コミxニ ケーシ ョンと しての 「うた」を生 み出す。 「うた 」は、 比喩的 にで
はな く、 まさに神話によって創 り出 され るのである。ワヘイがお こな う音表現
の社会的意味の問題は、 こ うした霊 と神話 と人の相関関係 を理解す ることによ
って、よ うや く接近可能 とな る。
第 四章 では、グハ とい う強力な超 自然霊が生み出 した 「うた 」につ いて考察
した。三グ漏 ま社会制度 緲 飴 む釐神話的存蘇1あ り諜葬 の笨徴的存 在であ 多が、
と りわけ民族意味論的に重要 なのがξ一グハ の概念が 「揺れrの イメ凸 ジの根幹
を形づ くっていることであ る。 もともとは霊の固有名詞であ る 「グハ 」は、揺
らぎ、移 ろい、さまよい、流れ、ざわめ き、揺 さぶ り、踊 りといった動態 的な
観念 も表わ している。また、 そこか ら派生 した語は、身体 を揺す りなが ら打奏
す る行為や地面 を踏み鳴 ちす こと、 さらには躍動す るこ とや幸福な状態 を指す
のに用い られ る、こ うした グハの概念の多義性が、神話的=霊 的存在 としての
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グハの多義性に基づいていることは明らかである。 グハは、水 の流れ のよ うに
揺 らぎ移 ろ うワヘ イの社会 と文化の象徴 なのである。
うたが霊 と神話 によって与 えられ たものであることは、 うたの構造 と意味に
具体的に現れている。 「高い声 」と 「低 い声 」という二つの異な る音 の絡み合
いによって、揺れや うね りという音の動態 が生み出された ものが うたであ る。
そ うやって表出され る動態 とは、霊 の多義 的な力の様態 に他な らない。 うたは、








の構造は、霊の様態その もので もある川の流れの隠踰を通 して、生態 と義 共生
関係 を浮 き彫 りにす る。いずれの場合 も、木 と川の部分名称や水の様態據 わ
す種 々の形容詞や動詞が、 うたを説明す るための音楽的語彙 として隠崘的た転
用 された もので あ り、 フェル ドにな らうな らば、こうした語の多義性に基づ く
隠喩によってメタ言語がコー ド化 されているような体系を、 「音楽理論」と呼
ぶ ことがで き敷(潅 諏 レ欄 鸞)篶 隣民族 意味論的な観点か ら音奨関する 概念の
分析 を進めていけ ばい お:そらくどの社会の事例か らも、精粗の違 いはあれ丶 こ
うした音楽理論 を導 き出す ことは可能であろ う。だが、私が うたの理論 を提示
した理由は、ワヘイの場合も音が理論と して体系化されてい ることを示すため
ではな く、多 くの意味領域の相互開係か らな る民族理論(ethnotheory)のなか
で、 うたが どの ように位置づけちれているか を示すためであ った。 うたは、 う
たを説明す る概念の組み合わせだ けで成 り立 っているのではな く、人 と生態の
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共生関係 や霊 と神話の認識体系 との相互間連 といったよ り広い 「意味の網の 目」
・のなかに 位置づ けられて いるのである。
その意味で、ワヘイが うたの原理の うえに立って 「本 当の うた 」と 「擬似 的
な うた 」とをは っき りと弁別 しているこ とは、 うたの認識が精緻な文化的論理
に基づいて いることを示 して いる。本当の うたであるか否か とい う判断は、単
に音のみな らず、神話、霊、生態、社会的感情、身体性、構造につ いてのワヘ
イの知覚 と概念化 と分類的思考の全過程 を反映 した文化的評価なのである。
丶
本 当の うたには 「霊の語 り」が必ず含 まれている。 そ して、 うた を 「語 り」
の観点か ら解読す ることによって、 うたの社会文化的な意味はよ り鮮 明にな る。
その ことを示そ うと したのが第五章である。 そこでは、サガイシとい う女性霊
が竹筒に憑依 して発する声が うた とな り、その声の構造 が霊の語 りとして解釈
され、音 の意味場において霊 と神 話のイメー ジが生 々 しく立ち現れ る過程 を論
じた。
サガイ シの語 りを理解す る鍵のひ とつ は、 ワヘ イが 「夢 」と評す る心理 状態
に求め られ る。サガイシの語 りを知覚す るとき、人び とは広い意味での夢 見の
状態 にあ ると言 う。この夢の状態 について彼 らが いろいろとコメ ン トして くれ
た内容を翻訳す るな らば、演奏の初期段階においては、眠 っているのではな い
が意識が解 き放たれて リラ ックス している状態にあ り、演奏が進む につれて、
意識が呂こかを港まよ威て↓ミ惹忘我の球態≧なゑ。.餮五やめて軽い夢見状態に
ある男た ちの 意識 に向かって、サガイシは次の語一りの旋律 を示 した り、声 を直
接響かせ た りす る。実際に どこか ら聞こえて くるのかはわか らないが、霊 の声
は確かに音 として知覚 され、 その知覚に よって男たちはい っそ う興奮す る。そ
れは、皆で声を躍動 させて音の動態 を演出 していく歌唱体験 と同 じよ うに、明
らか に快楽の体験なのであ る。
ふつ う彼 らが知覚す るサガイシの語 りは、過去 にすで に聴いた ことのある旋
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律構造 をもって いる。だか ら、サガイシが旋律 を少 し示唆す るだけで、彼 らは
曲の構造や竹筒 に息 を吹き込む1嗄序 を理解す る。 ところがご く稀に、いままで
一度 も耳に した ことのない旋律が突然聞 こえてくることがあると言 う。そんな
旋律 を聞 く者は、例外な く賑 りに陥 った夢見の状態 にあ る。彼はす ぐに目を覚
まし、記憶 が薄れないうちに、例の 口笛の ような音で他の者たちにその旋律の
輪郭や息 を吹き込む順序 を教 える。 そうして響 いてくる語 りは、は じめ は意 昧
がわからないが、やがて単旋律でついて歌 ってい くうちに、音の揺れ動 きか ら
何 らかの神話的=霊 的イメー ジが感 じとられ るようになる と言 う0鳥 に化身 し
たサガイ シの現れ を想い起 こさせ るくマホ ック〉 というビ ッタガスは、7～8年
前 にそ うや って初めて出現 した曲である。
このエ ピソー ドは、サガイシの うたが、霊 からまさに 「与 えられ る」も切 で
あることを示していると同時に、霊の声を感じとることが、超現実的な纛 で
もなければ特異な体験で もないことをよく表 わ している。つ まり、霊の声 をさ
まざまなや り方で聴取することは、われわれも体験したことのある、夢轟 で
ことばや旋律 を感知す る状態、 いわゆる空耳 とか幻聴 といった状態、聞 ぎ覚 え
のない旋律 がふ と脳裏に浮かぶ状態、自分の知 っている旋律 を頭の中で思い浮
かべる状態 、そ して音響 を物理的 にはっきりと開き取 る状態 といった、入間の
音感覚や音知覚の連続 したあ り方の どこかに位置す る現実的な体験なのであ る。
ただ、..ぞう毒 旋知覚体験 につ買て最ウ ペ.煮はすべ て一霊に美って音が与戈 られ た'
のだ と考 えている点だけが異質で あるにす ぎない。
〈マホ ック〉とい う曲について も、音 を感知 したのは人間だが、音を生み出
した源は霊にあるとワヘイは明言す る。だか ち、〈マホ ック〉のよ うにかつ て
存在 しなか った曲が現れたと して も、彼 らが作曲 をおこなっていると見 ること
はで きな い。彼 らは、夢の中で生 じた新 しい うたにっいて、 それを自分たちの
創造性 に結びつ けて考 えることはせずに、霊が語 り教 えて くれた もの と明快 に
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解釈す る。 そして、霊の認識 がもとつ いてい るの と同 じ社会文化的な基盤の う
えに立 って、 〈マホ ック〉の音の構造か ら霊の神話的イメー 就を感 じとる。 そ
の態度は、 うたが本質的 に霊 の創 り出す ものであ り、 うたの根源 には必ず霊 の
語 りが存在 しているとい う社会的認識を顕著 に反映 した ものである0
この観点 からみれば、 「おれたちは竹筒 に息を吹 き込むだけで、 うた うのは
サガ イシなんだ 」というワヘ イの論評が、比崘ではな く、社会的な真実を表 わ
して いる ことも明確 となる。 「'うた うのはサガイシだ 」とか 「竹笛の音はサ ガ
、
イシの声 だ 」といった言述 は、われ われに とっては隠喩だが、ワヘイにとって
は隠喩で も何で もないP。 それは社会的に共有 された音の認識であ り、それ に
基づ いて彼 らが うたを解釈す るための社会的 コー ドを構成す るものである。 こ
うしたコー ドに したがって、人び とは、 うた を霊の語 りと して認め、竹筒の音
を霊の声 として感 じとる。匿そ して、その解釈の様態は、霊 に憑依 された人間の
発す る声 を、その人間自身の声 として知覚す るのではな く全面的 に霊の語 りと
みなすこ とや、肉声 を粗織化 して表 出す るグハの うたを霊の声 と語 りの忠実 な
再現 と評価す ることと、明 らかに連続 した文化的一貫性 を もっているので ある。
こ うして本論の要約を終 えた ところで、最後にこ う問 う必要があるだろ う。
ワヘ イはなぜ うた うのだろ うか?
彼 らに とって、 うた うことが快楽であ ることは疑 いない。高い声 と低い声 を
,緕み合わせ寒躍動 的に踊 σう,たうときも、。足 を踏み鳴ら じながら夢中になって.
竹筒に息 を吹 き込む二ときも、彼 ちの表情かちほ確 かに至福感を読み とることが
で きる。 うた うことは幸せな体験なので ある。だが、 そ うや って楽 しそ うに表
(1)この見 方は、 「社会文化的モデル としての隠崘 」との関連か ちフェル ドが示
した見解(FELD1984:407>に基づ いている。また、かつて私は、 うたをこ う
した隠喩 の観点か ら論 じた ことが ある(山 田1988)。そこでは、 うたの概念 を
構成する語の レベルでの隠崘 とも、 また うたに関す る論評や注釈之 い う言述の
レベルで の隠崘 とも区別 され る、音のデ ィス コースのレベルでの隠崘性を問題
に して、 うたという音の構造 その もの を、社会的出来事 として生 じ、神話 的な
意味 を生 む隠喩過程 として捉 えようとした。
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出される声や音の構造は、必然的にあの霊 と神話のおぞま しくも生々 しいイメ
ー ジと結びつ けて解釈 され る。 うたの体験は霊を体験す ることで もある。に も
かかわ らず、彼 らは発声 し、竹筒 に息を吹 き込む。
この一見矛盾 した うたの あ り方 を説明す るための手がか りとな るのが、 あの
グハ とい う、畏れの根源で あ り幸福感の語源 ともな っている、両面価値的な霊
=力 の認識である。 この霊の両面価値は、揺れ と してのグハの観念 によって連
結 されて いるが、揺れは、霊 と神 話、人 と生態、そ して生 と死の根底にある霊
と してのグハの象徴であ り、その力の象戳で もあ る。そ して うたにおいて、肉
声や竹筒の音の構造のなかか ら生み出されるのも、 まさに同 じ揺れ とい う動態
なのであ り、 その揺 ちぎの構造を通 して、霊 と神話の認識や その背後にあ る人
の生 と死のイメージは現実世界 に立ち現れ るOし たが って うたは、社会文化 的
価値 としての揺れ と力の象徴的な現れである と言える。グハ とい う揺れ秀観念
によって媒介 されて いる畏れ と幸福の感情 は、 この揺れ としての うたを体験す
るこ とによって、一気に現実化 され る。音 の意昧場 としての うた におい煮 霊
を畏怖す る社会的感情は、霊 の声の知覚 とい う文化的感受性 を通 して、鑾め語
りの享受 が もた らす幸福感 と結びつけられ るのである。 うたの体験は、霊の語
りの表出 と知覚 によって、揺れ という霊の根源的な力を 自ちの うちに取 り込 む
体験 に他 な らない。
:の たばまた、去び との現実存在の此 喩で もある;rう旋 が隠踰的に指 し示す霊
と神話の認識はマ 彼 らの現実認識の写 しで あ りモデルで あると考 えちれるか ら
である。彼 ちはその意味で、霊 も神話 も、 あるいは 自分たちの存在 も生活 も、
あ らゆ るものが不確かで不安定な ものであることを了解 していると見 るべ きで
ある。彼 らは また、霊 を畏れ る気持 ちと幸福感 とが紙一重の違い しかな く、 い
ずれ も不安定に揺れ動 き、簡単に相互転換す るものであ ることも承知 して いる
はずである。そ して、 うた とは、そ うした現実が声 と音 とによって描 き出され
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るものなのである。人び とは、 うたの体験 を通 して、結局は 自らと社会の姿 を
確認す る。 それ は、おぞま しくもあれば幸福でもあ り、忌 まわ しいもので もあ
れば楽 しく もあ るという、 まさに揺れ動 く不確かな姿で ある。この意味で、 う





付 録1.親 族 呼称 一一覧
abej(アベ ッグ)父(=aitaboj)
abesi(アベ シ)父 の妹
aitaboj(アイ タボ ッグ)父 〈=abej)
anjois(アン ゴイス)父 の姉;母 の姉(=yajis)
baba](バ ッグ)娘 の息 子;母 方祖 父;母 方祖 母 の兄 弟;妻 の 父
方 祖父
babas(バ ス 〉 娘 の娘;母 方 祖母;母 方 祖 母 の兄 弟 の妻;妻 の
父 方 祖母
fafugaj〈フ ァフガ グ)父 方 曾祖 父
fofugas(ファフガス)父 方曾 祖母
fugas〈フガ ス)兄 の 妻
gajiq〈ガギ ック 〉 息 子(=yonuj);父 の姉 妹の 息 子(=yanda-
muq)
gaxu璽(ガフ.yク)母 の 兄弟 の息 子
imos(イモ ス 〉 父 方祖 母;父 方祖 母 の 兄弟 の 娘 ・直系 孫 娘 ・直
系 曾 孫娘;母 方 祖母 の兄 弟 の 娘 ・直系 孫 娘 ・直
系 曾孫 娘
inituj(イニ ト ゥグ 〉 娘 の 夫;兄 弟 の娘 の夫
kifugaj(キフガ グ)父 の姉 妹 の夫;妻 の兄弟 の 息 子;父 方 祖 父 の姉
妹 の 夫
kifugas(キフガス)妻 の兄 弟 の娘
kogumoq(コグ モ ック)姉 妹 の夫;妻 の 兄弟;姉 妹 の 夫の 兄弟;兄 弟 の
妻 の 兄弟;父 の兄 弟 の娘 の夫;父 方祖 母 の 兄 弟
の 直系 孫息 子;母 方 祖母 の兄 弟の 直系 孫 息 子
kogumos(コグ モス)妻 の 姉妹;父 の兄 弟 の娘;姉 妹の 夫 の姉 妹;兄
弟 の妻 の 姉妹;kooumoqの妻
kogu斑o皿〈コグ モム 〉一一 ._姻 族 の総 称
koguq(コグ ッ ク)妻 の母 方祖 父
kogus(コグス)妻 の 母方 祖母
kojis(コギ ス 〉 妻 の 兄弟 の妻;妻 の母 の兄 弟 の妻
mamuq(マム ック)母 の 兄弟
miyojom(ミヨ ゴム 〉 母 方 親族 の総 称
motus(モトゥス)娘 く=yonus);父の姉 妹 の娘(=yandamus)
naij(ナイ ッグ)兄
nainimaj(ナイニ マ グ)妻 の 姉妹 の夫
一365一
pandas(ナンダス)姉 妹
nukeij(ヌケ イ グ)父 方 祖 父;父 方 祖 母 の兄 弟;息 子 の 息子
nnkeim(ヌケ イム)父 方 親族 の 総 称
nukeis(ヌケイ ス)父 方祖 父 の 姉 妹;父 方祖 母 の兄 弟 の 妻;息 子 の
娘
numaj(ヌマ ッグ)弟
nundeij(ヌン デ イグ)父 の 弟
og。tuj(オゴ ト ゥグ)妻 の父;妻 の父 の兄 弟;妻 の 母 の 兄弟;姉 妹 の
夫 の父;兄 弟 の妻 の父;父 方 祖 母 の 兄弟 の 息 子
';母方 祖母 の 兄弟 の息 子
og。tUS(オゴ ト ゥス)妻 の 母;妻 の 父の 姉妹;妻 の母 の 姉 妹;ogotuj
の 妻
sogofaj〈ソ ゴ フ ァグ)母 方 曾祖 父
sogofas(ソゴ フ ァス)母 方 曾祖 母
teituwos(テイ ト ゥウ ォス)父 の妹
toganus(トガ ヌ ス)"妻
wofus(ウォフ ス)母 の兄 弟 の妻
yaisi(ヤイ シ)母(=yakas>;息 子 の妻;父 の兄 弟 の妻;母 の
妹(=yakakujesi);母の兄 弟 の 娘(=yaka-
kujesi)
yajis(ヤギ ス)父 の 姉;母 の 姉(=anjois);妻の 妹 の娘
YaJiq(ヤギ ック)父 の 兄;母 の 姉の 夫;妻 の 妹 の息 子
yakas(ヤカ ス)母(=yaisi)
yakakujesi(ヤカ クゲ シ)母 の 妹;母 の 兄弟 の 娘
yandamuq(ヤン ダム ック)姉 妹 の息子;父 の姉 妹の 息 子(=yandamuga-
◎ji
qし!/gajiq)
yandamus(ヤン ダム ス)姉 妹 の娘;父 の姉 妹 の娘 く=yandamotus/m。一
加s)
yogotUS(ヨゴ ト ゥス)母 の 兄弟 の 息 子の 妻
yomboq(ヨンボ ック)_母 の 兄弟 の 孫 息子
yombos(ヨンボ ス)母 の 兄弟 の 孫 娘
yonuj(ヨヌ ッグ)息 子(ニga,jigl;兄弟 の 息子;妻 の姉 の息 子
yonus(ヨヌ ス)娘(=motus);兄 弟の 娘;妻 の姉 の娘
yonuxos(ヨヌ ボ ス)弟 の 妻
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付 録2.グ ハ の 神 話(guxajuxobujosusuxaj>:
ワ ヘ イ 語 テ ク ス ト
:
    guxajuxo ogojamisa basma Ubadaniq. anajo nukeidumusuya, osiya 
 oguxami.  Wocialbofas, os anajo nukeis. mba uxajuxos. bujo susuxajeya 
 ogutami indu ufas. sakisa osuwa, anajo nukeisuya oguxami,  Wocialbofa-
 suya guxaj, osiya  omo guxai  omutusa. 
 "
an bujof  neiyaja. qaf neiyaje nakuj ojuda. nakuj ojuduja, naku 
 duja, oju nata. nata,  gofnusma  yadaja." omosa  gofnusma yaxai, uyagi-
 muq  omtogoqma  ojiyojomjom.  omtogoqma  ojiyojomjom, osiya nojaxoiste 
 yai,  omtogoqma  omsusa, "an xaf neiyaja  agajum nda,  xaf ikada uguiste. 
 kobujma nakusno bokwate,  uyagumxo taju  nakum, towaneya  neiya." 
    xojuji, nakojinuq,  oj xombuji  uguisma, gwagune xui, Gaidagato bo-
 dos.  Gaidagato,  Omnujaiyogosxo yuwis.  muxafusma omosa xui.  omutusa, 
 munai ogonda, omutusa.  xabeqa xane. mba afanesisa  munaim.  bidio, 
 ojoumeisa xui, xabeqa xane, xabeqa xane, ugui ajujaxane,  mba. xuisko 
 xuisko  muxafe. guxajai. guxajuya  anaimui. xaite xaite  yaneisa uguis 
 aiyogoqma.  uguisma  aqajunameija guxaj. os iti  omosa. "tateya  ojuqwo, 
 munaijwori  osiyomo  gujaixane.  osiyo  omshou,  "mba,  andu  damaj?  ai-
 shofa aishofaituj.'  koto  omosa wonuxabaxabete. "andi nakai  ojomma, 
 andi  yuwisma,  ugui aga teitogonum, an bej mba ofnojosuya anda  aisojo-
 fim. anduj  dama aisojofim wadejomiya  otei  xaidei yaimei?"  os tubuja 
 bujaite bujaite ojosa. 
    osuya  aneganefa yajatujma uwo.  oj  bujoganeja, "libu, libu, libu.. 
 .."  "isi! anduj damaje?  bujogane anduj! anduj fatitiqutaya? mba."
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 tumbujui os uguiste aijobojoji, ukwaje untuwosma. 
   uyaguq gumonusma  ojiyomja. osiya osute, "on iya bufo. on ituwa 
wafunaje, on xabiteanda  aisojofim an  axona."  oj  omo funaje,  oj  om-
shou,  "dajima afaneni?"  oj omshou, "an  meimoya nduj damajteya. mba 
 wonequnum bej, bej mba omnojosnum. bej mba  omnojosnum anda  aisojofim. 
yaya?" "an bokwa. an mba omnojoseya bej.  num  andunum  nojujanum." 
"
andi aisojofimuya afayu,  biijof oniya ojona? deti afaneni?" osiya 
ofshou,  "ite, mba. yuwisma afaneya. igo tojeyaou,  'libu,  libu,  libu     
'  muxafe  bujogane
."  oj ofshou, "besiko."  "wa:!"  "witomte!  yu.-
kwa wondaja  aniya."  oj yukwai, gumonu  yogoisma  oqomojajumuja. 
   omsuja, "an uxas ande uyagu gumonusma iyeduja. ituwayum nojuim, 
ainumba bokwate bojuwo  fajiyojom. bojuwo fajiyoyasko an, aniya nungu-
xa dajas nojuimma. ukwateyom." guxajuya nunguxasko.  "bom,  bom,  bom 
...."  onunguxamuja  nojuimma.  "oum  ukwateyom?" "ya,"  omjoms, "ya, 
 num  ukwatenum." "anij ijiyodojasaite  gumonusma. ondu, onuj  unujma 
oni yonio  ojojom?  mangim.  koboqainum,  ojojomwo?" ojom oshou,  "numo-
jom  dim." ojom oshou, "anajo gajiq  dij." "anajo gajiq  dij." "anajo 
gajiq  dij."  "omshou,  ojom  waxunayom gofnojosma,  gofnojosma dojodais 
 tojuse.  -dote  wawtndioqoyom.=  windioqoyom  muxaiyonum  xunabaja."  ojom 
gofnojosma  dojodaim tojuse.  ojom dijomuxuna,  ojom jainimuyo, ojom 
gwaxuta, ojom gwaxuta  olsem.  andim xaneyaja  gumonusma, oje oshou, 
"
ya,  wade." ojom  al,  uyagum dijomuya windioqo funaj, windioqo funaje. 
 ojom qai yonum  mei. 
 yonum  mei, nai gumonu  badojoisma. gumonu badojoisma  nai. orait, 
dijojomuya akawota, wojino omjomuya  xoijom  bubujajma,  muxafe yunu sko-
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 ijomiya.  gojuxol wojino nujojuxo  sumonusma. guxaj  dotu funajesko, 
 oji  al.  oil  al, ojom  qomjaje gumonu yogoisma  xojai.  gumonu yogoisma 
xojai, ojom bokwate xai nosuje. yaxas  ijiyojujom. omi  yaxasma  neijom 
owiya. ojom  owi,  yai, ojom yai ijiyojujom. ouikubujom  oshujom  dijo-
miya  nel, nungo tasotuda, nungo tasotuda.  Indi  fujom guxajuya  afam. 
 fujom neijom  wasim yaisko, xofuna  wasim yadajujom. fitada,  fitada, 
ojom yaisko  fita yaiskom guxaj ayuqu fujom. ojom  fita bokwa  yaisko 
 gumonusma, gumonusma ijiyosko. 
   ojom bokwate, igo osuja  ojom wade wasijaxutayom. ojom sijaxuta, 
 ojom toganum  najatujom. ojom  ofsujomuya  ofshum. ojomuya  ajaqomjaju-
jom  gumonusma, andijom ayusko.  ojomuya  nai bajma  duma  mafe,  neijom 
xaju bogonisma.  duma  mafe neijom, ogotu,  nakumotuwa.  nakumotuwasko, 
dotu  saigajom. sagim mba  afasjom gumonusma ojomuya ofijofa.  ojomisko 
 nakumotuwafa, ogotu, nakumotuwafasko, dotu saigajom.  geinam  ai,  giyom 
 ai,  agam ai.  gumonusma ojom  ofijofa, mba afasjom dama dama  alsojofim. 
saigim,  agam, fogobam,  geinam. disko  muxafe  ojom ofefasko, nakumotu-w 
adasko, ojom nakumotuwadasko, dotu afaijomsko. toganum dotu ofnojo-
jomsko. toganum dotu onojojomsko. "wade."  nukomtejomuya dotu axojom 
 xojujiya_aiqoj  -danioim_xombuguikum,  yofujam  xomhuguikum,  dotu  axo-
jomsko xojuji  aiqoj, dotu teitojujom. 
   dim bekoxum yonuskoimoqomjajujom  bujofqaj. "omum." ojom kutif 
yonum ajaxujinijom itije daje igo, iti duba. igo oshuja,  "omum,  omum 
kutijofe yonujom  fainayom."  ojom xafjei nai,  dotu bana. igo ojom su-
bema gumonusma nai. igo aita mangiyom  ojom guxaj.  ojom  guxa funaje. 




 muxafe  skoinum xaguxa, ojom nai  badogoi  dubasma. 
    igo subema  oj ai.  oj ai ojma atai ajusumuja.  Bofiyoqajuxo gajiq. 
 nono!" ojom dij,  "Bofiyoqai mangiyomisiya! mba dojo onojosa. suwa-
 xusa. fauniya.  mbai." ituwayunum  ai  gumonusma oqomjaje, ojom gumo-
 nusma oqomjaje,  ojom gumonu  yogoisma obuj. ojom gumonu yogoisma obuj, 
 ojom obuj,  dijomuya  otoqamejom. guxajuya dijiya nunguxaqamei. orait, 
 ojom ungwatqane. 
    oumoj najashou,  oqomfa. bej  oboganeja tabojas. bej  obogane, bo-
 kwatesa. dotu togoquxo aisko, subem  ai.  ojom obujma toguwi  gumonu 
 yogoisma, ojom togoq ai, ojom  gumonu sekusma ojom kutatekita. ojom 
 mobudaxuta sijaxuta majina,  kutatekita.  ojom mobudaxuta, ojom bokwa-
 te,  ojom oshou, "wade, bedinum  ofo."  omjomi ijiyodaje. igo oshuja, 
 "wade
, ojom waxunaijom  xombuji kobus, xombuji kobi yonu  skoim, yonu 
 bajium  waxunaijom, igo." ojomuya ofo, igo  subema,  xombuji kobi  skoi-
 num  qomojaje.  qomjaje, xombuji kobi, imaj  yei, skoinuj yesko. kuti 
 kobismasko. oji yei,  oji  taiya agisei, ai  oj wonujuta. igo ojom  su-
 bema  ojom obuj, obuj kutatekita. 
     dij  nunguxaqameyo,  oj nunguxakwai.  oj oshou, "o: mba!  bedinum 
 ofo."  ofoja:"  aitaimujiya  dijiya  no,ju.  "ofgoju 
 gajiq ofgoja  guxajuya?" "onuguq." ojeya  afamel kandobis, inas,  inas- 
 to guxaj yei. guxaj gwatina. "mba!"  indi  gumonusjofum,  dijomuya 
 gwatina  tosko,  dijom gwatina,  dijom tegatesjom guxaj. guxaj tegate 
 xaneyo, omi  ushumbusma qoju, a: ojom ushumbusma oje oqoumja  ojom  tega-
 te gwatina.  oj  xoiti xobujane ushumbusma, a: ojom  xoiti. aitigojuduj 
 neganeyo.  omu  ushumbusma okoju,  igo omu  ushumbusma tegate. xobujane.
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tegate, xobujane, aitigojuduj.  inam,  yamosbesuya, kandobisya, ijujo-
juya, ojomuya  omom yajane yajane yajane yajane yajaneo. 
 oj omu  ushumbusma funajesko,  oj funajesko gwaxunesko  Ubadani. Uba-
dani  danijma  kateitojciane,  sakajma Nujoti yogos  gwajnecima. Nujoti yo-
gos  gwajnetima, dijoj  gwajnegma Guxanuji  dumadi  nekmami, Nuna yogos. 
andisko  Weisasma xunungwaisko,  Weisasma dij xunungwaiyo, Wesa bogosma, 
aiti Weisasma dij  yafnajemuja. aiti  Meska  dij  ofnajmei  nakaisma Wei-
sa  gauisma. dij funajesko, dij  nekmami  Inajoma, Inajujo dij  nekma, 
 naiyo Afshoshoja. naisko, Bongos naisko,  Bongosma dij naisko,  kutei 
 ojojasko.  aikumaj. ojujo ufas  aikumaj.
一 ●
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付 録3.サ ガ イ シの神 話(sagaisixobujosusuxaj):
ワヘ イ語 テ クス ト
 omu toganus Ubadani otogoikus. Ubadani otogoiku toganusuya oj mei 
nijisma. nijisma ojameisa, sagaisixo yabosgasuya ojofunamei nijisma. 
osuya ojameisa, omususa, "on xaf kobusma iya, anda tojoingwateda, to-
joingwateda b dojoquxo fauisma. imabujom bujowaj nuj, imabujom bujo-
waj nuj. anajo  ufas sagaisi. yadaja onte  imabujom bujowa. uyagujom-
te mba bujo uxasuya an imabujom. mba. uyagum ba  onojoyasujom. to-
ganu dubajojom  bujofqagna bujowa. sakisa xofunakutaya uxas  nijisma. 
xaf, xaf mafe iya, tojoingwateda anda. dotu yadaja onte bujowa imabuj 
 om. onu wade, uyagum mba bujo uxasne imabujom. mba ojoxu  imabujof-
qaj,  numtoganumuxo bujofqaj. anajo ufas sagaisi. sagaisi anajo ufas. 
sagaisi. an  bajma fayuwa Bunaitiyajoq. anajo omtogoq Bunaitiyajoq. 
andi sagaisi dufuja gwatinaya an. anajo yabosgas dufuja gwatinasa. 
 kunumus anajo yabosgas. muxafusma otojoya,  muxafusuxo  yogoisma otojo 
anajo yabosgas,  kunumusma otojosa.  ima ufas sagaisi, an sakajma xoji-
kuwa n, sakajma xojiya an  sagaiya." 
   osiya ukwate,  kobusma x i gwatinya. xai gwatinya, osiya ojui. 
iti ofsusa, tofa tojoikum  om  toganum, "an neiya  numbogoini nda xaf 
ikada. xaf ikada oxuiya  numbogoni nda badojo fauisma." osiya  ofo xui 
bado  fauisma  tojoi, osi ofshou, "dajeya nungunungukuna?" osiya ofo 
 tojoi, onkatisa. "isi!  om  imas. om  togonukwate  imasuya ayu. andus, 
amaj toganusuya ayu?" ofsusa suketa ofsusa. andi  xaisiyoxu4 ofnojoi, 
aiti muxafusuya. 
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   osiya gwajune ofshou,  "al, anda tubuja anda. an sagaiyaneya ayu. 
iya iya anajo bujom  xofnadajum." osiya ofo  nal, of jiyo. os tojoyo 
 tojoi,  omus  tojoyo  yojoi. osiya ofshou, "on,  uyagum xaitobi  ojojom-
wo?" osusa, "mba, uyagum  bobujogaji  omtogoqma onuxutaya." "a: onujo 
 omtogoqma dim  kunumumwo?" susa, "ya, dim kunumum." "faunu woniya 
kunumum." osiya wanaxabite ofsusa. "o: andu kunumum mba xabite  oje-
yasjom. anajo omtogoqma aniya gwatinyajuma bogonisma  kunumum,  kuniyo-
fum xaju  mafe ojojom. mba  tamja ojoyasjom. onujo  itojojom, ganuse, 
tojutaise, bedi dubam onujo omtogoqma." osi oshou, "anajo  bedyum. 
anajo  kunumum  bedyum." 
   osi oshou,"mba,  o:,  ukwatuxutafo."- osiya  afabujoganesa,  ofnojo-
sa,  om xaju  kunum xajus isitinya. isitinya muxafe kunu xajus. obi 
oshou, "on onojonio? anajo omtogoqma, anajo Bunaitiyajoqma, itixafete 
 kunujomiya gwatinya, anajo yabosgas  muxafusma ojosa. ituwa qai,  indi 
skikuj, skiku kunuj  wayajujai dubaj. dubaj wayajujai,  muxafuj  wa§ju-
jai  waxuna." orait, osiyo ofo qai  muxafu kunuj, osiyo ofo qai  muxafu 
skikuj igo. osi buqu muxafu dubaj. toganu bogonise, uyagu bogoniq, 
 ojom buquxanesa, osi oshou,  "itufae soji xoutus, toganu bogonim,  om 
 soji xoutus, uyagu  bogonim, onu  gofshou  -was. dotu idajune yogoquxo 
bujofqaje, dotu toganusuxo kujeini bujofqaje, yabangu bujofqaje iti 
ijiyodaje. yogo bugoq,  dij uyaguq, yabangu dis toganus." dotu wai 
togoq, togoq dotu buqu, osi oshou,  "dij sagaisixo togoq, anajo togoq. 
an,  and' sagaiya, andi togoq. o: jemxaidaiq,  of  wabuqo.  windioqom 
 weaimainaijom. itu  wabuqo." osi ofo buqu bokwate, osi gofshu foti. 
   osi ofshou. "wade." itu ai.  "weaimainai. an mba aiti ijiyo da-
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jasuya. anajo yabosga dubasuya yadaje  andl sagaisuxo kunu bogonijom-
ma, ojomma xujei neiyaja aniya.  aniya  xujei  neiyaja kunu bogonijomma. 
ani  idaje  xujei  nei,  dotu  bujojomuya gwatinyadaja. uyagu bogonim bu-
goqumo, toganu bogonim bugoqumo, iti gofshu  waxeiyomuya. onu  kaiyas, 
itu waxubuna  toganum. washou an  itete afabujosuya sagaisiya yabosgas. 
an neiyaja Bunaitiyajoq. mba yadajasuya. anajo yabosga dubasuya, 
osiya yadaje. onujo  sagais  buqodajafa, oniyo buqofasko,  dotu bujo wa-
xune. otoj  bujom fabujowa,  uyagum anda xofuna. uyagum ishi waxune 
fajufunaya. mba ojoxus, igo  num toganumuxo sagaisi, mba uyaguquxo sa-
gaisi. uxas  waqai. xofuna ojom, an oste on  afa  abujoqma badojoqma. 
deti tojoikus,  Bunaltiyajoqma tojoikusuya afayu. wade.  num  muxatofim 
idajunum, osi ofshou. toganum  wibokwateyom, toganu xofunaiqum.  ojom 
faina sagaisi wonida, sagaisi  faguxajom. uyagu  xofunaiqum dojo  ayu-
jom, shuwajo  fainajom. shuwajo fainajom, ojom wonsadaje, an sagais 
 guxadajafa. ojom idaje nai,  aitaimom xofuna  shuwajom, sagaisi  guxa-
jom ojomuya.  ojom itufasjom sagai  mafus,  lma toganus,  ojom itufai 
 sketajom uyagumuya." 
   osi  ofo  qal  omtogoqma  qai. unu unu  ijiyoqum  toganum. unu unu 
 ijiyoqum osiyo  najashouwi.  osi  ofshou,_:'om iyayomfo! an anajo  bujom 
xofunadajayom  om." "an  omimaste  onuwontekma itixouwo bado  fauisma." 
osi ofshouwo,  "om mba  muxafete  ogoyasuyom, mba sagaisite  ogayasuyom? 
an diyane ayu  xofunada..  om sagaite wajiyom toganeyom. uyagum dujo 
 ojojom  sagaite.'  om toganeyom wajiyom sagaite. omeya sagaite ijiyo, 
 omojo sagaisi fajiyosko  omojo  omtogoqma."  ojom ofshou,  "wade," ojom 
ofshou, "gofnojosma  neiyajunum  muxa  sagaisma." 
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   orait, muxa sagais osiya  oxofunajutam. "omiya guxayas, sagaisixo 
 windioqos,  muna:s, muna  mafus. sagaisixo muna:s, tageya tuwas wiyom. 
tageya tuwas  aiyajayom.  muxafusuxo  windlogos. 'tageya  tuwaswo  tuwa:s-
wo, tageya tuwaswo tuwa:swo, tuwaswo tuwaswo tuwa:swo  pupupupu. 
togoquya fashou,  'pupupupu. dis sagaisixo  muna  windioqos " ojom 
osuwa  muna windioqos,  osiyaomiya aisojof xofunada, Ubadani tojoiku 
toganusuya. osiya oshou,  wawindioqoi  gwatinya." iti  windioqos 
gwatinyamsasko sagais, ojom windioqo  gwatinyamfa. ojom xuisko sagais 
guxaisko, ojom windioqoqaneyo.  om nigis, os guxa ifajuta,  windioqoqa-
neyo.  om nigis, os guxa ifajuta. bes  om windioqosmasko, xombujikof 
 windioqosma. 
   xombujikof  windioqosmasko,  em nau, dijomuya, dijom uyagumuya atm-
mba  gumonusma, uyagum nunumba, ojom oshou,  "num ojouwa  nuxuinuxuinum, 
ojouwa nuxuinuxuinum.  num mba  awasnum nakum. andu  toganum  detiei-
join?" "deti deti  neijom?"  "dinim ukwate sagais  neijom  wondateya.4- 
ijiyo tofa ijiyokum  toganujomiya oshou, "ya, ya.  muxafe sagais neijom 
wonda. sagais afayu  aitixouwo.  "  om imasuya ofuna,  "duma Xojuwoji 
ogwatinyajmasa  om toganus, sagais osuxo  ufas." osi ofshou,  "am  iya-
yomfo.  aiti  i.j,iyo  toganu.  lagosuya,_  aridu  bugosuya fidt unusjofusuya 
 nai. osi ofshou,  'xaisiyoxusma ofnojeya.  xaisiyoxusma ofnojeya, to-
ganusuya ofo  yai  an oxofunakutasuya. an, on iya, anduba  badojo fauis-
ma tojoiyojuda,  an xaf imabujom bujowajunum  once.' sakisa ofosa nai, 
 muxafe sagais, os, oste  nunumba. onu  muxafe sagaisixo bujom xofunai-
dajunum.  sagaisixo bujom  xofunaidajun, 'onu  omtogoqma mba  muxafete 
 ogoyas, sakisa ofosa naisko. muxaf toganus sakisa  ofosa nai xofuna, 
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  ofosa xofuna, sakisa  ofejom muxa sagaisi wonda." osiya ofshou, "an 
  mba sketaisuya, mba sketaisuya ojomuya ofeiotedijomiya otedijomiya 
 ou." iti ofshujom,  "sagai toganus, ima  mafus o,  ima  mafus  o," iti 
  ofshujom,  "sagai toganus neijom wonda." igo uyagum ofshou, "wade, 
  wade, wade.  num mba nambo ugwasnum. numeya jouwa nujeiyanda, naja-
  shou  ununum."  om toganujomiya ofshou, "ya,  wade," iti ofshujom,  "om 
  uyagu xofnaikum ishuwaje  fanainum muxa sagais wonda. toganu  xofnai-
  kum dubajomiya ofoi. muxa toganu xofnaikujo uyagum sakisa jouwa." 
 ojom ofshou, "ya, ya, wade. muxa toganum ofoi bokwatejom muxa sagaisi 
  ofejom wonda. besi!" 
      ojom  neijom, indu  uyagum.  uyagum bokwate unu unu ijiyokum,  ojom 
   nei  nunumba  gumonusma, gumonusma ojom nunumba, ojom ofshou,  "num  an-
  motum oteidim idajei?"  om  ima takojeya ofshou, "wade,  neiyajunum xof-
  janda. wonuwunda dama  dama  tofim ojom. dajeya abujou,  num  meimonum. 
  andi nojuxa  aisojofimuya  abujowam wade,  omtogoqma xouwo, omtogoq  gof-
   najma,  ojma." ojomuya  abujowam, "num  meimonum  dama bujofqajetiya abu-
   jou." ojomuya ofosko ite. ojom ijiyo,  ojomuya ofshou,  "fu!  num fa-
  bigasnum! itu fainum ugu  tugam ki, ugu  tugam ki, kixui bokwate  fanai-
   num, xagotuda  andumi  toganum  xagote,_  muxa  aisojofim  woni  xafete  dama 
 aisojofijomiya!- muxa aisijofim wade ojojom, dotu aiyajunum. iti da-
   junum toganujomite nyajuna, nyajuna, nyajuna, nyajuna, dotu  alyajunum-
   sko.  namboju togwaiyajunum,  namboju togwaiyajunum  muxa  aisojofim." 
   ojom ofshou, "ya,  ya." ojom  nai aisojofim, iti ojom  aimainal ugu to-
  gajuya, ugu togasuya, baji nuwasuya.  ojomwo  kujubojum otu,  ojom  xota-
   teki ta. 
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 om  imaj  ofshujom, "onu indu. oniya nai, wonixafetejom. oni nei-
        yas,  xombujojuna nda  nai.  wanqejaxane,  wanqejaxane,  miyo  subejomma 
 naiganeyo, dotu wonixafete.  ima  mafum onojoyo. dotu wai  iti wonuxuta 
       dotu iya. iti ukwatexuta?" ojeya oshou, "an,  om aiti wajiyokwaiyom 
 gumonusma. gumonusma id je  ijiyokwai, dotu  wajiyogwateyom anda, dotu 
        anda ijiyo ungwatexane." 
          "an bej afayu. an bej afayuwasko, dotu xofunadajeyom aneya iti 
 iti  ofnojoya. onujo toganus, toganus  iti ofnojoya guxaikus. onujo 
        toganus iti ofnojoya guxaikus." oji ofshou, "wade." ojeya  nai,  muxa 
       miyo  subesma  nukegaillane, ojeya  nai. "dijiya  onogoi." "wu!"  andum 
       sagais  guxajom, kunu bogonim obukujom, kunu  bogonim obukou guxa.  iti 
                                                                                                                   „klic 
       uyagu  bogonimel, toganu bogonimei, doru  togoqui, jemxaidalqui. a:, 
        andi  toganum, numeya ofshou, deti  ofejom.  andum muxa  tofim  ojom. a:,
       num ojowa nuxei teitojonum. numeya It' ofshou, ambushou deti  deti 
 neijomxo.  andum uxa sagaisi ayujom guxada."  of iti  woni  yoxujaiii-
       ta, diji  nei,  of  nai  gumonusma, diji oshou andi  gumonusjofiyom,  "o o-
        joju toganujomiya  oguxamo, oguxamo, oguxamo,  sagai 1-',nonijomite.iti 
       omjomiya s gai bogonim, omjomiya akate. uyagu bogonim  omjomiyaakate, 
   toganu-bogonim,  ojomuya  f guxajom,  faguxajOm  mba. maitate_ mafe oguXa-
       jom, faguxajom ba, faguxajom, sagaisi faguxas mba. iti  faguxajom  om-
       togisi gwagi? mbai, wajesijataja ojo. mba sishukwate ojoyas, miyo 
       sobosabim bej atabo bokwatejom,  ojom guxajom." 
 ojom oshou, "wade, wade. uxas neiyajunum!" "uxas  neiyajunum!" 
       ojom oshou, "uxas  neiyajunum!"  dijomiya  gwatinyame.dijomiya  gwati-
       nyame naiyo, ki ugu  togam, inabojum, dijom naiyo. xaitobi neiyo, ojom 
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       nai,  dijomisko tojtei.  dijomiya tojtei muxa  guxaikum.  omjomiya fau-
       koj,  omjomiya sogakoj, dijomiya tojtei  aibokidaisko,  ojom  tojtei aibo-
       kidai. om  ima takojeya ofshou, "aniya xajote gwatinyadajujom. ani
        bujo funajedaja." ojom  dijom gwatinya.  "wa:! wa:! wa:!  wa:!".....
        "d
ama  tofim owom?"  "dama  tofim  °woe" "numeya ojowa nuxuibo  nu-
        xuim." "iti  num ofshou,  toganum deti deti  ofejom." "sagai guxada
 afayuwom." "sagai guxada  afayuwom." "wa:!"  dijomiya nyaguna 
        gwatinyasko  muxa toganujomte.  toganum,  ojom sagai bogonimgwaxutaxu-
        ta,  bedijom nyagunasko.  dijom nyaguna. nyagunaxane, nyagunaxane. 
        nyagunaxane, nyagunaxane, nyagunaxane, nyagunaxane. uyagum  dijom  nai-
        qane xoto,  toganujomiya kajaituxane. kajaituxane, kajaituxane, kajai-
        tuxane.  uyagumuya s gais tosnas os guxai. os guxai,  kiniyayukumdi-
        jom axou, kiniyayukum ojomsko,  ojomi, "bej  ujatubujayum!" ojomi  tei-
        tojoi gwatinya, dotu  neisko. ojom  naiyo,  dijom xui nyagunaxaneyaxa-
        tujma,  omtogoqma teitojo funaje.  omtogoqma nyagunaxaneyo. ojomgumo-
        nusma xaf fujenei sagai tosnas.  dijom xaf fujeneisko,  dijom  xutateki-
           ta. 
 toganum  ojom  nai  unujma.  unujma  dijom nai,  dijom yojoi  teitoju-
       . jom. dijom oshou, "numojo yunumaji aisojofim uyagum afanel bugof. 
        ojom afanei iti nyaguna nyaguna  fanejomsko." om  ima  takosuya,os 
        oshou, "wade. wade  afanejom, wade  afanejom. wade  afanejom, os, sagai 
        tosnas komjaje  xutatekita." dijom ijiyo ijiyo.  uyagum ba  omuisijom 
        xaikosa  muxa toganujoju  unujma,  otufujamjom. iti  omshujom,"toganu-
        jomiya idajujonum.  muxa  fujojum  ainkejaikom  aisojofim  numeyafanei, 
 numeya fanei  muxa fujojum ankejaiko  aisojofim." 
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 dijomisko  gofnosmasko dijomi neisko unu unu, gofnusma ojom nei unu 
        unu, bokwate. dijom oshou,  toganujomiya oshou, "om  ishuwajeyom numun-
        da fatufujanum. bej afaneyom numojo nukeja ijiyoko aisojofim. sagais 
 afaneyom. wade. wade  afaneyom.  afaneyom  num mba nambou xasnum  ora-
        te.  dama bujofqaja  nambou waxunum? bej afaneyom, oninyagunanum,yo-
        numaji. nyaguna gujofqaj  ofonum. wade. wiyom omojo  gumonusmaw ji-
         yosasko  sagais." 
           orait, ijiyo, ojom  ijiyo  gumonusma.  gofnoxusma igo,  om  ima tako-
        suya, disi  nai, disi xofuna oshou. "omi ukwate uxas  gumonusma.saga-
        isi ayu omojo  gumonusma. duma faisa qai, buboxajma waxutaisa gwaji.
        duma qaji. iti  faisa-qai buboxajma,  xutai windioqo baj tageyatuwas 
• 
 fisa.  tageya tuwas  fisa, osiya gwatinya bujofqaj  muxafusma. fagwati-
        nya xamasa. dotu faisa tageya tuwas aikuna, gumonusma koju. dotu  fa-
        pinisimesa e: fabasa, fatesjosa, dotu fatesjosasko. muxa  tageyaTil-
        wasmasko  windioqo  mafum wisko.  om shou uxas aneya. windioqo mafui. 
        "k
obusma yuj wi indu fogoq ida.  uyabomiyom omojo gumonusma kojo,  uya-
        teinajuwom.  _ateinajuwom,  uyateinajuwom  omojo  asxojim, fogoq, ugus,
        wabuq, kojweij, uyayum.  numda  ishuwajeyom fasketanum.  num  fodunum-
        sko.--;,num_muj_idajmnum;:aSlojibA6joi,  IgOtinbj_kauwaxunut-UyagUM; 
        gum idajunum xou, ojom uyayum, kojo  omojo  gumonusma  ijiyokumesko.  num 
        toganum  mba.  num  fodunum. mba  wofuniyasnum. numojo nukeja  aisojofim
        bej anamboju togwaneyom, muxa  bujofqajasko  fodunumsko.  muj idajunum 
        asuxoji jojoisko,  muj xouwom,  om xousko.  num mba  namboju uxasnum,  num 
        mba namboju uxasnum." 
           "d
otu, wayum ite ojom asxoji xou. omeya fogobam bayoj baj, kogwe-
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       ibam bayoj baj, wabubam bayoj baj,  omega waxouwom uyagum. uyagum  xa-
       neiyaje  gumonusma, ojom idajexanei gumonusma, ojom gwaxuta, dotu  ada-
       jujom gumonusjofum, adajujom  gumonusjofum.  sagaisixo omu yubuj, omu 
       yubuj sedyo  waxutaxuwom. yandamum  ojomiya adaje sagaisixo xobujeis.
 om yubuj, muj aidanijma waxutayom. dotu adajujom iti  omjomiya sedyo-
       sedyo iti  alfunikujomiyajo indim. numeya ofoim sagaisi guxadadabus. 
       sagaisi guxada dabus, ojom sedyo  adajujomsko, ojom adaja sedyo. saga-
       isixo xobujeis yandamjomiya daje,  omum tumbuxuji adajujom omjomiya, 
 omjomiya tumbuxuji adajujom, ishuwajujom.  num ambushunum sagaisite 
       guxa. nigisma yaxajma, yaxajma nigisma, ambushu  guxanum,mba asuxoji 
       awasunum.  ojom  ambushu yayukum, ojom asxoji adaje sedyo. sagaisixo 
       xobujeis  yandamjomiya daje." 
           "
andiya xofunayom, aniya  xofunakutayom. an oxofunasuya  sagaisiya 
       andi  bujofgaj. igo andi sagaisixo yabosgas omma yadajusa. sagai ya-
       bosgas ijiyodajusa. sagaisi bujowajusa. mba shou uxassa, mba. andi
       toganujoju yabosgas bej afayum,  afakateyom. sagaisi yabosgas yadajusa 
 gumonusma.,  bujowajusa, bujowajusa.  om  oshuwam sagaisi kunu bogonij 
       abujoja o. uyagu bogonij abujoja o, toganu bogonis  abujoja o, togoq    
_  abujoja  o, jemxaidaiq  _alujoja  o,  sagaisixo yabosgasuya  abujou.  om _ 
 -muj  gofshou  bugos. sagaisixo yabosgasuya tousiya abujou.  andiya xo-
       funakutai om.  muxa  tofim  waiyom. igo numeya mba  wondajasunum sagai-
       sixo osuxo toj  fotus. dinumuya owonteqma  bidiojma, bidiojma  dinumuya 
 owonteqma.  gumonusma, omujo  gumonusma os ijiyodajasusko. mba wonda-
       jasunum.  ainkejadajeyomsko. sagaisi ainkejadajeyom." 
 "
om  ishuwajeyom, omi  Juba dinum  ofnogoi. omojo yonum, andi  moti-
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num  omiya  xofunaiyom,  ojomuya mba wondajasujom. ishuwajejom. ajobo 
male ojo. mba  wondajasunum. 
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